
取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましよラ。 


®TOYOTA 






このたびは咬^をお買い上げいただを、 
ありびとラございます。 


本書は b B の取り扱いについてドライバーの動作にそって説明して 
いまず。 

安全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みくだ 
さい。 



-運転は交通ルール-マナーを守り、自然環境保護にも気をくばりましょラ。 

- HDD ナビゲーションシステムを装着されたかたは、別冊の取扱書を併せてお読みください。 
-トヨタ販売店で取りつけ6れた装備（販売店オプション）の取り扱いについては、その商品 
に付属の取り扱い説明書をお読みください。 

-装備については、販売店でカタ□グをご請ホください。 

-ご不明な点は、担当営業スタッフにおたずねくだをい。 

r N 

♦保証、および点検碧備については、「メンテナンスノート J に記載していまずので、併 
せてお読みください。 

♦トヨタ販売店の所在地、および連絡巧は、サービス網/お客様相談テレホン網として 
「メンテナンスノート J に記載していまず。 

♦取®書はいつでも見5れるよラに、メンテナンスノー トとともにお車に大切に保管して 
ぐださい。 

♦お車をゆず5れるときは、次のユーザーのために、この取扱書、およびメンテナンス 
ノー トをお車につけておいてください。 

< _ > 

車の仕様などの変更により、本書の内容がお車と一致しない場合がありまずのでご了承<ださい。 









本書の構成 



本書は巧の8章か5構成されています。 

とくに第1章の「安全ドライブのために必ず守っていた 
だきたいこと」は重要です。しっかりとお読みください。 


\ _ / 

第1章：ま全ドライブのために必ず守っていただきたいこと 

「重大な傷害や事故•車両义災におよぶおそれがあること J 、 および「一般 
的なま意 J と、その回避方法がこの章に集約して記載されていまず。重要 
でずので、必ずお読みください。 

第2章：基本操作早わかり 

はじめてこの車にお乗りいただくかたのために、基本操作を簡単に説明し 
ています。 

第3章：運乾装置の取り扱い 

ドアの開閉、シート、シートベルト、エンジンのかけ方、シフトレバー、 
木一勺一、 スイッチなどの取り扱いを説明しています。 

第4章：室内装備の取りおい 

エアコン、オーディオ、室内装備品（ルームランプなど）の取り扱いを説 
日月していまず。 

第已章：安全.快適装備の解説と注意 

SR S エアバッグ、 E B □付 A B S などち全-快適装備についての機能説 
日月と取り扱い上のま意を説明していまず。 

第6章：車との上手な付き合い方 

季節による取り扱い、環境にやさしい経済的な運転方法などについて説明 
しています。 

第7章：メンテナンス 

車の手入れのしかたと曰常点検について説明しています。 

第8章：万一のとき 

故障やバンクしにとさなど、万一のときに必要な処置方法について説0月し 
ていまず。 
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表巧について 


ま全に関する表示 


r 運転ちやほかの人が傷喜を受ける可能性のあること」や「車両の 
故障や破損につながるおそれびあること」と、その回避方法を下 
記の表示で記載していまず。これらは重要でずので、必ず読んで 
遵守して < ださい。 


r 




處響曽 


記載事項をお守りいただかないと、重大な 
傷害や事故•車両义災におよぶか、最悪の 
場合巧こにつながるおそれがあること。 




記載事項をお守りいただかないと、傷害、 
車両の故障や破損につながるおそれがある 
こと。 


V 


ノ 


その他の表示 


r 知っておくと便利なこと」-「知っておいていただきたいこと」 
を下記の表示で記載しています。 


を n ミ * B 知っておくと便利なこと。 

—ムス U 日巧 Ml っておし、てし、ただきたいこと。 

V J 


イラストの マークに ついて 

してはならない行為を示ずイラストには、下記のマークが記載さ 
れていまず。 
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> 八ンドル、ミラーの調整 

> C ~5ラ-の調整 ) 


を> ドア S ラーの調整のしかた1 


►パンドル、 S ラーの SK 



/ メインスイッチを巧します。 

メインスイッチのち側 （ R ) または左 
側 （ L ) を巧します。 

合 角度を調整します。 

位置調整スイッチで S ラーの角度を調 
整します。 

じ? メインスイッチを中立にします。 

調整したあとは^インスイッチを中立 
の位置にちどします。 



Mm 

走巧中は.=ラーの調畳をしないでください。置をを誤 D 思打め事故に 
つなびるおそれびあ D を険です。 


盛麵 

=ラーび動いているとをは手をふれたりしないでください。手を巧んで 
けびをしたり.云ラーの巧择などの原因になるおそれがあります。 



N 


作画を巧=について 

エンジンスイッチび A CC 、 または ON のとき使用できます。 


154 


★はグレード等によ D 装着の有巧び異な0ます。 


15 ま 


操作要領 ■■-知識 ま意-- ■: 警告 

操作要領び記載されています 前ページ参照 前ページ参照前ページ参照 


■本書では新計量法の施行に伴い、国際単に系（略称 S I 単位）を基本に記載し、従来 
単位を { } 巧に記載してありまず。 


操作説明 （3 〜8章）の見方 


操作説明 （3 〜8章）の基本的な読み方について説明していまず。 

タイトル ★ ヘッダー ツメタイトル 

階層により区別グレード等によ0装着のページの内容を 各章のタイトルを 
してあります 有無び異なることをお知案内しています 案内しています 

! らせします . T : : 


e 




宝の-をを.巧お■との上 i - - 

巧をい 、一の 巧とま* ^ま口い方 '-》；V 了ナンス.-—方-のとを 
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《このページはサンプルですので、記載内容は実際の車とは異なりまず。 




















































巧索方法について 


本書では、お客様が知りたいことを素早くお読みいただけるよう、 
:欠のような工夫がしてあります。 



I タイトルか5さぴす 


■ r 目次 J 

-「ツメタイトル J 

■ r 各章のはじめの目次 J 


I 取りつけ位置か6さぴす 

•「ィラ刑;知 S 


ち抑か6さびす 

470 

■ r 五十音さくいん J 



I 警告なか6さびす 

477 

■ r 警告なさくいん」 



症がか6さびす 

470 

■ r 五十音さくいん」 

(色つさ 文字の 項目） 



目次 



イラスト目次 

8 

安全ドライブのために 

必ず守っていただき 

たいこと 

13 

基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りになるかたへ） 


91 

運乾装置の取り扱い 


112 

室内装備の取り扱い 


251 

安全-快適装備の 

解説とミ主意 

337 

車との上手な 


付き合い方 

367 

メンテナンス 

383 


万一のとき 

435 

さくいん 

469 
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•まを•快適ドライブのために 

14 

-メンテナンスについて 

71 

-ま全装備について 

41 

• 才ーバーヒート • 万一の事故 

84 

-運転装置について 

63 

-その他の注意 

87 

-さ部の開閉 
-シートの調壁 
• シートベルトの着用 
-運転するときは 

92 

94 

96 

98 

. 璧舒了 

-スイッチ類の取り扱い 
-エアコン 
• オー了 ィオ 

104 

106 

108 

110 



早基 
わ本 
か操 
り作 


•ドア-ドアガラスなどの開閉 114 

-シートの調藝 148 

-シートベルトの着用 1色1 

•子供専用シート 171 

-チャイルドシートの固定 179 

•ノ V ンドル -5 ラーの調整 186 


•エンジンのかけ方 191 

-シフトレバーの使い方 198 

• オートマチック車の運転のしかた202 
• パーキングブレーキの使い方 208 
• メーター*表示な-警告巧の見方210 
. スイッチの使い方（ライト.ワイパーなど）236 


取運 
り乾 
扱装 
い置 
の 


. エアコンの取り扱い 
-才ーディオの取り扱い 
- ETC の取り扱い 

2已2 
268 
300 

-室内装備品の使いち（サン 
バイザー•ルームランプなど） 

316 

- SRS エアバッグ 
• シートベルト関係 
-盗難防止システム 
- E 巨 D 付 ABS 
• TRC • VSC 

338 

3已2 

3已4 

3已6 

3色0 

• 電子制御式4速オートマチック 
トランス5ッシヨン 
- V フレックスフルタイム 4 WD 
-デイスチャージへッドランプ 

363 

3色4 
366 

-雨の曰の運1引こついて 

3色8 

-経済的な運転 

378 

-寒を時の取り扱い 

3色9 

-環境な護のために 

380 


取室 
0内 
扱装 
い満 
の 


のを 

輯全 

説. 

と快 
ま適 
意装 
備 


付車 
をと 
台の 
い上 
方手 
な 


青賽議。 


384 - メンテナンスデータ 

414 •ネリ期設定項目 


426 

433 


-工具-スペアタイヤ-猪炎筒 

436 

• オーバーヒートしたとをは 

4已7 

万 

-故障したとさは 

442 

-けん引について 

460 


-バンクしたとをは 

444 

-事故が起きたときは 

46已 

と 

-バッテリーがあがったときは 

4已4 

-車両を緊急停止ずるには 

466 

さ 

-五十音さくいん 

470 

•警告なさくいん 

477 

[索 

L 引 
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イラスト目次 

インストルメントパネル 


光卽上下調整ダイヤル 239- 

ドアミラー調碧/格納スイッチ 188— 

ライトスイッチ 23己- 

方向指示レバー 238- 

フ□ントフォグランプスイッチ 237 - 

ホーン 248- 

ワイバ ー S ウォッシャースイッチ 240 
メーター、表示口、警告’灯 210—— 


シフト レバー ] 白8 



列部入力端子 289- 

ウインドシールドディアイサースイッチ 24已 
TRCOFF スイッチ 24己- 

チルトステアリングレバー 186 - 

エンジンスイッチ ]9] - 

ボンネットオープナー 144- 
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* 装備のちびい、オプシヨン装備などち含んでいます。 






























































-室のヒューズ 

-グ□ーブボックス 

-助手席 SRS エアバッグ 
——非常点滅灯スイッチ 

- 才 一7 ■ィオ& 

- エアコン 


リヤウインドウデフ ォッガー 
(量り取り）スイッチ 



397 

320 

338 

247 

268 

252 


244 


発炎筒 440- 

アクセサリーソケット 3 S 4 

カップホルダー 317 
コインボックス 320 

パーキングブレーキペダル S 08 

アンダートレイ 322 
運転席 S R S エアバッグ 338 
コインポケット 323 
力ードホルダー 317 
ETC ユニット 300 


《 HDD ナビゲーシヨンシステムについては、別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」 
を参照してください。 


* 装備のちびい、オプシヨン装備などち含んでいます。 
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目次 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 





































































































イラスト目次 

室 巧 


-イン ナー ミラー 

-サンバイ ザー /y (ニ ティミ ラー 

パワーウインドゥスイッチ（運転席） 

- スポットランプ 

一 S R S 力ーテンシールドエアバッグ 

I - フ□ントシートベルト 

I -ルームランプ 

I - リヤシートベルト 

^ 分離格納式シートベルト 



才^—ノナ^— 141-^ 

フ□ントシート 1 曰日 -1 

SRS サイドエアバッグ 339- 

リヤシート ] 曰 3- 

ISO FIX 対応チヤイルドシート 
固定専巧バー+トップテザーアンカー ] 79 

デッキアンタ‘ートレイ 327- 

ラゲージルー ムランプ 319- 


187 

316 

126 

318 

339 

164 

318 

164 

167 
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* 装備のちびい、オプシヨン装備などち含んでいます。 






































































イラスト目次 

車両か観 

-リヤワイバー 241 

-アンテナ 297 

- A イマウントストップランプ 411 

- バックドア 12] 

-リヤコン ビネーシヨ ンランプ 40白 

-フ□ントワイバー 240 

—ヘッドランプ （ A イビーム） 403 

- 車幅。406 

「ヘッド ランプ（□-ビーム） 403 



番号な 410 — 

ボンネット 144 - 

フ□ントフォグランプ 408- 

フ□ント方向指示巧兼非常点滅な 407- 

タィャ 39]、420 - 

ドアミラー、サイド方向指示打兼巧甫点滅な 188、427 

フ□ントドア 114- 

リヤドア ]]4 - 

チャイルドプ□テクター 118- 

フユーエル U ツド（燃料補給口） 141- 


目次 


奮告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




* 装備のちびい、オプシヨン装備なども含んでいます。 
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MEMO 
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安全ドライブのために 
必ず巧っていただき 

たいこと 



「重大な傷害や事故-車両义災におよぶおそれびあること」、およ 
び「一版のなま意」と、その回避ち法びこの章に集約して記載さ 
れていまず。重要でずので必ずお読みください。 


鉴 


ぶを•快適ドライブの 
ために . 

1 . 点検整備実施の 

お願い 

2. お出かけ前の注意 

3. 燃料補給時のま意 

4. 走巧ずるとをのミち意 

5. 走行中、異當に 

気づいた6 
色.駐停車ずるとをの 
注意 

ス排気ガスに対する 
ま章 

瓦おモさまを乗せる 
とをのま意 


14 


14 

1已 
20 
22 

30 

33 

3已 


38 


まを装備について- 

1. シートについての 
を意 

吕.子供専用シートに 
ついてのま意 

3. シートベルトに 

ついてのま意 

4. SRS エアバッグに 

ついてのま意 
已 . EBDMABSK 
ついてのま意 
6. TRC • VSC に 
ついてのま意 


41 


45 


49 


已已 


色1 


62 


運面装置について…… 

を 1.才ートマチック車に 

ついてのを意 63 

2. 4 WD 車についての 

ま意 67 

3. キーフ U - システムに 

ついてのを意 70 

がみメンテナンスについて 


百3 


71 


1. 点検-手入れ時の 

を意 71 

2. タイヤについての 

を意 74 

3. バッテ U - についての 

ま意 79 

4. ジャッキアップに 

ついてのを意 81 

才ーパーヒート • 

万一の事な . 84 

1. 才ーバーヒートに 

ついてのを意 84 

2. 万一の事故のとをの 

ま意 8已 


その他のま意 


87 
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トフた 0 



点検藝備を必ず実施してください。 
実施していただかないと、重大な車両故 
障につながるおそれがありを険でず。 


. 点巧整備実施のお願い 


① 点検整備を必ず実施してくださ 
し、。 





•曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施していただ<ことび 
法律で義務づけられています。 

曰常点検 （ P .414 参照）や定期点検など、点検整備の詳細については、「メンテナ 
ンスノート」をお読みください。 

•定期点検は、安全のおな■公害防止の観点から、12力月ごとに実施する点検で 
す。定期点検整備は、専用の整備機器、指定のミ由脂類、交換された部品-油脂 
類の適切な処理などび必要なため、トヨタ販売店にご相談ください。 

•点検整備は自動車の健康診断です。 

定期的な点検を行い、その結果必要となった整備や部品交換を実施することび、 
モホく車と付を合っていく5えで最を大切なことです。 

•点検整備を実施しないと、例えばエンジンオイルの不足-劣化によりエンジン内 
部び焼きつきなどを起こすおそれびあります。また、ブレーキパッドやブレーキ 
ディスクなど、その役割をまたすとともに摩耗していく部品については、使用限 
度（摩耗限度）を超えての使用は故障を引き起こすばかりか、事故に結びつくお 
それちあります。 

•日常点検で異常びあったり、車の調テび悪い場合には、トヨタ販売店にご相談く 
ださい。 


点検整備実施のお願い 
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トフた 0 



2. お出かけ前のを意 


お出かけ前に、次の事項を必ず巧ってく 
ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つながるおそれがありまず。 


の 窓ごしなど車外からのエンジン始動は絶対に行わないでくださし1。 

•思わめ事故につなびるおそれびあり危険ですので、必ず運転席に座って行ってく 
ださい。 


② エンジンを却水温がほい間は、 
極端にアクセルペダルをあお！5 
ないで < ださい。 


-邀:: 

♦ - ▲ 


参暖機不足の状態では、觸媒装置び未燃焼ガスにより異常燃焼を起こし、損傷する 
おそれびあります。 

参暖機はお水温表示灯び消灯すれば十分です。 


③ 走行前にすベてのドアが確実に閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

参ドアび確実に閉まっていないと、走行中にドアび突然開き、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険でず。なお、いずれかのドア（バックドアを含む）び確実に 
閉まっていないとさは、半ドア警告な （ P .233 参照）び点なしまず。 



.お出かけ前のを意 
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在域安を • 快適ドライブのために 


④フ □ントガラス前部のが気取り 
入れ□に雪、落ち葉などがつい 
ているときは取り除いてくださ 
し、。 



♦外気び導入できず、車内の換気び十分でさなくなり、雨天時など車内の湿度び上 
びり、ガラスび曇ったりして視界び悪くなるおそれびあります。 


⑥停 車中に八ンドル位置を調整し 
たときは、確実に固定されてい 
ることをしてください。 



参八ンドルの固定び不十分だと、走行中に八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ 運転席足元、運転席下にちのを 
置かないで<ださい。 



参空吿などびあると、ブレーキペダルやアクセルペダルに挟まり、ブレーキ操作び 
でさなくなったり、アクセルペダルびをどらなくなるなど、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。また、シートの動きびさまたげられたり、シートび固 
定でさず、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


16 






まを • 快適ドライブのためにが迅 


⑦フ □アマットはお車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの 
上にしっかりと固定して使用してください。 

参運転席にフ□アマットを敷くときは、なのことをお守りください。お守りいただ 

かないと、フ□アマットびずれて運転中にちペダルと干渉し、思わめスピードび 

出たり車を停止しにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

• トヨタ純正品であってを、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しな 
いでください。 

•運転席専用のフ□アマットを使用してください。 

•付属のフック（クリップ）を使って、 

常にしっかりと固定してください。 

力一ぺットの巧は、トヨタ純正フ〇 
アマットのずれを防止ずるために使 
用する固定ク1」ップ取り付け用です。 

固定フック（クリップ）の形状およ 
びフ□アマットの固定ち法はイラス 
卜と異なる場合びあります。 

詳しい固定方法はフ□アマット付属 
の取扱書をお読みください。 

• 他のフ□アマット類と重ねて使用しないでください。 

•フ□アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しないでください。 

•運輯する前に、次のことを確認してください。 

•フ□アマットびずべての固定フック（クリップ）で正しい位置にしっかりと固 
定されていることを定期的に確認し、 

と < に洗車後は必ず ffi 認をおこなっ 
て < ださい。 

•エンジン停止およびシフトレバーび 
©の状態で、さペダルを奥まで踏み 
込み、フ□アマットと干渉しないこ 
とをお認してください。 





.お出かけ前のを意 
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がみ安を • 快適ドライブのために 


⑧ 助手席や後席に荷物を積み重ね 
た0しないで< ださい。 



♦急ブレーキをかけたときや車び旋回しているときなどに荷物び飛び出して、乗員 
に当たったり、荷物を損傷したり、荷物に気を取られたりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

•荷物はラ ゲージルームに 安定したが態（例えば、ラ ゲージルーム 前ちに巧等に） 
で置いて < ださい。 


( D 燃料が入った容器やスプレー左 
などは積まないでください。 



•万一のとを引乂し、車両义災につなびるおそれびあり危険でず。 
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まを • 快適ドライブのためにが迅 


⑩ ボンネットを開けて作業などをしたときは、走行前にボンネット 
が確実に□ックされていることを ii 崔認、してください。 

参ロックせずに走行すると、ボンネットび開いて思わめ事故につなびるおそれびあ 
り危険です。 


⑩ 巧の場合は車が故障しているお 
それびあります。そのままにし 
ておくと走行に悪影響をおよぼ 
したり、思わめ事故につながる 
おそれがありを険です。トヨタ 
販売店で点検を受けてください。 

•いつちと違ラ音や臭いや振動びするとを。 

♦八ンドル操作に異常を感じたとき。 

参ブレーキ液び不足しているとを。 

参地面に油のもれたあとび残っているとさ。 

♦メーター-表示灯-警告灯、ランプ類に異常びあるとさ。 


返) お酒を飲んでの運転は絶対にし 
ないで < ださい。 


•飲ミ酉運転は法律で禁止されています。 

•飲ミ酉運転は非常に危険で、ごくみ量のアルコールでち判断力-視力-ミ主意力に影 
響をおよぼし、重大な事故につなびるおそれびあり危険でず。 

⑩ エンジンルーム内、および車体巧下に、ネコやネズミなどのル動 
物がいないことを確認してください。 

♦エンジン始動時、フアンやベルトにル動物び卷さ込まれたりして、機能不具合の 
原因となるおそれびあ0ます。 





.お出かけ前のを意 


19 














ドラた 0 
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3. 燃料なお時の注意 


燃料を補給ずるとさは、巧の事項をおず 
守ってくだをい。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険でず。 


① 指定がの燃料を使用しないで 
ください。 


•指定燃料は無給レギュラーガソ U ンです。給油時に指定されている燃料であるこ 
とを確認してください。 

♦指定！;!外の燃料（粗悪ガソ U ン.軽油.な油.アルコール系燃料など）を使用す 
ると、エンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生したり、出力びな下 
する場合びあります。また、そのまま使用ずると、エンジンの故障や燃料系部品 
の損傷による燃料ちれなどの原因となるおそれびありますので、指定燃料し分外は 
使用しないでください。 



⑤ 燃料補給時には、巧のことをお 
ずお守り <ださい。 



•エンジンは必ず停止してください。 

•車のドア-窓は閉めてください。 

•タバコなど义気を近づけないでください。 

•フユーエル U ッド-フユーエルキャップを開けるときなど給油操作を行う前に、 
車体などの金属部分に軸れて身体の静電気除まを行って<ださい。身体に静電気 
を帯びていると、放電による火巧で燃料に引义する場合びあり、やけどをするお 
それびあ0ます。 
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まを • 快適ドライブのためにが迅 


•フューエルキャップを開ける場合は、お 
ずキャップのツマ-を持ち、ゆっくりと 
開けて < ださい。 

気温び高いときなどに、燃料タンク内の 
圧力び高くなっていると、給油口から燃 
料び吹さ返すおそれびあります。 

フューエルキャップを少しゆるめたとさ 
に、"シュー"という音びする場合は、 

それ liLh 開けないでください。 

その音び止まってからゆっくり開けてください。 

•給油中、再び車内のシートにもどったり、帯電している人やをのに觸れないでく 
ださい。（再帯電のおそれびあります） 

参給油口には静電気除去を行ったかたけがの人を近づけないで<ださい。 

•ふきこぼれを防ぐため！;!下の点にミ主意し 
てください。 

•給油□にノズルを ffi 実に挿入する。 

•継ぎ足し給油をしない。 

•給油終了後、フューエルキャップを閉め 
る場合、"カチッ"と音びずるまでちに 
回し、お実に閉まっていることをお認し 
てください。 

参車に合ったトヨタ純正のフューエルキャップしソ外は使用しないでください。 
•そのほか、ガソ1」ンスタンド内に掲示されているミ主意事項を守ってください。正 
常に給油できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってください。 

③ 給油時に、気化した燃料を吸わないようにしてください。 

•燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのをありますので、を意してください。 





.燃料補給時のを意 
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4. 走行するとをのを意 


走行ずるとさは、巧の事項を必ず守って 
ください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれびあ0まず。 


① 走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 


>エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステアリングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険でず。 



行中は八ンドル位置やミラー- 
運転席シートの調整はしないで 
<ださい。 



•調整中に運輯を誤ったり、シートび突然動くなどして思わめ事故につなびるおそ 
れびあり危険です。 


③ ドアミラーを倒したまま走行しないでください。 

•ドア5ラーによる後ち確認びでさず思わめ事故につなびるおそれびありを険でず。 


4.走行するときのま意 
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まを-快適ドライブのためにが迅 


④ ブレーキペダルに足を乗せたり、 
パーキングブレーキをかけたま 
ま走行しないで < ださい。 


♦ブレーキパッドび早く摩耗したり、ブレーキび過熱しブレーキの効きび悪くなり、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 


⑥ 下り坂ではエンジンブレーキを 
併用してください。 


•ブレーキペダルを踏み続けると、過熱によりブレーキの効きび悪くなるおそれび 
あり危険でず。 

⑥ 車をかし移動させるときも、必ずエンジンを始動してください。 

参エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステア1」ングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

•エンジンをかけず、坂道を利用して車を動かすと、思わめ事故につなびるおそれ 
びあり危険です。 





4.走行するときのま意 
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在域まを-快適ドライブのために 


@ 八ンドルをいっぱいにまねした 
状態を長く続けないでください。 


•ノ f ワーステア1」ングモーターび過熱により損傷するおそれびあります。 

♦停車中や微あ速走行中に八ンドル操作を繰り返したり、八ンドルに力をかけたま 
まな持すると、モーターやコンピユーターの過熱を防止ずるためパワーステア U 
ング制御び制限され八ンドル操作び重くなることびあります。 

この場合は、しばらく八ンドル操作を控えてください。八ンドル操作をしないま 
ま、約10分び経過すると、通常の重さにもどります。 

•過熱防止の制限びかかるような操作を頻繁に繰り返すと、システムの故障の原因 
になります。 


⑧ 八ンズフリー L ソがの自動車電話 
や携帯電話を運転ちは運転中に 
使用しないでください。 


•八ンズフ U — (外の自動車電話や携帯電話を運転者び運転中に使用することは、 
法律で禁止されています。 

•電話をかけるときや、電話びかかってきたとさに、ミ主意び電話機に向いてしまい、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

八ンズフリー L ソ外の自動車電話や携帯電話を運転者び使用するとさは、安全な場 
所に停車してから使用してください。 




4.走行するときのま意 
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まを-快適ドライブのためにが迅 


( D 大きな段差がある場所では慎重 
に走行してください。 


参なのよラな場所を走巧するとをは、 J り) く一を損傷ずるおそれびありまずので、 
スピードを落として憤重に走行してください。 

• 駐車場の出入り口などの段差のある場所を通過するとき。 

• 立体駐車場のス□ープなど勾配び急な場所を走行するとき。 

• 輪止めなどのある場所や、路肩におって駐停車するとさ。 

• 凹凸やわだちのある道を走行するとき。 

• くぼみ（穴）などを通過するとき。 

•平坦な道から上り坂-下り坂に進入するとき、または上り坂-下り坂から平坦 
な道に進入するとき。 


⑩ ぬれた路面や積雪路-ま結路な 
どのすべりやすい路面では、と 
くに I 眞重に走してください。 


♦すべりやすい路面での急ブレーキ.急加ま-急八ンドルはタイヤびス U ップし、 
車を制御できなくなり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦急激なアクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転数 
のを化は、車びおすべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 

•寒いとき、橋の上や日陰など凍結しやすい場所ではあらかじめ減まし、慎重に走 
行してください。 

•雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 





4.走行するときのま意 
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在域まを-快適ドライブのために 


⑩ 冠水した道路は走行しないでく 
ださい。 


•冠水した道路を走行すると、エンストするだけでなく、電装品のショート、水を 
吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびありまず。 
万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは、必ずトヨタ販売 
店で下記の項目などを点検してください。 

•ブレーキの効さ具合。 

•エンジン-トランスミツシヨン-トランスファー (4 WD 車）■デイファレン 
シャルなどのオイル量、および質のを化。（白還している場合、水び混入してい 
ますので、オイルの交換び必要です） 

•プ□ペラシャフト （4 WD 車）-各ベア U ング.さジョイント部などの酒滑不良。 

返) 湿度が非常に高いときにエアコンを作動させている場合、オート 
エアコン装着車ではフ□ントデフ□スタースイッチを押さないで 
ください。マニュアルエアコン装着車では吹き出し□切り替えダ 
イヤルを W の位置にしないでください。 

•外気とウインドゥガラスの温度差でウインドゥガラス外側表面び曇り、視界をさ 
またげる場合びあります。 



f . 走行するときのま意 
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まを-快適ドライブのためにが迅 


⑩ スタック^したとさは 

《めかるみ-砂地-深雪路などで駆動輪び 
空転したり、埋まり込んで動けなくなつ 
た巧態。 


•スタックからの脱出をこころみるとをは、必ず周囲の安全を十分に確認してくだ 
さい。脱出の勢いで、をのを損傷させたり、人身事故を引き起こずおそれびあり 
を険です。 

•タイヤを高まで回転させないでください。タイヤびバースト（破裂）したり、駆 
動部品（デイファレンシャルギヤなど）の異常過熱により思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険でず。 

•スタックからの脱出のために、やむを得ず前進•後退を繰り返すときは、トラン 
ス5ッションやデイファレンシャルギヤなどに損傷をあたえるおそれびあるため、 
なのことにを意してくださし、。 

•シフトレバーを®、または©に確実にしてから、アクセルペダルを軽く踏んで 
ください。 また、 シフトレバー操作中は、絶対にアクセルペダルを踏まないで 
ください。 

•過度の空ぶかしやタイヤの空転をさせないでください。 

•過度にタイヤび空転した場合には、エンジン回転び低くなってから、徐々にブ 
レーキ操作をしてください。 

•数回行っても脱出できないときは、本操作を中止してください。 

参スタック脱出には、次のち法び有効でず。 

• タイヤ前後の±や雪を取り除く。 

• タイヤの下に木や石などをあてびラ。 

•けん引フックやサスペンション部品などに□ープをかけてけん引すると、けん引 
フックやサスペンション部品を損傷するおそれびあります。無理にけん弓 I せず、 
トヨタ販売店や J A F などに依頼してください。 




4.走行するときのま意 


27 








在域まを-快適ドライブのために 


(0) 洗車後や水たまり走行後は、ブ 
レーキペダルを軽く踏んで、ブ 
レーキが正常に働くことを確認 
してください。 



•ブレーキパッドびめれると、ブレーキの効をび悪くなったり、めれていない片方 
だけび効いて八ンドルを取られ、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

参効さび悪い場合は、周囲の安全に十分ま意して効をび回復するまで、数回ブレー 
キペダルを軽 < 踏んでブレーキび正常に働くことをお語して < ださい。 


饭) 走行中、シート LU がの場所への 
乗車や車内の移動はしないでく 
ださい。 



•急ブレーキをかけたとさや衝突したとをなどに、身体び巧ばされ、頭などを強く 
巧ち、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 


⑩窓 か！5手や顔を出さないでくだ 
さい。 



•走行中、手や顔を出していると、車がのものなどに当たったり、急ブレーキ時に 
頭を窓巧にぶつけたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 
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まを-快適ドライブのためにが迅 


⑩ ドアガラスを開けるとさや閉め 
るときは、ほかの人の手-腕- 
頭•首などを挟んだり、巻き込 
まないよラにを意して < ださい。 


♦ドアガラスに挟まれたり、卷き込まれたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑩グ □ーブボックスなどのフタを開けたまま走行しないで<ださい。 

参急ブレーキをかけたとをなどに荷物び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険でず。 


⑩ ウインドゥガラスにアクセサリー 
を取りつけたり、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの 
上にものを置いたまま走行しな 
いで < ださい。 

•運転者の視界をさまたげたり、発進時や走行中に安全運転のさまたげになり、思 
わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

翅) 走行中はドアレ/ V ’一を弓 I かないでください。 

•走行中はドアレバーを引かないでください。 

ドアび開さ車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあ0ます。 





.走行するときのま意 
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トフた 0 



5- 誤細 こ 


走行中、異甫に気づいた6、巧の事項を 
必ずずってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれびあ0まず。 


の 警告なが点な•点滅した!5、を 
全な場所に停車し、ただちに処 
置してください。 



•点な•点滅したまま走行すると、思わめ事故を引を起こしたり、エンジンなどを 
損傷するおそれびあります。警告なの内容を確認し、適切な処置をしてください。 
( P '222 割財 


② ブレーキ警告灯が点なしたまま 
走行し続けないでください。 



ブレーキ警告口 


•警告灯びなのよラになったときは、ただちに安全な場所に停車してトヨタ販売店 
にご連絡ください。 

•エンジン回転中にパーキングブレーキを解除してを点灯したままのとを。 
この場合、ブレーキの効さび悪くなり、制動距離び長くなるなど、思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険です。効をび悪いとさは、ブレーキペダルを強く 
踏んでください。 

• ブレーキ警告なび A 目 S 警告灯と同時に点灯したままのとさ。 

この場合、 ABS に異常び発生しているだけでなく、強めのブレーキの際に車 
両び不安定になるおそれびあります。 


日.走行中、異常に気づいたら 
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まを-快適ドライブのためにが迅 


③ エンストしたときは、落ち着いて操作してください。 

•エンストしたとをは、ブレーキ倍力装置やパワーステアリングび作動しなくなり、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりします。 

この場合は、制動力などびな<なったわけではありませんので、通常より力を入 
れて操作し、周囲の安全を確かめ、路肩に寄せて停車して<ださい。 


④走 行中にタイヤが/ ンクやバー 
スト (破裂）しても、あわてず 
対応してください。 



♦八ンドルをしっかり持ち、徐々にブレーキをかけてスピードを落としてください。 

急ブレーキや急八ンドルは車両のコント□-ルびできなくなるおそれびありまず。 
参なのよラなとさはパンクやバーストび考えられます。 

•八ンドルび取られるとを。 

•異常な振動びあるとさ。 

•車両び異常に傾いたとさ。 

•パンクしたまま走行しないでください。パンクしたまま走行し続けると、走行不 
安定となり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。また、タイヤ•ディ 
スクホイールやサスペンション-車体に損傷をあたえるおそれびあります。ただ 
ちにスペアタイヤに交換してください。 （ P .444 参照） 
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在域まを-快適ドライブのために 


⑥ 車体巧下やタイヤ-ディスクホ 
イールに強い衝撃を受けた！5、 
ただちにを全な場所に車を止め 
て、下まわりを点検してくださ 
し、。 


♦ブレーキ液や燃料びをれたり、サスペンション部品、タイヤ•ディスクホイール、 
駆動系部品などのをあや損傷の可能性びあるため、そのままの状態で使用ずると、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

♦をれや損傷び見つかった場合は、そのまま使用せずトヨタ販売店にご相談くださ 
い。 


⑥走 行中、継続的にブレーキ付近 
か5警告音（"キーキー"音）が 
発生したときは、ブレーキパッ 
ドの使用限度です。トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


•警告音は、フレーキパッドウェアインジケーターによるもので、走行中に警告音 
("キーキー’’といラ金属音）を発生させ、ブレーキパッドび使用限度に近づいた 
ことを運転ちに巧らせます。 

警告音び発生したとさは、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
•警告音び発生したまま走行し続けると、ブレーキパッドびなくなり、ブレーキ部 
品を損傷させたり、効さび悪くなって、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 

⑦走 行中にやむを得ずエンジンを停止するときは、次のことをお守 
りください。 

参走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは、十分に減まするようにしてくだ 
さい。エンジンを停止すると、ブレーキの効きび悪くなり八ンドルび重くなるた 
め、車のコント□ールびしにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 


巧^-フリーシステム装着車を除く 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは、キーは絶対に抜かないでくださ 
し、キーを巧くと八ンドルび□ックされるため、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 




已.走行中、異常に気づいたら 


32 










トフた 0 



巨. 駐停車するとをのま意 


駐信車ずるときは、巧の事項を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶ占、、最悪の場合死じに 
つなびるおそれがありまず。 


①車か5離れるときは、パーキングブレーキをかけ、必ずエンジン 
を停止し、ドアを施錠してください。 

•車から離れるときは、おずエンジンを停止して、施錠ずることび法律で義務づけ 
られています。また車両盗難や車内のものを盗まれるおそれびありますので、車 
内に貴重品などを置かないよラにしてください。 

•車から離れるとき、下記のことを守ってください。お守りいただかないと、車び 
無人で動さ出し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

•シフトレバーを©にする。 

• ノ V ’ーキングブレーキをかける。 

•エンジンを停止する。 

• ドアを施錠する。 


② 可燃物付近に車を止めたりしな 
いで < ださい。 


•車両後方や排気管付近に燃えやすいをのびあると、火災につなびるおそれびあり 
危険でず。 

参木材、ベニヤ板などび車両後方にあるときは、車両を端を約 30 cmii (上離して止 
めてください。すさ間びかないと、排気ガスによってを色やをおしたり、义災に 
つなびるおそれびあり危険でず。 

♦枯れ草や紙くずなど燃えやずいものの上を走行したり、車を止めたりしないでく 
ださい。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると、火災につなび 
るおそれびあり危険です。 

③ 寒を時、パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪 
止めをしてください。 （ P .37 巨参照） 

参輪止めをしないと、車び動さ思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 




.駐停車ずるとさのま意 
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在域まを-快適ドライブのために 


④停 車中に空ぶかしをしないでく 
ださい。 



•排気菅び過熱し、車両义災につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ 炎天下で駐車するときは、メガ 
ネ.ライター.スプレ—ち.炭 
酸飲料の左などを車内に放置し 
たままにしないで < ださい。 



•車内び大変高温になるため、ライターやスプレー宙のガスび自然にをれたり、破 
裂ずるなどして、車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•炭酸飲料の宙び破裂するなどして車内を巧したり、電気部品のショートの原因と 
なるおそれびあります。 

•車内び大変高温になるため、プラスチックレンズやプラスチック素材のメガネの 
変お-ひび割れを起こすことびあります。 


⑥仮眼するときは、必ずエンジン 
を停止してください。 



•エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセ 
ルペダルを踏み込むなどして、車の急発進による事故や、エンジンの異常過熱に 
よる車両火災につなびるおそれびあり危険です。 

また、排気管び損傷していたり、風通しの悪い場所では、排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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トフた 0 



7. 排気ガスに巧するを意 


排気ガスにはお色-お真で有害な一酸化 
炭素 （C0) び含まれていまず。 

誤ってが気ガスを阪い这まないよラにず 
るため、巧の事項を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、重大な健康障害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0まず。 


の 換気び悪い場所では、エンジン 
をかけたままにしないで<ださ 
し、。 


•車庫内など囲まれた場所では、排気ガスび充満し排気ガスに含まれる一酸化炭素 
( C 0) により、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 



⑤ 雪び積もつた場所や降雪時に駐 
車するとをは、エンジンをかけ 
たままにしないで<ださい。 


>エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び積もると、排気ガスび車内に侵入し、 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 




7.が気ガスに对するま意 
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在域まを-快適ドライブのために 



③ 排気管はときどき点検してくだ 
さい。 


>排気管の腐をなどによる巧や亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常 
などに気づいた場合は、必ずトヨタ販売店で点検整備を受けてください。そのま 
ま使用すると排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

>排気管は排気ガスにより高温になります。点検などで排気管に触れる場合は、十 
分に排気管び;令めてからにしてください。 


④バ ックドアを開けたまま走行し 
ないで < ださい。 



•開けたまま走行すると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。走行する前に、必ずバックドアび 
閉まっていることをお認してください。 


7.が気ガスに巧するま意 
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まを-快適ドライブのためにが迅 


©車内に排気ガスび侵入してきた 
と感じた!5、次の処置をしてく 
ださい。 



参すベての窓を全開にして巧鮮な外気を車 
内に入れてください。 

参すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受 
けて<ださい。そのまま放置すると、排 
気ガスにより、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 




7.が気ガスに对するま意 
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トフた 0 



8. がさ语意柔せるときの 


おモさまをませると走は、巧の事項をお 
ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれびあ0まず。 


①お子さまはリヤシートに座らせ 
て < ださい。 



•助手席ではお子さまの動作び気になり、運転のさまたげになるだけでなく、お子 
さまび運転装置に触れて思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

参おテさまを U ヤシートに座らせたとさは、チャイルドプロテクターを使用してく 
ださい。おテさまび誤って車内からドアを開けることを防止でをます。 

チャイルドプ□テクターの使用ち法は、 P .1 ]8を参照してくださぃ。 


②お子さまにもシートベルトを必 
ず着用させてください。 



•ひざの上でお子さまを抱いていると、急ブレーキや衝突したときなどに支えきれ 
ず、お子さまび放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に 
つなびるおそれびあります。 

• U ヤシートでも必ずシートベルトを着用してください。 ( P .161 参照） 


V お子さまを乗せるときのを意 
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まを • 快適ドライブのためにが迅 


♦シートベルトの肩部べルトび首やあごに 
当たったり、腹部ベルトび腰骨にかから 
ないよラなルさなおテさまには、おテさ 
まの身体に合ったモ供専用シートを使用 
してください。 

子供専用シートについては、トヨタ販売 
店にご相談ください。 


③お子さまをシートベルトで絶対 
に遊ばせないでください。 


•お子さまびシートベルトで遊んで万一べルトび首に巻さついた場合、窒息など 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

誤ってそのよラな巧態になってしまい、バックルをはずせない場合は、八サ S 
などでシートベルトを切断してください。 


④ ドア-ドアガラスなどはお子さ 
まに操作させないで<ださい。 


参おテさまび操作すると、開けるときや閉めるとを、手•腕■頭-首などを挟んだ 
りして、巻を込まれたりして、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•走行中にドアを開け、お子さまび車外に放り出されるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

参チャイルドプ□テクター ( P . 118参照）やウインドゥ□ックスイッチ （ P .12 己参 
貝貢）を使用して、お子さまび誤って操作しないよラにしてください。また、ドア 
ガラスを開けるときや閉めるとさは、ほかの人の手•腕■頭-首などを挟んだり、 
きき込まないよラにを意して操作してください。 





.お子さまを乗せるときのを意 
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在域まを-快適ドライブのために 


⑥車 か！5離れるときは、お子さま 
を車内に残さないでください。 



•炎天下の車内は大変高温となり、おモさまを残しておくと、熱射病や脱水症状と 
なり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


♦お子さまを残しておくと、マッチ■ライ 
ター-発炎筒の义遊びによる車両火災に 
つなびるおそれびあり危険でず。 

•エンジンスイッチにキーをつけたまま 
(また、キーフ U - システム装着車では、 
車内に電モカードキーを置いたまま）車 
内にお子さまを残しておくと、パワーウ 
インドゥのスイッチを操作し、誤って 
手•頭' 首などを挟み、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびありまず。また、運転装置を動かし 
て思わめ事故につなびるおそれびありを 



険でず。絶巧にキーをつけたまま（また 
は、車内に電子力ードキーを置いたまま）、 
おテさまを車内に残さないでください。 
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> を繁っ作- 

1. シートについてのま意 


シートについては、巧の事項を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶ占、、最悪の場合死じに 
つなびるおそれがありまず。 


① シートは正しい運転姿勢が取れ 
るよラに位置を調整してくださ 
し、。 



•正しい運転姿勢を取らないと、運転操作を誤り思わめ事故につなびるだけでな<、 
シートベルト .S R S エアバッグ.へッドレストなどの効まび発揮されず、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

正しい運転姿勢については、 P . 148を参照してください。 


② シートを調整したあとは、シー 
卜を軽く前後にゆさぶり、確実 
に固定されていることを確認し 
て < ださい。 


•固定されていないとシートび動さ、思わめ事故の原因となって、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

@ 走行中はシートの操作をしないで<ださい。 

♦ブレーキをかけたとさや衝突したとをなどに、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険です。 

④フ □ントシートの下にちのを置かないでください。 

•ものび挟まってシートび固をされず、思わめ事故の原因となるおそれびあり危険 
でず。また、□ック機構の故障の原因となります。 
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^ をを装備について 


⑥ 背ちたれを必要 LU 上に倒して走 
行しないでください。 


♦必要し U 上に背をたれを倒していると、衝突、または追突されたとき、腰部ベルト 
びお骨からずれ、身体びシートベルトの下にちぐり込み、強い圧迫を受け、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑥ シート操作時はレバーに指を挟まないようにを意してください。 

•けびをするおそれびあ0ます。 


@ 背ちたれと背中の間にクッショ 
ン（座な団）などを入れないで 
<ださい。 


参正しい運転姿勢び取れないばかりか、衝突したときシートベルトやへッドレスト 
の効果び十分に発揮されず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり盾; 
険です。 




1 . シ—卜についてのま意 
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まを装備について% 


⑧へッ ドレストをはずしたまま走 
行しないでください。 


•衝突したときなどに、首に大きな衝撃び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。また、フ□ントシートでは、ヘッドレストの中央び 
ちの後方になるよラに高さを調整してください。 


( D ヘッドレストは、それぞれのシート専用です。取りつけるときは、 
"カチッ"と音びして固定されたことを確認してください。 

•ヘッドレストを間違って取りつけると、固定することびでさず、衝突したとさな 
どに生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑩フ □ントシートには S R S エアバッグび内蔵されていますので、 
取り扱いにを意してください 。 （S R S サイドエアバッグ装着車） 

参不適切に扱ラと正常に作動しなくなったり、誤ってふくらみ、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑩リヤ シートのリクライニング調整をするときは、次のことをお守 
りください。 

•背もたれをもどずときは、シートベルトを挟み込まないようにしてください。 
シートベルトび傷つくおそれびあり、傷ついたまま使用すると、衝突したとさな 
どにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

参シートを調整したあとは、シートを軽く前後にゆさぶり確実に固定されているこ 
とを確認してください。固定されていないとシートび動を、思わめ事故の原因と 
なって、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 




1. シ—卜についてのま意 


43 











^ をを装備について 


⑩リ ヤシートの前倒しについては 
次のことをお守りください。 


•走行中はシートの操作を行わないでください。ブレーキをかけたとさや衝突した 
ときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 

♦倒した背もたれの上やラゲージルームに人を乗せた状態で走行しないでください。 
ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 

♦背をたれを前倒ししたとをは、お子さまびラゲージルームに入らないよラにま意 
してください。ボディのま起に当たるなどして、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険でず。 

•シートをちとにもどしたときは、軽く前後にゆさぶりお実に固定されていること 
をお認してください。固定されていないと、急ブレーキ時などに背もたれび倒れ 
たり、ラゲージルーム内のものび飛び出すなど、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険でず。 

•背をたれを倒すときやちとにもどすとさは、シートベルトを挟み込まないよラに 
してください。シートベルトび傷つくおそれびあり、傷ついたまま使用ずると、 
衝突したとさなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 



1 . シ—卜についてのま意 
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，六 


子供専用シートについては、次の事項を 
必ず守ってください。 


お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つながるおそれがありまず。 


2. 子供専用シートについて 
るミち意 


① 車のシートベルトび正しく着用できないルさなお子さまには、身 
体に合った子供専用シートに座らせてください。 

•乳児は、頭や首を含め完全な安全保護サポート（ベビーシート）び必要でず。幸し 
児の首は安定していなくて、また頭はほかの部分に比べて極めて重いからでず。 
乳児は、必ず適切なベビーシートに座らせてください。 

•幼児の体おは、シートベルトの設計巧をとなっている大人とは異なっていまず。 
幼児の骨盤はルさく、通常のシートベルトでは骨盤の巧い位置にとどまらず、腹 
部にかかってしまいまず。衝突した場合に、シートベルトによって腹部に強い圧 
迫を受け重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
幼児は必ず適切な子供専用シートに座らせて<ださい。 
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^ をを装備について 


② 子供専用シートを使用するとき 
は、必ず商品に付属の取り扱い 
説明書をよくお読みのうえ、確 
実に取りつけ、使用方法を守つ 
てご使用ください。 


♦使用ち法を誤ったり、確実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、 
テイ共専用シートび正しく機能せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 

•テ供専用シートについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

♦テ供専用シートによっては、取りつけびできない、または取りつけび困難な場合 
びあ0ます。 



2.子供専用シ—卜についてのま意 
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まを装備について% 


③ 子供専用シートは確実に固定できるように取りつけてください。 

子供専用シートは、取りつけ位置や取りつけち向にミ主意をして確実に取りつけてくだ 

さい。取りつけびす適切な場合、急ブレーキや衝突したときなどに、テ供専用シート 

び正しく機能せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 

ます。 

■モ供 専用シートは、 U ヤシートに取りつけてください。 

参おテさまにとって最ちま全な位置は1」ヤ 
シートです。1」ヤシートには、子供専用 
シートの取りつけ装置を装備されていま 
す。 （ P . 179参照） 

参運転席側 U ヤシートで、運転席の位置 
により、安全に取りつけられる十分な 
スペースび確保でさない場合は、モ供 
専用シートを無理に取りつけず、助手 
席側 I 」ヤシートに取りつけて<ださい。 



A 警告助まお SRS エアバック 


このシートじ、ベビーシートを助り巧けたり 
を向きのチヤイルドシートを巧り巧けないでください。 

また、巧巧にお子さまを前巧の前に立たせたり 
原の上に抱いたりしないでください。 

エアバックのお資じより、巧亡または重大な傷まに 
ちるおそれがありまず。 



■助手席には、 モ供専用シートをうしろ向きに絶対に取りつけないでください。 

参ラしろ向きに取りつけた場合、助手席 SRS エアバッグびふくらんだとを、モ供 
専用シートの背面に強い衝撃び加わり危険です。 

参助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせてご覧 
<ださい。 


参やむを得ず、助手席に前向きにテ供専 
用シートを取りつける場合には、助手 
席 S R S エアバッグびふ<らんだとをの 
衝撃を少しでち緩和させるため、助手席 
シートの前後位置調整をいちばんラしろ 
にして取りつけてください。 

お守りいただかないと、助手席 SRSI 
アバッグびふくらんだとき、お子さまに 
強い衝撃び加わりを険でず。 




.子供専用シ—卜についてのま意 
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^ をを装備について 


■ ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用バ ー+ トップテヴーアンカーで固定する 
テ供専用シート（チャイルドシート•ベビーシート）を取りつけるときは、固定 
専用パ‘一、およびアンカー周辺に異物びないこと、シートベルトなどのかみ込み 
びないことをお認してください。 

* 異物やシートベルトなどを かみ 込むと、子供専用シートび固定されず、衝突した 
ときなどに飛ばされて、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそ 
れびあります。 

■トップ テザーアンカーでモ供専用シート（チャイルドシート•ベビーシート）を 
固定ずるとをは、巧のことをお守りください。 

参テ供専用シートを取りつけるときは、1」ヤシートのへッドレストを取りはずして 
から、トップテヴーアンカーに固定してください。子お専用シート装着をを、取 
りはずしたへッドレストをもとにをどさないでください。 

④ 子供専用シートを車両に搭載す 
るときは、下記のことをお守り 
ください。 


お守りいただかないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに飛ばされるな 
どして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
•車両に子供専用シートを搭載するとさは、適切なち法で確実にシートに取りつけ 
てください。子供専用シートを使用しない場合でを、シートにしっかり固定され 
ていない状態で、客室内に置くことは避けてください。 

•テお専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管するか、ラ 
ゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 



仁.子供専用シ—卜についてのま意 
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3. シートベルトについての 

ミ主意 


シートベルトについては、巧の事項をお 
ず守ってぐださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害にお 
よぶ占、、最悪の場合死 t につながるおそ 
れがありまず。 



の 車に乗るときは、全員がシート 
ベルトを正しく着用してくださ 
し、。 


トンートベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、急ブレーキをか 
けたとさや衝突したとさなどに身体びシートに保持されず、身体をぶつけたり、 
SRS エアバッグびふくらんだとをに、強い衝撃を受けを険です。また、車外に 
巧げ出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びありまず。 

♦背もたれを調整し，上体を起こし、 


参シートベルトの着用は法律で義務づけら 
れています。運転者は柔員全員び次の使 
用方法にしたびって、シートベルトを正 
しく着用しているかをお認してから走行 
してください。 



〈正しい着庙のしかた〉 



3.シ—トベルトについてのを意 
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^ まを装備について 


■シー トベルトは上体を起こし、シートに深く腰かけた状態で着用してください。 

>正しい姿勢については、 P . 148を参照してください。 

■シー トベルトの肩部ベルトは、首にかかったり脇の下を通ずなどして着用しなし、 
で < ださい。 

>シートベルトの肩部ベルトは、必ず肩に 
十分かかるよラに着用してください。 

>ベルトを通す位置び間違っていると、衝 
ま時に、腹部などに強い圧迫を受け危険 
です。 


■フ □ントシートでは、アジャスタブルシートベルトアンカーをお実に調整してく 
ださい。 （ P . 16已参照） 

•シー トベルトび首に当たらないよラに、また肩の中央に十分かかるよラできるだ 
け高い位置に調整してください。 

>調整したあとは、確実に固定されていることをお認してください。 

■シー トベルトの腰部べルトは、必ず腰骨のできるだけ低い位置に密着させて着用 
して < ださい。 

♦シートベルトの腰部べルトび腰骨からず 
れていると、衝突したときに、腹部など 
に強い圧迫を受け危険でず。 


■シー トベルトは、必ず1人で1本のべルトを着用してください。 

♦2 人が上で1本のシートベルトを着用す 
ると、シートベルトび衝撃を分散でをな 
いばかりか、2人びぶつかり合ラなどし 
て危険です。 
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シ—トベルトについてのを意 







まを装備について% 

■分離 格納式シートベルトを使用するとをは、おず下図のプレートとバックルを結 



⑨ 妊娠中の女性も必ずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にミ主意事項をごお認<ださい。 

•妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用ずるときと同様でず 
び、腰部べルトび腰骨のでさるだけない位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用するようにしてください。 

また、肩部ベルトはお実に肩を通し、お腹のふくらみをさけて胸部にかかるよラ 
に着用してくださし、。 

参ベルトを正しく着用していないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとをなど 
に、ベルトびお腹のふくらみにをい込むなどして、母体だけでなく胎児までび重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



にかかるよ5にお腹のふく 
日みの下に着用のこと 


@ 疾患のあるかたも必ずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にミ主意事項をごお認<ださい。 



3.シ—トベルトについてのを意 
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^ をを装備について 



④ シートベルトは、ねじれやたる 
みびなく確実に□ックされた:!犬 
態で着用してください。 


正しい運転姿勢でもシートベルトびねじれていたり、たるんでいたり、確実に□ッ 

クをしていない場合には、衝突したとさなどに、シートベルトび十分な効まを発揮 

せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

•ねじれていると、衝突したとさなどに衝撃力を十分に分散させることびでさず危 
険です。 

•ベルトびねじれている場合は、正しく装着できるようほどいてください。ねじれ 
びうまくほどけない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 

■洗濯 ばさみやク U ップなどでシートベルトにたるみをつけて使用しないでくださ 
い。 

•肩部ベルトびゆるすざると、衝突の際、 

ベルトで身体び拘束されるまでの移動量 
び大を<なり、ベルトび胸部などを圧迫 
して危険です。また、頭を八ンドルにぶ 
つけたり、 SRS エアバッグびふくらん 
だとさに強い衝撃を受け危険です。 



■リ ヤシート左ち席のシートベルトを使用ずるとをは、ベルト八ンガーにシートベ 
ルトびかかつていないことを確認してください。 

•ベルト八ン ガーに シートベルトびかかつ 
ていると、衝突したときなどにシートべ 
ルトび十分な効果を発揮せず、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。 



3.シ—トベルトについてのを意 
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まを装備について% 


■プ レートをバックルに差し込むときは、プレートとバックルび"カチッ"と音び 
して確実にかみ合つていることを確認してください。 

•異物び入ると、プレートびバックルに完 
全にはまらない場合びあり、衝突したと 
きなどにシートベルトびはずれてを険で 
す。 




⑥ シートベルトを損傷させたり、 
損傷したシートベルトは使用し 
ないで < ださい。 


損傷したシートベルトをそのまま使用すると、衝突したとさなどにシートベルトび 
十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
友 D ます。 

•シートベルトやプレートをシートやドアに巧まないよラにしてください。挟まる 
と傷びつくおそれびあり危険です。 


■ほ つれ、ずりをれびできたり、正常に作動しなくなったシートベルトは、ずぐに 
交換してください。また、事故により強い衝撃を受けたり、傷ついたシートべル 
卜は使用しないでください。衝突したとをなどに本来の機能び十分発揮できなく 
な0まず。 

参このまま使用ずると、衝突のとさなどに 
ベルトび切れる可能性びあります。また、 

正常に働かず、シートベルトび十分な効 
果を発揮せずを険です。 

参シートベルトび正常に機能しない場合 
は、すぐにトヨタ純正の新品と交換して 
<ださい。 




3.シ—トベルトについてのを意 
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^ をを装備について 


■シー トベルトの改造や分解-取りつけ-取りはずしなどをしないでください。 

参衝突したときなどにシートベルトび正常に作動しなくなります。シートベルトの 
取りつけ-取りはずし-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 


■プリ テンシヨナー付シートベルトの改造や分解•取りつけ-取りはずしなどはし 
ないで < ださい。 

>プ|」テンシヨナー付シートベルトを不適 
切に扱ラと、正常に作動しなくなるおそ 
れびありますので、修理は必ずトヨタ販 
売店で行ってください。 


■プリ テンシヨナー付シートベルトは再使用しないでください。 

>作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨナー警告なび点滅します。その場合は 
シートベルトを再使用することびできないため、必ずトヨタ販売店で交換してく 
ださい。 


■シー トベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機;’容剤を使用しないでくださ 
し、。また、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。強度び低下しまず。 

>シートベルトの性能び低下し、衝突した 
とさなどに、シートベルトび十分な効ま 
を発揮せず危険です。 

♦清掃するとさは、中性洗剤かめるま湯を 
使用し、乾くまでシートベルトを使用し 
ないで < ださい。 
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シ—トベルトについてのを意 






SRS エアバッグについては、巧の事項 
を必ず巧ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害にお 
よぶ占、、最悪の場合死 t につながるおそ 
れがありまず。 


① S R S エアバッグはシートベルトを補助する装置で、シートベル 
卜に代わるものではありません。 

正しい姿勢でシートに座りシートベルトを正しく着用しないと、衝突したとをなど 
に S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびできないだけでなく 、 SRS 
エアバッグびふくらんだときの強い衝撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびありまず。 

シートベルトの正しい着用については、 P .1 日]を参照してください。 


■シー トを正しい位置に調整し、背もたれに背中をつけた正しい姿勢でシートに座 
つて < ださい。 

• SR S エアバッグの展開部に覆いかぶさったり、近づきすざた姿勢で乗車してい 
ると、 SRS エアバッグびふくらんだときに強い衝撃を受け、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


《運転ちのかたは》 

運転操作びでさる範囲で、でさるだけ八 
ンドルに近づきすざないよラにして座つ 
てください。 


《助手席柔員のかたは》 

助手席 S R S エアバッグからでさるだけ 
離れて後ちに座ってください。シート前 
端に座ったり、インストルメントパネル 
にちたれかかったりしないでください。 
シートの調整-正しい姿勢については、 
P . 148を参照してください。 



>巧。作， 

4. SRS エアバッグに 
ごいてのま意 



4. SRSH アバッグについてのま意 
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^ をを装備について 


■ひざの 上にちのをかかえるなど、柔員と S R S エアバッグの間にらのを置いた状 
態で走行しないでください。 

参 S R S エアバッグびふくらんだときに、 

ものび飛ばされ顔に当たったり 、 SRS 
エアバッグの正常な作動びさまたげられ、 

生命にかかわる重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。 


■ドアに をたれかかったり、フ□ント•センター- U ヤピラーやルーフサイド部に 
近づかないようにしてください 。 （S R S サイドエアバッグ& S R S 力ーテンシー 
ルドエアバッグ装着車） 

• SR S エアバッグびふくらんだとさに頭 
部などに強い衝撃を受け危険です。とく 
におテさまを柔せるとさには、ま意して 
<ださい。 


■お テさまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせたり、ひざの上に抱いたりした 
状態では走巧しないでください。 

♦ S R S エアバッグびふくらんだとさに強 
い衝撃を受け、生命にかかわる重大な傷 
害を受けるおそれびあり危険です。 
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4. SRSH アバッグについてのま意 










まを装備について% 


③ 車両の整備作業の場合には、必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、 SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふ 
くらむなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

参 SRS エアバッグ、およびインストルメ 
ントバネルの取りはずし-取りつけ•分 
解•修理などをするとさは、必ずトヨタ 
販売店にご相談ください。 

不適切な作業を行ラと、 SRS エアバッ 
グび正常に作動しなくなったり、誤って 
ふくらみ危険です。 



参 SRS サイドエアバッグ装着車で、フ□ントシートの表皮の張り替えやフ□ント 
シートの取りはずし-取りつけ-分解-修理び必要なとさは、必ずトヨタ販売店 
にご相談ください。また、フ□ントシートの改造はしないでください。 

参 S R S 力ーテンシールドエアバッグ装 
着車では、フ□ント-センター- U ヤピ 
ラー、およびルーフサイド部や天井の取 
りはずし-取りつけなど SRS エアバッ 
グ格納部周辺を分解-修理しないで<だ 
さい。 



>サスペンションを改造しないでくださ 
し、車高びかねつたり、サスペンション 
の硬さびかわると、 SRS エアバッグび 
誤作動しを険でず。 



参車両前部、または車両客室部の修理をす 
るときは、おずトヨタ販売店にご巧談く 
ださい。不適切な修理を行ラと 、 SRS 
エアバッグセンサーに伝わる衝撃びかわ 
り、 SRS エアバッグび正常に作動しな 
くなり危険です。 




4. SRSH アバッグについてのま意 
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%をを装備について 

③ 力一用品などを装着するときは、必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、 SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふ 
くらみ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


参 SRS エアバッグの展開部をカバーやス 
テッカーなどで覆わないで < ださい。 

S R S エアバッグび正常に作動しなくな 
るなどして危険です。 


♦インストルメントパネルやダッシュボー 
ドの上に芳香剤などのものを置いたり、 
傘などを立てかけないで<ださい。助手 
席 S R S エアバッグび正常に作動しなく 
なったり、 SRS エアバッグびふくらん 
だとさに飛ばされるなどして危険です。 


• SRS サイドエアバッグ装着車では、フ 
□ントシートにこの車専用のトヨタ純正 
用品（シートカバーなど）しツ外のものを 
取りつけないで<ださい。この車専用の 
トヨタ純正用品しソ外のちのび S R S サイ 
ドエアバッグ展開部を覆ラと、 SRS ヴ 
イドエアバッグの正常な作動のさまたげ 
となりまず。なお、トヨタ純正シートカ 
バーなどを装着するとさには、商品に付 
属の取扱書をよくお読みになり、正しく 
取りつけてください。 



4. SRSH アバッグについてのま意 
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まを装備について% 


> SRS サイドエアバッグ装着車では、フ 
□ントドアやその周辺にカップホルダー 
などのカー用品を取りつけないでくださ 
し)。 SRS サイドエアバッグびふくらん 
だときに飛ばされて危険です。 



>S R S 力ーテンシールドエアバッグ装着 
車では、フ□ントウインドウガラス、フ 
□ント•リヤドアガラス、フロント•セン 
ター. I 」中ピラー、 および ルーフ サイド 
部、アシストグ U ップや天丹など SRS 
カーテンシールドエアバッグ展開部周辺 
にアクセヴ U —、八ンズフ I 」ーマイク、 
八ンガーなどを取りつけないでくださ 
し、。 SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
びふくらんだとさに飛ばされてを険です。 



>無線機の電波などは 、 S R S エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響を 
あたえるおそれびあり、 SRS エアバッグび誤作動するなどして危険です。無線 
機などを取りつけるときは、トヨタ販売店にご相談ください。 


参車両前部にグ U ルガードやウインチなど 
を装着する場合は、トヨタ販売店にご巧 
談ください。車両前部の改造をすると、 
SRS エアバッグセンサーに伝わる衝撃 
びかわり 、 S R S エアバッグび誤作動す 
るなどして危険です。 




4. SRSH アバッグについてのま意 
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%をを装備について 


④ S R S エアバッグ展開部を強く 
たたかないで<ださい。 

参ステア U ングパッド（運輯席 S RSI 
アバッグ）、インストルメントパネル上 
部（助手席 SRS エアバッグ）、フ□ン 
卜.センター. I 」 中ピラー、およびルー 
フサイド部 （ SRS 力ーテンシールドエ 
アバッグ)、フ□ントシート側面 （SRS 
サイドエアバッグ）などの、 SRS エ 
アバッグ展開部を強くたたくなど、過 
度の力を加えないでください 。 SRS 
エアバッグび正常に作動しなくなるな 
どして、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死亡につなびるおそれびありま 
す。 




(DS R S エアバッグびふくらんだ 
直後は、 SRS エアバッグ構成 
部品に軸れないでください。 



•構成部品び大変熱くなっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 


4. SRSH アバッグについてのま意 
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E 己 D 付 ABS については、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や生 
命にかかわる重大な傷害につながるおそ 
れがありを険でず。 


① E B D 付 A B S やブレーキ介入機能を過信しないでください。 

♦ EBD 付 ABS やブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）び作動した状態でもスリッ 
プの巧制や八ンドルの効さちには限界びありまず。無理な運転は思わめ事故につ 
なびり、を命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 
EBD 付 ABS やブレーキ介入機能 （ VS 巳装着車）を過信せず速度を抑え、車間 
距離を十分に取って安全運転にむびけてください。 

• E BD 付 A BS はタイヤのグ1」ップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現 
象*び起こった場合は、効果を発揮できません。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしま5現象。 

• EBD 付 A B S は制動距離を短くずるための装置ではありません。 

なの場合などは 、 E B DMAS S のついていない車両に比べて制動距離び長くな 
ることびありまず。速度を控えめにして車間距離を十分に取ってください。 
•砂利道、新雪路を走行しているとさ。 

• タイヤチェーンを装着しているとさ。 

• 道路の継ぎ目などの段差を柔りこえるとを。 

•凸凹道や石だたみなどの悪路を走巧しているとを。 

♦ブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）はブレーキ本来の能力をこえた性能を引き出 
す装置ではありません。車両-車間距離などに十分を意して安全運転にむびけて 
<ださい。 


み巧。作 

5. E 巳 D 付 A 巳 S に 
ごいてのま意 



EBD 付 ABS についてのま意 
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百 . TRC • VSC に 
ごいてのま意 


TRC • VSC については、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や生 
命にかかわる重大な傷害につなびるおそ 
れびありを険でず。 


© TRC を過信しないでください。 

• TR 巳び作動した状態でを車両の方向安定性のお保には限界びあります。無理な 
運転は、思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 

常に安全運転をむびけ、ス U ップ表示打 （ P .221) び点滅したときは、とくに慎 
重に運転してください。 


⑤ V S C を過信しないでください。 

• VS 巳び作動した状態でを車両の方向安定性の確保には限界びあります。無理な 
運転は、思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 

常に安全運転をむびけ、 VS 巳作動警告ブヴー（断続音）び鳴ったり、スリップ 
表示な （ P .221) び点滅したとさは、とくに慎重に運転してください。 


TRC • VSC についてのま意 
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參哨。度, 



令 


. 才ートマチック車に 
ごいてのま意 


才ートマチック車については、巧の事項 
をな、ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や生 
命にかかわる重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死亡につなびるおそれがありま 
ず。 


①才ー トマチック車の特性 

■ク U —プ現を 

エンジンびかかっているとさ、シフトレバ 
一び©.⑩外にあると、動力びつなび 
った状態になり、アクセルペダルを踏まな 
くてちゆっ<りと動を出す現象をクリープ 
現象といいます。 

■キック ダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、自動的に低まギヤに切り替わり、 
エンジンの回転数び上昇して急加速させることびでさます。これをキックダウンと 
いし)ます。 



⑤ 運転するとをは、ブレーキぺダ 
ルとアクセルペダルの位置をが 
ず確認して、踏み間違いのない 
よラにしてください。 



♦アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進し、思わめ事故 
につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

参後退するとさは、身体をひねった姿勢と 
なるため、ペダルの操作びしにくくなり 
まず。ペダル操作び確実にでをるよラを 
意してください。 

参車を少し移動させるとさも正しい運転姿 
勢を取り、 ブレーキ ペダルとアクセルぺ 
ダルび確実に踏めるよラにしてくださ 
し、。 




1.才—トマチック車についてのま意 
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\ 運面装置について 


③ ブレーキペダルはアクセルぺダ 
ルと同じちちで操作してくださ 
し、。 


♦左足でのブレーキ操作は、緊急時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるお 
それびあり危険です。 


④ エンジンをかけるときは、ブレーキペダルをしっかり踏み、エン 
ジンをかけて<ださい。 

参安全のためシフトレバーは車輪び固定される©にして、ブレーキペダルをしっか 
り踏みエンジンをかけてください。 

⑥ 発進するときは、ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレ 
バーを操作してください。 

•とくにエンジン始動直後やエアコン作動時などは、ク U —プ現象び強くなるため、 
よりしっかりとブレーキペダルを踏んでください。 

•レバー操作は絶対にアクセルペダルを踏み込んだまま行わないで<ださい。車び 
急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


⑥走 行中はシフトレバーを⑩にし 
ないで < ださい。 


•のにすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。 

•のにしたまま長時間走行すると、才ートマチックトランスミッション内のオイル 
の潤滑び悪くなり、故障ずるおそれびあります。 




1.才—トマチック車についてのま意 
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運面装置について \ 


⑦ 走 行中はシフトレバーを©にしないでください。 

参才ートマチックトランスミッションの内部び機械的に□ックされ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあり危険でず。 

⑧ 前進で走行中は、シフトレバーを©にしないでください。 

•車輪び□ックして思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。また、オートマ 
チックトランス'ッシヨンに無理な力び加わり、故障するおそれびありまず。 


⑨停 車中は、空ぶかしをしないで 
ください。 


•シフトレバーび©' ⑩ LU 外にあると、車び急発進し思わめ事故につなびるおそれ 
があり危険です。 

⑩ 駐車するときは、シフトレバーを©にして、パーキングブレーキ 
をかけて < ださい。 

♦©1；1外にある場合、ク U - プ現象で車びひとりでに動き出したり、誤ってアクセ 
ルペダルを踏み込んだとさ急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 


⑩ シフトレバーを動かすと 
き、 ♦♦ (ち図参照）の操作は、 
シフトレバーボタンを押さずに 
操作してください。 


•いつもシフトレバーボタンを押して操作していると、意に反して©-®、または 
©にしてしまい、思わめ事故の原因となり、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびありを険です。 





1.才—トマチック車についてのま意 
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\ 運面装置について 


返) 坂道などでは、シフトレバーを®、または包 • 〇にしたまま惰性 
で後退することは絶対にしないで < ださい。 

•同様に®にしたたまま情性で前進することは絶対にしないでください。エンスト 
して、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりして、故障や思 
わめ事故の原因となるおそれびあり危険です。 

⑩ そのほかにち、下記の点にを意してください。 

•少しを退したあとなどは、シフトレバーび©にあることを忘れてしまラことびあ 
ります。後退したあとはずぐ ⑩ にをどすよう習慣づけましょう。 

参切り返しなどでシフトレバーを®から©、©から®と何度もレバー操作をずると 
きは、その都度、ブレーキペダルをしっかり踏み、完全に車を止めてから行って 
ください。また、シフトポジションち忘れずに、メーター内のシフトポジション 
表示でお語してください。 


1.才—トマチック車についてのま意 
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參靖 。 V 


\ \\ 4 WD 車については、巧の事項をおず守つ 

\\) てください。 

^ お守りいただかないと、思わめ事故や重 

大な傷害につなびるおそれびありを険で 

2. 4WD 車についてのを意 


©無理な運転は禁物です。 


参この車の 4 WD ( V フレックスフルタイム 4 WD ) は、オン□-ド専用でず。 

オフ□ー ド走行やラリー走行などび目的ではなく、一般道での優れた走行安定性 
のお保を目的とした 4 WD ですので、無理な運転はしないでください。 


② すべりやすい路面での走行は慎 
重に行ってください。 


参 4 WD 車といっても万能車ではありません。アクセル、八ンドル、ブレーキの操作 
は一般の車と同じぐ廣重に巧い、常に安全運転をむびけてください。 





2. 4 WD 車についてのを意 
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\ 運面装置について 


③ 脱輪などにより、いずれかの車 
輪が亩に浮いているときは、む 
やみに空転させないでください。 


♦前-後輪の回転差び激しい状態び続くと、駆動部品に無理な力び加わり焼をつさ 
などの損傷を受けたり、焼さつをにより、車両び急に飛び出し思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険でず。 

•タイヤび空転中に急激なブレーキ操作をしないで<ださい。 


④渡ミ 可などの水中走行はしないで 
<ださい。 


♦ミ度巧などの水中走行をずると、エンストずるだけでなく、電装品のショート、水 
を吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびありま 
す。 

•万一、水中に浸かってしまったとさは、必ずトヨタ販売店で下記の項目などを点 
検してください。 

•ブレーキの効さ具合。 

•エンジン-トランス5ッション-トランスファー■デイファレンシャルなどの 
オイル量、および質のを化。（白還している場合、水びミ居入していますので、才 
イルの交換び必要です） 

•プ□ペラシャフト-各ベアリング-各ジョイント部などの潤滑不良。 




2. 4 WD 車についてのを意 


68 






運面装置について \ 


⑥ タイヤはすべて、おず指定サイ 
ズで同一種類のタイヤを装着し 
て < ださい。 


〈混在使用の例〉 

•タイヤはずべて、指定サイズで同ーサイズ-同ーメーカー-同一茜柄、および同 
ートレッドバターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著 
しいタイヤをミ昆だて装着しないでください。 

参タイヤを混在使用すると、前後左右のタイヤで常時異常な回転差び発生し、駆動 
系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びかかり、オイルの温度び上昇ず 
るなどしてオイルもれや焼きつきなどにより、最悪の場合、車両义災につなびる 
おそれびありを険でず。 

•なの場合をタイヤの混な使用と同を、駆動系部品に悪影響をあたえるので、タイ 
ヤの空気圧の点検はおず実施してください。 

• 4輪の空気圧の差び著しいとさ。 

• 空気圧び指定値からはずれているとさ。 

•タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （ P .391 参照） 

•ディスクホイールを交換するとをち、指定しソタ+のディスクホイールを装着しない 
でください。 （ P .43] 参照） 




2. 4 WD 車についてのを意 
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# 等 


を置にご4 



，六 


3. キーフ U— システムに 
ごいてのま意 


キ—フリ_システムについては、巧の事 
項をおず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれびあ0まず。 


① 植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器を装 
着されているかたは、車室内発信機-車室外発信機か！5約 22 cm 
L ソ内に植え込み型む臓ぺースメーカー、および植え込み型除細動 
器が近づかないようにしてください。 

参電波により植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器の作動に 
影響をあたえるおそれびあります。 




•植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器 L 义 H の医療用電気機 
器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者などに 
事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響をあたえるお 
それびあ0ます。 


0.キ—フリ—システムについてのま意 
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点検-手入れ時は、巧の事項を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つながるおそれがありまず。 

点検整備の詳細については「メンテナン 

1 •点巧-手入れ時のを意 スノート J をお読みください。 


の エンジン ルームを 点検するとき 
は、必ずエンジンを停止してく 
ださい。また、乂気を近づけな 
いで < ださい。 


♦エンジン回転中にベルトやフアンなどの回転部分に觸れたり近づいたりずると、 
手やを服-工具などび巻さ込まれたりして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険でず。 

♦エンジンび停止していても、：令却水温び高いときは、を却フアンび急にまわり出 
すことびありまずので、ミ主意して<ださい。 

•义気をバッテリーや燃料配管に近づけないで<ださい。爆発し、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険でず。 

⑨ エンジン停止直後はエンジン-排気管-ラジエーターなど高温部 
には軸れないでください。 

•やけどをするおそれびあります。なお、オイルやその他の液体を高温になってい 
ることびありまずのでミち意してください。 


③ エンジンルーム内に水をかけな 
いで < ださい。 


♦エンジンルーム内に水をかけると、電装品びショートするなどして、故障や車両 
乂災につなびるおそれびあり危険です。 
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ク メンテナンスにごし、て 


④ 車の清掃をするときは、車内に 
水をかけないでください。 


• SRS サイドエアバッグ装着車は、前席フ□アに SRS サイドエアバッグの配線 
びあるため、水びかかると S R S サイドエアバッグび正常に作動しなくなるおそ 
れびありを険でず。 

参オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品などに水びかかると、車の故障 
の原因となったり、車両义災につなびるおそれびあり危険でず。 


⑥ 洗車する場合は、ブレーキに直接水びかか5ないようにを意して 
<ださい。 

•ブレーキ装置内に水び入ると、ず結してブレーキの効さび悪くなったり、鐘びて 
ブレーキの固着につなびるおそれびあり、走巧できなくなる場合びあります。 

⑥ キーフリーシステムの電子力ードキー、ワイヤレスドア□ックの 
メインキーの電池交換時に、取りはずした電池や部品を（とくに 
お子さまが）飲み込まないようにごを意ください。 

•飲み込むと、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑦ ヒ ューズを交換するときは、規定容量 LU がのヒューズを使用しな 
いで < ださい。 

•配線び過熱' 焼損し、乂災につなびるおそれびありを険です。 

⑧ デ ィスチャージへッドランプを交換するとき（電球交換を含む) 
は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。（ディスチャージヘッド 
ランプ装着車） 

•ディスチャージへッドランプのバルブ-コネクター-電源回路-光軸調整部分を 
分解したり、取りはずしたりしないでください。ディスチャージヘッドランプは 
高電圧を使用しており、不適切な取り扱いをすると、感電し、生命にかかわる重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 
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メンテナンスにごし 1 て ^ 


⑨ 電球を交換するときは、電球びをえてか5交換してください。 

参電球を交換するとさは、さランプを消打させ、電球びをえてから交換してくださ 
し、。やけどをするおそれびあり危険でず。 

⑩ エンジンが熱いときやエンジンがかかつているときは、ウォッ 
シャー液を補給しないでください。 

•ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、エンジンなどにかかる 
と出义ずるおそれびあり危険です。 

⑩ブ レーキフルードの量を点検してください。 

•ブレーキフルードび不足しているとブレーキの効をび悪くなり、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

返) エンジンルームを点検したあとは、エンジンルーム内に工具やな 
を置き忘れていないことを確認してください。 

参点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、故 
障の原因となったり、またエンジンルーム内は高温になるため、車両火災につな 
びるおそれびありを険です。 



点検•手入れ時のま意 


73 





ンス i 



2. タイヤについてのを意 


タイヤについては、次の事項を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれびあ0まず。 


① 日常点検として、必ずタイヤの点検を巧ってください。 

•タイヤの点検は、法律で義務づけられています。 

•タイヤは下記の点について点検してください。 

•タイヤの空気圧。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無。 

•タイヤの溝の深さ。 

•タイヤの異常な摩耗。（極端にタイヤの片側のみび摩耗している-摩耗程度びほ 
かのタイヤと著しく異なるなど） 

タイヤの点検ち法は、「メンテナンスノート」をお読みください。 



( D タイヤ空気圧は、おずタイヤが 
をえている状態で指定空気圧に 
調整してください。 


「タイヤ空気圧」の表- 

参指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼られている「タイヤ空気圧」の 
表、またはド.431で正しい空気圧を確認のラえ、調整してください。 

指定空気圧より低いと、車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤび偏摩 
耗したりします。高ま走行時にスタンディングウェーブ現象*によりタイヤびバ 
ースト（破裂）するなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。曰 
常点検で、スペアタイヤち含め、おずタイヤ空気圧び指定空気圧になっているこ 
とを点検して < ださい。 

《高速で走行している時に、タイヤび波巧つ現象。 

•超偏平タイヤ （1 已インチホイール装着車）は、通常のタイヤに比べ空気圧の管理 
びとくに重要でず。超偏平タイヤは、走行性能を優先したタイヤでずので、とく 
に空気圧は適正になるよラに定期的に点検してください。2週間に1回（最巧でを 
月に]回）長距離ドライブの前には必ず空気圧の点検をしてください。 
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メンテナンスにごし 1 て ^ 


③ タイヤはすべて、必ず指定サイズで同一種類のタイヤを装着して 
<ださい。 

参タイヤはずべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー-同一茜柄、および同 
ートレッドバターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著 
しいタイヤをミ昆だて装着しないでください。 

•タイヤを混在使用ずると、左ちタイヤで （4 WD 車の場合は前後左ちタイヤ）常時 
異常な回転差び発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びか 
かり、オイルの温度び上昇するなどしてオイルをれや焼きつきなどにより、最悪 
の場合、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 



•なの場合をタイヤの混な使用と同様、駆動系部品に悪影響をあたえるのでタイヤ 
の空気圧の点検はおず実施して < ださい。 

• 4輪の空気圧の差び著しいとさ。 

•空気圧び指定値からはずれているとさ。 

参タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （ P .391 参照） 

•ディスクホイールを交換するとをち、指定しソ外のディスクホイールを装着しない 
でください。 （ P .43] 参照） 

•指定し:<(外のタイヤ、および4輪とち同一でないタイヤを装着ずると、車の性能（燃 
費•車両の安定性•制動距離など）び十分に発揮できないばかりでなく、前後左 
ちのタイヤに回転差び発生ずるなどして、正確な車両速度び検出できなくなる場 
合びあり、下記のシステムび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• E BD 付 ABS 

• TRC ■ VSC 

• GPS ボイスナビゲーシヨン 

また、 V フレックスフルタイム 4 WD は、性能び十分に発揮でをないばかりでなく、 
駆動系部品に悪影響をあたえるおそれびありまず。 
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^ メンテナンスにごいて 


④ 摩耗限度をこえたタイヤは使用しないでください。 

•タイヤの溝の;买さびかないタイヤやス 
U ップサイン（摩耗限度表ホ）び出てい 
るタイヤをそのまま使用すると、制動距 
離び長くなったり、雨の日に八イド□プ 
レーニング現象※ 1 により、八ンドルび 
操作でさなくなったり、タイヤびバース 
卜（破裂）するなどして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあり危険でず。ス1」ッ 
プヴインび現れたら、すみやかに正常な 
タイヤと交換してください。 

水のたまった道路を高まで走行すると、夕 
イヤと路面の間に水び入り込み、タイヤび 
路面か5浮いてしまい、ノ V ンドルやブレー 
キび効かなくなる現象。 

※吕〈例〉のイラストは説明のための例であり、 

実際とは異なりまず。 


©タイヤ の側面などに傷や亀裂のあるような異常なタイヤを装着し 
ないで < ださい。 

•異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取られたり、異常な振 
動を感じることびありまず。 

また、バースト（破裂）など修理でをないような損傷をタイヤにあたえたり、夕 
イヤび横すべりずるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受け、正 
常なタイヤに交換してください。 

•異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費•車両の安定性•制動距離 
など）び十分に発揮でさないばかりでなく、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険でず。また、部品に悪影響をあたえるなど故障の原因となることびありまず。 



〈例：スリップサインが出ていない状態〉*" 2 
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メンテナンスにごいて ^ 


⑥ を用タイヤ装着時は次の点をお守りください。 

•指定サイズのタイヤを使用してください。 

•指定空気圧に調整してください。 

参お使いになるを用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないで 
<ださい。 

⑦ タイヤチェーン装着時は、速度を控えて慎重に運転してくださし、。 

•タイヤチェーン装着時は、 30 km / h 、 またはチェーンメーカー推奨の制限速度 
下で走行してください。また、走行性に影響をあたえるため、必ず慎重に走行し 
てください。 

参タイヤチェーンを装着して走行するとさは、突起や巧を乗りこえたり、急八ンド 
ル や車輪び □ック するような ブレーキ 操作などをしないでください。車両び思わ 
め動さをして事故につなびるおそれびあり危険です。また、 ABS 作動時でを制 
動距離び長くなる場合びありますので、慎重に運転してください。 


⑧ タイヤを交換したときは、ホイー 
ル取りつけナツトび確実に締まつ 
ていることを5崔認してください。 


•確実に締まっていないと、ディスクホイール取りつけボルトやブレーキ部品を破 
損したり、ディスクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあ 
り危険でず。タイヤ交換後はトヨタ販売店で、でさるだけ早くトルクレンチで基 
準値にナットを締めてください。 

締めつけトルク：約] 0已1\1 . m II 0已 Ok 呂 f ■ cm } 

•必ずナットのテーパー部を内側にして取 
りつけてください。テーパー部を外側に 
して取りつけると、ディスクホイールび 
破損しはずれてしまい、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 


参ディスクホイールを取りつけるナットやボルトにオイルやグ U —スを塗らないでく 
ださい。ナットを締めるときに必要し U 上に締め付けられ、ボルトび破損したり、デ 
ィスクホイールび損傷するおそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中にデ 
ィスクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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が^ メンテナンスにごいて 


( D ディスクホイール取りつけボルト、ナットのねじ部や、ディスク 
ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常がある場合は、卜 
ヨタ販売店などで点検を受けてください。 

•つぶれや亀裂などの異常びあると、ナットを締めつけても十分に締まらず、ディ 
スクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


⑩ 段差などを通過するときは、できるだけゆっくり走行してくださ 
い。 

•段差や凹凸のある路面を通過するときの衝撃により、タイヤ-ディスクホイール 
を損傷する場合びあります。 

⑩ 歩道の縁石などにタイヤが当た!5ないようにを意してください。 

•タイヤ' ディスクホイールを損傷する場合びあります。 

返) 応急用タイヤについては、下記の点にを意してください。 

•応急用タイヤは標準タイヤびパンクしたとをに、一時的に使用するタイヤです。 

できるだけ早く標準タイヤに交換してください。 

•応急用タイヤの空気圧は必ず点検して<ださい。空気圧び不足している状態で走 
行すると、タイヤの径の違いびさらに大さくなるため、思わめ事故につなびるお 
それびあり危険です。 

タイヤび;令えているときの空気圧（ゲージ圧） ：420 kPa 14.2 kg/cml 
•車に搭載されている応急用タイヤは、お客様の車専用でず。ほかのタイヤやディ 
スクホイールと組み合わせたり、ほかの車に使用したり、ほかの車の応急用タイ 
ヤをお客様の車に使用しないで<ださい。走行に悪影響び出て、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 


⑩ 走行直後、ディスクホイールやプレーキまわりなどには軸れなし、 
で < ださい。 

•走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっています。タイヤ交 
換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 


仁.タイヤについてのを意 
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バッテリーについては、巧の事項を必ず 
守ってくだをい。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険でず。 

3. バッテリーについての 
ミち意 


©日常点検として必ずバッテリーの液量を点検してください。 

( P .41 巨参照） 

参バッテ U - の液面び各液植とも、バッテ U - 側面に表示された LOWER LEVEL 
(下限） LU 下のまま使用■充電ずると、バッテリーの寿命び短くなったり、発熱や 
爆発するおそれびあり危険でず。点検ち法は「メンテナンスノート」を参照し、 
液量び少ないとさは補給してください。 


⑤バッ テリーあがりで、ブースターケーブルをつなぐとをは、接続 
順や接続箇所を間違えないよラにを意してください。 

( P .4 已4参照） 

•バッテ U —から発生する可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


③ エンジンびかかつているとさや 
充電中は、バッテリーに近づか 
ないで < ださい。 


•充電中は、バッテ U —から有毒で腐を性の高い希硫酸を含んだバッテ U —液び吹 
き出す場合びあり、目や皮膚に付着すると、失明など重大な傷害を受けるおそれ 
びあり危険です。万一、付着した場合は、すぐにを服を脱ぎ、液び付着した身体 
の部分を多量の水で洗浄し、医師の診察を受けて<ださい。 

•誤ってバッテ I 」一液を飲み込んだ場合は、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受けてください。 
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が^ メンテナンスにごいて 


④乂 気をバッテリーに近づけないでください。 

•バッテ U —から発生する可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


⑥バッ テリーを交換したときは、 
正しい位置にクランプを取りつ 
け、ナットを確実に締めつけて 
<ださい。 


•確実に取りつけたり締めつけたりしないと、走行中にクランプびはずれてショー 
卜ずるなどして、車両乂災につなびるおそれびありを険です。 
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ジャッキアップについては、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶ占、、最悪の場合死じに 
つなびるおそれがありまず。 

4. ジャッキアップに 
ごいてのミち意 


の ジャッキアップするときは、平 
5な場所に車を止め、対角の位 
置にあるタイヤに必ず輪止めを 
してください。また、パーキン 
グブレーキをしっか0かけて< 

ださい。 

•車び動をジャッキびはずれ、重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。なお、 
輪止めはトヨタ販売店で購入でをますので、トヨタ販売店にご相談ください。 

•輪止めびない場合は、タイヤを固定でをる大ささの石などで代用でさます。 


⑤ ジャッキアップした車の下には、 
絶対にちぐ!5ないで < ださい。 


参万一、ジャッキびはずれると、身体び車の下敷さになり、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

参車載工具のジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着がは使用しないでく 
ださい。 
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^ メンテナンスにごいて 


③ ジャッキアップするときは、次の点にを意しないと、車体が損傷 
したり、ジャッキがはずれ、重大な傷害を受けるおそれがあり危: 
険です。 

•人を乗せたままジャッキアップをしないでください。 

•ジャッキアップずるとをは、ジャッキの上や下にちのを挟まないでください。 

参ジャッキアップずるとさは、ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置 
(P.446 参照）にかかっていることを必ず確認してください。 

♦車体は、タイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げて<ださい。 

♦ジャッキアップしているとをは、エンジンをかけないで<ださい。 

♦ジャッキアップした車体をおろすときは、周囲をお認し、十分ま意しなびら作業 
して < ださい。 

④ 車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用です。 

参ほかの車に使用したり、ほかの車のジャッキをお客様の車に使用しないでくださ 
し、ジャッキの取り扱いを誤ると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

⑤ 工具やジャッキを使用したあとは、 決め 5れた場所に確実に格納 
して < ださい。 

•室内などに放置すると、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
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メンテナンスにごし 1 て ^ 


⑥ 車に搭載されているジャッキ L ソがのジャッキを使用してジャッキ 
アップする場合は、次のことをお守りください。 

参車に搭載されているジャッキし U 外のジャッキを使用して、ジャッキアップずる場 
合は、特別な工具び必要になったり、取り扱いに特別なを意び必要になるため、 
誤って使用すると車両を損傷したり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険で 
す。また、 U ヤサスペンション部 （ FF 車）などでジャッキアップずると、車両 
を損傷ずることびあります。 

車に搭載されているジャッキ外のジャッキを使用す 
る必要びある場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 

また、ガレージジャッキを使用するとさは、必ず下図 
のガレージジャッキセット位置に当ててください。 


ガレージジャッキ 




4 WD 車 


ガレージジャッキ七ット位置 ガレージジヤツキセツト位置 
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ごいてのま意 


の 才ーバーヒートし、ボンネット 
か！5蒸気が出ているとをは、蒸 
気が出なくなるまでボンネット 
を開けないで<ださい。 


•エンジンルーム内び高温になっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。また、蒸気び出ていない場合でち、高温になっている部分び 
ありまずので、ボンネットを開けるとさは十分ミ主意してください。 


⑤ ラジエーター や補助タンクが熱 
いとさは ラジエーター キャップ 
を開けないで<ださい。 


•蒸気や熱湯び吹き出して、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 
•キャップを開けるときは、ラジェーターや補助タンクび十分に;令えてから、巧き 
れなどでキャップを包み、ゆっくりと開けてください。 




才—バ I ヒ—卜についてのま意 
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t 



巧の事項を必ず守つてください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や 重 
大な傷害につながるおそれがあり盾険で 
ず。 


2. 万一の事巧のとをのを意 


① エンジンをかけずにけん引される場合は、八ンドルやブレーキ操 
作に十分を意してください。 

♦エンジンびかかっていないと、パワーステア U ングやブレーキ倍力装置び働かな 
いため、操作力び非常に重くなります。けん引される車の運転は、十分ミ主意して 
行ってください。 



⑤ けん引中に、急発進などけん引 
フックや□ープに大きな衝撃が 
加わるような運転をしないでく 
ださい。 


•けん引フックや□ープび破損し、それび周囲の人などに当たり、重大な傷害をあ 
たえるおそれびあり危険です。 


( D けん引中に、エンジンスイッチか!5キーを抜いたり、エンジンス 
イッチを LOCK にしないでください。 

参キーび抜けていたり、キーフ U - システム装着車でエンジンスイッチび LOC K 
だと、八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでさなくなり、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険でず。また、エンジンスイッチび LOCK だとキーび抜ける 
おそれびあります。 
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A 才—パ—ヒ—卜 • 万—の事故 


④発炎筒を燃料などの可燃物の近 
くで使用しないでください。ま 
た、発炎筒を使用中は、顔や身 
体に向けたり、近づけたりしな 
いで < ださい。 



参可燃物の近くで使用すると引义するおそれびあり危険です。また、使用中に顔や 
身体に向けると、炎でやけどするなど、重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。 


⑥ 事故後、エンジンを始動する前 
に燃料がちれていないか確認し 
て < ださい。 



•車の下の路面などを確認し、液体のちれ（エアコンの水し分外）び見つかれば、燃 
料系統び損傷している可能性びあります。そのままエンジンを始動ずると燃料に 
引义し、重大な事故につなびるおそれびあり危険ですので、エンジンを始動しな 
いで < ださい。 

この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するとさに併せてお伝えください。 
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义の他のを鲁 - 

I ;夕の事項をおず守つてください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶ占、、最悪の場合死じに 
つなびるおそれがありまず。 



の 不正改造は絶対にしないでください。 

•トヨタび国±交通省に届け出をした部品！;!外のものを装着ずると、不正改造にな 
ることびあります。 

•車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない部 
品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバツグび内 
蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤ってふくら 
み、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

.タイヤ.ディスクホイール-ホイール取りつけナツトの交換。 

異なった種類や指定 L ソ外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼしたり、 
不正改造になることびあります。 

•電装品■無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両义災など事故につなびるお 
それびあり危険です。 

•フ□ントガラス、および運転席■助手席ドアガラスに着色フィルム（含む透明フィ 
ルム）などを貼りつけないでください。視界を妨げるばかりでなく、不正改造に 
つなびるおそれびあります。 

⑨ カツプホルダーには、カツプや飲料ち L ソがのちのを入れないでく 
ださい。 

•急ブレーキをかけたとさや衝突時に収納していたをのび巧び出し、けびをするお 
それびあります。また、使用しないときは押し込んでおいてください。 

③ シルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、 
ドアやウインドゥを開けたまま放置しないでください。 

• ドアやウインドゥを開けたまま放置すると、直射日光び曲面ガラスの内側に反身寸 
し、レンズの働きをして义災につなびるおそれびあり危険でず。 
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! その化のを意 


④ メガネ、ライターやスプレー生 
を車内に放置したままにしない 
で < ださい。 


♦室温び高<なったとさの熱や、他の収納物との接独などにより、メガネびをおや 
ひび割れを起こずおそれびありまず。 

•室温び高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発ずるなどして、乂災につな 
びるおそれびあり危険でず。 

•ライターやスプレー伍を収納装備に放置したり、車内に落としたままにしておく 
と、荷物を巧し込んだりシートを動かしたときにライターび着义したりスプレー 
ちのガスびちれるなどして、乂災につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ ウインドウガラスなどには、吸 
盤をつけないでください。 


•ウインドゥガラスにアクセヴ U —の吸盤を取りつけたり、インストルメントパネ 
ルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置くと、吸盤や容器びレンズの働 
ををして义災につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ ラゲージルーム には人を絶対に 
乗せないでください。 


•急ブレーキをかけたとさや衝突したとをなどに、身体び巧ばされ、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 





その他のを意 
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その化のを意 I 


巧) バックドアを閉めるときは、ほ 
かの人の手などを挟まないよう 
にを意してください。また、お 
子さまにはバックドアの操作を 
させないで<ださい。 


•おモさまび操作ずると、閉めるとき手■頭-首などを挟んだりして、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦バックドアは必ず外から巧して閉めてください。バックドアストラップで直接バッ 
クドアを閉めると、手や腕を挟まれて重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑧ 走行前にバックドアを軽くゆさぶり、確実に□ックされているこ 
とを確認してください。 

•バックドアびお実に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開さ、思わめ 
事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦バックドアを開けたまま走行しないでください。開けたまま走行すると、バック 
ドアび車外のものなどに当たり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

⑨ 車内のスイッチなどに飲み物などをこぼさないようを意してくだ 
さい。 

•インストルメントバネルやドアなどにあるスイッチなどに飲み物びかかると、故 
障の原因となったり、車両义災につなびるおそれびあり危険です。万一、スイッ 
チに飲み物びかかった場合は、すみやかにトヨタ販売店にご相談ください。 

⑩ エンジンがかかつているとき、またはエンジン停止直後、マフラー 
に軸れないよう にを意してください。 

参 エンジンび かかっているとさや エンジン 停止直後の マフラーは 高温になっていま 
す。荷物の積みおろし時などに手や足び軸れると、やけどをずるおそれびありま 
す。 

⑩ ウインドシールドデイアイサー作動中は、フ□ントガラスの下部、 
および運転席側フ□ントピラー横の表面が熱くなりますので、手を 
触れないでください。（ウインドシールドデイアイサー装着車） 

参やけどをするおそれびあり危険です。 
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! その化のを意 


® 内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、離 

H 出しワックスや諮出しクリーナーを使用しないでください。 

参インストルメントパネルびフ□ントウインドゥガラスへ映り込み、運転者の視界 
n をさまたげ思わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあ 
园 ります。 


その他のを意 
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各部の開閉 . 

シートの調整 . 

シートベルトの着用" 

運面するとまは . 

壁告灯 . 

スイッチ類の取り扱い 

エアつン . 

オーデイオ . 


基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りじなるかたへ） 



この章では、はじめて車を購入されたかたやトヨタ車にはじめて 
お柔りになるかたのために、この車の基本的な運転装置、および 
装備品を簡単に説明しています。 

詳しい取り扱い説明やま意事項は、各章をしっかりお読みくださ 
し、。 


246846扫〇 
99990001 
• 1111 


弓乂- 


A.- 警告 


基本操作 
早わかり 


運乾 I 養 ^' 

取り巧し 


屬の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


立引 
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甚部の開閉 



ドアの施錠と解錠 


キーで スイッチで 



ドア八ンドルで 

(キーフリーシステム装着車) 
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各部の開閉 



ドアガラスの開閉 （燃料補給口）の開けち一 



目次 


奮告 


基本操作 
早わかり 


I 纏の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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シートの調藝 



運輯席①調整機能（その 1) 

前後位置 背ちたれの角度 シート全体の上げ下げ ★ 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 












シートの調整 



運転席の調整機能 （その 2) 
ヘッドレストの上げ下げ 

上げる 



目次 


奮告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


画の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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シートベルトの着巧 



着用のしかた 

7ベルトを引き出します。 をプレートをバックルに差し込 



• "カチッ"といラ音びするまで 
差し込みます。 
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シートベルトの着用 



高さ調整 



ノブを持ってベルトの高さを調整 
します。 


はずし方 



〇バックルのボタンを巧します。 
0ベルトを巻さ取らせます。 















































運転するとさは 



LOCK 八ンドルが □ ツクできる位置 

(□ック） キーを抜くと八ンドルび□ックされます。 



エンジン停止時、次の電装品び使 
用でさる位置 

オーディオ、電動ドア S ラーなど。 


エンジン回乾中の位置 

すべての電装品び使用 
でをます。 


START 

(スタート) 


エンジンを始動ずる位置 


エンジンのかけ方 

7ち足でブレーキぺ 
ダルをしっかり踏 
み込みます。 



♦パーキングブレーキ 
びかかっていること 
を確認します。 


2シフト レバーの 位 
置を確認します。 



3キーを START 

までまねします。 
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運転ずるとさは 



キーの抜きち 


シフトレパ'-を©にして行います。 



A C C か日 L 0 C K にまわし、引 
き巧きます。 


八ンドル□ックの解除 

〇 



〇八ンドルを動かしなび日、 
©キーをまわします。 






































運転するとさは 


キーを使用しないち法（キーフリーシステム装着車) 



LOCK 
(□ック） 


ノ V ンドルが□ツクでさる e 置 

自動的に八ンドルび n ックされ、キーフ U — 
システムの通信び開始されます。 


ACC 

(アクセサリー) 


エンジン停止時、次の電装品び使 
用でさる位置 

オーディオ、電動ドア S ラーなど。 


ON 

(オン) 


エンジン回乾中の位置 

すべての電装品び使用 
でをます。 


START 

(スタート) 


エンジンを始動ずる位置 


エンジンのかけち 


7 ち足でブ レー キぺ 2 シフト レバーの 位 
ダルをしっかり踏 置を確認します。 

み込みます。 


3 エンジンスイッチ 
を S T A R T まで 
まわします。 



♦パーキングブレーキ 
びかかっていること 
を確認します。 
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運転ずるとさは 



八ンドル□ックのしかた 

シフトレパ'-を©にして行います。 

〇 



OACC か日スイッチを巧して、 
©L 0 C K にまわします。 


八ンドル□ックの解除一 



〇八ンドルを動かしなび日、 
©エンジンスイッチをまわします。 





































運転するとさは 



シフトレバーの動かしち（発進時の場合） 

ち足でブレーキペダルをしつ 2シフトレバーを©か日操作し 

かり踏み込みます。 ます。 
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運転ずるとさは 



パーキングブレーキの使いち 

解除のしかた かけ方 




〇ち足でブレーキペダルをしっか 
り踏みなびら、 

@左足でパーキングブレーキぺダ 
ルを"カチッ"と音びするまで 
踏み込み、ゆっくり離します。 


〇ち足でブレーキペダルをしっか 
り踏みなび5、 

@左足でパーキングブレーキペグ 
ルをいっぱいまで踏み込みます。 


目次 


八 卜 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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警告打 



警告なび点!な、または点滅したままのとをは 


警告な 

警告理由 

み 

半ドア警告な 

いずれかのドア（バックドアを含む）が確実に 
閉まっていません。 

み 

運お席シートベル 
卜巧着用警告な 

運転者びシートベルトを着用していません。 

PASSENGER み 

助手席シートベル 
卜非着用警告な 

助手席の乗員がシートベルトを着用していませ 
ん。 

(①) 

ブレーキ警告な 

♦パーキングブレーキびかかっていまず。 

♦バーキングブレーキを解除しても消なしない 
とさは、ブレーキ液量の不足、または EBD 
システムの異常です。 

张 

高水温警告口 

エンジン;令却水温度の異常でず。 

が 

SRS エアバッグ/ 
プ U テンシヨナー 
警告。 

SRS エアバッグシステム、またはプ U テン 
シヨナー付シートベルトシステムの異常です。 

VSC 

VSC 警普'口 

VSC ■ TRC システムの異常です。 
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警告な 



警告口び点な、または点滅したままのとをは 


警告。 

警告 理由 

((ABS)) ABS 警告灯 

ABS 、 またはブレーキ介入機能 （ VSC 装着 
車）の異常です。 

H ： つ エンジン 警告な 

エンジン電モ制御システムなどの異常です。 

う 油圧 警告な 

エンジン内のオイルの圧力の異常です。 

-+ 巧電警告な 

充電系統の異常です。 

♦ デイスチャージ 

ミ D ヘッドランプオート 

* レべリング 警告な 

デイスチャージへッドランプのオートレべリン 
グ（上下照射ち向自動調整）システムの異常で 
す。 

f-nrs. パワーステアリン 
t ドな グ 警告な 

J くワーステア U ング制御システムの異常でず。 

の 燃料巧量警告表示 

燃料切れび近づいています 。 （F F 車は約8 L し U 
下、 4 WD 車は約 7 L しツ下で点滅） 


目次 


八卜 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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スイッチ類の取り巧い 



夜間や雨天時などの走行 —— 

フ□ントワイパーの使い方 ランプのつけ方 

点な(へッドランプ/車幅な/尾灯/番号な) 



点な（車幅な/尾灯/ま号な) 


106 























スイッチ類の取り扱い 



f 赃への含図 

方向指示な 非常点滅な 



目次 


奮告 


基本操作 
早わかり 


I 麵の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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エアコン 



才ートエアコンの使いち 

7 AUTO スイッチを巧します。 2 温度調整ダイヤルをまわして 

希望温度に合わせます。 
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エアコン 


エアコン に関する詳しい紹介は 



3 エアコンび作動していないと 4 作動を停止させるときは、 

さは、エアコンスイッチを巧 0 FF スイッチを巧します。 

します。 




目次 


八 卜 




基本操作 
早わかり 


I 」の 
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才ーディオ 



才ーデイオの使いち 

C 電源の入、切と音量の調壁 J r ご〇を聞<には 

電源入、切 


CD び入っているとさは、ディス 
クボタンを巧します。 

立屋 

曰里 
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オーディオ 



ラジオを聞<には 


AM 、 FM 放送の切り替え 

AM ボタンを巧すと AM 放送 、 FM 
ボタンを巧すと F M 放送び受信され 
占 9 〇 



放送局の設定 

AUTO • P ボタンを"ピッ"と音び 
するまで巧し続けると、自動でプ I 」 
セットスイッチに放送局びセットで 
さます。 
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運乾装置の取り扱い 


ドア-ドアガラスなどの開閉 . 114 

フ□ントドア•リヤドアの開閉 114 

バックドアの開閉 1吕1 

ドアガラスの開閉 1吕6 

ワイヤレスドア□ックの使い方 130 

キーフリーシステムの使い方 133 

フューエルリッド（燃料補給 □) の開閉 141 
ボンネットの開閉 144 

シートの調整 . 148 

正しい運転姿勢 148 

フ□ントシートの調整 1己0 

リヤシートの調整 1己3 

シートベルトの着用 . 1已1 

シートベルトの正しい着用 161 

シートベルトの着用のしかた 164 

子供専用シート . 171 

子供専用シートについて 171 

チャイルドシートの固定 . 179 


ISO 円 X 対応チヤイルドシート固定 
専用パ’ 一+ トップテザーアンカーでの固定179 


シートベルトでの固定 183 

八ジドル•ミラーの調畳 . 186 

八ンドルの調壁 186 

インナーミラーの調壁 187 

ドアミラーの調壁 188 
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エンジジのかけ方 . 191 

エンジンスイッチの使い方 191 

エンジン始動の手順 196 

シフトレバーのほい方 . 198 

才ートマチック車の使い方 198 

才—トマチックまの運転のしかた . 202 

発進のしかた 202 

走行のしかた 204 

停車•駐車のしかた 吕〇已 

パーキングブレーキのほい方 . 208 

パーキングブレーキペダルの取り扱い 吕08 

メータ—. 表示巧. 警告 巧の見方 . 210 

メーター 210 

表示な 21己 

ス?請の胁、方 . 氏2 23 巨 

ライトスイッチ/方向指示レバーの使いち吕36 
へッドランプの光軸上下のしかた 239 

ワイパ ー& ウォッシャースイッチの使いち吕40 
リヤウインドゥデフォッガー(量り取り） 

の使い方 244 

ウインドシールドディアイヴースイッチ 
の使い方 24己 

TRC 0 FF スイッチの使い方 吕46 

非常点滅なスイッチの使い方 247 

ホーンの使い方 吕48 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 

C フロントドア • リヤドアの商商つ 

J キーでの施錠-解錠のしかた 

運転席ドア 



前にまわすと施綻、ラしろにまわすと解綻されます。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の施綻-解綻びでさます。 

' -知識- 

キーについて 

♦キーはドアの施錠-解錠のほか、エンジンの始動-停止などに使用します。 

♦キーを作るときは、トヨタ販売店にご相談ください。トヨタ純正品!;(外のキーを使巧する 
と、キーびスムーズにまわ5なくなるおそれびあ0ます。 

♦万一、キーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、ただちにトヨタ販売店にご相 
談ください。また、キーフリーシステムのキー（電子カードキー•メインキー）を紛失し 
たときは、再登録び必要となります。 

♦ワイヤレスドア□ックの操作については、 P .1 3日を参照してください。 

キーフリーシステム装着車について 

♦メインキーは大切に保管して<ださい。 

♦電子カードキーは、必ず方カニカルキーを内蔵した状態で使用してください。電子カード 
キーは電池切れなどによ0、突然使用できなくなることびあります。 

♦キーフリーシステムについては、 P .1 33を参照してくださし、。 

♦盗難防止システムについては、 P .3 日4を参照してください。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


知識 


キーの仕様について 

♦各機能の装着により、キーの仕様は下記の通りになります。 


ワイヤレスドアロック装着車 I 


•ワイヤレスドア□ック機能付きのメイン 
キーが1 枚 
•スペア キーが1 枚 


メイン キー 



スペア キー 


キーフリーシステム装着車 


♦電子カード キー （メカニカル キーの 蔵） 
が1枚 

♦メイン キーが1 枚 


メカニカルキー- 


電子カードキー 



メインキ~ 


※キーの枚数、および組み合わせは、車両の仕様により異なる場をびあります。 

キー ナン八 —プレートについて 

お客様しソがにキーナンバーがわか5ないよラに、キーではなくプレートにキーナンバーを打 
刻しました。 

/— キーナンバー 


参キーナンバープレートは、車両し:!外の場所に大切に保管してください。 


ワイヤレスドア□ック装着車 I 


万一、キーを紛失した場合は、キーナンバープレートに巧刻されたキーナンバーか5、トヨ 
夕販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびでさます。 


キーフリーシステム装着車 I 


万一、電テカードキーを紛失した場含は、キーナンパープレートに巧刻されたキーナンバー 
とメインキーか5、トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しい電子力ードキーを作ることびでき 
ます。 

また、方インキーを紛失した場合は、キーナンバープレートに巧刻されたキーナンバーと電 
テカードキーから、トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいメインキーを作ることびできます。 
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O □ックレノ (一での施錠.解錠のしかた 

■車内での施錠.解錠 



□ックレノ（一を車両前方に巧し込むと施錠、後方に引き出すと解錠されます。 
♦運転席の□ックレバーでは、すべてのドア（バックドアを含む）の施錠- 
解錠び同時にでさます。 

■車がか5の施錠のしかた 
キーフリーシステム装着車を除く 



♦フ□ントドアは□ックレバーを施錠側にして、ドア八ンドルを引いたまま 
ドアを閉めます。 

♦ U ヤドアは□ックレノ（一を施錠側にして、ドアを閉めます。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


>ワイヤレスドア□ックでの施錠-解錠のしかた* ■ 

P .130 の「ワイヤレスドア□ックの使い方」を参照してください。 

>キーフリーシステムでの施錠.解錠のしかた*™ 

P .133 の「キーフ U - システムの使い方」を参照してください。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


画の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


★印はグレード等により装着の有おが異なります。 
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) チャイルドプ□テクターの使い方 


U ヤドア 



チャイルドプ□テクターレバーを施錠側にしてドアを閉めます。 
♦車内のドアレバーで、リヤドアを開けることができなくなります。 



走行前にずベてのドアが確実に閉まっていることを確認し 


て < ださい。 


♦走巧前にすベてのドアが確実に閉まっていることを確認してください。ドアび確実に開 
まっていないと、走行中にドアび突然開さ、思わ城事故につなびるおそれびあり危険で 
す。 

♦走行中はドアレバーを引かないでください。ドアび開き車がに放り出されたりして、重大 
な 傷害におよぶか、最悪の場を死 t につな びるおそれびありまず。 

♦おテさまにドアの操作をさせないでくださし、。 

♦閉めるとき手■腕•頭-首などを挟んだりして、重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
でず。 

•走行中にドアを開け、おテさまび車がに放り出されるなどして、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれがあります。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


' — 知日ぶ- 

便利機能について 
キー抜を忘れ防止チャイム 

エンジンスイッチび LOCK 、 または ACC のとを、運転席ドアを開けると、キーの抜さ忘 
れを警告するチャイムび"ピーピー、ピーピー"と鳴0まず。キーの閉じ込み防止のため、 
キーを持っていることを確認してから施錠してください。 

キー閉じ込み防止機能 

I ワイヤレスドア□ック-キーフリーシステム 装着 車 I 

エンジンスイッチにキーび差し込まれているとさは、運転席ドアを開けた状態か5、□ック 
レバーによ0施錠しよラとしても施錠でさません。 

イル5ネーテッドエントリーシステム 

キー、およびワイヤレスドア□ック•キーフリーシステムによる施錠•解錠、およびドアの 
開閉と連動して、ルームランプ/スポットランプ（レバーび□日日 R の位置のとを）•エン 
ジンスイッチ照明び点な-消灯します。 

♦いずれかのドアを開けると点灯し、閉めると約1已秒後に消灯します。 

♦すべてドアを閉め、運転席のドアを施錠した場含は、減光し、約3秒後に消口します。 
♦次のよラな場合は、約1已秒間点灯します。 

•運転席ドアを解錠したとを。 

♦すべてのドアび閉まっている状態で、約2砂し:^内にエンジンスイッチを日 N か5 LOCK 
にして、すぐにキーを抜いたとさ。（キーフリーシステム装着車で、キーを使用しない 
場合は除をます） 

♦次のよラな場含は、ただちに消灯します。 

• すべてのドアを閉め、エンジンスイッチを0 N にしたとを。 

• エンジンスイッチび日 N のと走にすべてのドアを閉めたとさ。 

イル5ネーシヨンシステム ★ 

キー、およびワイヤレスドア□ック•キーフ U —システムによる施錠•解錠、およびドアの 
開閉と連動して、各イルミび点口 •消口します。（詳しくは、 P .328 を参照してください） 

バッテリーあがり防止機能 

エンジンスイッチび日 N 政がのとき、いずれかのドアを開けた状態で、ルームランプ/スポッ 
トランプ（レバーび□日 OR の位置のとき）び約1日分政上点灯し続けると、バッテ U - あび 
り防止機能び働走、各ランプび自動的に消灯しまず。 

♦エンジンスイッチを日 N にする、またはすベてのドアを閉めると、バッテ U —あびり防止 
機能は解除されます。 
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^ い口識 

チャイルドプ□テクターについて 

走行中などに、お子さまび誤ってドアを開けたりしないよラに、 n ックレバーの位置に関係 
なく、車内のドアレバーの操作では、リヤドアび開かないように施錠できます。 

乗車中の施錠.解錠の効果について 

乗車中の施錠、解錠についてはそれぞれ次のよラな効果びあ0ますので、選択してください。 

〈乗車中、施錠している場合> 

♦同乗者び誤ってドアを開けることを防ぎます。 

♦車かか5の不意の侵入者を防ぎます。 

♦シートベルトの着用と併せて、事故時に車かに投げ出される可能性びかなくな0ます。 

〈乗車中、解錠している場合> 

万一の場合に車がか5の救援活動び受けやす<なります。 

♦車か5離れるときは、必ずエンジンを停止して、施錠することび法律で義務づけ5れてい 
ます。また車両盗難や車内のわのを盗まれるおそれびあ0ますので、車内に貴重品などを 
置かないよラにしてください。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 

C バックドアの開閉 ) 


，施錠.解錠のしかた 

P .]] 巨の「□ックレバーでの施錠•解錠のしかた」、 P .130 の「ワイヤレ 
スドア□ックの使い方」、 P .133 の「キーフ U - システムの使い方」を参照 
してください。 

>キーでの施錠.解錠のしかた^^^^^^™ 



ちにまわすと施綻、左にまわすと解綻されます。 

》開閉のしかた 

■開けるとさは 



キー挿入口を巧して、バックドアを持ち上げると開さます。 

♦バックドアを開けるときは、最上部まで持ち上げてください。 

♦バックドアび自然に降下しないことを確認してください。 

■閉めるとさは 
I パックドアをおろします。 

^ 下端を押さえ□ックします。 
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走行中はバックドアを閉めてください。また、ラゲージ 
ルームには 絶巧に人を乗せないでください。 

♦走行中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのに当たったり荷物び投げ出されたりして、 
思わ城事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびありまず。 
走巧する前にぶ、ずバックドアび閉まっていることを確認してください。 

♦走巧前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開き、思わ械事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦ラゲージルームには 絶対に人を乗せないで < ださし、。 

急ブレーキをかけたときや衝突したとさなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場を死 t 
につなびるおそれびあ0ます。 

♦おテさまを乗せているときは、次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあり 
ます。 

•ラダージルームでおテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引走起こすおそれびありまず。 

•お子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動した0、閉めるときに手•頭-首などを挟んだりするおそれび 
お0ます。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 



走行中はバックドアを閉めてください。また、ラゲージ 
ルームには絶対に人を乗せないでください。 


>バックドアの操作にあたっては、次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷書におよぶか、最悪の場含死 t につ 
ながるおそれがあります。 

♦バックドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り除いて 
<ださい。開いたあとに重みでバックドアが落下するおそれびあります。 

•バックドアを開閉するとさは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

•人びいるときは、安全を確認し、動かすことを知らせる「青かけ」をしてください。 
•強風時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアび風にあお5れ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

•半開状態で使用すると、バックドアび落ちて重大 
な傷害を受けるおそれびあります。特に傾斜した 
場所では、平坦な場所よりちバックドアの開閉び 
しにくく、急にバックドアび開いた0閉じた0す 
るおそれびあ0ます。必ずバックドアび全開で静 
止していることを確認して使用してください。 


指などを挟まないよ 



»バックドアを閉めるとさは、 

ラ十分ま意してください。 

■バックドアは必ずがか5軽く巧して閉めてくださ 
し、。バックドアストラップを持ったままバックド 
アを閉めると、手や腕を挟むおそれびあ0ます。 

■バックドアダンノくーステーを持ってバックドアを 
閉めた0、ぶ5さびった0しないで<ださい。 
手を挟んだり、バックドアステーび破損したりし 
て、思わ说事故につなびるおそれびあります。 

■バックドアにキャ U アなどの重いものを取り付け 
ると、開けたあとにドアび落下し、手•頭-首な 
どを挟むおそれびあ0ます。バックドアへのアク 
セヴ U —用品の取0付けは、トヨタ純正品を使用 
することをおすすめします。 
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バックドアは必ず全開にして使用してくださし、。 


♦バックドアを開閉する前に、運転者はバックドアび安全に開閉でをるように車が、および 
車内のバックドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦バックドアを閉めるとさは、ストライカーバーに 
異物をかみ込まないよラにしてください。バーび 
破損し、バックドアび閉ま5なくなるおそれびあ 
ります。 



ストライカーパー 

♦バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられています。ダン 
パーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守りください。 

• ビニール片-ステッカー-粘着材などの異物をス 
テーの n ッド部（棒部）に付着させないでくださ 
い。 

• □ッド部を軍手などで触れないでくださし、。 

♦バックドアにトヨタ純正品し^(がのアクセサリー 
用品を付けないでください。 

•ステーに手をかけたり、横方向に力をかけたり 
しないで < ださい。 



ダン パース テー 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


——^知識- 

便利機能について 

バックドアストラップ 

バックドアをおろすとさに便利です。 



イル5ネーテッドエントリーシステム 

キー、およびワイヤレスドア□ック•キーフリーシステムによる施錠•解錠、およびドアの 
開閉と連動して、ルームランプ/スポットランプ（レバーび□日日 R のの置のとを）•エン 
ジンスイッチ照明が点灯•消灯します。（詳しくは、 P .1 19を参照してください） 

イル5ネーシヨンシステム ★ 

キー、およびワイヤレスドア□ック•キーフリーシステムによる施錠•解錠、およびドアの 
開閉と連動して、各イル S び点灯•消灯します。（詳しくは、 P .328 を参照してください） 
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c ドアガラスの開閉 ） 


J パワーウインドウの使い方 

運転席スイッチ 


ウインドウ □ 



運転席スイツチですベてのドアガラスの開閉び行えます。 


助手席•を席スイッチ 



自席のドアガラスの開閉び行えます。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


■ ドアガラスの開閉のしかた 

スイッチを下に巧している間は開き、上に引いている間は閉まります。 
スイッチか日手を離すと、その位置で停止します。 

■運転席ドアガラスの自動開閉のしかた 

♦全開するときは、スイッチを下に強く巧して手を離します。 

途中で止めるとさは、スイッチを軽く引さ上げます。 

♦全閉するときは、スイッチを上に強く引き上げて手を離します。 
途中で止めるとさは、スイッチを軽く巧します。 


' -&け □ 〇ょ- 

作動を件について 

エンジンスイッチび ON のとき使用できます。ただし、目力手席•後席スイッチはウインドウ 
□ックスイッチ（次ページ参照）び ON になっているとさは開閉しません。 

まを機能について 
巧み&み防止機構 
運転席ドアヵ" 5 X 1 

ドアガラスを自動で閉めるときに、窓枠とドアガラスの間に異物の挟み込みを感知すると、 
ドアガラスの上昇を停止し、自動で少し開さ、止まります。 

♦環境や走行ま件によ D 、 異物を挟んだとさと同じ衝撃や荷重びドアガラスに加わると、挟 
み込み防止機構び作動することびあ0ます。 

♦故障などで、挟み込み防止機構び作動してしまい、ドアガラスを自動で閉めることびでさ 
ないとさは、スイッチを引さ続けると、閉めることびできます。 
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^ -ァロ 識- 

初期設定について 

バッテ U —交換やヒューズ交換などで、バッテリーとの接続び断たれたときは、パワーウイ 
ンドウの初期設定をして < ださい。 

♦パワーウインドウの初期設定びされていないと、次の機能は作動しません。 

•運転席ドアガラスの自動開閉。 

•運転席ドアガラスの挟み込み防止機構。 

■初期設定のしかた 
〈設定手順〉 

7エンジンスイッチを ON にしまず。 

2運転席ドアガラススイッチを下に押し、半分く5いまでドアガラスを開けまず。 

3運転席ドアガラススイッチを上に引き続け、ドアガラスを全閱しまず。 

全開後、約巧少間スイッチを上に引き続けてください。 


J ウインドゥ□ックスイッチの使い方 

ウインドゥ□ックスイッチを巧すごとに、0 N と0 F F に切り替わります。 
スイッチを ON にすると、運転席ドアガラスじ(外のパワーウインドウは開閉 
しません。 


ウインドゥ□ックスイッチ 

運転席スイッチ 

助手席•を席スイッチ 

ON ^ 

運転席ドアガラスの開閉 
びでをます。 

開閉でさません。 

。" 

すべてのドアガラスの開 
閉びでさます。 

開閉でさます。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


走巧中は窓か5手や顔を出さないでください。また、ドア 
ガラスを開閉ずるときは手•腕•頭-首などを挟まないよ 
うにしてください。 

♦走行中は窓か日手や顔を出さないでください。車がのをのなどに当たったり、急ブレーキ 
をかけたときなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびありま 
す。 

♦ドアガラスを開閉するときは、ほかの人の手- 
腕-頭- 首などを挟まないよラに注意して<ださ 
し'!。とくにお子さまへは手などを出さないよラ声 
かけをしてください。お守りいただかないと、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびあります。 

♦お子さまにドアガラスの操作をさせないでくださ 
し'!。開けるとさや閉めるとさ、手-腕■頭-首な 
どを挟んだり、巻き込まれたりして、重大な傷書 
におよぶか最悪の場含死 t につなびるおそれびあ0危険です。 

♦ ドアガラスを確実に開奴るため、閉じ切り直前の部分では挟み込みを感知していない領域 
びあります。指などを挟まないようにを意してください。重大な傷書を受けるおそれがあ 
り危険です。 

♦挟み込み防止機構は、スイッチを強く引き続けた状態では作動しません。指などを挟まな 
いよラにま意してください。重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦挟み込み防止機構を故意に作動させるため、手などを挟んだりしないでください。重大な 
傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦万一、挟み込み防止機構び作動してしまい、ドアガラスを自動で閉めることができないと 
さは、スイッチを引さ続けると、閉めることびでさます。 
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r ワイヤレスドアロックの使い方 o 

) ドアの施錠•解錠のしかた 



スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

♦スイッチを巧すと、 LED び点灯します。 

■施錠するときは 

LOCK スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び施錠され 
ます。 

♦作動び完了すると、非常点滅灯び]回点滅します。 

♦スイッチを巧して施錠操作をしたとさは、必ず施錠作動したことを確認し 
てください。 

■解錠ずるときは 

UN LOCK スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び解錠 
されます。 

♦作動び完了すると、非常点滅灯び2回点滅します。 


130 


★印はグレード等により装着の有おが異なりまず。 




































ドア-ドアガラスなどの開閉 


胃 メインキーは電子部品です。故障の原因となりますので、 
一占^止下記のことをお守りください。 

♦ダッシュボードの上など高温になる場所に置かないでください。 

♦分解しないでください。 

♦無理に曲げたり、落としたり、強い衝撃をあたえたりしないで<ださし、。 

♦水で说5さないでください。 

♦ワイヤレスドア□ック機能は、微弱な電波を使用しています。 

なのよラな場合は、メインキーと車両間の通信をさまたげ、正常に作動しない場含びあり 
ます。その場含はキーで操作してください。 

•おくにテレビ塔や発電所-放送局-空港など強い電波を発生する設備びあるとさ。 
•無線機や携帯電話-コードレス電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとさ。 

♦ ^インキーび金属製のわのに接したり、覆われているとを。 

•複数のメインキーび近くにあるとき。 

•火インキーをパソ]ンなどの電化製品の近くに置いたとき。 

•近くでワイヤレスドア□ックを使用しているとき。 


' —&ム知日日!！- 

作動条件について 

♦ワイヤレスドア□ック機能は、エンジンスイッチにキーび差し込まれているとを、または 
いずれかのドアび開いているとさは作動しません。 

• LOCK スイッチ • U N L 日 C K スイッチを押し続けても、ドアの施錠-解錠は繰り返さ 
れません。スイッチを押しなおしてください。 

♦ UN LOCK スイッチを押して解錠操作をしたあと、約 3 日秒政内にドアを開けなかった 
ときは、自動的に施錠されます。 

♦ワイヤレスドア□ック機能は、周囲の状況により作動可能距離びかわることびあります。 

確実に作動させるためには、車両中むから約 3 m まで近づいて操作してください。 

♦バックドアガラスに次のわのを貼りつけると、車両體方からスイッチ操作をした場含、受 
信器への電波びさえぎ 5 れて受信感度び低下し、作動巧能距離び短くなるおそれびあ 0 ま 
す。 

• 金属を含有するウインドゥフィルム。 

♦その他の金属物。（トヨタ純正品がのアンテナなど） 
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' -い口識- 

便利機能について 

イル S ネーテッドエントリーシステム 

ワイヤレスドア n ック機能による施錠-解錠と連動して、ルームランプ/スポットランプ 
(レバーび D 日日 R の巧置のとき）•エンジンスイッチ照明び点灯•消灯しまず。簡しくは、 
P .1] 9を参照してください） 

電池交換について 

次のよラな場合は、電池の消耗び考え5れます。電池を交換して<ださい。 

♦ L 日 CK スイッチ- UNL 日 CK スイッチを押してち作動しない場合や、菁しく作動可能 
距離び短 < なったとさ。 

♦ L 日 CK スイッチ- UN L 日 CK スイッチを押しても L ED び暗くなったり、点灯しなく 
なったとを。 

電池の交換は、市販の精密ドライバーを使用すれば、お客様自身で交換でさますび 
( P .3 目2の「ワイヤレスドア n ックのメインキーの電池交換」参照）、交換の際、破損な 
どのおそれびあるためトヨタ販売店での交換をおすずめします。 

航空機巧へのキーの持ち込みについて 

航空機にメインキーを持ち込む場合は、航空機内でメインキーのスイッチを巧さないでくだ 
さい。また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび巧されないよラに保管して 
ください。スイッチび押されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれび 
あります。 

紛失について 

ワイヤレスドア□ックの^インキーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、ただち 
にトヨタ販売店にご相談くださし、。 

使用個数について 

ワイヤレスドア□ックのメインキーは、同じ車両で最大4枚まで使巧することびできます。 
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 


132 








ドア-ドアガラスなどの開閉 


キーフリーシステム X 1の使い方 


"キーフリーシステム"はダイハツエ業株式会社の登録商標でず。 

>キーフリーシステムででさること 

♦キーフリーシステム機能によるドアの施錠-解錠 次ページ参照 
♦ワイヤレスドア□ック機能によるドアの施錠-解錠 P .13 己 参照 
♦キーを使巧しないエンジンの始動•停止 P .192 参照 



車か5離れるときは、パーキングブレーキをかけ、エンジンスイッチか5 
キーを抜さ、必ず電子カードキーび車室内にないこと、および電モカード 
キーを携帯していることを確認してか5ドアを施錠してください。 


電子カードキーは運転者が必ず携帯してください。 

—知 - 


キーフリーシステム機能について 

車室が発信機の作動範囲内に電子カードキーを携帯して入0、運転席ドア八ンドルのスイッ 
チを巧すことで 、I D コードの照合※2を巧い、照合び一致するとキーを使用ずることなく 
ドアの施錠-解錠びでさるシステムです。 

車両からの I D コードと電子カードキーからの I D コードを照らし合わせること。 

作動節囲について 

作動を確実に行ラために、下記の作動範囲に入って操作してください。 

■キーフリーシステム機能の作動節囲 ■ワイヤレスドア□ック機能の作動節 

囲 



た場合などは、作動しないことびあ0ま 
す。 
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、キーフリーシステム機能による 
j ドアの施錠•解錠のしかた 



■施錠ずるときは 

電子カードキーを携帯し、運転席ドア八ンドルのスイッチを巧すと、すべて 
のドア（バックドアを含む）び施錠されます。 

♦作動び完了すると、非常点滅灯び]回点滅します。 

♦スイッチを巧して施錠操作をしたとさは、必ず施錠作動したことを確認し 
てください。 

■解錠するときは 

電モカードキーを携帯し、運転席ドア八ンドルのスイッチを巧すと、すべて 
のドア（バックドアを含む）び解錠されます。 

♦作動び完了すると、非常点滅灯び2回点滅します。 

' - 知 - 、 

作動条件について 

車室が発信機の作動範囲内（前ページ参照）に電子カードキーを携帯して入り、運転席ドア 
八ンドルのスイッチを押すことで、 ID コードの照含を行い、照含び一致したとをのみドア 
の施錠-解錠び可能になります。 

♦作動範囲内に入っていてち、電子カードキーび地面の近くや高い場所にあるとをは、正常 
に作動しない場含びあ0ます。 

♦電子カードキーの持ちちによ0、作動しに<い場合びあ0ます。 

♦車両のあ状により、作動しにくい場所びあります。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


-1&1知日^- 

施錠•解錠について 

♦運転席ドア八ンドルのスイッチを早押しした場含、作動しないことびあります。 

♦電子カードキーび車室が発信機の作動範囲内にあれば、電子カードキーを携帯している人 
がでを運転席ドア八ンドルのスイッチで、施錠-解錠を行ラことびできます。 

♦エンジンスイッチび LOCK じ(がのとさ、エンジンスイッチにキーび差し込まれていると 
き、またはいずれかのドアび開いているときは、キーフ U —システム機能は作動しません。 
♦運転席ドア八ンドルのスイッチを巧し続けてち、ドアの施錠-解錠は繰0返されません。 
スイッチを巧しなおして < ださい。 

♦運転席ドア八ンドルのスイッチを巧して解錠操作をしたあと、約30砂し:^内にドアを開け 
なかったときは、自動的に施錠されます。（卽常点滅灯び1回点滅します） 


ワイヤレスドア□ック機能による 
ドアの施錠•解錠のしかた 
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スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

♦スイッチを巧すと、 LED び点灯します。 

■施錠ずるときは 

包スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び施錠されます。 
♦作動び完了すると、非常点滅灯び]回点滅します。 

♦スイッチを巧して施錠操作をしたときは、必ず施錠作動したことを確認し 
てください。 

■解錠ずるときは 

をスイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び解錠されます。 
♦作動び完了すると、非常点滅灯び2回点滅します。 

, -知68^ - ' 

作動を件について 

♦ワイヤレスドア□ック機能は、エンジンスイッチび LOCK じ(かのとさ、エンジンスイッ 
チにキーび差し込まれているとさ、またはいずれかのドアび開いているとさは作動しませ 
Aj 。 

♦固スイッチ•丘スイッチを押し続けても、ドアの施錠•解錠は繰0返されません。ス 
イッチを押しなおして < ださい。 

♦面スイッチを巧して解錠操作をしたあと、約3日秒しソ内にドアを開けなかったときは、自 
動的に施錠されまず。（非常点滅灯び]回点滅します） 

♦ワイヤレスドア n ック機能は、周囲の状況により作動可能距離びかわることびあります。 

確実に作動させるためには、車両中むか5約 3 m まで近づいて操作してください。 

♦バックドアガラスに次のわのを貼りつけると、車両懐でか5スイッチ操作をした場合、受 
信器への電波びさえぎ5れて受信感度び低下し、作動可能距離び短くなるおそれびあ0ま 
す。 

•金属を含有するウインドウフィルム。 

•その他の金属物。 （ トヨタ純正品!;(がのアンテナなど） 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


>電子力ードキーび使用できないときは_ 

メインキーを所持していないとさ、電子カードキーの電池切れやその他の条 
件 （ P .139 参勵により電子力ードキーの機能び働かないときは、内蔵さ 
れているメカニカルキーで施錠.解錠、エンジンの始動を行ってください。 
( P .1 目4参照） 

■取り出し方 


ノブ 


電モカードキーのノブを矢印の方向にスライドさせたまま、メカニカルキー 
を引き抜きます。 

圓格納のしかた 


ノブ 


電モカードキーのノブを矢印の方向にスライドさせたまま、メカニカルキー 
を差し込み、ノブをちどして□ックします。 

♦メカニカルキーを使巧したあとは、必ず電モカードキーに格納してくださ 
し、。 
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植え込み型む臓 ペースメーカーを 装着されているかたは、 
車室内発信機-車室が発信機か5約 22 cm 似巧に植え&み 
型む臓ペースメーカーが近づかないよラにしてください。 


♦植え込み型む臓ペース^ーカー、および植え込み型除細動器を装着されているかたは、車 
室内発信機-車室が発信機か5約2扣 ml ； (内に近づかないようにしてくださし'1。電波によ 
り植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器の作動に影響をあたえるお 
それびあ0ます。 




♦植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器!^^がの医療用電気機器を使巧 
される場含は、電波による影響について医療用電気機器製造業者などに事前に確認してく 
ださい。電波により医療用電気機器の動作に影響をあたえるおそれびあります。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


電子力ードキーは信号発信機を内蔵している電子部品でず。 
故障の原因となりますので、下記のことをお守りください。 

♦ズボンなどのラしろポケットに入れないでください。 

♦ダッシュボードの上など高温になる場所に置かないでください。 

♦分解しないでください。 

♦無理に曲げたり、落としたり、強い衝撃をあたえたりしないで<ださい。 

♦水で城5さないでください。 

♦磁気を帯びたキーホルダーなどをつけないでください。 

♦テレビ-オーディオなどの磁気を帯びた機器、または低周波治療機器などの医療用電気機 
器の近くに置かないで<ださい。 

♦超音波洗浄機などで洗浄しないでください。 

♦電子カードキーにガソ U ンなどの燃料やツヤ出し剤、油脂類び付着すると、電子カード 
キーび変形した0、ひび割れた0することびあ0ます。 

♦キーフ U —システムは、微弱な電波を使用しています。 

次のよラな場含は、電子力ードキーと車両間の通信をさまたば、キーフリーシステム機 
能-ワイヤレスドア□ック機能による操作びでをなくなることびあります。 

その場含はメカニカルキーで操作 （ P .137 参照）してください。 

•近くにテレビ塔や発電所- 放送局. 空港など強い電波を発生する設備びあるとを。 
•無線機や携帯電話-コードレス電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとさ。 

• 電モカードキーび金属製のわのに接した0、覆われているとさ。 

•複数の電モカードキーび近<にあるとを。 

•電モカードキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いたとき。 

•近くでワイヤレスドア n ックを使用しているとき。 

•他車の電モカードキーを一緒に携帯しているとさ。 


' — )5^ 知日成- 

電地切れについて 

電子カードキーび電池切れのとをは、キーフリーシステム機能-ワイヤレスドア□ック機能 
による操作はでさません。その場含は、方カニカルキーで操作 （ P . 137参照）してくださ 
い。 

便利機能について 

イルミネーテッドエントリーシステム 

キーフ U - システム機能-ワイヤレスドア□ック機能による施錠-解錠に連動して、ルーム 
ランプ/スポットランプ（レバーび D 日日 R の位置のとき）•エンジンスイッチ照明び点 
灯•消灯します。（詳しくは、 P .1 1日を参照して < ださし、） 
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' -い口識- 

電子 カー ド キーの 保管について 

電子カードキーをテレビ-パソコン-電磁調理器などの電化製品の近くに保管しないで<だ 
さい。電化製品の電磁波によ0、電子カードキーび誤作動した0、常時通信状態となり電池 
び著しく消耗ずるなどしまず。 

電池交換について 

電子カードキーの電池の寿命は使用状況は、約1〜3年です（全く使用していなくても、電 
池は消耗します)。次のよラな場含は、電池の消耗び考え5れます。電池を交換してくださ 
い。 

♦キーフリーシステム機能び作動しにくくなったとさ。 

♦面スイッチ-をスイッチを押してち作動しない場含や、菅しく作動可能距離び短くなっ 
たとさ。 

♦固スイッチ-をスイッチを巧しても LED び暗くなったり、点灯しなくなったとを。 
電池の交換は、お客様自身で交換でさますび （ P .3 目3の「電子カードキーの電池交換」 
参照)、交換の隙、破損などのおそれびあるためトヨタ販売店での交換をおずすめしまず。 

航空機内へのキーの持ち込みについて 

航空機に電子カードキーを持ち込む場合は、航空機内で電子カードキーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび押されないように 
保管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼす 
おそれびお0ます。 

紛失について 

電子カードキーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、ただちにトヨタ販売店にご 
相談 < ださい。 

使用個数について 

同じ車両でメインキー•電モカードキーはそれぞれ最大4枚（含わせて8枚）まで設定する 
ことびできます。詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


〔フユーエルリツド（燃料捕給 □) の開閉） 


>フユーエル リツドの開閉 


フユーエルリッドオープナー 


運転席ち下にあるフユーエル U ッドオープナー（曲）を引くと開きます。 
閉めるときは、フユーエル U ッドを手で"カチッ"と音びするところまで巧 
して閉めます。 

>フユーエル キャップの開閉 一 

■開けるとさは 

キャップのツマミを持ち、左にまわして開 
けます。 


■閉めるとさは 

キャップのツマミを持ち、"カチッ"と音び 
するまでちにまわして閉めます。 


閉める 
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燃料補給時には、次のことを必ずお守りくださし、。 


♦燃料浦給時には、次のことを必ずお守0ください。 

♦エンジンは必ず停止してください。 

•車のドア、ドアガラスは閉めてください。 

•タバコなど火気を近づけないでください。 

♦フューエルリッド、フューエルキャップを開けるなど給油操作を行ラ前に、車体などの 
金属部分に触れて身体の静電気除まを行ってください。身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂花で燃料に弓 I 乂ずる場含びあり、やけどをずるおそれびありまず。 

♦フューエルキャップを開ける場合は、必ずキャップのツマ S 部分を持ち、ゆっくりと開 
けてください。気溫び高いときなどに、燃料タンク内の圧力び高くなっていると、給油 
□か5燃料び吹さ返すおそれびあります。フューエルキャップをかしゆるめたとさに 
"シュー"といラ音がする場をは、それ];(上開けないでください。その音び止まってか 
5ゆっ <0開けて < ださい。 

♦給油中、再び車内のシートにちどったり、帯電している人やものに觸れないでください。 
(再帯電することびあります） 

♦給油□には静電気除去を巧ったかた U (がの人を近づけないでください。 

♦給油するとさは給油□にノズルを確実に挿入して<ださい。ノズルを浮かして継ぎ足し 
給油を巧ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあ0ます。 

•給油終了後、フューエルキャップを閉める場を、"カチッ"と音びするまでちにまわし、 
確実に閉まっていることを確認してください。 

•車に合ったトヨタ純正のフューエルキャップ政がは使用しないでください。 

•その他、ガソ U ンスタンド内に掲示されている注意事項を守ってください。正常に給油 
できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってください。 

♦給油時に、気化した燃料を暇わないよラにしてください。燃料の成分には、有害物質を含 

んでいるちのびあ0ますので、ご注意ください。 


^ Hg 指定に(外の燃料を使用しないでください。 


♦指定燃料は無鉛レギュラーガソ U ンです。給油時に指定されている燃料であることを確認 
して < ださい。 

♦指定！;(かの燃料（粗悪ガソリン、軽油、灯油、アルコール系燃料など）を使用すると、エ 
ンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生した0、出力び低下する場合びありま 
す。また、そのまま使用すると、エンジンの故障や燃料系部品の損傷による燃料われなど 
の原因となるおそれびあ0ますので、指定燃料かは使用しないでください。 

♦給油中に燃料を車にこぼさないよラにしてください。塗装面を侵すおそれびあ0ます。 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 
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c ボンネットの開閉 ） 


) 開け方 



ボンネットオープナーを引さます。 

運転席インストルメントパネルち下に 
あるボンネット オープナーを 引くと、 
ボンネットびかし浮さ上びります。 



d ボンネットフックをはずしまず。 

ボンネットのすさ間に手を入れ、レバー 
を巧し上げ、ボンネットフックをはず 
して、ボンネットを持ち上げます。 



〇ボンネットステーを差し込みます。 

ボンネットステーをステー巧に差し込 
んでボンネットを支えます。 


144 















ドア-ドアガラスなどの開閉 


>閉め方 ， 

I ボンネットステーをはずします。 

ボンネットステーをはずし、固定します。 

ボンネットを閉めます。 

ボンネットを約 20 cm 〜2已 cm の位置か日静かに落として閉めます。 

〇□ックされていることを確認します。 

ボンネットの前端を上下にゆすり、確実に□ックされていることを確 
g おします。 


走行前にはボンネットび□ックされていることを確認して 
ください。ボンネットを閉めるときは、手などを挟まない 
よラにま意してください。思わめ事故につながるおそれが 
ありを険でず。 

♦ボンネットびしっかり□ックされていることを確 
認ください。□ックせずに走行すると、走行中に 
ボンネットび突然開いて、死 t 事故や重大な傷害 
につなびるおそれびあ D ます。 

♦ボンネットを閉めるときは、手などを巧まないよ 
5にを意してください。重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危おです。 



A 輕置 

ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く押さないでくださ 
し、。ボンネットびへこむおそれびあります。 
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シートの調整 
C 正しい運起姿勢 ) 


正しい運輯姿勢び取れるように、次の事項にま意してシートを調壁しまず。 



走行中は運転席シートの調整をしないでください。 


♦走行中は運転席シートの調整をしないでください。調整中にシートが突然動さ、運転を誤 
り、思わ城事故の原因となるおそれびあり危険です。 

♦シートの下にものを置かないでください。ものび挟まってシートび固定されず、思わ城事 
故の原因となるおそれびあり危険です。また、 n ック機構の故障の原因となります。 

♦背わたれと背中の間にクッション（座巧団）などを入れないでください。正しい運転姿勢 
び取れないばかりか、衝突したとさ、シートベルトやヘッドレストの効果び十分に発揮さ 
れず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦ SRS サイドエアバッグ装着車は、必ず次のことをお守0ください。お守りいただかない 
と、 SRS サイドエアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく5み重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

♦フ n ントシートにこの車専巧のトヨタ純正用品（シートカバーなど） L 处外のものを取り 
つけないでください。この車専用のトヨタ純正巧品！;(がのもので S R S サイドエアバッ 
グ展開部を覆ラと、 SRS サイドエアバッグの正常な作動のさまたげとな0ます。なお、 
トヨタ純正シートカバーなどを装着ずるときには、商品に付属の取扱書をよくお読みに 
な0、正しく取0つけてください。 

• フ n ントシートの表皮の張り誓えやフ□ントシートの取りはずし-取0つけ-分解•修 
理などが必要なときは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。また、フ□ントシートの 
改造はしないでください。 

• フロントシ ー ト側面など S R S サイドエアバッグ展開部は、強くたたくなど過度の力を 
加えないで < ださい。 
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シートの調整 




助手席や後席に荷物を積み重ねたりしないでください。 


巧力手席や後席に荷物を積み重ねたりしないでください。急ブレーキをかけたとさや車が旋 
回しているときなどに荷物が飛び出して、乗員に当たったり、荷物を損傷したり、荷物に 
気を取5れたりして、思わ说事故につなびるおそれびあ0盾;険です。 

>走行中、シート！;/がの場所への乗車や車内の移動はしないでください。急ブレーキをかけ 
たときや衝突したときなどに、身体が慣性力で飛ばされ、頭などを強く打ち、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

トンートを調整したあとは、シートを軽く前楼にゆさぶり、確実に固定されていることを確 
認してください。固定されていないとシートび動さ、思わ说事故の原因となって、生命に 
かかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 




シートを調整ずるときは同乗者や荷物などまわりのげ況に 
ま意してください。 


♦シートを調整•操作するときは、同乗をや荷物に当てないよラにま意してください。同乗 
をびけびをした0、荷物をこわした0するおそれびあります。 

♦シートを調整しているときは、シートの下や動いている部分の近くに手を近づけないでく 
ださい。指や手を挟み、けびをするおそれびあります。 

♦車内を清掃するとをや、シートの下に落としたものを拾うときなどは、シートの下に手を 
入れると、シートレール•シートフレーム（シートの±台部分）などに当た0、けびをす 
るおそれびありますので、十分にを意して巧って<ださし、。 

♦背ちたれをちどすときは、背もたれに手をそえなび5、リクライニングレバーを操作して 
ください。背ちたれを押さえずにレバーを操作すると、背ちたれび急にもど0、けびをす 
るおそれびあります。 

♦背ちたれにちたれかかったまま U クライニング調整をしないでください。背ちたれに力び 
加わっていると、レバー操作び重かったり、突然背わたれび倒れるおそれびありまず。 
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广フロントシートの調整） 

J 前後位置調整のしかた 



レノ（一を引いたまま、シートを前後に動かして調整します。 

) リクライニング調整のしかた 



レノ（一を引いたまま、背ちたれを前後に動かして調整します。 

) 上下調整のしかた 

運転席 



レバーを上、または下に動かすごとに、シート全体の高さびかわります。 
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シートの調整 


>アーム レスト①使い方 



使用するとさは、アームレストを一番下まで倒します。 
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) へッドレストの上下位置調整のしかた 


ボタン 


♦上げるときは、そのまま引き上げます。 

♦下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 
♦取りはずすときは、ボタンを巧したまま引き巧きます。 



I へッドレストをはずしたまま走巧しないでください。 

♦ヘッドレストをはずしたまま走巧しないでください。衝突したときなどに、首に大きな衝 
撃び加わり、生命にかかわる重大な傷書を受けるおそれびあり危険です。ヘッドレスト中 
央びちの後方になるよラに高さを調整して < ださし、。 

♦フ□ントシートのヘッドレストはフ□ントシート専用です。取0つけるとさは、"カチッ" 
と音びして固定されたことを確認してください。フ□ントシートと U ヤシートのヘッドレ 
ストを間違って取りつけると、固定することびできず、衝突したときなどに生命にかかわ 
る重大な傷書を受けるおそれびあり危険です。 
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c リヤシートの調整 ） 


シートの調整 


>リクライニング調整のしかた 


スライドシート装着車を除く 



スライドシート装着車 



レノ（一を引いたまま、背もたれを前後に動かして調整します。 
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么警ち 


背ちたれをもどすときは、シートベルトを挟み込まないようにしてくださ 
し、。シートベルトび傷つくおそれびあ0、傷ついたまま使用すると、衝突 
したとさなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷書におよ 
ぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあります。 



1 1 

A 超意 

背ちたれにちたれかかったままリクライニング操作をしな 
いで < ださい。 


♦背ちたれにもたれかかったまま U クライニング操作をしないでください。背をたれに力び 
加わっていると、シートバックフックまたは、 U クライニングレバーの操作び重かったり、 
突然背ちたれび倒れるおそれびあります。 


♦シートバックフック（スライドシート装着車を除く）を下側に押さえつけないでください。 

シートバックフックび損傷するおそれびあ0ます。 

♦スライドシート装着車の背もたれの調整をするときは、 U クライニングレバーをいっぱい 
まで引き上げたまま背ちたれを調整してください。レバーをいっぱいまで引き上げずに調 
整すると、 U クライニング機構の故障の原因とな0ます。 

♦ U ヤシートをリクライニングさせるときは、ラダージルームにある荷物に当てないように 
してください。荷物を損傷するおそれびあ0ます。 


—^5^知日^- 

リクライニング調整について 

♦左ちに分割されているシートをそれぞれ調整することびでさます。 
♦調整角度は起こしたとさと、リクライニングさせたとさの2段階です。 
(スライドシート装着車を除く） 
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シートの調整 


J 前後位置調整のしかた 

スライドシート装着車 



レノ（一を引いたまま、シートを前後に動かして調整します。 
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J へッドレストの上下調整.取りはずし方 

ちち席 I I 中央席 I 




♦使用するときは、"カチッ"と音がするまで引き上げます。 
♦下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 
♦取りはずすときは、ボタンを押したまま引き抜きます。 


へッドレストを下げたまま、またははずしたまま走巧しな 
いで <ださい。 

♦ヘッドレストを下げたまま、またははずしたまま走行しないでください。衝突したときな 
どに、首に大きな衝撃び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。へッドレストを上げた状態で使用してくださし、。 

♦ 1」ヤシートのヘッドレストは U ヤシート専用です。取りつけるとさは、"カチッ"と音び 
して固定されたことを確認してください。フ□ントシートと U ヤシートのへッドレストを 
間違って取りつけると、固定することびできず、衝突したときなどに生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
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シートの調整 


>クッシヨンの前倒し 



■クッションの前倒しをするときは 

左ちに分割されているシートをそれぞれ操 
作することびでさます。 

♦説明は左側席で行っていますび、ち側席 
でち操作は同様です。 

] 車を安全な場所に駐車し、しっかりと 
パー キングブレーキをかけます。 

ご背ちたれが当た日ないよラに、フ□ン 
トシートの前後位置-リクライニング 
位置を調壁します。 



3リヤ左ち席のシートベルトをベルト八 
ン ガーに かけます。 
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4 u ヤシートへッドレストを一番下まで 
下げます。 

( P .1 已己参勵 


&スライドシート装着車は、スライドレ 
バーを引さなびら U ヤシートを車両後 
方いっぱいまで移動します。 

( P .1 55参勵 
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シートの調整 


スラィドシ-卜装着車を除く ら背もたれを倒します。 

シートノ（ックフックまたは、 U クライ 
ニングレバーを引いたまま背ちたれを 
前に倒します。 


スライドシート装着車 



■ちどずとさは 

背ちたれを起こして、固定します。 

♦背ちたれを軽くゆさぶり、確実に固定されたことを確認します。 
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舊告 
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走巧中はシートの操作をしないでください。 

♦走行中はシートの操作を行わないでください。ブレーキをかけたときや衝突したときなど 
に、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦倒した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せた状態で走行しないでください。ブレー 
キをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。 

♦背ちたれを前倒ししたときは、お子さまびラゲージルームに入らないようにま意してくだ 
さい。ボディの突起に当たるなどして、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。 

♦シートをもとにもどしたときは、軽く前棲にゆさぶり、確実に固定されていることを確認 
してください。固定されていないと、急ブレーキ時などに背ちたれが倒れた0、ラゲージ 
ルーム内のをのび飛び出すなど、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険で 
す。 

♦背わたれを倒すとをやわとにちどすと定は、シートベルトを挟み込まないよラにして<だ 
さい。シートベルトび傷つくおそれびあり、傷ついたまま使用ずると、衝突したとをなど 
にシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場を死亡につな 
びるおそれびあ0ます。 


A 航留 シートを操作ずるときは同乗者や荷物に当てないよラにま 
I 意してください。 

♦シートを操作するとをは同乗者や荷物に当てないよラにま意してください。同乗者びけび 
をしたり、荷物を破損したりするおそれびあります。 

♦シートを操作しているとさは、シートの下や動いている部分の近くに手や足を近づけない 
でください。指や手、足を挟みけびをするおそれびあります。 

♦シートバックフックまたは、リクライニングレバー操作するとさは、シートバックフック 
または、リクライニングレバーとシートのすを間に指や手を挟まないようにま意してくだ 
さい。けびをするおそれびあ0ます。 
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シートベルトの着用 

( シートベルトの正しい着用） 


シートベルトは正しく着用しないと、効果が半減したり、危険な場合があり 
まず。次の使用方法にしたがって、走行前に運転者は必ず着用し、同乗者に 
も必ず着 ffl させてください。 



必ずシートベルトを着用してください。また、着用ずると 
きは必ず次のことをお守りくださし、。 

♦車に乗る場含は、全員げシートベルトを着用してください。シートベルトを着用しないと、 
急ブレーキをかけたときや衝突したとさなどに身体がシートに保持されず、身体をぶつけ 
たり、ふく 5む SRS エアバッグに飛ばされたり、車がに投げ出されたりして、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあります。 

♦シートベルトを着巧するときは、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 
衝突したとさなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死亡につなびるおそれびあります。 

•シートベルトは上体を起こして、シートに深く腰かけた状態で着用してください。正し 
し、 娑勢については、 P . 148を参照してください。 

•肩部ベルトは、首にかかったり脇の下を通すなどして着用しないでください。必ず肩に 
十分かかるよラに着用して < ださし、。 

•腰部ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低い位置に密着させて着用してください。腰部べ 
ルトび腰骨か5ずれていると、衝突したとき、腹部などに強い圧迫を受けるおそれげあ 
0ます。 

•シートベルトはねじれびないよラに着用してください。ねじれていると、衝突したとさ 
などに衝撃力を十分に分散させることびでさません。 

• シートベルトは1人用です。2人上で1本のべルトを使用しないでください。 

• U ヤ左ち席のシートベルトを使巧するとさは、ベルト八ンガーにシートベルトびかかっ 
ていないことを確認してくださし、。 
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必ずシートベルトを着用してください。また、着用ずると 
きは必ず次のことをお守りください。 



• シートベルトを着巧する場含は、洗たくばさみやクリツプなどでたるみをつけないでく 
ださい。 


• シートの背もたれを必要!^^上に倒して走行しないでください。衝突したときなどに身体 
びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けます。 

•八ンドルやインストル^ントパネルに必要];(上に近づいて運転しないでください。 

♦シートベルトやプレートをシートやドアに挟まないよラにしてください。シートベルトび 
傷ついた場含、十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびありまず。 

♦おテさまにもシートベルトを必ず着用させてください。ひざの上でおテさまを抱いている 
と、急ブレーキや衝突したとをなどに支えきれず、おテさまび放り出されたりして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 

♦妊娠中の女性ち必ずシートベルトを着用してください。 

(ただし、医師にミち意事項をご確認ください） 

•妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用ずるとをと同様ですび、腰 
部べルトび腰骨のできるだけ低い位置にかかるよラに、お腹のふく日みの下に着用する 
よラにしてください。また、肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて陶 
部にかかるよラに着用してくださし、。 

•ベルトを正しく着巧していないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどにベル 
卜びお腹のふく 5みに食い込むなどして、母体だけでなく胎児までび重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびありまず。 



♦疾患のあるかたち必ずシートベルトを着巧してください。 

(ただし、医師にミち意事項をご確認ください） 

♦おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万ーベルトび首に巻さ付いた場合、窒 
息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミなどでシー 
トベルトを切断してください。 

♦シートベルトのバックルには異物び入5ないよラにして<ださし、異物び入ると、プレー 
卜びバックルに完全にはま5ない場をびあり、衝突したとをなどにシートベルトび十分な 
効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場を死亡につなびるおそれびあります。 
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シートベルトの着用 




必ずシートベルトを着巧してください。また、着用ずると 
きは必ず次のことをお守りください。 


♦ほつれ、す0されびでさた0、正常に作動しなくなったシートベルトは、すぐにトヨタ糸屯 
正の新品と交換して<ださい。また、事故により強い衝擊を受けたり、傷のついたシート 
ベルトは、使巧しないですぐに新品と交換してください。そのまま使用すると、衝突した 
ときなどに正常に働かず、シートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦シートベルトの改造や分解-取りつけ-取りはずしなどをしないでください。衝突したと 
さなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあります。シートベルトの取りつけ-取りはずし-交換については、 
トヨタ販売店にご相談くださし、。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機溶剤を使用しないでください。また、 
ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び落ち、衝突した 
とさなどに、シートベルトが十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。清掃するときは、中性洗剤か说るま漏を使巧し、乾くまでシート 
ベルトを使用しないで < ださし、。 

♦シートベルトび首やあごに当たった0腰骨にかか5ないよラなルさなおテさまには、チャ 
イルドシート-ジュニアシートを使用してください。使用しない場合、衝突したとさなど 
に強い圧迫を受け、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
また、ひとり座りのできないルさなお子さまは、ベビーシートを使用してください。なお、 
子供専用 シー ト について はトヨタ販売店にご相談くださし、。 
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c シートベルトの着用のしかた） 


J 3点式シートベルト①脱着のしかた 



シートベルトを引き出します。 

プレートを持って引き出し、ねじれて 
いないことを確認します。 

シートベルトび □ ックしたまま引さ出 
せないとさは、一度ベルトを強く引い 
てか日、ベルトをゆるめ、再度ゆつく 
りと引さ出します。 



プレートをバックルに差し込みます。 

プレートを"カチッ"と音びするまで 
バックルに差し込みます。 

フ□ントシートベルトは、シートべル 
卜非着用警告灯 （ P .234 参照）び消打 
したことを確認します。 



〇腰部ベルトを密着させまず。 

腰部ベルトは、必ず腰骨のでさるだけ 
低い位置にかかるよラにし、肩部べル 
卜を引さ、腰部に密着させます。 
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シートベルトの着用 



4 肩部ベルトをかけまず。 

肩部ベルトは、必ず肩に十分かかるよ 
ラにします。 

このとさ、ベルトび首に当たったり、 
肩か日はずれないよラにしてください。 



〇フ□ントシートでは、ベルトの高さを 
調壁しまず。 

アジヤスタブルシートベルトアンカー 
でべルトの高さを調整します。 

調整するとさは、ベルトびでさるだけ 
肩の中央にかかるよラにしてください。 
♦上げるときはノブを持ち、そのまま 
動かします。 

♦下げるときは、ノブの側面をつまみ 
なび日引いて動かし、最適な位置に 
調整します。 

"カチッ"と音びし、確実に固定されて 
いることを確認します。 
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シートベルトアンカーを調整するときは、次のことをお守りください。お 
守りいただかないと、衝突したとさなどにシートベルトび十分な効果を発 
揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあり 
ます。 

♦シートベルトび首に当たらないように、また肩の中央に十分かかるよラ 
でさるだけ高い位置に調整してください。 

♦調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 
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シートベルトの着用 


>分離格納式シートベルト 

リヤシート中央席 

■脱着のしかた 



シートベルトを引さ出し、ねじれてい 
ないことを確認します。 

シートベルトび固定されたまま引き出 
せないとさは、一度ベルトをゆるめ、 
再度ゆっくりと引き出します。 



プレート B 



〇プレート己を"カチッ"と音がするま 
でバックル己に差し込みまず。 


八’ック J レ B 
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4 腰部ベルトを密着させます。 

腰部べルトは必ず腰骨のでさるだけ低 
し、位置にかかるようにし、肩部ベルト 
を引き、腰部に密着させます。 



b 肩部べルトをかけまず。 

肩部べルトは必ず肩に十分かかるよラ 
にします。 

このとさ、ベルトび首に当たったり、 
肩か日はずれないよラにして < ださい。 



168 
















シートベルトの着巧 


■分離-格納のしかた 



プレート A をバックル A か日はずしま 
ず。 

バックル A のボタンをキーなどを使つ 
て巧し、プレート A をバックル A か日 
はずします。 


* 図は電子カードキーのメカニカルキーを使用していまず。 



2 


シートベルトをホ各納しまず。 

シートベルトを巻さ取らせ、プレート 
B をホルダーに差し込んでからプレー 
卜 A を差し込んで格納します。 
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分離格納式シートベルトを使用するときは、必ずプレート A とバックル A 
を結合してください。結合しない状態で使用すると、シートベルトび十分 
な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それびあります。 



處超意 


分離格納式シートベルトを格納するとさは、プレートを確実に差し込み、 
固定してください。正しく格納していないと、走行中にプレートび飛び出 
し、乗員に当たるなどしてけびをするおそれびあ0まず。 


* 本夕中の 「A」「B」 は実物のプレートとバックルには表示されていません。 


170 














子供専用シート 

し子供専用シートについて ) 

テ供専用シートの固定機構を使巧して、モ供専用シートを固定することびでき 
よ9 〇 

>知っておいていたださたいこと^^^^^^— 

參車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シートをお 
選びください。 

♦モ供専巧シートの取りつけ方法および取りはずし方は、それぞれのモ供専 
用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

♦この車は2006年1□月]日施行の保安基準に適合した IS 0 FIX 対応チャイ 
ルドシート固定専用バーを標準装備しています。 

》子供専用シートの適合性一覧表について^^^^™ 

■質量 グループについて 

ECE R 44 ※の基準に適合するモ供専用シートはおモさまの体重により;欠の已 
種類に分類されます。 

グループ〇 : 10 k 旨まで 

グループ □+ : 13 k 旨まで 

グループ I : 9〜 18 k 邑 

グループ n : ] 已〜2已 kg 

グループ1 : 22〜3己 kg 

この本では代表的な;欠の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定する方 
法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、テ供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

子供専用シートに表示される分類記号と、それにとちなう取りつけ器具の記号 
になります。 
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べビーシート 





ECE R 44 基準のグループ□、0+に 
相当 


ECE R 44 基準のグループ0+、 I に 
相当 


ECE R 44 基準のグループ□、1に 
相当 
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子供専用シート 


シート置別子供専用シート適合性一貴表 
(シートベルトで①取りつけ） 


質量 グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

リヤシート 

助手席 

をちお 

中巧席 

0 

(1 日 kg まで） 

X 

U 

X 

0+ 

(13 kg まで） 

X 

U 

X 

I 

(9-1 8 kg ) 

前向さ 

UF 

U 

X 

ラしろ向さ 

X 

n 

(] 曰〜2曰 kg ) 

UF 

U 

X 

の 

(22 〜 36 k 呂） 

UF 

U 

X 


♦上表に記入する文字の説明 

U : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテゴリ 
一の子供専用シートに適しています。 

UF : この質量グループでの使巧を許可された況用（ユニバーサル）カテゴ 
U —の前向きのモ供専用シートに適しています。 

X :モ供専用シートを取り付けることはできません。 

モ供専用シートの装着に際してはモ供専用シートの取扱い説明書ちご確認下 
さい。 


曹口 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


I 誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


173 














































シート位置別子供専用シートの適合性一覧表 
(旧 OFIX 対応トツプテザーアンカーでの取りつけ） 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両旧 0FIX 位置 

リヤシート左ち席 

キヤ I 」コット 

F 

IS0/L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0 

(1 日 kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

0+ 

(13kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

I 

(9-18kg) 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

B 

IS0/F2 

IUF 

巨 ] 

IS0/F2X 

IUF 

A 

IS0/F3 

IUF 

n 

(] 曰〜 2 曰 kg) 


(1) 

X 

n 

(22 〜 36kg) 


(1) 

X 


参上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のないモ供専用シートの各シート位置で 


の ISO 円 X 対応モ供専用シート固定機構の取り扱いについてはモ供専 
用シート製造業ちまたは販売業ちにご相談ください。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテゴ 
U —の ISOFIX 対応の前向さモ供専用シートに適しています。 

1し ISOFIX モ供専巧シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または 
「準況用」カテゴ U —のモ供専用シートに適しています。 

X : ISOFIX モ供専用シートを取り付けることはできません。 

モ供専巧シートの装着に際してはテ供専用シートの取扱い説明書ちご確認下 
さい。 
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子供専用シート 


>旧0 FIX 子供専用シートのリスト 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧 OFIX モ巧専用シート 

カテゴリー 

0 (10 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準況用 

0+ (13 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準況用 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製 
造業ちまたは販売業ちにご相談下さい。 




子供専用シートを使用しない場合もシートに適正にしっか 
りと取りつけたが態にしてください 


>子供専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっか D と取りつけた状態 
にしてしてください。ゆるめた状態で置くことは避けてくださし、。 

>子供専用シートの取 D ははずしび必要な場合は、車両か5取0はずして保管ずるか、ラヴ 
ージルーム内に容易に動かないよ5に収納してくださし)。 
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' -知識- 

旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されているに日 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは 、 ECE R 44 に適 
合しているモ供専用シートの取りつけ専巧です。それ L 处がのちのを使用することはできませ 
ん /。 

子供専用シートの選択、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専巧シート製造業ち、または販売業ち 
にご相談くださし、。 

♦体び十分に大きく、テ供専用シートび不必要なおテさまは、リヤシートに乗せて車のシー 
トベルトを使巧してください。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用できるよラになるまでは、おテさまに含っ 
たテ供専用シートを使用して<ださし、。 

シートベルトで取りつけるタイプの子供専用シートの選択について 

P .173 の「シート位置別テ供専用シート適含性一覧表」を参照し、テ f 共専巧シートの取り 
つけ可能な位置と、対応するテお専用シートの種類（記号）をご確認の上、適したわのを選 
おしてください。 

助手席に子供専用シートを取りつけるときは 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取りつける場含には、助手席シートを UTF のよラに調 
整し、テ供専用シートを前向きに取りつけてくださし、。 


♦シートをいちばんラしろに下げる。 

♦シートベルトの高さをいちばん低い位置まで下げ 
る。 




キヤ U コッ トについて 

キヤリコットは横向さに取0つけることのできるベビーシートのことです。詳しくはモ供専用 
シートの製造業をまたは販売業者にお尋ねください。 
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子供専用シート 


' -知識- 

ECE R 44 適合のに OFIX 巧応子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適含性一覧表」 （P. 174参照）を確認して、適切なシートを 
選択してください。 

7 おテさまの体重から該当する「質量グループ」を確認します。 

(例 1) :体重び 12 kg の場合、質量グループは「□+」になります。 

(例 2) :体重び1已 kg の場合、質量グループは「I」になります。 

CL サイズ等級を選択します。 

手順 7 で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認します。* 

(例 1) :質量グループび r 日+」の場合、サイズ等級は 「C 」• 「□」 •「 E」 び該当 
します。 

(例到：質量グループび「I」の場合、 「A」•「B」■「B 1」■ に」 ■ 「叫び 
該当しまず。 

※ただし、該当のサイズ等級でち適含性一覧表の r 車両 ISOFIX 位置」に「X」と記載されている 
ものは選択できません。また、 nu と記載されている場をは、 ISO 円Xデ供専巧シートのリスト」 
CP.1 7日参照）で指定されている製品を使巧してください。 

〇テ供専用シートに表示されているマーク/ラベルを確認して、基準に適合したシートで 
あることを確認します。 

ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートには、次に示ずマーク•ラベル類び表示されてい 
ます。& 

※表おされている位置-記号などは商品により異なります。 

①に日円X対応テ供専用シートであることを示す 
表示 

サイズ等級び示されています。（表おされる文 
字は、製品によ0異な0ます。） 

手順 C で確認したサイズ等級に適合している 
ちのを選択して < ださい。 

⑥況巧（ユニバーサル）テ供専巧シートの認可マ 
-ク 

UNIVERSAU まミ凡巧品の認可であることをあ!5 
わし、併せて、対象となるお子さまの体重の範 
囲び記載されています。 

感トップテザー （P. 17目参照）を示すマーク 

商品の取りつけ装置の位置によ0、意匠は異な 
ります。 
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‘ -知識- 

旧0円 X 対応モ供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向さ幼児巧チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向き幼児用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

ほ型前向さ幼児巧チャイルドシート 
( B - IS ( D / F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向さ幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向さ幼児巧チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ幼児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向さ位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 
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チャイルドシートの固定 


rISO FIX ※巧応チャイルドシ-卜固聞用バ -+ トップテザ-アンカ-での固を ) 

《 International Organization for Standardization の略で「国際標準化磯構」の意味 

リヤシート左ち原1 

モ供専用シート（チャイルドシート-ベビーシート）を取りつけるための 
ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用バー+トップテヴーアンカーび取り 
つけられています。この ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用バー+トッ 
プテヴーアンカーには、 ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専巧バ ー+ トッ 
プテヴーアンカー対応のモ供専用シートのみ取りつけることびでさます。 

お子さまに最適なモ供専巧シートについては、トヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

>取りつけ位置 

■固定専用パー 



シートクッションと背ちたれの間にあります。 


■トップテザーアンカー 

^^ 



スライドシート装着車 



デツキボードをめ< り、背ちたれの 
切れ目か日確認でさます。 
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> 子供専用シートを取りつけるときは_ 

7 U ヤシートの前後位置調壁を一番ラし 

ろまで移動させ（スライドシート装着 
車）、背をたれを直立状態にしまず。 
( P .1 己3、1己己 参貝負） 



と リヤシートのヘッドレスト"カチッ" 
と音がするところまで引き上げます。 

へッドレストび固定されていることを 
確認してください。 


〇 I SOF I X 対応チャイルドシート固 
定専用バー+トップテザーアン カーの 
位置を確認しまず。（前ページ参照） 


4 子供専用シート（チャイルドシート- 

べビーシ ート） を取りつけます。 

適合するモ供専用シートの取りつけ金 
具を旧0 FIX 対応チャイルドシート固 
定専用バー+トップテヴーアンカーに 
連結して取りつけます。 

♦取りつけ方法は、それぞれの商品に 
付属の取り扱い説明書をお読みくだ 
さい。 


b 確実に固定されていることを確認しま 
ず。 

取りつけたモ供専用シートを軽くゆさ 
ぶり、確実に取りつけ日れていること 
を確認します。 
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チャイルドシートの固定 




子供専用シートが固定されていることを必ず確認してくだ 
さい。 


>テイ共専用シートを取0つけるとさは、に日円X対応チャイルドシート固定専用バ ー+ トッ 
プテザーアンカー周辺に異物びないこと、シートベルトなどのかみ込みびないことを確認 
してください。異物やシートベルトなどびかみ込むと、テ供専巧シートび固定されず、衝 
突したとをなどに飛ばされて重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれび 
お0ます。 

>正しく取りつけ5れていないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに飛ばされ 
るなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 
なお、テ供専巧シートによっては、取りつけびでをない、または取りつけび困難な場合び 
お0ます。 

>子供専用シートを取0はずしたまま室内に放置すると、ブレーキをかけたとさなどに乗員 
やわのに当たるなどして、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

>子供専用シートを取0つけるとさは、リヤシートのヘッドレストを上げてか5、トップテ 
ザーアンカーに固定してください。ヘッドレストを下げたままだと、テヴーベルトびへッ 
ドレストに当たってたるみ、衝突したときなどに子供専用シートび動いて重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあります。 
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子供専用シートが固定されていることを必ず確認してくだ 

♦テ供専用シートの取り扱いについては、下記のことをお守りください。お守りいただかな 
いと、急ブレーキをかけたときや衝突したとさなどに飛ばされるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦車両にテ供専用シートを搭載するときは、適切な方法で確実にシートに取りつけてくだ 
さい。テ供専用シートを使巧しない場合でわ、シートにしっかり固定されていない状態 
で、客室内に置くことは避けてください。 

•テイ共専用シートの取0はずしび必要な場合は、車両から降ろして保管するか、ラゲージ 
ルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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チャイルドシートの固定 


シートベルトでの固定） 


>取りつけるときは 



チヤイルドシートにシートベルトを取 
りつけ、プレートをバックルに"カチ 
ッ"と音びするまで差し込みます。 

その際べルトびねじれていないことを 
確認します。 

参じ(下のよラに U ヤシートを調整して 
ください。 

•背ちたれを直立状態にしてへッド 
レストを最上段にします。また、 
スライドシート装着車は、前後位 
置調整を一番ラしろまで移動させ 
ふ^ 〇 

•やむを得ず、助手席に取りつける 
場合は P .] 76の「助手席に子供専 
巧シートを取りつけるとさは」を 
お読みください。 

♦チャイルドシートに付属の取扱書に 
したびい、シートベルトをチャイル 
ドシートにしっかりと固定させてく 
ださい。 

，チャイルドシートにシートベルトの固定装^^ 
置び備ゎってぃなぃ場郎 

チヤイルドシートにシートベルトの固 
定装置び備わっていない場合は、□ッ 
キングクリップ（別売）を使用して固 
定します。 

♦ □ッキングク I 」ップの購入にあたっ 
ロホ、トヨタ販売店にご相談ください。 
(□ッキングク U ップ品番： 
7311 9-22010) 



取りつけたあとはチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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1851^57 子供専用シートの取りつけは、必ず商品に付属の取り扱い 
>^^^^説明書をよくお読みのうえ、 正しく取りつけてください。 

♦正しく取りつけ5れていないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに飛ばされ 
るなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびありまず。 
なお、子供専用シートによっては、取0つけびでさない、または取0つけび困難な場含び 
あ0ます。 

♦おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。お子さ 
まびシートベルトで遊んで万一べルトび首にきさついた場 
合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
なびるおそれびお0ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせ 
ない場合は、八サミなどでシートベルトを切断してくださ 
し、。 


♦テ供専用シートの取り扱いについては、下記のことをお守りください。お守りいただかな 
いと、急ブレーキをかけたときや衝突したとさなどに飛ばされるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦車両にテ供専用シートを搭載するときは、適切な方法で確実にシートに取りつけてくだ 
さい。テ供専用シートを使巧しない場含でわ、シートにしっかり固定されていない状態 
で、客室内に置くことは避けてください。 

•テ供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両か5降ろして保管するか、ラゲージ 
ルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてくださし、。 



道路運送車両の保安基準に適合する ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用 
バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正子供専用シートは 、 ISO FIX 
对応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカーで固定し、この 
車のシートベルトでは固定しないでください。 

( ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカーにつ 
いては、 P .179 の riso 円 X 対応チャイルドシート固定専用パ ー+ トップ 
テヴーアンカーでの固定」を参照してください。） 
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八ンドル •5 ラーの調整 

C ~ A ンドルの調壁 ) 



チルトステア U ングレバーを巧し下げ、八ンドルを上下に動かし適切な位置 
にして、レバーをいっぱいまで引き上げると固定されます。 


走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 


参走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。調整中に運転を誤り、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0危険です。 

参八ンドル位置を調整したあとは、レバーをいっぱいまで引を上げて、確実に固定されてし、 
ることを確認してください。固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、おわめ事故 
につなびるおそれびあ0を巧です。 




心 免!?^ 八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されていることを確認してく 
ださい。確実に固定されていないと、ホーンび鳴5ない場合びあります。 


-知6山- 

J くワーステア U ングモーター作動音について 

八ンドル操作を行ったとき、モーター音（"ウイーン"という音）び聞こえることびありま 
ず。これは、バワーステア IJ ングモーターび作動していると走の音で、異甫ではありません。 
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c インナーミラーの調壁） 


八ンドル. S ラーの調整 


I 調整のしかた 



インナーミラー本体を持って調整します。 

>防眩切り替えのしかた 



通常はミラー下側のレノ（一を前方に巧した状態で使用します。 

後続車のへッドランプびまぶしいときは、レバーを手前に引きます。 


么警告 


走巧中は、インナー S ラーの調整をしないでください。運転を誤り思わ城 
事故につなびるおそれびありち険です。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 
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c ドアミラーの 調壁 ） 


>鏡面角度調整のしかた 



7調整ずる側のメインスイッチを巧しま 
ず。 

R ''' 運転席側ドア S ラー 
し…助手席側ドアミラー 


d 角度を調壁します。 

位置調整スイッチで S ラーの角度を調 
整します。 

〇メインスイッチを中立にします。 

調整したあとは、メインスイッチを中 
立の位置にちどします。 


' -もい口識- 

作動条件について 

エンジンスイツチび A C C、 または0 N のとさ使用できます。 
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八ンドル- S ラーの調整 


>格納のしかた 




スイッチの状態 

S ラーの 状態 

ON 

(格納） 

[ 


ザ 

1 

抒 

OFF 

(復帰） 

[ 



1 

ご 


格納スイッチを巧すごとに 、 ON (格納）と OFF (復帰）に切り替わりま 
す。エンジンスイッチび LOCK のときは、手で格納-復帰させることもで 
さます。 

' —知 -、 

作動条件について 

♦エンジンスイッチび A CC 、 または日 N のとを使用でをます。 

♦ドアミラー格納作動中に、エンジンスイッチを L 日 CK にすると、格納作動び停止します。 
♦手で格納•復帰をしたあとに、エンジンスイッチを ACC 、 または日 N にすると、ミラーは 
格納スイッチの日 N (格納)、または日 FF (復帰）の状態にちど0ます。 

♦格納スイッチび日 FF (復帰）の状態で、手でドアミラーを前方に倒したときは、エンジ 
ンスイッチを ACC 、 または日 N にしても、ミラーは復帰しません。一度格納スイッチを 
ON (格納）にしてか5、再度格納スイッチを日 F F にして復帰させてください。 
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走行中は、ドアミラーの調整をしないでください。 


参走行中は、ドア云ラーの調整をしないでください。運転を誤り思わめ事故につなびるおそ 
れびあり危険です。 

参ドア5ラーを倒したまま走行しないでください。ドア5ラーによるをち確認びできず、思 
わめ事故につなびるおそれびあ〇ち険でず。 




▲ 炬^胃 ドア5ラーび動いているとさは手を触れにりしないでください。手を挟ん 
でけびをした0、ドア5ラーの故障などの原因となるおそれびありまず。 
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エンジンのかけ方 

C エンジンスイッチの使い方 


巧 F - フリーシステム装着車を除く 

エンジン停止時、 

次の電装品が使用でさる位置 

オーディオ.電動ドア S ラー 
など。 

キーを抜さ差しでさる位置" 

キーを巧くと、八ンドルび 
□ツクされます。 



エンジン回転中の位置 

すべての電装品び使用でさま 
す。 

エンジンを始動する位置 




エンジン停止時は、エンジンスイッチを ON 、 または ACC のまま長時間 
放置すると、バッテ U — あびりの原因となりまず。 


■ LOCK か日 ACC にまねすとき 

八ンドル□ックびかかっていてキーびまわしにくいときは、八ンドルを軽く 
左ちにまわしなび日キーをまわします。 


■ ACC か日 LOCK にまわすとき 

シフトレパーを©にしてか日、キーをまわします。 
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キーフリーシステム装着車 


エンジン停止時、 

次の電装品が使用できる位置 

オーディオ.電動ドア S ラー 
など。 

八ンドルが□ックできる位置 

自動的に八ンドルび□ックさ 
れ、キーフ U —システムの通 
信び開始されます。 



广 エンジン回15中の位置 

すべての電装品び使用でさま 
す。 

广 エンジンを始動ずる位置 


心 エンジン停止時は、エンジンスイッチを ON 、 または ACC のまま長時間 
放置すると、バッテ1」一あびりの原因となります。 


) キーを使用しない場合 

■ LOCK か5 ACC にまねずとき 
1 エンジンスイッチを巧しまず。 

^その状態のままけ甲したまま）、ゆっくりエンジンスイッチをまわしま 
ず。 

♦エンジンスイッチを ACC にすると、セキュ U ティ表示灯 （ P .220 
参照）び消灯します。 

参八ンドル□ックびかかっていてエンジンスイッチびまねしにくいと 
きは、八ンドルを軽く左ちにまわしなび日エンジンスイッチをまわ 
します。 


■ ACC か日 LOCK にまわすとき 

シフトレパーを©にして、エンジンスイッチを巧しなび日まわします。 
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エンジンのかけ方 


^—知識- 

キーフリーシステム機能について 

車室内発信機の作動範囲内に電子カードキーを携帯して入0、エンジンスイッチを押すこと 
で 、I D コードの照合※を行い、照合び一致するとキーを使用することなくエンジンの始 
動-停止びできるシステムです。 

※車両からのI □コードと電子力ードキーからのI D コードを照らし含ねせること。 

作動範囲について 

作動を確実に行ラために、次の作動範囲に入って操作して<ださい。 



♦車室内でわ、インパネの上や中（グ□—ブボックス巧など）•ラゲージルーム-ドアポケ 
ット内など、電波を感知しない場所びあります。 

♦車室がでもドアやドアガラスに近づきすぎた場合などは、エンジンの始動び巧能になる 
ことがあ0ます。 

キーフリーシステムの通信について 

♦エンジンスイッチはゆっく0押してまわしてください。早まわしすると途中で引っかかる 
ことがあ0ます。 

♦シフトレバーび©し;^かでは、エンジンスイッチを ACC か 5 L 0 CK にすることはできま 
せん。 

♦車室巧発信機の作動範囲巧に電子カードキーびないと判断すると、キーフ U —システムび 
作動せず、キーを使用せずにエンジンスイッチをまわすことはでさません。 

便利機能について 

エンジンスイッチちどし忘れ防止チャイム 

エンジン停止時、エンジンスイッチび ACC のままドアを開けると、エンジンスイッチのも 
どし忘れを警告するチャイムび"ピーピー、ピーピー"と鳴りまず。 
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> メインキーを使用ずる場合 

■ LOCK か5 ACC にまわずとき 

] メインキーを奥までしっかりと差し込み、エンジンスイッチを巧しま 
ず。 

♦確実にエンジンスイッチに差し込んで操作してください。 

ご?その状態のままけ甲したまま）、エンジンスイッチをまわします。 

♦エンジンスイッチを ACC にすると、セキュ I 」ティ表示灯 （ P .220 
参照）び消灯します。 

参八ンドル□ックびかかっていてエンジンスイッチびまねしに<いと 
きは、八ンドルを軽く左ちにまわしなび日エンジンスイッチをまわ 
します。 


■ ACC か日 LOCK にまわすとき 

シフトレパーを©にして、エンジンスイッチを巧しなび日まわします。 

) メカニカルキーを使用ずる場合 

■ LOCK か日 ACC にまわずとき 

I メカニカルキーを取り出します。 
( P . 137参照） 
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エンジンのかけ方 


〇メカニカルキーを奥までしっかりと差 

し込み、エンジンスイッチを巧しまず。 

♦確実にエンジンスイッチに差し込ん 
で操作して < ださい。 

4その状態のままけ甲したまま）、エンジ 

ンスイッチをまわしまず。 

参エンジンスイッチを A C C にすると、 
セキュ U ティ表示灯 （ P .220 参照) 
び消灯します。 

参八ンドル□ックびかかっていてエン 
ジンスイッチびまねしにくいとさは、 
八ンドルを軽く左ちにまわしなびら 
エンジンスイッチをまわします。 

■ ACC か5 LOCK にまねすとき 

シフトレバーを©にして、エンジンスイッチを巧しなび5まねします。 


' -知日 aS - 

メインキー、メカニカルキーを使用ずる場合について 

確実に方インキー、または火カニカルキーを輿までしっか0と差し込んでください。確実に 
キーび差し込まれていない状態でも、エンジンスイッチびまわる場合びあります。この場含、 
エンジンスイッチの位置に関係なく、エンジンスイッチか5キーび抜けるおそれびあ0ます。 
また、キーび抜けてしまった場合は、 LOCKL ^ がの位置でキーを差し込むことはできません 
ので、いったん、車を交通のじゃまにな5ない安全な場所に停車し、エンジンスイッチを 
L 日 CK の位置までもどしてから、再度キーを差し込んでください。 
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c エンジン始動の手順） 




I ペダルの位置を確認します。 

正しい運転姿勢 （ P . 148参照）び取れ 
るよラにシートの位置を調整し、ぺダ 
) レのさ位置を確認します。 


ご!ブレーキペダルを踏みながら、 パー キ 
ングブレーキがかかっていることを確 
認しまず。 



〇シフトレバーの位置を確認します。 

シフトレバーび©にあることことを確 
認します。 

♦⑩でち始動できますび、安全のため 
©で行ってください。 
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エンジンのかけち 


キーフリーシステム装着車 
を除く 



4 エンジンを始動します。 

エンジンスイッチを ON にし、アクセ 
ルペダルを踏まずにエンジンスイツチ 
を START にまねします。 


キーフ U — システム装着車 





車がか5のエンジン始動は絶巧に巧わないでください。 


>車がからのエンジン始動は絶対に巧わないでください。思わ械事故につなびるおそれがあ 
り危険ですので、必ず運転席に座って行ってください。 

>走行中はエンジンを停止しないでください。エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力 
装置やパワーステアリングが働かず、ブレーキの効さび悪くなったり、八ンドルび非常に 
重<なったりして、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

>車を少し移動させるときも、必ずエンジンを始動してください。エンジンをかけず、坂道 
を利巧して車を動かすと、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 


知識 


盗難防止システムについて 

キーフリーシステム装着車は、盗難防止システム （ P .3 已4参照）により、エンジンびかか 
5ないことびあります。 

キーフリーシステムについて 

キーフ U - システム装着車で、通信エラーなどでエンジン始動びできない場合、いったんエ 
ンジンスイッチを A CC にちどしてか5、再度始動しなおしてください。 
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シフトレバーの ffi い方 


G 才ートマチックまの巧い方） 


J シフト レバー の働き 


駐車、およびエンジン始動 

駐車のとさは、必ずこの位置にしてください。 


後退 

ギヤび後退に固定されます。 

ブヴーび鳴り、©にあることを運転者に知日せます。 


動力が伝わ5ない状態 

この位置でちエンジンは始動できますび、安全のため©で行つ 
てください。 


通常走行（前進） 

スピードに応じてギヤび自動的にかわります。 

♦オーバードライブび0 N のときは、]速か日4速まで 
♦オーバードライブび OF F のときは、 ] 速か日3速まで 


下り坂走行（前進） 

エンジンブレーキび必要な場合に使います。 


急な下り坂走行（前進） 

強力なエンジンブレーキび必要な場合に使います。 


P 

(バーキング） 

R 

( U パ'-ス） 

N 

(二： L - トラル) 

D 

(ドライブ） 


2 

(セカンド) 



(□-) 
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シフト レバーの 使い方 


J シフト レバーの 取り扱い 



■シフトレパーの操作 

©と®の間の操作は、ブレーキペダルを踏 
み、車を完全に止めてから行ってください。 


碱 


D 


2 


シフトレパ’ーボタンを巧して 

の矢印は、シフトレバーボタンを巧 
して操作します。 

1 の矢印は、ブレーキペダルを踏んだ 
が まま、シフトレバーボタンを巧して 
操作します。 

シフトレバーボタンを巧さずに 

If の矢印は、シフトレバーボタンを巧 
'^1 さずに操作します。 



け の操作はレノ （ー ボタンを巧さずに操作してください。し)つもレノ（ーボ 
タンを押して操作していると、意に反して©'©、または®にしてしまし、 
思わめ事故の原因となり、を命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
0ち険でず。 
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■才ーパードライブ （0/ D ) スイッチの操作 


オーバードライブ 

スイッチの状態 

OFF 

[ 


ON 

( 




スイッチを巧すごとに0 F F と ON に切り替わります。 

♦ OFF のとき、メーター内のオーバードライブ0 F F 表示灯 （ P .220 参 
照）び点灯します。 

‘ -ミ?1知識- ' 

才ーパ‘ードライブ （0/ D ) について 

才ーパ’ードライブ0 F F 表示 I 打が消なしているとを（才ーパ’ードライブ ON ) 

通甫走行に適します。 

シフトレバーび®で走行中、4连（オーバードライブ）ギヤにまで入り、燃費性能と静肃性 
を高めます。 

才ーパ’ードライブ0 F F 表示 I 打が点口しているとを（才ーパードライブ0 F F ) 

4速（オーバードライブ）ギヤに入5なくな0、なのよ5な効果びありまず。 

参軽いエンジンブレーキび得5れます。 

参上0坂では変速回数の少ないなめ5かな走行びでさます。 
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シフトレバー•の使い方 


^—知識- 

を全機能について 
シフト□ックシステム 

オートマチック車のシフトレノ（一の誤操作を防ぐシステムです。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態でなければ、シフトレバーを©か5操作でさません。 

• エンジンスイッチび LOCK のとさは、ブレーキペダルを踏んでち操作でさません。 
♦シフトレバーボタンを巧したまま、ブレーキペダルを踏むと操作でさないことびあ0ま 
す。先にブレーキペダルを踏み、シフトレバーボタンを巧して操作してください。 

♦シフトレバーび©政がではエンジンスイッチか5キーは抜けません。 

•エンジンスイッチか5キーを抜くときは、©にしてください。（©し;^がではエンジンス 
イッチを A C C か5 L 日 C K にまわせません） 

♦シフトレバーを®にすると、ブヴーび鳴ります。 

•ブヴーび鳴り、©にあることを運転者に知5せます。 

•車かの人には音は聞こえませんのでご注意ください。（車がの人に対する警告音ではあ 
0ません） 
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才ートマチック車の運面のしかた 

C 巧進のしかた ) 

) 通常発進のしかた 



ブレーキ ペダルをち足でしっかり踏ん 
だまま、シフトレバーを前進時は®、 
後退時は©にします。 


ご!左足でパーキングブレーキを解除しま 
ず。 （ P . 208参照） 



〇ブレーキペダルを徐々にゆるめてか5、 
ち足でアクセルペダルをゆっくり踏み 
発進しまず。 
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オートマチツク車の運乾のしかた 


J 上り坂の発進のしかた 

I パーキングブレーキがしっかりかかっていることを確認してか日、シ 
フトレバーを®にしまず。 

メーター内のシフトポジション表示 （P.218 参照）で、©び選択され 
ていることを確認します。 

d ! ち足でアクセルペダルをゆっくり踏みます。 


〇車が動き出ず感触を確認してか日、左足でパーキングブレーキを解除 
し、発進します。 

ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレ/ V - を操作 
L してください。 

♦発をするとさは、ち足でブレーキペダルをしっかり踏んだまま、シフトレバーを操作して 
ください。とくにエンジン抬動直をやエアコン作動時などは、クI」ープ現象び強くなるた 
め、よりしっか0とブレーキペダルを踏んでください。 

♦運転するときは、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を必ず確認して、踏み間違いの 
ないようにしてください。アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発 
進し、思わ城事故につなびり、重大な傷喜におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれ 
びありまず。 

♦アクセルペダルを踏み込んだままでのシフトレバー操作は絶対に巧わないでください。車 
び急発進し、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 
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c 走巧のしかた 


) 通甫の走行 

シフトレバーを®にしたまま走行します。 

♦アクセルとブレーキの操作だけで、加速-減速します。 


) 急加速ずるには _ 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込みます。キックダウンし、急加速します。 

>坂道で走行ずるときは 

■上り坂 

アクセルペダルを踏み込んでいくと、キックダウンし、急にエンジン回転び 
上びることびあります。あ日かじめシフトレバーを©にしておくと、エンジ 
ン回転数の変化を抑えることびでさます。 


■下り坂 

フットブレーキを使いすざると、ブレーキの効さび悪くなるおそれびありま 
す。シフトレバーび®のままでスピードび出すざるときは、±反道に応じて©、 
または〇にして、エンジンブレーキを併用します。 

♦オーバードライブスイッチを0 F F にすることによってち、軽いエンジ 
ンブレーキび得られます。 


走行中にはシフトレバーを⑩にしないでくださし、。 


参走行中にはシフトレバーをのにしないでください。エンジンブレーキびまったく効かない 
ため、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

参前進で走行中は、シフトレバーを面にしないでくださし、車輪び□ックして思わめ事故に 
つなびるおそれびありをおです。また、オートマチックトランス5ッションに無巧な力び 
加わ0、故障ずるおそれびあ0ます。 

参ブレーキペダルはアクセルペダルと同じち足で操作してください。左足でのブレーキ操作 
は、緊急時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

参あ道などでは、シフトレバーを®-0、または®にしたまま情性でを退したり、©にした 
まま惰性で前進することは絶対にしないでください。エンストして、ブレーキの効きび悪 
くなったり、八ンドルび重くなった0して、故障や思わめ事巧の原因となるおそれびあり 
ち険です。 



A 超意 

シフトレノ（一をのにしたままで走行すると、トランスミツシヨンの故障の 
原因となるおそれびあります。 
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オートマチツク車の運乾のしかた 


こ停ま•駐車のしかた；) 


J 停車のしかた 

7車を止めます。シフトレバーは®のまま、ち足でブレーキペダルをし 
つかり踏みます。 

エアコンは温度変化により断続的に作動します。作動中は自動的にア 
イドルアップし、ク U —プ現象び強くなりますので、車び動さ出さな 
いよラにとくにを意してください。 


d 必要に応じてパーキングブレーキペダルを踏んで、パーキングブレー 
キをかけまず。 

上り坂での停車は、ク U —プ現象で前へ進ちラとする力よりち、車び 
後退しよラとする力のほラび大さくなり、車び後退するおそれびあり 
ふ9 〇 

ち足でブレーキペダルをしっかりと踏んだまま、左足でしっかりと 
パーキングブレーキをかけてください。 

〇長時間停車ずる場合は、シフトレバーを©、または⑩にします。 

停車後、再発進するときは、シフトポジション表示でシフトポジショ 
ンび®にあることをしっかりと確認してか日発進してください。 
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) 駐車のしかた 

7車を完全に止めます。 

パー キングブレーキペダルを踏んで、パーキングブレーキをかけます。 

ち足でブレーキペダルをしっかりと踏んだまま、左足でしっかりと 
パーキングブレーキをかけます。 


〇シフトレバーを©にしまず。 

車び動き出さないためにち、必ず©にしてください。 

4エンジンを停止します。 

車を離れるとさは、必ずエンジンを停止して、ドアを施綻してくださ 
い。 


么 

警告 1 

走行中は、シフトレバーを©にしないでください。 

♦走行中はシフトレバーを©にしないでくださし、オートマチックトランスミッションの内 
部び磯械的に n ックされ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦停車中は空ぶかしをしないでください。シフトレバーび©■⑩政かにあると、車び急発進 
し思わ说事故につなびるおそれびあ0危険でず。 


A 超置 

車から離れるときは、必ずエンジンを停止してドアを施錠 
して < ださい。 


♦エンジンをかけたままにしておくと、万ーシフトレバーび©がにしていると、クリープ 
現象で車びひとりでに動き出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進す 
るおそれびありまず。 

♦アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだり、上0坂でシフトレバーを®にしたま 
まアクセルをふかしなび5止ま5ないでくださし V オートマチックトランスミッションび 
過熱し、故障の原因とな0ます。 
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パーキングブレーキの使い方 

C パーキングブレーキペダルの取り巧い） 

>パーキングブレーキをかけるには 



ち足でブレーキペダルをしっかり踏みなび日、左足でパーキングブレーキぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込みます。 


J パーキングブレーキを解除ずるには 



ち足でブレーキペダルをしっかり踏みなびら、左足でパーキングブレーキぺ 
ダルを"カチッ"と音びするまで踏み込み、ゆっくり離します。 

♦ブレーキ警告打び消灯したことを確認してください。 
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パーキングブレーキの使い方 


^ ^胃 パーキングブレーキをかけたまま走行しないでください。ブレーキ部品び 
胃 早く摩耗した 0、 ブレーキび過熱し、効きび悪くなるおそれびあります。 


' -知日ぶ- 

かけなおずとさは 

パーキングブレーキをかけたあと、かけなおす場含は、一度解除してか5踏みなおします。 

冬季の パーキングブレーキの 使用に ついて 

P.37 目の r 駐車するときは」をお読みくださし、。 
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メ—夕—.表示な.警告なの見方 

C メ—夕— ) 



' -大口 日 S - 

メーターについて 

♦エンジンスイッチを日 N にしたとさなどに、方一夕一内の指針びゼ□目盛り付近で短時間 
微動する場合びあ0ますび、異常ではありません。 

♦エンジンを始動したとさなどに、エンジン回転計-燃料計の指針びゼ□目盛0の位置に戻 
ることがあ0ますび、異常ではありません。 

メーター照明について 

車幅灯に連動して点灯-消灯します。 
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メーター-表示な-警告なの見方 



' -知日ぶ- 

メーターについて 

♦エンジンスイッチを日 N にしたときなどに、メーター巧の指針びゼ□目盛り付近で短時間 
微動する場含びありますび、異常ではありません。 

♦エンジンを始動したとをなどに、エンジン回転計-燃料計の指針びゼ□目盛りの位置にわ 
どることびありますび、異常ではありません。 

メーター照明について 

エンジンスイッチの位置によ0、点灯•消灯します。また、メーター照明の照度は調整する 
ことびでをます。 （ P .214 参照） 
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エンジンスイッチび 0 N のとき、燃料残量を示します。 
♦ F F 車の燃料タンク容量は約40 L です。 

♦4 WD 車の燃料タンク容量は約38 L です。 


-1^1マロ pBji - 

燃料計について 

♦坂道や力ーブなどでは、タンク内の燃料び移動するため、残量表示び点灯•消灯を繰0返 
すことがあ0ます。 

♦燃料補給後、指示び安定するまでかし時間びかかります。 

♦エンジンスイッチび ON のまま燃料を補給すると、正しい燃料残量び表示できません。 
♦燃料残量警告表示の矢印 （ィ曲） はフューエル U ッド（燃料補給口）び助手席側車両禮 
方にあることを示しています。 

♦エンジンスイッチび日 N のとを、燃料残量び F F 車は約 SLUTF 、4 WD 車は約 7 L 1； (下 
になると、いちばん下の残量表示と燃料残量警告表示び点滅しまず。 （ P .233 参照） 
点滅したとさは、すみやかに燃料を補給してください。 


J スピードメーター 

車両の走行速度を示します。 

) エンジン回転計 

毎分のエンジン回転数をおします。 


A 超意 


指針びレッドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲）に入5な 
いよラに運転してください。指針びレッドゾーンに入る運転を続けると、 
エンジンなどに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあります。 
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メーター-表示な-警告なの見方 


>オドメーター/トリップメーター 

エンジンスイッチび ON のとき、次の表示をします。 

■オドメーター 

走行した総距離を km の単位でおします。 

■トリップメーター 

2種類の区間距離（トリップ A 、 トリップ目）を km の単位でおします。 

、オドメ ーター/トリップメーター切り替え 
クボタン（トリップメーターリセットボタン） 

■オドメーターとトリップメーターの表示の切り替え方 

ボタンを巧すごとに、次のように表示び切り替わります。 

オドメーター- 

i 

卜 I 」ップ メーター A 

i 

卜 I 」ップ メータ ー B - 

i 

メーター照度調整《- 

※メーター照度コント□-ル巧さ車で車 幅 口が 点： 订しているとさ表,示されまず。 

■トリップメーターを0 (ゼロ）にちどずときは 

トリップメーター A 、 卜 U ップメータ ー B のうち0にしたいほうを表示させ 
てから、ボタンを表示び0になるまで巧し続けます。 

バッテ U —との接続び断たれてち、オドメーター-卜 U ップメーターとちに 
已年じ(上データを保持します。 
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■照度調壁のしかた 
I メーター照度コント□—ル付を車 I 

照度調整表示中、オドメーター/トリップメーター切り替えボタンを約]秒 
じ(上押し続けている間、一夕一照明の明るさが下表のよラにかわります。 
♦お好みの明るさになったら、ボタンから手を離します。 


\ 

表示 

照度のレベル 

明 

T 

—— ニニ 

レベル 1 

-- 

レベル 2 


..こ 

レベル 3 

i 

暗 

_ 

レベル 4 

- 

レベル己 


※レベル！に設定ずると、車幅灯を点なさせたときメーター照明は減光されません。 

—ムス D 言旦*^- 

メーター 照明について 

♦エンジンスイッチび L 日 CK で、いずれかのドアを開けると、バックライトび約1曰秒間 
点灯します。約1已秒し分内にすべてのドアを閉めると消灯します。 

♦エンジンスイッチを L 日 CK か5 ACC にするとバックライトび点灯し、すべてのイルミ 
( P .328 参照）び点灯すると、約3秒體に消灯します。 

♦エンジンスイッチを ON にすると、バックライトとともに指針び点灯します。 

♦メーター照明び点灯しているときに、車幅灯を点灯させると、メーター照明び減光します。 

照度調整について 

エンジンスイッチび日 N で、車幅口が点灯しているときに調整できます。 


) 時計 

エンジンスイッチび0 N のとさ、時刻び表示されます。 
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メーター-表示な-警告巧の見方 


J 時刻調整ボタン 

■"時""分"を調壁ずるときは 

I ボタンを巧し続けまず。 

"分"調整モード ("分’. 表示び点滅）になります。 


ご!"分"を調壁しまず。 

ボタンを巧すごとに"分"び早送りされます。 


〇 " 分"調壁モードで約己秒間何も操作を行わないと、"時"調壁モード 
("時"表示が点滅）になります。 

4 "時"を調壁します。 

ボタンを巧すごとに"時"び早送りされます。 

b " 時"調壁モードで約己秒間何も操作を行わないと、時計表示にもどり 
まず。 

■時報に合わせるとさは 

ボタンを巧してすぐに手を離すと時報に合わせることびでさます。 

參〇〜2目分は切り下げ日れます。 

参3□〜已9分は切り上げられます。 

(例）]: 00〜]: 2目の場合は]: 00に、]: 30〜]:已目の場合は、2 : 
00になります。 

' —天。日成-^ 

時計の表示について 

秒表示はありませんび、次の場含は、日秒か5作動を開始します。 

♦"分"を調整したとき。 

♦時報に含わせたとさ。 
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C 表おな ) 


メーター照度コント□ール付き車を除く 
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メーター-表示な-警告なの見方 


図ではすべてのグレードにおける表示灯を掲載しています。実際の車に設定 
される表示灯はグレード等により異なります。 

〈表示灯一覧表〉 


表示な 

表示な名 

表示な 

表示な名 


ち向指示表示な 

な 一 

ほ水温表示な 

ID 

へッドランプ上向き 
表示な 

A 

セキユ U テイ表示な 

が 

フ□ントフォグランプ 
作動表示な 

0/D 

OFF 

オーバードライブ 

OF F 表示な 


車幅灯表示灯 

A 

ス U ツプ表示な 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—議備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 
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) シフトポジシヨン表示_ 

選択されているシフトレバーの位置を表示します。 

♦包にしたときは、ブヴーの音に合わせて、枠 （[] 部）び点滅します。 

) 方向指示表示打 

方向指示灯、非常点滅灯を作動させると点滅します。 

(P'238、 247参照） 

" 知識 

点滅び異常に速くなったときは 

方向指示灯の電球切れび考え5れます。すべてのち向指示灯び点滅するか確 
認してください。 




夕0:- 


>車幅な表示打 


メーター照度コント□—ル付を車 


車幅灯、尾な、番号灯を点灯させると点灯します。 
(P.236 参照） 
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メーター-表示な-警告なの見方 



>へッドランプ上向き表示打 

へッドランプを上向きにすると点打します。 （P.237 参照） 



>フ□ントフォグランプ作動表示打 


フ□ントフォグランプ装着車 


フ□ントフォグランプを点灯させると点なします。 
(P.237 参照） 



J ほ水温表示打 


エンジンスイツチび0 N のとさ、エンジン冷却水温びほいと点 
灯します。 



暖機を十分続けていてち、表示なび点打したままのとをは、 
温度センサー等の異南びちえ5れます。トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 
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J セキュリティ表示な 


r キ-フ ij - システム装着車1 

エンジンスイッチを L 0 C K にして盗難防止システムび作動状 
態になると点滅し、エンジンスイッチを LOC K か bA じじに 
して盗難防止システムを解除すると消灯します。 （ P . 3已4参照） 


A 超意 


電子力ードキーによりエンジンを始動した場を、エンジン 
スイッチび ACC 、 または日 N で、下記のことを巧うと、 
表示口び高速で点滅し、警告ブザー（"ピピピ"といラ音） 
び鳴ることで、電子力ードキーの持ち出しを警告します。 
♦運転席ドアを一度開けて、電子カードキーを車室内発信 
機の作動範囲が （ P .] 目3参照）に移動させ、ドアを開 
めたとさ。 

また、電子カードキーを車室内発信機の作動範囲がに置い 
たまま、運転席ドアを一度開けてか5閉めたときち、同様 
の警告び行われることびあ0ます。 


' —大口 日 S - 

エンジンスイッチを巧したとを、高速で点滅した場合 

エンジンスイッチを押したとき、表示灯び高速で点滅した場を、電子カード 
キーび車室内発信機の作動範囲がにあることび考えられます。 

電子カードキーを携帯しても消灯しない場合は、電池切れのおそれびありま 
す。電モカードキーの電池を新しい電池と交換してください。 （ P .393 参照） 


》才ーバードライブ OFF 表示口^^™ 

OFF 才-パ'-ドライブを0 F F にすると点灯します。 （ P .2 日日参照） 

_I また、エンジンスイッチが ON で、オートマチックトランス 

ミッション電モ制御システムに異常があると点滅します。 
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メーター-表示な-警告なの見方 


' -知日ぶ- 

表示巧について 

エンジンスイッチを日 N にすると点灯し、数秒後に消灯します。 


■ VSC 作動警告ブザー 

車両が横すべりしそラになったとさに断続音が鳴ります。 

' —^5^知識- 

作動について 

運転状況によっては、スリップ表示灯の点滅のみで警告する場をびあります。 



J スリツプ表示打 


^ vsc 装着車1 

♦エンジン回転中 、 VSC ( P .3 目2参照 ） .TRC ( P .360 
参照）が作動したとさに点滅します。 

• TRC OFF スイッチ （ P .246 参照）を巧して、 TRC を 
作動停止状態にすると点灯します。 


座 超意 

エンジンスイッチを ON にしてち点打しないとをは、シス 

テムの異常び考え5れますので、トヨタ販売店で点検を受 


けて < ださい。 


取運 
0乾 
扱装 
い置 

の 


I の 


I 誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


A 




基本操作 
早わかり 
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c 警告な つ 


メーター,日寫度]ント □— /レ1、/を車を I 揉< T 

ディスチャージへッドランプオートレべリング警告口 吕 30- 
高水温警告灯 吕3吕- 

SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告口 225- 
運転席シートベルト非着用警告巧 吕34^ 

广 エンジン警告灯 227 

广パワーステアリング警告灯吕吕7 


ABS 警告灯 224 





か A - が 

巧）な- 


し 助手席シートベルトが着用 
警告灯 吕34 


^巧電警告灯 231 
>- 油圧警告灯 吕31 
1_ 半ドア警ち灯 吕33 

>- 燃料残量警告表示 吕33 



^ブレーキ警告灯 228 


メーター照度コント□—ル付き車 I 


ディスチャージへッドランプオートレべリング警告な 吕30つ 
高水温警告灯 232 - 

SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告口 吕吕己- 
運乾席シートベルト非着用警告な 234- 



^巧電警告灯 231 
>- ミ由圧警告巧吕31 
-半ドア警ち打 吕33 
>- 燃料残量警告表示吕33 
-VSC 警告打 吕吕色 


^ブレーキ警告灯 228 
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メータ ー• 表示な-警告灯の見ち 


図ではすべてのグレードにおける警告灯を掲載しています。実際の車に設定 
される表示灯はグレード等により異なります。 

〈警告口一覧表〉 


警告打 

警告な名 

警告な 

警告な名 

(@) 

A 目 S 警告灯 

-+ 

充電警告な 

が 

SRS エアバッグ/ 

プリテンシヨナー警告灯 


油圧警告な 

VSC 

VSC 警告灯 

化 

高水温警告灯 

〇 

エンジン警告灯 

の 

燃料残量警告表示 

EPS 

バワーステアリング 
警告灯 

み 

半ドア警告灯 

(©) 

ブレーキ警告打 

み 

運転席シートベルト非着 
用警告な 

|D 

デイスチャージヘッドラ 
ンプオートレべリング警 
告な 

PASSENGER み 

助手席シートベルト非着 
用警告な 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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次の警告'灯が点なしたままのときは、システムの異常が考え5れますの 
で、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


(@) 


JABS 警告打 

ABS ( P .3 已己参照）に異常びあると点灯します。 

♦警告灯び点灯しているとさは 、 A BS は作動しませんび、通 
常のブレーキとしての性能は確保されています。 

♦警告灯び点灯しているとさは 、 A B S び作動しないため急ブ 
レーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時には、タイヤび 
□ックすることびあります。 


▲ が^胃 ブレーキ警告なと同時に点なしたままのとき 
J はただちに停車してください。 

参警告打びブレーキ警告灯と同時に点なしたままのときは、ただちに安全な 
場所に停車し、トヨタ販売店にご連絡ください。この場合、 A 日 S に異南 
び発生しているだけでなく、強めのブレーキの際に車両び不安定になるお 
それびあ0ます。 

参警告灯び巧のよラになったとさは、システムの異常び考え5れまずので、 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■エンジンスイッチを ON にしてち点打しないとき。 

■エンジンスイッチび ON で点打したままおなしないとさ、まには走行中 
点打したままのとさ。 

なお、走行中に点打しても、その後ミ肖打すれば異常ではありません。 
ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。 


' -ら大口 5ぶ- 

警告なについて 

エンジンスイツチを0 N にすると点灯し、数秒後にミ肖打します。 


224 




















メーター-表示な-警告なの見方 


知識 


警告巧について 

エンジンスイッチを日 N にすると点灯し、数秒後に消灯します。 


W 巧 

辭全 

説. 

と快 
ま適 
意装 
備 





、 SRS エアバッグ/ 

J プリテンシヨナー警告打 

SRS エアバッグシステム （ P .338 参照)、またはプリテンシヨ 
ナー付シートベルトシステム （ P .3 曰2参照）に異常があると、 
点灯します。 


A 超意 

警告灯びなのようになったときは、システムの異常び考え 

5れますので、ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。衝突したときなどに SRS エアバッグ、またはプリ 
テンシヨナー付シートベルトび正常に作動せず、けびをす 

るおそれびあります。 


♦エンジンスイッチを日 N にしても点口しないとき、また 
は点灯したままのとを。 

♦走行中に点灯したとき。 


次の警告巧が点'打したままのときは、システムの異常が考え5れまずの 
で、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


早との上手な 
のさ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


A 
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次の警告なが点なしたままのときは、システムの異常が考え5れますの 
で、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


>vsc 警告打 

、一一 VSC 装着ま 

- VSC ( P .3 己2参照 ） .T R C ( P .360 参照）に異常びある 

と点灯します。 

♦警告灯び点灯しているとさは、上記のシステムは作動しませ 
んび、通常の走行には支障ありません。 



警告灯び次のよラになったとさは、システムの異常び考え 

A 超意 

5れまずので、トヨタ販売店で点検を受けてくださし、。 

•エンジンスイッチを ON にしてち点なしないとき。 

♦エンジンスイッチび日 N で点なしたまま消なしないと 


き、または走行中点灯したままのとき。 


^- &ぃ口識- 

警告巧について 

エンジンスイッチを日 N にすると点灯し、数秒樓に消灯します。 
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メータ ー• 表示な-警告灯の見ち 


次の警告打が点滅-点なしたままのときは、システムの異常び考えられ 
まずので、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


>エンジン警告打 

エンジン回転中、エンジン電モ制御システムに異常びあると点 
滅-点灯します。 





エンジン回転中に警告打び点滅-点打しにとさは、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 


知識 


警告なについて 

エンジンスイッチを ON にすると点なし、エンジンをかけると消なしまず。 



〇パワーステアリング警告打 

パワーステア U ング制御システムに異常びあると点灯します。 


座: 


エンジン回転中に点 I 灯したときは、ただちに 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


•警告なび点灯したままのとをは、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。この場含、八ンドル操作び重くなることびありますので、八ンド 
ルをしっかり持って操作をしてください。 

♦停車中に長時間、エンジンの空ぶかしを行ラと警告灯び点灯し、八ンドル 
操作び重くな0ます。この場合、エンジンを再始動し走行を開始すれば消 
灯します。 


- A 知識 


警告巧について 

エンジンスイッチを日 N にすると点灯し、数秒後に消灯します。 


目次 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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次の警告巧が点なしたままのときは、ただちに安全な場所に停車し、卜 
ヨタ販売店に連絡してください。 


(①) 


>ブレーキ警告打 

エンジンスイッチび ON で、次のときに点灯します。 
♦パーキングブレーキをかけたままのとさ。 

•パーキングブレーキび解除されていてちエンジンスイッチ 
を0 N にすると数秒間点灯します。 

♦ブレーキ液び不足しているとさ。 

♦ E BD システムに異常びあるとき。 （ P .3 已目参照） 


■ブレーキ警告ブザー 

♦ブレーキの効さほ下につなびる異常びあると、警告灯と同時 
に警告ブヴーで警告します。 

♦パーキングブレーキをかけた状態（警告灯び点灯していると 
さ）で、約已 km / h じ(上で走行したとさ警告ブヴーで警告し 
ます。 
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メーター-表示な-警告なの見方 


警告なが次のようになったときは、ただちに 
安全な場所に停車してトヨタ販売店にご連絡 
ください。 

♦エンジン回転中にパーキングブレーキを解除しても点灯したままのとき。 
この場合、ブレーキの効さび悪くなり、制動距離び長くなるなど、思わ城 
事故につなびるおそれびあり危険です。効さび悪いとさは、ブレーキぺダ 
ルを強く踏んでください。 

♦ A 巨 S 警告灯と同時に点灯したままのとき。 

この場合、 A 目 S に異常が発生しているだけでなく、強めのブレーキの隙 
に車両び不安定になるおそれがあります。 


警告'なび次のようになったときは、システムの異常び考え 
5れますので、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
♦エンジンスイッチび日 N で、パーキングブレーキをかけ 
てち点口しないとを。 

♦パーキングブレーキび解除された状態で、エンジンス 
イッチを日 N にしても点灯しないとき。 

なお、走巧中に点灯してわ、その後消巧すれば異常ではあ 
りません。 

ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 


A 輕意 



A 


警告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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次の警告なが点なしたままのときは、システムの異常が考え5れますの 
で、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


|D 


デイスチャージへッドランプ 
オートレべリング警告打 


r デイスチヤージへツドランプ装着車] 

デイスチヤージへツドランプのオートレべ U ング（上下照射方 
向自動調整）システムに異常びあると点灯します。 

(P .366 参照） 


崖 超意 


走行中に警告打び点打しにときは、ただちにま全な場所に 
停車し、いったんエンジンを停止してください。エンジン 
スイッチを0 N にしたとさに、警告打び数秒点なしたあと 
に消なずればそのまま使用でさます。警告なび消打しない 
とさ、または再度点打ずるとさは、ただちにトヨタ販売店 
で点巧を受けてください。 


' —ム知日日^- 

警告巧について 

エンジンスイッチを日 N にすると点灯し、数秒禮に消灯します。 
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メーター-表示な-警告なの見方 



エンジン回転中に警告灯び点灯したとさは、 V ベルトの切 

れなどび考え5れます。ただちに安全な場所に停車し、卜 


ヨタ販売店にご連絡ください。 


' 知識 

警告なについて 

エンジンスイッチを ON にすると点なし、エンジンをかけると消打しまず。 




この警告灯はオイル量を示すちのではありません。オイル量の 
点検はオイルレベルゲージにより行ってください。 

(点検方法は P .4 18を参照してください） 


エンジン回転中に警告なび点打しにとさは、ただちに安全 
な場所に停車し、エンジンを停止して、エンジンオイル量 
A 粒留 を点おしてください。点打したまま走行し続けるとエンジ 
ンを損傷ずるおそれびあ0ます。エンジンオイルび減って 
いないのに点打しているときや、エンジンオイルを補給し 
てち点打するとさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


' ァロ識 

警告むについて 

エンジンスイッチを ON にすると点なし、エンジンをかけると消打しまず。 


>油圧警告打 —I 

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているオイルの圧力に 
異常びあると点灯します。 


次の警告巧が点なしたままのときは、ただちに安をな場所に停車し、卜 
ヨタ販売店に連絡してください。 


+ 


) 充電警告打 

エンジン回転中、充電系統に異常びあると点灯します。 


早基 
わ本 
か操 
り作 


I 」の 


画の 


ii 備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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次の警告巧が点滅-点打したままのときは、ただちに安全な場所に停車 
し、トヨタ販売店に連絡してください。 


化 


>高水温警告な 

エンジン回転中、エンジンを却水温び異常に高くなったとさに 
点滅し、さらに水温び高くなると、その後点灯にかわります。 



警告なび点滅-点なしたとさは、オーバーヒートのおそれ 

/K 粒円 

びあります。ただちに安全な場所に車を停車し、 P .4 日7の 

超恩 

「オーバーヒートしたとさは」にしたびって処置をしてく 


ださし、。 


' 矢□苗 

警告な について 

エンジンスイツチを0 N にすると点灯し、数秒後にミ肖打します。 
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メーター-表示な-警告なの見方 




>燃料残量警告表示 

エンジンスイッチび ON のとき、残量び F F 車は約8 L じ(下、 
4 WD 車は約 7 L じ(下になると、いちばん下の残量表示ととち 
に点滅します。点滅したとさは、すみやかに燃料を補給してく 
ださい。 

♦あ道やカーブなどでは、タンク内の燃料び移動するため、警 
告表示び早めに点滅することびあります。 



) 半ドア警告打 


いずれかのドア（バックドアを含む）が確実に閉まっていない 
ときに点灯します。 



警告灯び点口したまま走巧しないでください。ドアが確実 
に閉まっていないため、走行中にドアが突然開さ、思わ城 
事故につながるおそれびあり危険です。 


目次 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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巧の警告なが点滅したときは、ずみやかに対処してください。 


み 


J 運転席シートベルト非着用警告打 

エンジンスイツチび0 N のとさ、運転席シートベルトを着用し 
ていないと点滅します。ただちにシートベルトを着巧してくだ 


さし、 


■運転席シートベルト非装着警告ブザー 

警告打び点滅している状態で、車をび約 20 km / h しソ上になると、 
断続音び約] 20秒間鳴ります。（ブヴーび鳴り始めてか日、約 
30秒後にブヴーの音びかわります） 

♦シートベルトを装着すると、消音します。 



>助手席シートベルト非着用警告打 

エンジンスイツチび0 N で、助手席シート座面の乗員検知セン 
サーび柔員を検知したとさに、助手席シートベルトを着用して 
いないと点滅します。ただちにシートベルトを着用してくださ 


い。 


■助手席シートベルト非装着警告ブザー 

警告灯び点滅している状態で、車速び約 20 km / hL ソ上になると、 
断続音び約] 20秒間鳴ります。（ブヴーび鳴り始めてか日、約 
30秒後にブヴーの音びかわります） 

♦シートベルトを装着すると、消音します。 

' -ム知日ぶ-、 

警告巧について 

♦センサーは、助手席シート座面〔ラしろ半分）に、ある一定政上の重量び 
かかったときに検知しまず。したびって、荷物などを置いた場合にわ検知 
し、警告巧び点滅することびあります。 

♦助手席シート座面上にクッション（座巧団）などを敷くと、重量び分散さ 
れ、センサーび乗員を検巧しない場合びあります。 
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スイッチの使い方 

c ライトスイッチ/方向指示レバーの使い方） 


J ランプの点打•消打 


展口⑥ 
お口① 
消口 


ツマミを点灯① （♦) •点口⑨ （ SD ) にまわすと、点灯します。 
消灯 （ OFF ) にすると、消灯します。 



ツマ S の位置 

点なずるランプ 

消灯 ( OFF ) 


点な① （•） 

車幅灯-尾灯-番号灯-各 
スイツチ照明 

点な⑨（記） 

①のランプ+へツドランプ 


心 ^胃 完全に充電されたバッテ IJ — でを、エンジンを停止した状態で長時間ラン 
プ類を点打すると、バッテ U — あびりの原因となります。 


r ^ A 知識- 

作動を件について 

エンジンスイッチの位置に関係なく使用でさまず。 

便利機能について 
ライト消し忘れ警告ブザー 

エンジンスイッチにキーび差し込まれてないときに、ツマミび点な⑦ （♦) •点丹⑤(1〇) 
の位置のまま、いずれかのドアを開けると、ランプ類のミ肖しちれを警告するブヴーび"ピー" 
と鳴0ます。 
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スイッチの使い方 


>前方を違くまで照5したいときは 

上向さ 


な 



参へ ッドランプび点灯しているとき、レバーを前方に巧します。 

参 ヘッドランプび消灯していても、レバーを手前に引いている間、ヘッドラ 
ンプび上向きになります。 

参へッドランプび上向きのときは、メーター内のへッドランプ上向き表示灯 
( P .219 参照）び点灯します。 

>フ□ントフォグランプの点打.消口* 



ツマミを上にまわすと点灯し、下にまわすと消灯します。 

参フ□ントフォグランプび点灯しているとさは、メーター内のフ□ントフォ 
グランプ作動表示灯 （ P .219 参照）び点灯します。 

‘—知 -> 

フ□ントフォグランプについて 

雨や露などで視界び悪いときに、へッドランプの補助として使用します。 

作動条件について 

車幅灯び点灯しているときに使用でさます。 


目次 
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基本操作 
早わかり 
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I の 
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) 方向指示なの点な-消な 



♦レバーを上、または下へ操作すると、左、またはち側の方向指示灯び点滅 
します。 

レバーは八ンドルをちどすと自動的にもどります。ちど日ないときは、手 
でちどしてください。 

♦方向指示灯び点滅しているとさは、メーター内にある方向指示表示灯 
( P .218 参照）ち点滅します。 

♦車線変更のとさには、レバーを軽く上（または下）へ押さえている間、そ 
れぞれの方向指示灯、および方向指示表示灯び点滅し、手を離すと消灯し 
よ9 〇 

’ j (ム知 5 よ - ' 

作動を件について 

エンジンスイッチび0 N のとさ使用でさます。 

点滅が異常に速くなつたとをは 

ち向指お打の電球切れび考え5れます。すべての方向指示好び点滅するか確認してください。 
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スイッチの使い方 

しへッドランプの光軸上下のしかた*) 


A □ゲンへッドランプ装着車] 



へッドランプの□—ビームに装着されています。 

ダイヤルをまわすと、へッドランプ（□ービーム）の光軸（光の照日す方向) 
を下向きに調整できます。 

♦通常は0 (ゼロ）の位置（光軸び一番上向さの位置）で使巧します。 

' —知 -、 

光軸上下調整について 

♦ディスチャージへッドランプ装着車は、自動的に調整されるためダイヤルは装着されてい 
ません。 （ P .3 目日参照） 

♦荷物や人をのせることにより車両前面び上を向いて、へッドランプの照らす範囲びいつわ 
と違う（いつもより上向をになっている）ときに、ダイヤルをまわしてヘッドランプの光 
軸を下向きにします。荷物や人をおろしたあとには、必ずダイヤルを日（ゼロ）の位置に 
ちどしておいて < ださい。 

♦乗員やトランクの積載状況に応じて下記の表を目安にダイヤル位置を調整してください。 


■ダイヤル位置の目を 


索車状況 

ダイヤル位置 

2 WD 

4 WD 

運転席のみ乗車時 

0 

0 

運転席と助手席に柔車時 

0 

0 

已名乗車時 

2 

1.5 

已名柔車時でかつ荷室満載時 

3.5 

2.5 

運転席のみ乗車時かつ荷室満載時 

4 

3 


♦車検などで光軸調整をするとをは、ダイヤルを日（ゼ □) の位置（一番上向きの位置）に 
してから巧ってくださし、。 


作動条件について 

ヘッドランプ（□ービーム）び点灯しているとさに使巧でさます。 
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r ワイパ ー& ウオッシヤースイツチの巧い方つ 

J ワイパーの動かし方 

■フ□ント 
彈巧ワイパーI 



9 


レバーを操作すると、上図のよラに作動します。 

♦一時作動 （M I ST ) は、レバーを停止 ( OFF ) の位置か日巧し上げて 
いる間、ワイパーびほ速作動します。手を離すと停止 （ OFF ) の位置に 
ちど0ます。 


間欠時間調整式ワイバー] 


一時作動 （ MIST ) 



レバーを操作すると、上図のよラに作動します。 

♦間欠作動 （I NT ) の位置のとさツマ S をまわすと、間欠時間を約3〜 
12秒の間で調整でさます。 

♦一時作動 （M I ST ) は、レバーを停止 （ OFF ) の位置か日巧し上げて 
いる間、ワイパーび低速作動します。手を離すと停止 （ OFF ) の位置に 
ちどります。 
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スイッチの使い方 


国 U ヤ 



ツマミをまわすと、上図のよラに作動します。 


^ 免^留 ワイパーゴムがガラスに張りついていないことを確認して 
胃 L ください。 

♦ウインドゥガラスび凍結しているとさや、長時間ワイパーを使巧しなかったとさは、ワイ 
パーゴムびガラスに張0ついていないことを確認してください。ガラスに張0ついたまま 
作動させると、ワイパーゴムを損傷するおそれびあります。 

♦積雪などにより、ワイパーび違中で止まったときは、車を安全な場所に止めて、ワイパー 
スイッチを停止 （ OFF ) の位置、エンジンスイッチを ACC 、 または L 日 CK にし、ワ 
イパーび作動でさるよラに、積雪などの障害物を取り除いてください。 


' -もが日 ai - 

作動条件について 

エンジンスイッチび0 N のとを使巧でさます。 

保護機能について 

ワイパーモーターには、保護機能としてブレーカーを内蔵しています。モーターの負担び大 
さい状況び続いたときなどには、ブレーカーび作動し、一時的にモーターび止まることびあ 
ります。約1日分ほどすると、ブレーカーび復帰して、通常どお0使用でさるよラになりま 
す。 
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O ウオッシヤー液の噴射のしかた 

■フ□ント 



レバーを手前に引し)ている間、ウォッシャー液び噴射されます。 
♦ウオッシヤー液噴射後、ワイパーび数回作動します。 


■ U ヤ 



♦低速作動中にウォッシャー液を噴射させるとさは、ツマミを低速作動 
( ON ) の位置か日上の ffi 側にまわします。 


♦ツマミを停止 （ OFF ) の位置から下の茵側にまわすと、ゥォッシャー 
液び噴射されます。 
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スイッチの使い方 



寒冷時は、ウインドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しないで 
ください。ウォッシャー液びウインドウガラスに凍りつき、視界不良を起 
こして思わ城事故につなびるおそれびあ0危険です。 




必ずウォッシャー液を噴射してからワイパーを作動させて 
<ださい。 


>必ずウォッシャー液を噴射してか5ワイパーを作動させてください。ガラスび乾いている 
ときにワイパーを作動させると、ガラスを傷つけるおそれびあります。 

>ウォッシャー液び出ないとさ、ウォッシャースイッチを操作し続けると、ポンプび故障す 
るおそれびあります。ウォッシャー液量やノズルのつま0を点検してください。また、ノ 
ズルびつまって噴射状態び悪い場含は、トヨタ販売店にご相談ください。 


- A 知識 


作動条件について 

エンジンスイッチが日 N のとを使巧でさます。 

ガラスについた油膜について 

油膜びあると、雨の夜は対向車のライトなどび乱反射します。ガラスクリーナーを使ってガ 
ラスの表面をされいにしてください。 

ウォッシャー液の補給について 

ウォッシャー液の補給については、 P .4] 目を参照してください。 
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こリヤウインドウデフオッガー（曇り取り）の巧い方） 


マニュアルエアコン装着車 



スイッチを巧すと作動し、作動中にちラー 
度巧すと停止します。 

♦ U ヤウインドゥデフ ォッ ガーび作動して 
いるとさは、スイッチの作動表示灯び点 
灯します。 

♦バックドアガラスの曇りび消えた日、停 
止してください。 


オートエアコン装着車 



スイツチを巧すと約]已分間作動し、作動中 
にちう一度巧すと停止します。 

♦ U ヤウインドゥデフ ォツ ガーび作動して 
いるとさは、スイッチの作動表示打び点 
灯します。 



連続して長時間使用すると、バッテI」一あびりの原因となります。 


' -も 1大口 5ぶ- 

リヤウインドゥデフ ォッ ガーについて 

バックドアガラスを熱線で暖めて曇りを取りまず。 

作動を件について 

エンジンスイッチび0 N のとさ使用でさます。 
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スイッチの使い方 


ウインドシールドディアイヴースイッチの巧い方* 



スイッチを巧すと約]已分間作動し、作動中にちラー度巧すと停止します。 
♦ウインドシールドデイアイサーび作動しているとさは、スイッチの作動表 
示灯び点灯します。 



ウインドシールドディアイサーの作動中はガラスの下部、および運転席側 
フ□ントピラー横の表面び熱くなりますので、手を触れないでください。 
やけどをするおそれびあ〇を険でず。 


連続して長時間使用ずると、バッテ IJ 一あび0の原因とな0ます。 


- A 知識 


ウインドシールドディアイサーについて 

フ□ントガラス下部と運転席側フ□ントピラー付おの表面を暖めてガラスとワイバーブレー 
ドの凍結を防止します。 

作動を件について 

エンジンスイツチび0 N のとさ使用できます。 
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Ctrcoff スイッチの使い方* つ 



スイッチを巧すと T R C の作動び停止し、停止中にちラー度巧すと作動可能 
状態にもどります。 

♦停止中は、メーター内にあるス U ップ表示灯 （ P .221 参照）び点灯しま 
す。 

' -ム知日ぶ-^ 

TRC について 

TRC は、すべ0やすい路面での発進や加速時に生じる駆動輪の空転を抑制し、車両の安定 
性と駆動力を確保しよラとする装置です。（作動については、 P .3 目0の 「 TRC 」 をお読みく 
ださし、） 

しかし、城かるみや新雪などか5脱出するときに、 TRC び作動していると、アクセルぺダ 
ルを踏み込んでも、脱出び困難な場合びあります。 

このようなときに、 TRC 日 FF スイッチにより、 TRC の作動を停止することびできま 
す。 

作動条件について 

♦通常はエンジンスイッチを日 N にすると、 TRC び作動可能状態になります。 

♦スリップ表示口 （ P .22] 参照）、 VSC 警告灯 （ P .22 目参照）び点灯しているときは、 
TRC は作動しません。 

TRC の自動復帰について 

TRC 日 FF スイッチで TRC の作動を停止したあと、エンジンスイッチを ACC 、 また 
は L 日 C K にすると、自動的に T R C び作動可能状態にもどります。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 
































G 巧常点滅なスイッチの使い方;) 


スイッチの使い方 



スイッチ 


スイッチを巧すとすべての方向指示灯が点滅し、点滅中にちラー度巧すと消 
灯します。 

♦非常点滅灯が点滅しているとさは、メーター内にある方向指示表示灯 
( P . S ]8 参照）が点滅します。 


^ 粒留 バツテ I」一びをびるのを P でぐため、Xンジンび停±しているとさに長日寺臣3 
使用しないでください。 

' -ミ^ム知識- 

非常点滅:なについて 

故障などでやむを得ず路上駐車する場合、他車に知5せるため使用します。 

作動条件について 

エンジンスイツチの位置に関係なく使用でをます。 
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r ホーンの巧い方 ^ 

ホま巻き IウレタンI 




八ンドルの心マーク周辺部を巧すと、ホーン（警音器）び鳴ります。 
. —知識- 

作動を件について 

エンジンスイッチの位置に関係なく使用でさまず。 
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室内装備の取り扱い 


エアコンの取り巧い . 252 き内装備品のほい方 . 31 巨 

才ートエアコンの使い方 2 己 2 サンバイザー 316 

マニュアルエアコン ボトルホルダー 316 

の使い方 吕 60 カップホルダー 317 

のき出し□の調壁 吕己己 カードホルダー 317 / 

才ーディオの取り扱い…… 26 日 室内照明 318 / 

電源、音量.音質調整 269 グ□ーブボックス 320 

ラジオの使い方 272 コインボックス 320 

CD プレーヤーの使い方 278 コンソールボックス 321 

外部入力端子の使い方吕 89 ボックス付大型 

才ーディオコント □ —ラー アームレスト 321 

の使い方 291 アームレストトレイ 322 

アンテナ 297 アンダートレイ 322 

使用上の留意点 298 コインポケット 323 

ETC の取り巧い . 300 アクセサリーソケット 3 吕 4 

ETC システムについて 300 シートアンダートレイ 325 

ETC を利用ずる前に 301 コンビニフック 325 

ETC の使い方 302 助手席シートバック 


エラーコー ドについて 313 ポケット 326 

デッキアンダートレイ 327 
デッキフック 327 

イルミネーション 
システム 328 

イルミネーション 
コント□-ラーの使いち 330 
フ□アマット 33 己 
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エアコンの取り巧い 

才ートエアコンの使い方^ 



252 




























エアコンの取り巧い 


J 才ート （ AUTO ) での使い方 



AUTO スイッチを巧します。 
♦作動中はスイッチの作動表示灯 
び点灯します。 

参ファンび自動的に作動します。 



温度調整ダイヤルで調整します。 
温度を上げるとさはち側、下げる 
とさは左側にダイヤルをまわしま 
す。 

参設定温度を] 8で〜32での間で 
調整することびできます。 

•最大冷房にすると L 0 
•最大暖房にすると H I 
の表示になります。 

♦設定温度び表示部に表示されま 
す。 


エアコンを ON にする 


作動表示な 



フアンび作動中のとさ、エアコン 
スイッチを巧すごとにエアコン 
(冷房、除湿機能）び ON と OFF 
に切り替わります。 

♦エアコンび作動しているときは、 
スイッチの作動表示灯び点灯し 
ます。 

♦外気温び0で近くまで下びると、 
エアコンは作動しない場合びあ 
ります。 



食 




OF F スイッチを巧します。 
♦フアンを停止させることびでさ 
ふ^ 〇 
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A 超意 

バッテ U— あびりを防ぐため、エンジン停止中に作動させないでください。 


' -知識- 

車内の温度が高いときは 

駐車のあと車内温度び高いときは、窓を開けて熱気を逃びしてか5エアコンを作動させてく 
ださし、。 

便利機能について 

AUT 日スイッチを日 N にしているとき、次のよラな機能びあります。 

♦吹き出し□び•み’、または*パ‘のとを、冬場などの寒いときには温風の準備びでをるまで、 
しば5くの間ファンを停止します。 

♦吹き出し□び夕、または*;:/‘のとを、夏場などの暑いとをには;令風の準備びでをるまで、 
数砂間ファンび弱で作動します。 

AUTO スイッチについて 

AUT 日スイッチが日 N のと走に、吹き出し□切り替えスイッチ（次ページ参照）、および 
ファンスイッチ（次ページ参照）を操作ずると 、 AUT 日スイッチは日 F F にな0ます。 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり合 
ラことによ0、吹き出し口か5の風に臭いびすることがあ0ます。 

♦エアコン始動時に発生ずる臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしておくことをおす 
すめします。 
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エアコンの取り巧い 


J お好みのが態にずるには _ _ 

各ダイヤル、またはスイッチを操作することで、それぞれの設定で使巧する 


ことびでさます。 


風量をかえる 



ファン調整ダイヤルで風量を設定 
します。風量は7段階に切り替える 
ことびでさます。 

風量を強くするとさはち側、弱く 
するとさは左側にダイヤルをまわ 
します。 

♦選択されている風量び表示部に 
表示されます。 

♦ファンを停止させるときは、 
OF F スイッチを巧します。 


吹さ出し□をかえる 



吹き出し□切り替えスイッチを巧 
して、吹き出し口を選択します。 
(夕ぺージち阻、） 

♦選択されている吹さ出し口び表 
示部に表示されます。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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< 吹き出し□選択の目安 > 


上半身に送風する 
とさは 


上半身と足元に 
送風ずるとさは 


足元に送風ずる 
とさは 


足元への送風と 
ガラスの量りを 
取るときは 
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《寒を地仕様車のみ送風されます。 























エアコンの取り扱い 



内外気切り替えスイッチを巧すご 
とに、外気導入と内気循環に切り 
替わります。 

♦内気循環にしているときは、ス 
イツチの作動表示灯び点灯しま 
す。 


作動表示な 

モード 

消灯 

か気導入 

外気を導入している状 
態です。通常はこの位 
置でお使い < ださい。 

点灯 

内気循環 

か気をしゃ断している 
状態です。トンネルや 
渋滞など外気びミちれて 
いるとさや早くを暖房 
したいとを、外気温度 
び高いとさの;令房効果 
を早めたいとさにお使 
い < ださい。 



フ□ントデフ□スタースイツチを 
巧します。 

♦フアンび停止中のとき、スイッ 
チを巧すと、フアンび自動的に 
作動します。 

♦スイッチを巧すと、エアコンび 
自動的に ON になります。 

♦作動中はスイツチの作動表示灯 
び点灯します。 

♦スイッチをちラー度巧すと、ち 
との状態にもどります。 


<吹き出し □> 



夕'!'気導入 • 內気循環の 
切り替えをする 



基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


I 誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場含は、フ□ントデフ 
□スタースイッチを巧さないで<ださい。 

か気とウインドウの温度差でウインドウ外側表面び曇り、視界をさまたげ 
る場含びあります。 


A 超置 


バッテリーあびりを防ぐため、エンジン停止中に作動させないでください。 


' —&い口識- 

巧が気切り替えについて 

♦トンネル内や渋滞などで、巧れたが気を車内に入れたくないとをや、早く冷暖房したいと 
さ、が気温度び高いとさの冷房効果を早めたいとさに内が気切0誓えスイッチを内気循環 
にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環にするとガラスび曇0やすくな0ます。 

♦設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切0誓わることびあ 
ります。 

より早くガラスの量りを取るには 

ガラスの曇りを取る操作（前ページ参照）と併せて、次の操作を巧います。 

♦風量を増す。（ファン調整ダイヤルを操作ずる） 

♦設定温度を上げる。（温度調整ダイヤルを操作する） 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり合 
ラことによ0、吹き出し口か5の風に臭いびすることがあ0まず。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしておくことをおす 
すめします。 
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エアコンの取り巧い 


>花粉除去スイッチの使い方_ 

中央、左ち側吹き出し口か日フィルターを通ったきれいな風を顔の周辺に送 
風し、乗降車時やドアガラスを開けて走行したとさなどに、車内に入った花 
粉を早期に除去します。 


花粉を除去する 


作動表示な 


スイッチを巧すと花粉除去モードに切り替わり、ちラー度巧すと通常制御に 
ちどります。 

♦花粉除去モード時は、スイッチの作動表示灯び点灯します。 

♦車内の花粉び除去されると、自動的に通常制御にちどります。（通常は約 
3分後、外気温びほいとさは約1分後に通常制御にちどります） 

' -知日 aS -^ 

作動条件について 

エンジンスイッチび日 N のとを使巧でさます。 

巧粉除去スイッチについて 

♦巧粉除去スイッチを押すと、次のよラに制御されます。 

•ファンが作動します。 

•内気循環に切0誓わ0ます。（か気温びおいとをは、切り誓わりません） 

•吹き出し□は夕に切り誓わります。 

♦雨天時に巧粉除去スイッチを押すと、ガラスび曇ることびあります。そのときは、フ□ン 
トデフ□スタースイッチ （P.2 已7参照）を押してください。 

♦通常制御時でち、フィルターを通ったされいな風び送風されます。 



目次 
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G マニュアルエアコンの使い方） 



) お好みの状態にずるには 


各ダイヤル、スイッチを操作することで、それぞれの設定で使用することび 
でさます。 


風量をかえる 



ファン調整ダイヤルで風量を設定 
します。風量は4段階に切り替える 
ことびでさます。 

風量を強くするときはち側、弱く 
するとさは左側にダイヤルをまわ 
します。 

♦0 の位置にすると、フアンは停止 
します。 


吹き出し口をかえる 



吹さ出し□切り替えダイヤルで吹 
さ出し口を選択します。（次ページ 

参阻） 

♦ダイヤル位置を各吹さ出し口の 
間にすると、各吹き出し口の中 
間ぐ日いの吹き出し口を選択で 
さます。 
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エアコンの取り扱い 


<吹き出し□選択の目安> 


上半身に送風する 
とさは 


上半身と足元に 
送風ずるときは 


足元に送風する 
とさは 


足元への送風と 
ガラスの量りを 
取るとさは 


《寒を地仕様車のみ送風されます。 



も 


警告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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温度を調整する 



温度調整ダイヤルで調整します。 
温度を上げるとさはち側、下げる 
とさは左側にダイヤルをまわしま 
す。 


エアコンを ON にする 



フアンび作動中のとさ、エアコン 
スイッチを巧すごとにエアコン 
(冷房、除湿機能）び ON と OFF 
に切り替わります。 

♦エアコンび作動しているときは、 
スイッチの作動表示灯び点灯し 
よ9 〇 

♦外気温び〇で近くまで下びると、 
エアコンは作動しない場合びあ 
ります。 
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エアコンの取り扱い 


内外気切り替えダイヤルを側 
にすると外気導入、側にする 
と内気循環になります。 


ダイヤル位置 

モード 

冷 

外気導入 

外気を導入している状 
態でず。通常はこの位 
置でお使いください。 

逸 

内気循環 

外気をしゃ断している 
状態です。トンネルや 
ミま滿などか気びちれて 
いるとさや早くを暖房 
したいとを、外気温度 
び高いとさの;令房効果 
を早めたいとさにお使 
い < ださい。 


吹さ出し□切り替えダイヤルを W 
の位置にして、内外気切り替えダ 
イヤルを^ (外気導入）側にし 
ます。 

吹さ出し□切り替えダイヤルをみ’ 
の位置にすると、曇りを取るのと 
同時に足元にも送風されます。 


<吹き出し □> 



夕'!'気導入 • 内気循環の 
切り替えをする 



I 纏の 


I の 


I 顯備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


基本操作 
早わかり 
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湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場含は、吹き出し口切 
り誓えダイヤルを而^の位置にしないでください。 

が気とウインドウの温度差でウインドウ外側表面び曇り、視界をさまたげ 
る場含びあります。 


A 超意 


バッテ U —あびりを防ぐため、エンジン停止中に作動させないでください。 


' —ァロ日ぶ- 

車内の温度が高いときは 

駐車のあと車内温度び高いとさは、窓を開けて熱気を逃がしてか5エアコンを作動させてく 
ださい。 

吹き出し□について 

吹き出し□切り誓えダイヤルを*;/’の位置にし、温度調整ダイヤルを中間位置で使用すれば、 
暖め5れた風び足元か5、比較的温度の低い風び中央、および左ち吹き出し□か5送風され 
ます。 

内が気切り替えについて 

♦トンネル内や渋滞などで、汚れた外気を車内に入れたくないとさや、早く冷暖房したいと 
さ、が気温度び高いとさの;令房効果を早めたいとさに内か気切0誓えダイヤルを内気循環 
の位置にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環の位置にするとガラスび曇0やすくな0ます。 

より早くガラスの量りを取るには 

ガラスの曇りを取る操作（前ページ参照）と併せて、次の操作を巧います。 

♦エアコンを作動させる。（エアコンスイッチを日 N にする） 

♦風量を増す。（ファン調整ダイヤルを操作する） 

♦設定温度を上げる。（温度調整ダイヤルを操作する） 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり合 
ラことによ0、吹さ出し口か5の風に臭いびすることがあ0ます。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 
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エアコンの取り巧い 


C 巧を出し□の調整 ) 



) 風向きのかえ方 

中央のき出し □ 



吹き出し口のツマミを動かすと、風向きの調整びできます。 
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J 風向きのかえ方*吹き出し□の開閉のしかた 

ちち巧を出し巧1 
■風向きのかえ方 


ツマ5 

吹き出し口のツマミを動かしてお好みの風向きに調整します。 

■のを出し□の開閉のしかた 



♦開けるとさは、くぼみ部分を巧します。 

♦閉めるとさは、ツマ S を巧し下げます。 

. — ® 知識- 

のき出し□について 

を房時、まれに吹き出し口か5震び D 夕き出したように見えることびありまずび、これは湿つ 
た空気び急に;ちやされたとさに発生するちのであり、異常ではありません。 
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才ーデイオの取り扱い 


メーカーオプシヨンの H D D ナビゲーシヨンシステムについては、別冊 
「HD D ナビゲーシヨンシステム取扱書」をお読みください。 



CD • AM / FM マルチ電子チューナー付ラジオ ★ 


電源、音量-音質調整 . 次ページ 

ラジオの使い方 . 272 

CD プレーヤーの使い方 . 278 

外部入力端テの使い方 . 289 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 




































オーディオの取り巧い 


G 電源、音量-音質調壁） 



>基本操作 


①電源を入れる-切る 



パワースイッチを巧すごとに、 
入-切になります。 


⑨音量調壁をする 



音量調整ツマ S で調整します。 
音量を大さくするとさはち側、ル 
さくするとさは左側にツマ S をま 
わします。 


• -ミァ □ 5ぷ- 

作動を件について 

エンジンスイツチび A C C、 または0 N のとき使用で定ます。 
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) 応用操作 


③音質調壁をする 







AUDIO C0NT, 1 





■モードの切り替え方 

才ーデイオコント□—ルボタンを巧すごとに、 FAD . BAS . TRE-B 
A L の順にモードび切り替わります。 

♦選択したモードび表示部に表示されます。 

■レベル調壁のしかた 

音量調整ツマ S で選択したモードのレベル調整をすることびでさます。 

ツマミをまわして調整します。 

♦調整レベルび表示部に表示されます。 


調整モード 

モード表示 

調整レベル節固 

左にまわす 

ちにまわず 

前後音量バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

ほ音 

BAS 

一ご〜^ご 

弱 

強 

高音 

TRE 

一ご〜^ご 

左ち音量バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 
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才ーデイオの取り扱い 


④音質モードを切り替える 


DSP 


■モードの切り替え方 

DS P ボタンを巧すごとに 、 Natural • Power Beat • Rr-Boost • BGM の 
順にモードび切り替わります。 

♦選択したモードび表示部に表示されます。 
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c ラジオの使い方 ） 


「③自動で放送局を記憶ずる （AUTO . P ボタン） 

P ②放送局を選ぶ 

一⑥変更した周波数を記憶させる 
(プ U セツトボタン） 

④周波数をかえる（還局ボタン ) n 

^ 表示部 



^①ラジオを聞く （ FM ポタン） 
ラジオを聞く （ AM ポタン） 

L ⑥ 交通情報を聞く（交通情報ボタン） 
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オーディオの取り巧い 


>基本操作 


①ラジオを聞く 



タン、 AM 放送を受信するときは、 
AM ボタンを巧します。 


⑨放送局を選ぶ 



1〜己までのプ I 」セツトボタンの] 
つを巧すと、記憶されている放送 
局び選択されます。 

放送局の記憶のしかたについては、 
巧ページ、 P .27 己を参照してくだ 
さい。 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 
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) 応用操作 


③自動で放送局を記憶する 


AUTDP 


自動で受信可能な周波数を一時的にプ U セットボタンに記憶させることびで 
さます。 

旅先などで放送局の周波数びわか日ないとさに便利です。 

AUTO-P ボタン（を"ピッ"と音びするまで巧し続けると、受信感度の良 
い周波数を低い順に己局まで自動的に記憶します。 

♦表示部に 「AUTO • P 」 の表示び出ます。 

♦受信周波数び日局未満のとさは、残りのプ I 」セットボタンには何ち記憶さ 
れません。 

♦周波数の記憶操作び終了すると、"ピピッ"と音びして記憶した中でいち 
ばんほい周波数を受信します。 

♦AUTO • P ボタンを巧すたびに、新たに周波数を記憶しなおします。 
♦自動で周波数を記憶させてち、 AUTO - P ボタンを巧す前 （「AUTO • P 」 の 
表示び出ていないとさ）に記憶させた周波数は消去されません。 

■AUTO • P ボタンを巧す前の状態にしたいときは 

AUTO • P ボタンを巧して、すぐ手を離します。 

♦表示部の 「 AUTO - P 」 の表示び消え、 LU 前に記憶させた周波数になりま 
す。 
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オーディオの取り巧い 


■AUTO • P ボタンで記憶させた周波数を変更ずるには 
I 選局ボタンで記憶させる周波数を遺択します。 

変更したい周波数が記憶されているプリセットボタンを"ピッ"と音 
がするまで巧し続けます。 


' — 知日成- 

AUTO • P ボタンについて 

♦地域や車の向をなどの条件によ0、すべての周波数の受信感度び悪い場合、自動で記憶で 
さないことがあ0ます。 

•AUTO - P ボタンによる周波数の記憶操作を同じ場所で繰0返してち、受信感度の状態に 
よっては、操作ごとに記憶される周波数び異なることびあります。 

♦同じ放送局か5の受信でち、選局ボタンで選択し、記憶させた周波数と AUT 日 • P ボタン 
で記憶させた周波数は一致しないことがあ0ます。 


目次 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


275 







































④周波数をかえる 





\ < TUNE-FILE > 




周波数は還局ボタンで還択でさま 

す。 

♦高い方へ選択するとさはボタン 
の>側、低い方へ選択するとさ 
はボタンのく側を巧します。 

♦選局ボタンを"ピッ"と音びす 
るまで巧し続けると、自動で受 
信可能な周波数を還択でさます。 
•受信感度び良<、現在表示部に 
表示されている周波数にいちば 
ん近い周波数を自動で遇択しま 
す。 

•途中で止めたいとさは、ちラー 
度選局ボタンを巧します。 

.地域や車の向さなどの条件によ 
り、すべての周波数の受信感度 
び悪い場合、自動で選択でさな 
いことびあります。 


⑥変更した周波数を記憶さ 
せる 



記憶させるプ U セツトボタンのひ 
とつを"ピツ"と音びするまで巧 
し続けると、聞いている周波数を 
記憶させることびでさます。 

♦ AM . FM 各6局まで周波数を記 
憶させることびできます。 

1つのプ I 」セツトボタンに AM ■ 
F MSI 局ずつ周波数を記憶させ 
ることびでさます。 

♦ノ（ツテ U —交換やヒューズ交換 
などでオーディオとパ' ッテ I 」一 
との接続び断たれたとさには、 
記憶されていた周波数はすべて 
消去されます。 
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才ーデイオの取り扱い 


⑥交通情報を聞く 





■"111 




交通情報放送を行っている地域で交通情報放送局を受信することびでさま 
す。 

♦交通情報ボタンを巧すと、交通情報放送局び受信されます。 

参解除するときは、もう一度交通情報ボタンを巧します。 

■周波数を変更ずるとさは 
I AM を選択します。 


d 記憶させる周波数を選択しまず。 


3 交通情報ボタンを"ピツ"と音がずるまで巧し続けまず。 

♦新車時には]日 20 kHz にセツトしてあります。 

♦交通情報ボタンを巧してラジオを受信しているときは、選局ボタン•プ U 
セツトボタンを押してち周波数は切り替わりません。 

♦ノ（ツテ U - 交換やヒューズ交換などでオーディオとノ（ツテ U - との接続び 
断たれたとさには、 ] 己 20 kHz になります。 
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CCD プレーヤーの使い方） 


③ CD を取り出ずに□取り出しポタン）^ 
⑦早送りずる（早をりボタン）^ 

⑨早もどしずる（早もどしポタン）^ 

① CD を挿入する（じ〇挿入口）^ 

⑨ U ピート再生ず る^ 

( U ピートポタン） 

⑩ランダム再生ずる^ 

(ランダムボタン） 



表示部^ 

L ⑧フォルダを選択ずる 
(フォルダポタン） 

⑨ CD を聞< (ディスクボタン）」 

④巧を選択ずる（還曲ボタン）一 
⑥フアイ J レを還択する（ファイルボタン）」 


^⑩表示を切り替ぇる（テキストボタン) 
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オーディオの取り巧い 


>基本操作 


① CD を挿入する 


C D 挿入口に C D を挿入します。 

♦ CD を挿入するときは、ラベル 
面を上にして挿入します。 

♦表示部に 「 LOAD 」 び点滅表 
示され、その後、 CD び再生さ 
れます。 


⑨ CD を聞く 



♦ C D び挿入されている場合は、 
ディスクボタンを巧すと C D び 
再生されます。 

• C D 挿入口に C D を挿入すると、 
CD び再生されます。 




③ CD を取り出す 


CD 取り出しボタンを巧します。 


A 


警告 


基本操作 
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) 応用操作宿楽 CD を聞く) 


④曲を選択する 





\ < TUNE-FILE > 




選曲ボタンの>側、またはく側を 
巧して巧を選択します。 

♦表示部に巧番び表示されます。 


⑦早送りをする 


6 


早送りボタンを巧している間、巧び 
早送りされます。 

ボタンか日手を離すと、その位置 
か日再生び開始されます。 


⑥早ちどしをする 


5 


早ちどしボタンを巧している間、 
巧び早ちどしされます。 

ボタンか日手を離すと、その位置 
か日再生び開始されます。 


⑨リピート再生する 


2 


U ピートボタンを巧すと、解除す 
るまで同じ曲を繰り返して再生し 
ます。 

参表示部にのの表示び出ます。 
解除するときは、ちラー度ボタン 
を巧します。 
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才ーデイオの取り扱い 


⑩ランダム再生する 


1 


ランダムボタンを巧すと、 CD の 
中か日曲を順不同に再生します。 
参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、ちう一度ボタン 
を巧します。 


⑩表示を切り替える 


TEXT 

CD テキスト対応の C D を再生し 
ているとさは、テキストボタンを 
巧すごとに、巧のよラに表示部の 
表示び切り替わります。 

曲番 • 経過時間- 

1 

CD タイトル 

i 

。名- 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 
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J 応用操作 （ MP 3/ WMA を聞く) 


⑥ファイルを選択する 





\ < TUNE-FILE > 




ファイルボタンの>側、またはく 
側を巧してファイルを還択します。 
♦表示部にフアイル番号び表示さ 
れます。 


⑥フオルダを選択する 





< FOLDER > 1 

r 



フォルダボタンの>側、またはく 
側を巧してフォルダを還択します。 
>側を"ピッ"と音びするまで巧 
し続けると、最初のフォルダを選 
択することびでさます。 


⑦早送りをする 


6 


早送りボタンを巧している間、巧び 
早送りされます。 

ボタンか日手を離すと、その位置 
か日再生び開始されます。 


⑧早もどしをする 


5 


早ちどしボタンを巧している間、 
巧び早ちどしされます。 

ボタンか日手を離すと、その位置 
から再生び開始されます。 
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才ーデイオの取り扱い 


⑨リピート再生する 


2 


■同ーファイル繰り返しモード 

U ピートボタンを巧すと、解除す 
るまで同じファイルを繰り返して 
再生します。 

参表示部にのの表示び出ます。 
解除するときは、もう一度ボタン 
を巧します。 

■同ーフォルダ繰り返しモード 

1」ピートボタンを"ピッ"と音び 
するまで巧し続けると、解除する 
まで同じフォルダを繰り返して再 
生します。 

参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、ちう一度ボタン 
を巧します。 


⑩ランダム再生する 


1 


■同ーフォルダランダムモード 

ランダムボタンを巧すと、再生中 
のフォルダの中か日ファイルを順 
不同に再生します。 

参表示部に皿の表示び出ます。 
解除するときは、ちう一度ボタン 
を巧します。 

■ディスク内ランダムモード 

ランダムスイッチを"ピッ"と音 
びするまで巧し続けると、ディス 
クの中か日ファイルを順不同に再 
生します。 

参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、ちラー度ボタン 
を巧します。 
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⑩表示を切り替える 


TEXT 

テキストボタンを巧すごとに、巧のよラに表示部の表示び切り替わります。 
フォルダ番号-ファイル番号-経過時間ィ—— 

i 

フォルダタイトル 

i 

ファイル名 

i 

ディスクタイトル （ MP 3) 《 

i 

巧名* 

i 

アーティスト名※- 

※タグ情報。タグについては、 P .287 をお読みください。 
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オーディオの取り巧い 


‘ —^5^知識- 

表示について 

♦表示でをる情報び記録されていない場合は「 N 0 TITLE 」 と表示されます。 

♦表示部に一度に表示できるのは12文字までです。また、記録されている内容によっては、 
正しく表示されなかったり、表示自体されないことびあります。 

情報び13艾字!^^上の場合は、テキストボタンを約1秒上巧し続けると] 3文字目 Utf まび 
表示されます。ただし、表示でさるのは最大で24文字です。 

13文字目!;^降表示時に、わラー度テキストボタンを約1秒 L 处上押し続ける、または約日秒 
ULL 操作しないと]艾字目〜12艾字目までの表示にもど0ます。 

記録してある文字数び2已文字し:(上ある場含でを、表示でさるのは24文字までです。 
♦ディスク内に MP 3 /WMA ファイルげ収録されていないと、「 N 0 MUSIC 」 と表 
示されます。 

CD プレーヤーに異常が生じたときは 

♦表示部に次の表示でプレーヤーの状態を知らせます。 

♦ディスクび汚れているなど読み取0びでさないとさ 

「ERROR 1」 

♦プレーヤーに異常びあるとを 

「ERROR 3」 

「ERROR 4」 

♦プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部になの表示び出て自動的にプレーヤーの機能 
び停止します。この場合、しば5くしてプレーヤーの温度び常温に復帰すると表示び消え 
て使巧巧能にな0ます。 

「 WAIT 」 



IK 齡円 

8cmCD を使用するとさは、アダプターを使用しないでください。 


C D を取 0 出せなくなるおそれびあ 0 ます。 


基本操作 
早わかり 


I 」の 
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' -知識- 

MP 3/ WMA ファイルについて 

MP 3 (MPEG Audio LAYERS ) は音声圧縮技術に関する標準 フォー マットです。 

MP 3 を使用すれば、ちとのファイルを約]/]日のサイズに圧縮することびでさます。 

WMA (Windows Media ™ Audio ) はマイク n ソフト社の音声圧縮フォーマットです。 

MP 3よりもかさいサイズに圧縮することびでさます。 

使用できる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマットには制 
限びあ0ます。 

■再生可能な MP 3 ファイルの規格について 

♦対応規格 

MP 3 ( MPEG ] LAYERS 、 MPEG 2 LSF LAYERS ) 

♦対応サンプリング周波数 
MPEGl LAYER 3:32、 44 .1、48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYERS :1 目、 22 .日已、 24 ( kHz ) 

♦対応ビットレート 

MPEG 1 LAYER 3: 日4、80、白目、112、 128、1目日、 ] 目2、224、2已色、 
320 ( kbps ) 

MPEG 2 LSF LAYERS :目4、8日、目目、112、128、144、160 ( kbps ) 

* V 巨 R に対応しています。 V 巨 R ファイルは早送り、早もどし時に分秒表示（再生時間） 
び正しく表示されない場合びあります。 

♦対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤンネル、モノラル 

■再生可能な WM A ファイルの規格について 

♦対応規格 
WMA Ver . 7、8、9 
♦対応サンプリング周波数 
32、44.1、48 ( kHz ) 

♦対応ビットレート 

Ver . 7、 8: CBR 48、 日4、8日、曰目、128、 ] 日日、 ] 白2 ( kbps ) 

Ver . 9 : C 目 R 48、 目4、8日、目目、128、 ] 色0、1白2、2已目、32日 ( kbps ) 

*2 c h 再生のみ対応しています。 

■使用でをるメディアについて 

MP 3/ WMA の再生に使用できる^ディアは CD - R および、 CD - RW です。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生でをない場合びあります。また、ディスクに指 
紋や傷をつけた場合、再生できないことや、音飛びすることびあります。 
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オーディオの取り巧い 


' -知識- 

■使用できるディスクのフォーマットについて 

使用できるメディアの フオーマッ トは下記のとおりです。 

♦ディスクフオーマット： CD-ROM Mode 1 .Mode 2 

CD-ROM XA Mode 2 Form 1 、 Mode 2 Form 2 
♦ファイルフオーマット：に日日目日日レベル1、レベル3 、 (Romeo joliet ) 

上記フォーマット(がで書を込まれた MP 3/ WMA ファイルは正常に再生でをなかった 
り、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されない場含びあります。 

規格な5びに制限事項は次の通0です。 

♦最大ディレクトリ階層： 8階層 

♦最大フォルダ名/ファイル名で字数：半角32文字（全角文字で記録された情報をこの 

オーディオで表示することはできません） 

♦最大フォルダ数： ] 目2 (ルート含む） 

♦ディスク内最大ファイル数： 2已己 

■ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し再生するファイルは MP 3/ WMA の拡張テ ". mp 3" / ". wma " 
びついたちのだけです。 

■7 ルチセッシヨンについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追記したディスクの再生び巧 
能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 

■ I D 3 タグ/ WMA タグについて 

MP 3 ファイルには 、I D 3 タグと呼ばれる付属で字情報を入力することびでさ、巧のタイ 
トル、アーティスト名などを記録することびできます。 

I D 3 Ver . 1.0、1.1、 I D 3 Ver . 2.2、 2.3 の I D 3 タグに対応しています。（文字数は 
I D 3 Ver . 1.0、 1.1 に準拠します） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属で宇情報を入力することびでき、 I D 3 夕 
グと同様に巧のタイトル、アーティスト名を記録することびでをます。 

■ MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最初にディスク内のすべて 
のファイルをチェックします。ファイルのチェックび終わると、最初の MP 3/ WMA ファイ 
ルを再生します。ディスク内のチェックを早く終わ5せるために、 MP 3/ WMA ファイルし U 
がのファイルや必要のないフォルダなどを書き込まないことをおすすめします。 

音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータび混在しているディスクは再生でさません。 
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' -知識- 

J 広張モについて 

MP 3/ WMA 1； (がのファイルに ". mp 3" / ". wma " の拡張テびついていると、 MP 3/ 
WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大きな雑音び出てスピーカを破損する場含び 
あります。 

C _ 再生について _; 

♦安定した音質で再生するために、 MP 3 の場を、 ] 28 kbps の固定ビットレート、 
44. 1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

♦ CD — R 、 CD - RW はディスクの特性によ0再生できない場含びあります。 

♦ MP 3/ WMA は市場にフリーウェア等、多くのエンコーダソフトび存在し、エンコーダ 
の状態やファイルフォーマットによって、音質の冀化や再生開始時のノイズの発生、また 
再生できない場合わあります。 

♦ディスクに MP 3/ WMAU (がのファイルを記録すると、ディスクの認識に時間びかかっ 
たり、再生できない場合びあります。 

• Microsoft 、 Windows . Windows Media は、米国マイク□ソフトコーポレーシヨンの 
米国、およびその他の国における登録商標、および商標です。 
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こか部乂力端子の巧ぃ方 


才ーデイオの取り扱い 




ポータブルオーディオなど市販の機器を接続して、その音声を車両のスピー 
カーで聞くことびでさます。 

♦この外部入力端テはメーカーオプションのオーディオ（標準装着を含む)、 
またはメーカーオプションのナビゲーションシステムを装着時のみ使用で 
さます。 

' -知 - 、 

外部入力端子について 

車両の外部入力端子び装着されていてち、メーカーオプションのオーディオ（標準装着を含 
む)、またはメーカーオプションのナビヴーションシステムかでは使用でさません。 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 
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車との上手な 
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J が部入力に切り替えるには 


①が部入力に切り替える 




1 DISC/AUX 



ポータブルオーディオを接続し 、 A UX ボタンを巧します。 

♦市販のオーディオケーブルを使用して、ポータブルオーディオを接続しま 
す。 

' —知 pb £ - 、 

AUX について 

♦ステレオミニプラグ （3 .已ゆ）び接続できます。オーディオケーブル、接続ずる機器の取 
扱書をよ < お読みください。 

♦接続する機器の電源は、機器の付属のバッテ U — 等を使用してください。車に装着されて 
いるアクセサリーソケットで充電しなび5使用すると、雑音び出ることびあります。 

♦より良い音質で聞くには、接続する磯器の音量を最大にして、オーディオ本体で音量を調 
整してください。 

♦ AUX モード中に入力端テのプラグを抜いたり、接続する機器側のプラグをおさ差しする 
と、雑音び出ることがあ0ます。 
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オーディオの取り巧い 


才ーデイオコント□—ラーの巧い方*) 



① スイッチを□ックずる 
(ホールドスイッチ） 


② 電源を入れる-切る 

(才ーデイオパワースイッチ） 
④モードを切り替える 
(モードスイツチ） 


n ⑥ 放送局の周波数を選巧ずる 
ラジオモード時 
(チューニングスイッチ） 

L ⑥ 曲.フォルダを還択ずる 
CD モード時 
(トラックスイッチ） 


音量調整をずる 
(ボ U ュームスイッチ） 


アームレストにあるコント□ーラーで、次のオーデイオ操作をすることびで 
さます。 

♦ホールドスイツチの0 N • 0 F F ( P .292 参照） 

♦電源の ON -OFF ( P .293 参照） 

♦音量調整-モードの切り替え （ P .294 参照） 

♦ラジオの操作 （ P .29 已参照） 

♦ CD プレーヤーの操作 （ P .29 日参照） 


エンジン停止中に才ーデイオ-イルミを長時間使用しない 
で < ださい。 


>バッテ U - あびりを防ぐため、エンジン停止中にオーディオ-イル5を長時間使用しない 
で < ださい。 

>コント□ーラーに飲み物等をこぼさないで<ださい。故障の原因にな0ます。 


目次 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


★印はグレード等により装着の有おが異なります。 


291 
































































) ホールドスイッチの ON .OFF 


①スイッチを□ックする 



ホール ドスイツチ 

設定スイッチ 

ON 

コン ト□- ラーの 操作をすることびでさません。 

OFF 

HOLD 

コン ト□- ラーの 操作をすることびでさます。 
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オーディオの取り巧い 


>電源の ON-OFF 


②電源を入れる-切る 



電源を0 N にするとさは、オーディオノ（ワースイツチを巧します。 

OF F にするとさは、オーディオパワースイッチを約2秒じ(上巧し続けます。 


^ A 知識- 

作動を件について 

エンジンスイツチび A C C 、 または日 N のとき使用でをます。 
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) 音量調整.モードの切り替え 


③音量調壁をする 



音量を大きくするときはボ U ユームスイッチの+側、ルさくするときはボ 
1」ユームスイッチの一側を巧します。 


④モードを切り替える 


AUDIO 
が ) DE/PW/f 


モードスイッチを巧すごとに、 AM • FM • CD プレーヤーの順にモードを 
切り替えることびできます。 
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オーディオの取り巧い 


J ラジオの操作 


⑥放送局の周波数を選択する 



■プリセットスイッチに記憶されている周波数を選択するには 

チューニングスイッチを巧して、すぐに手を離すと、プ U セットスイッチに 
記憶されている周波数を選択することびでさます。 

♦プ U セットスイッチの番号を大さい方へ選択するとさは八側のチューニン 
グスイッチ、ルさい方へ選択するときは V 側のチューニングスイッチを巧 
しふ^ 〇 

■自動で周波数を選択ずるには 

チューニングスイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、自動で受信 
可能な周波数を選択します。 

♦周波数を高い方へ選択するとさは八側のチューニングスイッチ、ほい方へ 
選択するときは V 側のチューニングスイッチを巧します。 

♦受信感度び良く、現在選ばれている周波数に一番近い周波数を自動で選択 
しふ^ 〇 

参途中で止めたいときは、ちラー度スイッチを巧します。 

♦地域や車の向さなどの条件により、すべての周波数の受信感度び悪い場合、 
自動で選択でさないことびあります。 
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JCD プレーヤーの操作 


⑥曲を選択する 



mm (またはファイル）を選択ずるには 

トラックスイッチを巧して、すぐに手を離すと、巧（またはファイル）を選 
択することびでさます。 

♦八側、または V 側のトラックスイッチを巧して® (またはファイル）を選 
択します。 


■フォルダを選択ずるには （ MP 3/ WMA 再生時） 

トラックスイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、フォルダを選択 
することびでさます。 

♦八側、または V 側のトラックスイツチを巧し続けてフォルダを遇択します。 
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オーディオの取り巧い 


( アンテナ 

■ルーフアンテナ 



アンテナを前、またはうしろに倒して格納します。 

♦ラジオ受信時は、節度感のある位置まで立てて使巧してください。 


取りつけ部 


参取りはずすとさは、アンテナをまわして取りつけ部か日取りはずします。 
参取りつけるときは、アンテナを取りつけ部にねじ込み、しっかりと固定し 
ます。 


アンテナの取り扱いにはごま意<ださし、。 


♦自動洗車機にかけるときは、アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを取りはず 
して < ださい。 

♦次のよラなとさは、アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを格納してくださし、。 
•車庫などにアンテナび当たるとを。 

•カーカバーをかけるとさ。 

♦洗車時などアンテナを取りはずしたときは、アンテナを紛失しないようにを意してくださ 
し、また、走行前には必ずアンテナをもとどおりに取りつけてください。 
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c 使用上の留意点 ） 


安全運転をさまたげないよラに適度な音量でお聞さください。 

オーディオを聞いているとさに、車内、または車の近くでデジタル式携帯電 
話を使巧した場合、オーディオのスピーカーか日ノイズ（雑音）び聞こえる 
ことびありますび故障ではありません。 


エンジン停止中に才ーディオを長時間使用しないでくださ 
し、0 

♦バッテ U —あがりを防ぐため、エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでくださ 
い。 

♦走巧中のオーディオ操作は、安全運転に支障びないよラに十分ま意して行ってください。 


>ラジオについて 

ラジオの受信は、アンテナの位置び刻々とかわるため電波の強さびかわった 
り、障害物や電車、信号機などの影響により最良な受信状態を維持すること 
び困難な場合ちあります。 


> CD について 

■プレーヤーについて 


ri COMPACT 

团帽陌 

DIGITAL AUDIO 


抽 

D に 

COMPACT 

腰歷 

TAL AUDIO 

1 TEXT 1 


ri COMPACT 

圆腰區 

DIGITAL AUDIO 


ri COMPACT 

团帽恒 

DIGITAL AUDIO 

[Rewritable i 


上のマークの付いた音楽用 CD や CD-R ( CD - Recordable )、 CD-RW 
( CD - ReWritable ) び使用できます。 

♦コピーコント□ール C D などの正式な C D 規格に準拠していない特殊ディ 
スクには対応していません。 

• CD-R ( CD - Recordable )、 CD-RW ( CD - ReWritable ) は、記録 
状態やディスクの特性、キ义ミちれ、長時間の車室内環境における劣化に 
より再生できない場合びあります。また、ファイナライズ処理されていな 
い CD — R 、 CD — RW は再生できません。 

■寒いとさや雨降りのとさは 

車内のガラスび曇るよラに、プレーヤー内部にち露（水滴）び生ずることび 
あります。この場合、音び飛んだり、再生び停止したりしますので、しばら 
くの間、換気、または除湿してか日使用してください。 
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才ーデイオの取り扱い 


■悪路を走行したときは 

激しく振動した場合、音飛びをすることびあります。 


CD の取り扱いにはごを意くださし、。 


♦ CD 取り出しボタンを巧して、 CD び飛び出た状態のまま長時間放置しないでください。 
じ〇びそ〇、使用でさなくなるおそれびあ0ます。 

♦ CD は直射日光を避けて保管してください。 CD びそり、使用でさな<なるおそれびあり 
ます。 

♦ CD を扱うときは、中むの巧と端を挟んで持ち、ラベル面を上にしてくださし、。 

♦直径 12 cm 、 または 8 cm の円形 U ■(がの CD は 

再生でさません。特殊形状の CD は機器の故 
障の原因とな0ますので、使用しないで<だ 
さし、。 



>Dual Disc には対応していません。機器の故障の原因となるため、使用しないでくださし、。 
>記録部分に透明、または半透明部分 
びある CD は、正常に出し入れや再 
生びでをなくなるおそれびあります 
ので使用しないでください。 

透明部分 




>レンズク U —ナーを使巧すると、プレーヤーのピックアップ部の故障の原因となるおそれ 
びありますので使巧しないで<ださい。 


♦セ□八ンテープ-シール - CD — R 用ラ 
ベルなどび貼ってある CD や、はびした 
あとのある C D は使用しないでくださし、。 
プレーヤーび正常に作動しなくなった0、 
CD び取り出せな<なるなど、故障の原 
因となるおそれがあります。 


_ r* n _ D ms ベ ‘ り . 


シール 



♦ CD の巧れは、プラスチック用メガネ拭きなどの柔5かく乾いた巧で軽く}式き取ってく 
ださい。手で強く押した0、固い巧でこすると表面に傷びつくことびあります。また、 
レコードスプレー-帯電防止剤-アルコール-ベンジン-シンナーなどの溶剤や化学ぞラ 
さんなどを使用すると、 CD び損傷し使用でさな<なるおそれがあります。 

♦変形したディスクは機器の故障の原因とな0ますので、使用しないでください。 
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£了(：の取り巧ぃ女 

C ^ ETC システムについて） 


ETC Electronic Toll Collection ) システムは、有料道路の通過をス 

ムーズに行ラために、自動で料金を精算するシステムです。 

路側無線装置と車両の E T C ユニットとの間で無線通信を行い、料金はお客 

様び登録した銀行口座か日後日弓 I さ落とされます。^ 

の 



①路側表示器 

料金所の ETC 車線に設置されています。進入車両に巧し、適切に通行し 
たかどラかなどのメッセージび表示されます。 

⑤ 発進制御装置（ゲート） 

料金精算を確実にするために、料金所の E T C 車線に必要に応じて設置さ 
れています。通過車両の発進を制御するもので、踏み切りの遮断機のよう 
なちのです。通信び正常に行われると開さます。 

③ ETC ユニット 

車両に装着されています 。 E T C カードに格納されている料金精算に必要 
なデータを路側無線装置と通信するための機器です。 

④ ETC 力ード 

ETC ユニットに装着します。 I C チップを搭載した、 ETC 機器用力一 
ドのことです。 ETC 力ードでは、この I C チップに料金精算に必要な 
データび保持されています 

⑥ 路側お線装置 

料金所の E T C 車線に設置されています。料金精算のため、車両の ETC 
機器との通信を行ラためのアンテナです。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 


































ETC の取り巧い 


ETC を利用する前に 


E T C システムを利巧する際には、次の点に注意してください。 


安全のため、運転者は走行中に ETC 力ードのおを差し、および ETC ユ 
ニットの操作を極力しないでください。 

走行中の操作は八ンドル操作を誤るなど思わ城事故につながるおそれびあ 
0危険です。車を停車させてか5操作をしてください。 



盛 > 超意 

その他、 ETC ユニットを用いたサービス（スマート 1 C など）には、 
さまざまな制約があります。サービス提供者び案内する利用でまをご確認 
ください。 

> E T C 



A 超意 

E TC 力ードの有効期限切れにごま意ください。 

ET C カードの有効期限切れにごミ主意ください。 E T C カードの有効期限び切れていると、 
開閉バーび開きません。お手持ちの ETC 力ードに記載された有効期限を、あ 5 かじめ確認 
して < ださい。 

>ETC 



A 超意 

ETC 力ードを確実に挿入し、正常に作動していることを 
確認してください。 

♦ E T C を利用する際は、あ 5 かじめ E T C カードび確実に E T C ユニットに挿入されてい 
ることと、 ETC ユニットび正常に作動していることを確認してください。 

♦ E T C ユニットび E T C 力ードを認証するまでには数秒かか 0 ますので、料金所手前での 

E T C 力ードの挿入はエラーの原因となる場合びあります。 

J 料金所 



A 超意 

ETC レーンの進入は、十分な車間距離と約吕 Okm/hLUT 
の安全な速度で進入して<ださい。 


>E T C レーンの進入は、十分な車間距離と約 20 km / hLU 下の安全な速度で進入してくだ 
さい。 

> ETC レーンに設置されている開閉バーは、 ETC ユニットとアンテナの間の通信、ある 
し M ま ETC ユニットと ETC カードとの通信び正常に巧われなかった場合は、開かないこ 
とびありますので、ごミち意ください。 

> ETC レーンを通行するとをは、前車との車間距離を保持した上で、開閉パーの手前でま全に 
停止できるように十分に減速し、開閉バーび開いたことを確認してか5通行してください。 
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C ETC の使い方 ） 


本書では、メーカーオプションの ETC ユニッ トの操作のみを説明していま 
す。この ETC ユニッ トを HDD ナビゲーションシステムとセットで装着さ 
れたかたは、 HDD ナビゲーションシステムの画面で、現在の ETC システ 
ムの状態、 ETC 登録情報や利用履歴の表示、 ETC の設定変更などびでさ 
ます。詳しくは、別冊の 「 HDD ナビゲーションシステム取扱書」をお読み 
ください。 

：> ETC ユニツトについて 



♦はじめて ETC システムをご利用される前に 、 ETC ユニッ トのセットア 
ップ手続きび必要です。トヨタ販売店にご相談ください。（セットアップ 
手続きには別途費用び発生します。） 


ETC ユニッ トの内部に異物などを入れないでください。 

♦ ETC ユニットの内部に異物などを入れないでください。 ETC ユニットび故障するおそ 
れびありまず。 

♦ ETC ユニットに衝撃をあたえないでください。 ETC ユニットび故障、破損するおそれ 
びあ0ます。 

♦濡れた手で ETC ユニットに触れたり、水〔お体など）を付着させないでください 。 ETC 
ユニット内部に水び入0、故障-破損するおそれびあ0ます。 

♦汚れたと走は、柔らかい乾いた巧でミちれをふを取ってください。ワックス、シンナー、ア 
ルコールなどは絶対に使用しないで<ださい。 ETC ユニットび変形-故障する場合びあ 
ります。 

♦車両1台に対して複数の ETC ユニットを取りつけると、ゲートの開閉バーび開かない場 
合びあります。 
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ETC の取り巧い 



通信のさまたげにな5ないよう、 ETC アンテナ上方（インストルメント 

A 龄円 

パネル運転席側付近）には、ものを置かないでください。また、フ□ント 

里^!® 

ウインドウガラスのよごれや積雪びひどい場合は、それ5を取り除いてく 


ださい。 


> ETC アンテナについて 

インストルメントパネル内運転席側付近にあります。 


' — SjA 知日 ^- 

作動条件について 

エンジンスイツチび A C C 、 または日 N のときに使用でをます。 

製品に貼 S れているシールについて 

本製品は電波法の基準に適をしています。製品に貼りつけ5れているシールはその証明です 
ので、はびさないでください。また、本製品を分解-改造すると法律により、罰せ5れるこ 
とびあります。 

車のナンバープレートを変更ずる場合は 

車のナンバープ レー トび変更になった場含は 、 ETC ユニツ トに変更手続きび必要となりま 
すので、トヨタ販売店にご相談ください。 


I 議備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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J 各部の名称 — 

■ ETC ユニットについて 


广利用履歴確認スイッチ 


广 スピーカー 部 

I - 緑ランプ 
I - 糧ランプ 



音量調整スイッチ」 


■ ETC カードについて 



金属端子 （ I C チップ） 

ETC 力ード 


版職轉 ETC 力ードの取り扱いについては、 ETC カード発行会 
社の提示ずる注意事項にしたがってください。 

♦ E T C カードの取0扱いについては 、 E T C カード発行芸社の提示するま意事項にした 
びって < ださい。 

♦ E T C カードには有効期限びあ0ます。あらかじめ E T C カードの有効期限をご確認<だ 
さし、。 


" 知識 

ETC カードについて 

♦ ETC カードは、お宮様ご自身によるお申し込みび必要です。詳しくはトヨタ販売店にご 
相談ください。 

♦ E T C カードの盗難-紛失にはごを意ください。万一、盗難-紛失された場合は 、 ETC 
カード発行芸社に至急連絡してください。 
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ETC の取り巧い 


J 使用ずるときは -1 

■乗車時の操作 

I エンジンを$台動しまず。 

E T C ユニットの電源び入り、緑ラン 
プと憧ランプび同時に点灯したあと、 
しば日くすると消灯します。 

左図のように正しい挿入方向で ETC 
力ードを ETC ユニットにしつかりと 
差し込みます。 

"ピッ"と音びして、緑ランプび点滅し 
9 〇 


〇 ETC 力ードを詔話しまず。 

C チッス E T C カードび正しく認証されると 

"ポーン E T C カードび挿入されまし 
た"と音声び出力され、緑ランプび点 
灯したままになります。 

参 E T C カードび正しく認証されない 
と"ピッピッカードを読めません 
エラー 0〇※"と音声び出力され、桓 
ランプび点滅します。 


' -知日^ - 

はじめて使用ずるとをは 

憧ランプび点巧しているときは、 ETC ュニットのセットアップ手続きびでさていないので 
使用でさません。 

ETC をはじめて使用するときは、セットアップカードを使って ETC ュニットをセットア 
ップする必要びあります。詳しくは、トヨタ販売店にご相談ください。 


《程ランプび点滅した場合は、何らかのエラーび発生していまず。 
詳しくは r 統ーエラーコードー覧」 （ p .3]3 参照）をお読みくださし、。 
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■降車時の操作 



] 停車させて、エンジンを停止ずる前に、 
ETC ユニッ トのイジェクトスイッチ 
を巧しまず。 

E TC 力ードを巧く前にエンジンを停 
止すると、カードの巧さ忘れをお知ら 
せする音声び出力されます。 （ P .308 
参勵 

£? ETC ユニッ トか日 ETC 力ードを巧 
さます。 

〇エンジンを停止しまず。 


A US 緑ランプが点滅中は E T C カードを抜かないで<ださい。 


参緑ランプび点滅中は E T C カードを巧かないでください 。 E T C カード内のデータび破損 
するおそれびあ0ます。 

♦正規に発巧された E T C 力ード L 处外は使用しないでください。 

♦ ETC カードは正しい挿入方向でしっかり差し込んでください。 

♦ ETC ユニットや ETC 力ードにエラーび発生した場合は、撞ランプび点滅します。状 
況に応じて、次のように対応してください。 

•統ーエラーコード（日]〜日 7) び音声出力された場合は、「統ーエラーコードー覧」 
( P .31 3参照）に記載されている処置にしたびってください。 

•エンジン始動時にエラーび発生した場含は、いったんエンジンを停止させ、再度始動し 
てください。それでもエラーび続<とさは、トヨタ販売店で点検を受けて<ださし、。 

• ETC カード挿入時にエラーび発生した場合は、いったん ETC カードを巧を、挿入方 
向を確認して再度差し込んでみてください。それでもエラーび続くときは、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 

♦ E T C 力ードを放置して車か5離れないでください。 

車内の温度上昇により、 ETC カードび変形したり、 ETC カード内のデータび破損する 
おそれびあ0ます。 
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ETC の取り扱い 


IE TC の作動げ態を知るには 


ETC ユニッ トの作動状態 


ランプの点 I 打状態 


♦電源が0 F F のとを（エンジンび停止） 
♦電源び0 N で 、 E T C カードが末挿入の 
とを 


緑ランプ：消灯 
I - 程ランプ：消な 



E T C び正甫に作動しているとき 

参 E T C 力ードび正しく認証されたとき 
参 E T C ゲートで正甫に通信できたとき 
参 E T C ゲートで正甫に精算処理びでさたとさ 


I - 緑ランプ：点灯 


履歴 

□ □□□□□□□□□□ わ [ ~ 1 fcTf" 

□ □□□□□□□□□□ ' — 

VOL 

▲ 


VOL 

1 1 



ET C の作動に異常びあったとき 

参 E T C 力ードとは種類の異なるカードを挿入し 
にとさ 

参挿入した E T C 力ードび正しく認識されなかっ 
にとさ 

• ETC システムに異常びあるとさ 
参 E T C ゲートで正南に通信できなかったとき 
参 E T C ゲートで精算処理びでさなかったとさ 
参 ETC のアンテナに異常びあるとき 


ETC びセットアツプ手続きされていない 
とを 


憧ランプ：点滅 



-桓ランプ：点な 



AK 




基本操作 
早わかり 


I 麵の 


I の 


I 誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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' —^5^1 知識- 

E T C カードの取り扱いについて 

♦ E T C カードを放置して車か5離れないでください 。 E T C カードび盗難にあラおそれび 
お0ます。 

♦ E T C カードを紛失した場合は、すみやかに E T C 力ード発行会社に連絡してください。 

カード巧き忘れ警告について 

♦ ETC 力ードを抜く前にエンジンを停止すると、 ETC ユニットか 5" ピーカードび 
残っています"と音声び出力されまず。 

♦カード抜さ忘れ警告の音青を出力しないよラにすることわでをます。 

•音声を出力をさせない場含は、車を停車させ、 ETC ユニットに ETC 力ードび挿入 
され緑ランプび点灯している状態で、「履歴」と「命」スイッチを同時に約2秒間押 
し続けまず。操作をするごとに「音声出力する/音青出力しない」び切り誓わり、選 
おした設定び保持される（設定び切り誓わる）と ETC ユニットか5 "ピッピッ"と 
音びします。なお、 HDD ナビゲーシヨンシステム装着車にお乗りのかたは 、 ETC 
設定画面でわ行えます。詳しくは、別冊の 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」 
をお読みください。 

♦ ETC ユニットの音声案内を中止（音量日）に設定した場含は、"ピー"とブヴー音の 
み出力されます。 
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ETC の取り巧い 


J 走行中の表示と音声案内について 

走行中は、次のよラに ETC ユニットのランプ表示と音声案内び行われます。 
ただし、安全のため運転ちは走行中にランプ表示を見ないでください。 

■ ETC ゲート（入口）、検ホし所、予告アンテナ/ ETC 力ード未挿入お知 


♦通信び正常に行われると、"ピンポ 
ン"と音びするだけで緑ランプは点 
灯したままです。 

♦通信び正常に行われないと、程ラン 
プび点滅するととちに、"ピーッ 
ETC をご利用でさませんエラー 
0〇※"と音声び出力されます。 
(エラー00の音声は、出力されな 
し觸合びあります。） 

この場合は、料金所に設置されてい 
るインターフォンなどで異常びある 
ことを料金所係員に伝え、指示にし 
たびってください。 


A 超意 

ETC ゲート、検札所、予告アンテナ付近では 、 ETC 
カードを巧かないでください。 

ETC ゲート、検札所、予告アンテナ付近では、 ETC カードを抜かないでください。 

E T C カード内のデータび破損するおそれびあります。 


f 知識 


ET C ゲートを通過ずるときは 

E T C カードを挿入していないとさに予告アンテナや E T C カード末挿入お巧5せアンテ 
ナを通過した場合は、捏ランプび点滅し、"ピーッ ETC をご利用できません"と案内さ 
れます。これは ETC び利用でさないことをお巧5せするちので、 ETC ユニットび故障し 
たわけではありません。 


※瞪ランプび点滅した場合は、何5かのエラーび発生しています。 
詳しくは「統ーエラーコードー覧」 （ P .313 参照）をお読みください。 


5せアンテナを通過しまず。 

予告アンテナ / -I 

E T C 力ードモ挿入おな16せアンテナ 


ETC ゲート（入印 


車両 



kiiii 進行方向 
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■ ETC ゲート（出 □/ 精算用）を通過しまず。 


ETC ダート（出口/精算用) 


車両 F 
進行方向 



♦通信び正常に行われると、"ピンポ 
ンポーン"と音びして通行料金び 
音声で案内されます。このとさ、緑 
ランプは点灯したままです。 

♦通信び正常に行われないと、程ラン 
プび点滅するととちに、"ピーッ 
ETC をご利用でさませんエラー 
0〇※"と音声び出力されます。 
(エラー00の音声は、出力されな 
し、場合びあります。） 

この場合は、料金所に設置されてい 
るインターフォンなどで異常びある 
ことを料金所係員に伝え、指示にし 
たびってください。 


ETC ゲート進入時は、十分減速してください。 


♦ ETC ゲート進入時は、十分減速してください。 

♦ E T C ゲート通過時は 、 E T C ゲート付近に表示されている案内にしたびって走行してく 
ださい。 

♦ E T C ゲートの開閉バーび開かない場含は、料金所係員の指示にしたびってください。 
♦その他、道路事業者の発行する利巧方法にしたびってください。 

♦ ETC ダート、検札所、予告アンテナ付近では、 ETC カードを抜かないで<ださい。 
E T C カード巧のデータび破損するおそれびあります。 

♦ ETC ゲート（入口 •出口）、検札所の通信び正常に巧われなかった場合は、穫ランプび 
点滅するととわに統ーエラーコード（日！〜 07) び音声出力されます。「統ーエラーコー 
ドー覧」 （ P .313 参照）に記載されている処置にしたびってください。 


' 知識 

通巧料金の音声案内について 

音声で案内される通巧料金は、割0引きなどにより実際と異なる場含びあ0ます。 
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ETC の取り扱い 


' -知識- 

: ETC ゲートを通過するときは ） 

♦必ず、 ETC ゲート（入口）で使用した ETC 力ードで、 ETC ゲート（出 □/ 精算用） 
またはおホげ斤を通過してください。 

♦予告アンテナは、料金所の手前に設置され、 ETC ユニットと通信し、 ETC ゲートを利 
用できるかど5かを ETC ユニットを通じて運転ちにあ5かじめ通知するためのアンテナ 
です。予告アンテナは道路側のシステムによ0、設置されている場合と設置されていない 
場合びあ0ます。 

参 ETC 力ード末挿入お巧 *5 せアンテナは、料金所の手前に設置され、 ETC ユニットと通 
信し、正しく ETC 力ードび挿入されていなし竭合に ETC ユニットを通じて運転ちにあ 
5かじめ通知するためのアンテナです 。 E T C カード末挿入お知らせアンテナは道路側の 
システムにより、設置されている場合と設置されていない場合びあります。 


>利用履歴の確認について 

ETC ユニットの利用履歴確認スイッチで、有料道路の利用曰、および通行 
料金び音声で確認でさます。 

ETC カードび挿入され、緑ランプび点灯した状態で、停車中に利用履歴確 
認スイッチを巧すと、最新の利用履歴び音声で案内されます。 

♦利用履歴確認スイッチを巧すごと 
に、ちい利用履歴に切り替わります。 
なお、最ちちい利用履歴の次は、最 
新の利用履歴に切り替わります。 
♦利用履歴案内終了後、約]秒しソ上利 
用履歴確認スイッチを巧さないと、 
なにスイッチを巧したとさは最新の 
利用履歴か日案内されます。 


A 超意 

ETC ゲート、検札所、予告アンテナ付近では、利用履歴 
の確認を巧わないでください。 

ETC ゲート付近では、利用履歴の確認を行わないでください。路側無線装置と通信びでを 
な< なるおそれびあります。 


I - 利用履歴確認スイッチ 


履歴 

□ □□□□□□□□□□ つ 1—1 夏 TC 

□□□□□□□□□□□ —— 

WL 

▲ 


VOL 

V 

' 1 1 3 
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' —知識- 

利用履歴について 

♦利用履歴は E T C 力ードに記録されるため、最大記録件数は使巧する E T C カードにより 
異なります。 

♦利用履歴の最大記録件数を超えた場合は、最ちちいが用履歴び消去されます。 

♦利用履歴びない場合は、"利用履歴はありません"と案内されます。 

♦利用曰の情報び正しくない場合は、"利用日付は不明です"と案内されます。 

♦通巧料金の情報び正しくない場合は、"料金は不明です"と案内されます。 


J 音量調整について 

ETC ユニッ トの音量調整スイッチで 、 ETC ユニッ トから出力される音声 
案内の音量を調整することびでさます。 



E TC ユニットの音量調整スイツチ 
で、 ETC ユニットから出力される音 
声案内の音量を8段階に調整すること 
びでさます。 

音量を 

♦大きくするときはスイッチの扁側 
♦ルさくするときはスイッチの V 进側 
を巧します。 


♦音量を調整すると、調整した音量 
び、"音量00です"と音声で出力 
されます。 


' よ□識 

音量調壁について 

音声案内を中止（音量 0) に設定した場合 
参"音亩案内を中止します"と音亩出力されまず。 

♦エラーび発生した場合は、音量1で音亩出力されまず。 

♦ ETC ユニットび未セットアップ状態（セットアップ手続ををしていない状態）の通知は 
出力されません。 
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ETC の取り巧い 


G エラ—コ—ドについて） 


>統ーエラー コー ドー覧 

エラーび発生すると、程ランプび点滅するととちに統ーエラーコードび音声 
出力されます。この場合は、じ(下の表にちとづさ、処置をしてください。 

(例）エラー03び発生したとさは、巧のよラに音声で案内されます。 

音声案内："ピッピッカードを読めません エラー 03" 


コード 

異常状態 

想定される要因 

処置 

01 

ETC 力ード 
挿入異常 

♦ E T C カードび通信時に挿入 
されていなし、 

♦ E T C カードの挿入状態び悪 
い 

E T C カードの挿入状態をご確認 
のうえ、再度挿入してください。 

02 

データ処理異常 

♦ ETC 力ードへの読出し、書 
込みエラー 

♦ ETC 力ードとユニットの接 
点不良 （ ETC 力ードアクセ 
ス中の瞬断） 

♦書込み中カードのイジェクト 

♦ ETC 力ード！;(がの1 C 力一 
ドび挿入されている 

[ETC カード挿入時] 

挿入された E T C カードのデータ 
び読み出せませんでした。再度巧 
入してください。それでち異常の 
ときは、トヨタ販売店へお問い含 
わせ < ださい。 

刷刷き] 

料金所にて車両の停止び案内〔表 
示）されることびあります。 

車両停止禮、料金所係員の指示に 
したびって < ださい。 

03 

ETC 力ード 
異常 

♦ E T C カードび故障している 

♦ 1 C カードし:^がの力ードび挿 
入され、通信しなし、 

♦ ETC カードの誤挿入 
(裏面、挿入方向違い） 

挿入されたカードび E T C カー 
ドであると認識でをませんでした。 
正しい E T C 力ードであること、 
および挿入方向などをご確認のラ 
え、再度挿入してください。 
それでち異常のとさは、トヨタ販 
売店へお問い合わせください。 
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コード 

異常状態 

想定される要因 

処置 

04 

自己診断結果に 

よ0、ユニット 
び故障している 

自己診断結果により、ユニット 
び故障している 

再度エンジンを始動してください。 
それでも異常のとさは、トヨタ販 
売店へお問い合わせください。 

〇已 

ETC 力ード 
情報の異常 

♦ E T C カードとの認証エラー 
♦認証中 E T C カードのイジェ 

ク 1- 

♦未セットアップ状態での 
ETC カードの挿入 
♦セットアップに失敗 

♦ ETC カード！;(がの1 C カー 
ドを挿入 

♦挿入された力ードび E T C 力 
-ドであると認識でさませんで 
した。力ードび入っていない状 
態で憧ランプび消巧し、セット 
アップび正常に終了しているこ 
とを確認してください。 

♦正しい E T C カードであること、 
および挿入方向などをご確認の 
うえ、再度挿入してください。 

♦それでを異常のとをは、トヨタ 
販売店へお問い含わせください。 

06 

ユニット情報の 
異常 

路側無線装置との認証エラー 

ユニットと料金所間におけるデー 
夕処理にエラーび発生しました。 
料金所係員の指示にしたびってく 
ださし、。 

07 

通信異常 

路側無線装置との通信び途中で 
終了 

ユニットと料金所間におけるデー 
夕処理にエラーび発生しました。 
料金所係員の指示にしたびってく 
ださい。 


' 知識 

統ー エラーコー ドについて 

♦ ETC カード未挿入お知5せアンテナ等と通信したときに、"エラー日 7" と通知されるこ 
とびありますび、 ETC ユニットの故障ではありません。 

♦有料道路の料金支払いと異なる通信を巧った場合、"エラー or もしくは"エラー 07" 
と通®されることびあ0ますび、 ETC ユニットの故障ではあ0ません。 
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ETC の取り巧い 


>言己録されているエラーコードを確認ずるには 

E T C ユニッ トは、最後に発生した続ーエラーコードを記録しています。 
コードの確認をする場合は、巧のよラに行います。 

] ETC 力ードを抜きまず。 

こ 利用履歴確認スイッチを約2秒 J ； Lh 巧 
します。 

最後に案内された統ーエラーコードび 
音声で案内されます。 


ETC 力ード 
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ま内装備品の使い方 

C ~サンバイザー ) 



す。 

側面にまねして使用することちで 
さます。 

' -知日ぶ-^ 

便利機能について 

バニティ5ラー（化粧用ミラー） 

サンバイヴーの裏側にあります。フタを 
スライドさせて使用しまず。 



フ□ントドアと U ヤドアにありま 
す。 


—— ® 知識- 

ボトルホルダーについて 

♦必ずぺットボトルのフタを閉めてか5 
収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ-形によって 
は、収納できないことびあります。 

♦走行するときやドアを開閉するときは、 
ジュースなどびはいっている紙コップ 
やガラス製のコップなどを収納しない 
で<ださい。ジュースなどがこぼれた 
0、ガラス製品び割れたりするおそれ 
びあります。 
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室内装備品の使い方 


〔 カツゾルん夕一 ) 


〔 力ートんルター ★ ) 



トレイを引き出して使巧します。 




運転席インストルメントパネルち 
下にあります。 


★印はグレード等により装着の有おが異なります。 
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室内照明 


■スポットランプ 



参レバーを ON の位置にすると、点灯します。 

♦レバーを OF F の位置にすると、消灯します。 

♦レバーを D 00 R の位置にしておくと、いずれかのドアの開閉や施錠•解 
錠と連動して点灯•消灯します。詳しくは、 P .11 目の「イルミネーテッド 
エント I 」ーシステム」を参照してください。 


■ルームランプ 



参レバーを ON の位置にすると、点灯します。 

♦レバーを OF F の位置にすると、消灯します。 

♦レバーを DOOR の位置にしておくと、ドア（バックドアを含む）の開閉 
と連動して点打-消灯します。 

♦レバーを DOOR の位置にしておくと、いずれかのドアの開閉や施綻•解 
綻と連動して点巧•消灯します。詳しくは、 P .119 の「イルミネーテッド 
エント I 」ーシステム」を参照してください。 
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室内装備品の使いち 


■ラゲージルームランプ 



いずれかのドア（バックドアを含む）の開閉と連動して点打.消灯します。 




バッテリーあび0を防ぐために、エンジン停止中に長時間点灯させないで 
ください。 


知識 


作動条件について 

エンジンスイツチの位置に関係なく使用でさます。 
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c グ□—ブボックス ) 


C コインボックス ） 



ノブを引いて開けます。 

♦閉めるとさは"カチッ"と音が 
するまで確実に閉めます。 



グ n —ブボックスのフタを開けたまま走 
行しないでください。急 ブレーキを かけ 
たとさなどに荷物び飛び出し、思わめ事 
故につなびるおそれびあ0を険でず。 



フタを手前に引き出して使用しま 
す。 



♦コインボックスはの皿ではあ0ませ 
ん。タバコの陕を落とした0、暇し、び 
5や火のついた マッ チなどを入れない 
で < ださい。 

♦破損か5守るため、コインボックスに 
手をついた0、足で踏まないでくださ 
し、 
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室内装備品の使い方 


G コンソ—ルボックス*) 



インストルメントパネル中央部に 
あります。 


C ボックス巧大型ア—ムレスト ) 



ノブをつまんで開けます。 

♦閉めるときは"カチッ"と音び 
するまで確実に閉めます。 
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★印はグレード等により装着の有おが異なります。 
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G アームレストトレイ*) 



フ□ントシートアームレストを倒す 
と、ル物入れとして利巧でさます。 


. — A 知識- 

アームレストトレイについて 

アームレストトレイにちのを入れている 
と走、シートの I 」クライニング調整やス 
ライド調整を行うと、アームレストも同 
時に動さまず。そのとさ、中に入れてい 
るものび落ちることびありまずのでを意 
して < ださい。 


C アンダートレイ 



コラム下部にあります。 


322 


★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 






















室内装備品の使い方 


コインポケット 



ツマ三を巧して開けます。 

♦閉めるとさは"カチッ"と音が 
するまで確実に閉めます。 


コインポケットを開けたまま走巧しない 
でください。急ブレーキをかけたとさな 
どに荷物び飛び出し、思わ城事故につな 
びるおそれびあり危険です。 
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C アク七サ u —ソケット） 



使用するときは、フタを開けます。 

♦使用しないときは、フタを閉めておいてください。 


^ 鮮巧 アクセサリーソケットを使用しないときは、フタを閉めて 
I おいて<ださい。 

♦アクセサリーソケットを使用しないとさは、フタを閉めておいてください。異物びソケッ 
卜に入った0、飲料水などびかかった0すると、故障したり、ショートするおそれびあり 
ます。 

♦最大電気容量をこえる電気製品を使用すると、車両のヒューズび切れることびあります。 
♦エンジンを停止した状態で長時間使用すると、バッテ U —びあびることびあ0ます。また、 
エンジンびかかっていても、アイドリング状態で長時間使巧すると、バッテリーびあびる 
ことびお0ます。 


f —大口 日 S - 

アクセサリーソケットについて 

電化製品の電源 （ DC ]2 V ) として使用でをます。 

最大電気容量について 

DC 12 V で最大電流]日 A (最大電気容量12日 W ) です。 

作動条件について 

エンジンスイツチが A C C 、 または日 N のとき使巧でさます。 
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室内装備品の使い方 


C シ—トアンダートレイ） 



トレイを上に持ち上げて、前に引 
き出して使用します。 

♦走行中は閉めておいてください。 



フ□ントシートの下（シートアンダート 
レイ内を除く）にちのを置かないでくだ 
さい。ものび巧まってシートび固定され 
ず、思わ城事故の原因となって重大な傷 
害を受けるおそれびあり危険です。また、 
n ック機構の故障の原因になります。 


C コンビ亡フック J 



買い物袋などを吊り下げておくこ 
とびでさます。フックの下部を巧 
すと展開します。 

♦使用しないときは、フックを格納 
しておいてください。 


A 超意 


とくに重たいちのや大きなちのをフック 
にかけないで < ださい。 

(最大荷重約3 kg) 

フックび折れたり、走行中にはずれるお 
それびあります。 
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c 助手おシートバックポケット） 



I 上のフ ァスナーを 開けて、箱入りティ 
ッシュを入れます。 

下のファスナーに合わせて入れてくだ 
さい。 

ご!下の ファスナーを 開けて、 ティッシュ 
を 取り出しまず。 


' —大口 日 S - 

助手席シートバックポケットについて 

助手席の背もたれのラしろ側にあ0まず。箱入りティッシュ（薄型）などを入れておくこと 
びでさます。 
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室内装備品の使い方 


G デッキアンダートレイ;) 



デッキボードの下に荷物を収納す 
ることびでさるトレイびあります。 
使用するときは、ストラップを持 
ち上げて使巧します。 


A 超意 

デッキボードの上にのらないでくださ 
い。デッキボードび破損ずるおそれびあ 
ります。 


デッキフック 



ラ ゲージルーム （荷室） に 備え日 
れています。ネットや□ープを利 
用でさます。 

参ネットや□ープは市販のちのを 
ご用意ください。 

♦販売店装着オプシヨンのユーティ 
U テイーノ（一の固定用としてち使 
用でさます。 


A 超意 


シートのレバーにネットを固定しないで 
ください。 
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r イル s ネーシヨンシステム*) 

) ィルミネーシヨンスイッチ* 



スイッチを巧すとイルミネーションび作動可能状態になり、ちラー度巧すと 
イルミネーションは作動しない状態になります。 

♦イルミネーションコント□-ラー装着車は、 P .330 の「イルミネーショ 
ンコント□-ラーの使い方」を参照してください。 


J イル三の点な-消打 



《図ではすべてのイルミを揭載しています。実際の車に設定されるイルミはグレード等により異なりまず。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 











































ま内装備品の使いち 


间ル5ネーシヨンコント□-ラー装着車を除く 

♦運転席ドアを解錠すると、すべてのイルミび約]已秒間点灯します。 

参いずれかのドアを開けると、すべてのイル S び点灯します。 

•この状態のまま約] 0分び経過すると、バッテ U —あびり防止機能 
( P .]]9 参照）びはた日き、各ランプび自動的に消灯します。 

♦エンジンスイッチび LOCK のとさは、すべてのドアを閉めると、約]已 
秒後に消灯します。 

♦エンジンスイッチを LOCK か日 ACC にすると、すべてのイルミび常時 
点灯します。 

♦スポットランプび消灯しているときは、エンジンスイッチを ACC か日 
LOCK にすると、イルミび消灯します。 

♦すべてのドアを施綻すると、イル S び減光し、その後消打します。 
♦すべてのドアび閉まってる状態で、約2秒じ(内にエンジンスイッチを0 N 
か 5 L 0 CK にして、すぐにキーを巧くと、約]已秒間点灯します。 


r イルミネーシヨンコント□-ラー装着車 

参いずれかのドアを開けると、すべてのイルミび約]已秒間点灯します。 
♦すべてのドアを閉めると、イルミび減光しなび日消灯します。 

♦エンジンスイッチを L 0 C K か日 A C C にすると、前ページのイラストの 
番司慣に点灯します。 

♦すべてのイル S び点灯したあと、約3秒後に各イル S のイル S モード 
( P .333 参勵にしたびって点灯します。 

♦エンジンスイッチを A C C か日 L 0 C K にすると、イルミび減光しなび5 
消灯します。 

♦シフトレノ（一び©じ(外のときは;欠の状態になります。 

.車幅灯の点灯状態に関係無く、インノ（ネスピーカーイルミは消灯します。 
.車幅灯び点灯していると、ウーファーイル S 、 ドアスピーカーイル S 、 
コント□ーラーイル S 、 インパネ照射イル S は減光します。 
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G イルミネーシヨンコント□—ラーの巧い方*) 



《図ではオーデイオコント□ーラー装着車を掲載していまず。グレード等によりオーデイオコント□ーラー 
の操作スイ ッ チび無い場合びあります。 


アームレストにあるコント□ーラーで、イルミネーションシステムの設定を 
することびでさます。 

♦ホールドスイツチの0 N • 0 F F (なページ参照） 

♦イルミネーションシステムの ON - OFF ( P .332 参照） 

♦イル S モードの切り替え （ P .333 参照） 

♦輝度調整 （ P .334 参照） 

イルミネーションシステムについては、 P .328 を併せてお読みください。 

' -知5よ- ' 

イル5ネーシヨンコント□-ラーについて 

ドアを閉めた状態でのみ設定することびでさまず。 


▲ 乾が呈 エンジン停止中にオーディオ-イルミを長時間使用しない 
I でください。 

♦バッテ1」一あび D を防ぐため、エンジン停止中にオーディオ' イル5を長時間使用しない 
で < ださい。 

♦コント□ーラーに飲み物等をこぼさないで<ださい。故障の原因にな0ます。 
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★印はグレード等により装着の有おが異なりまず。 





































ま内装備品の使いち 


ホールドスイツチ 

設定スイッチ 

ON ' tzJ ' 

コン ト□- ラーの 操作をすることびでさません。 

OFF 

コン ト□- ラーの 操作をすることびでさます。 


①スイッチを□ックする 



>ホールドスイッチの ON .OFF A 

巧 


豐誦備 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


車との上手な 

付き合いち J _ メンテナンス」_ 万-のとき」_索引 
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)ィルミネーシヨンの ON -OFF 


②電源を入れる-切る 



イルミネーションを作動可能状態にするときは、イルミパワースイッチを巧 
します。 

作動しない状態にするとさは、イル三パワースイッチを約2秒 iU 上押し続け 
〇 

^—知 -、 

作動条件について 

エンジンスイツチび A C C、 または0 N のとき使巧でさます。 
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室内装備品の使い方 


J イルミモードの切り替え 


③イルミモードを切り替える 



モードスイッチを巧すごとに、オーディオを聞いているとさのイル S モード 
を切り替えることびでさます。また、選択されているイルミモードびモード 
表示灯に点灯します。 


イルミモート 

特徴 

クラブ （CLUB) 

音圧と低域周波数に連動して、スピーカーイル 
S の輝度び変化します。 

リラックス （RELAX) 

スピーカーイル S (已力所）とカップホルダー、 

ドアト U ムイルミびフエードイン-フエードア 
ウトします。 

スタティック （STATE) 

すべてのイル S (1] 力所）びすベて常打します。 


/-知識 


作動条件について 

イル S ネーションび日 N のとをのみ切0誓えることびでをます。 

点巧について 

ドアを開けると各イル S のモードび解除され、すべてのイル S び点灯します。 

イルミネーションについて 

クラブモードは巧によって、反応しにくいちのもあ0ます。クラブモードで反応しやすい音 
質モード （ P .271 参照）は、 P 日 wer 巨 eat • R 卜目〇 ost です。 
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) 輝度調整 


④輝度調壁をする 



輝度を明るくするときは+側のイルミスイッチ、暗くするときは一側のイル 
ミスイツチを巧します。 


' —大口 日 S - 

作動条件について 

イル S ネーシヨンび日 N のとさのみ調整することびでさます。 
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室内装備品の使い方 


フ□アマツト 


お車（年式）専用のちのを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定して使 
用してください。 



フ□アマット付属の固定フック（ク U 
ップ）を使用して固定してくださし)。 
固定フック（クリップ）の形状および 
フ□アマットの固定方法はイラストと 
異なる場合びあります。 

詳しい固定方法はフ□アマット付属の 
取扱書をお読みください。 


t 運転席にフ□アマットを數くときは、巧のことをがず 

お守りください。お守りいただかないと、フ□アマットが 
ずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめスピードが出た 
り車を停止しに<<なるなど、思わめ事故につながるおそ 
れがありを険でず。 

参運転席にフ□アマットを敷くとさは、巧のことをお守りくださし、。 

• トヨタ純正品であってわ、他車種および異なる年式のフ n アマットは使用しないでくだ 
さい。 

•運転席専巧のフ n アマットを使用してくださし、。 

•付属のフック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定してください。 

•他のフ□アマット類と重ねて使用しないでください。 

•フ n アマットを前棲逆さまにしたり、裏返して使巧しないでください。 

♦運転する前に、次のことを確認してくださし、。 

•フ□アマットびずべての固定フック（ク U ッ 
プ）で正しい位置にしっかりと固定されてい 
ることを定期的に確認し、とくに洗車後は必 
ず確認をおこなって < ださし、。 

•エンジン停止およびシフトレバーび©の状態 
で、鲁ペダルを契まで踏み込み、フ□アマッ 
卜と干渉しないことを確認してください。 
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SRS エアバッグ . 

SRS エアバッグとは？ 

S R S エアバッグの作動のしくみ 
SRS エアバッグが作動ずるとき 

シートベルト関係 . 

シートベルト①働さ 

巧難防止システム . 

盜難防止システムとは？ 

EBD 付 ABS . 

ABS とは？ 

ABS やブレーキ介入機能が 
作動しているとさ 
E BD の働き 

TRC•VSC . 

TRC とは？ 

VSC とは？ 

電子制御式4速才ートマチック 
トランス5ッシヨン . 

電子制御式4速オートマチック 
トランスミッションとは？ 

V フレックスフルタイム 4 WD -… 

V フレックスフルタイム 4WD とは？ 

デイスチャージへッドランプ . 

デイスチヤージへッドランプとは？ 


安全-快適装備の 
解説とミち意 



8 2 
3 5 
3 3 

8 01 
3 4 4 
3 3 3 
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5 5 6 6 6 6 
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SRS ※エアバッグ 

CSRS エアバッグとは？） 

& Supplemental Restraint System の略で「乗員保護補助装置」の意味。 

SRS エアバッグは、あくまでち乗員保護の補助装置でシートベルトの補助 
をするちので、 SRS エアバッグの効果を発揮させるためには、正しい姿勢 
と正しいシートベルトの着用び絶対条件です。 

また、正しく取り扱えば効果のある SRS エアバッグち、誤った取り扱いを 
すると効果を発揮しないばかりか、かえって乗員に傷害、または死亡の危険 
をあたえるおそれびあります。 


J デュアル SRS エアバッグ 

デュアル（運転席.助手席） SRS エアバッグは、運転者、または助手席棄 
員に重大な危書びおよぶよラな強し)衝撃を車両前方か日受けたときにふく日 
み、シートベルトび身体を拘束する働さと併せて、乗員の頭や胸などに作用 
する衝撃を分散.緩和させる働さをするちのです。 

助手席 S R S エアバッグは、乗員びいなくてちふく日みます。 
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SRS エアバッグ 


、 S R S サイドエアバッグ & S R S 力ーテン 
J シールドエアバッグ* 

SRS サイドエアバッグはフ□ントシート乗員、 SRS 力ーテンシールドエ 
アバッグは、フ□ントシート、および I 」ヤシート左ち席柔員に重大なち書び 
およぶよラな強い衝撃を側方か日車両客室部に受けたとさに、衝撃を受けた 
側の S R S サイドエアバッグ • S R S 力ーテンシールドエアバッグびふく日 
み、シートベルトび身体を拍]束する働きと併せて 、 S R S サイドエアバッグ 
はフ□ントシート棄員の胸などの上体に 、 S R S 力ーテンシールドエアバッ 
グはフ□ントシート棄員、および U ヤシート左ち席秉員のおちに頭部に作用 
する衝撃力を分散-緩和させる働さをするちのです。 

SRS サイドエアバッグ ■ S R S 力ーテンシールドエアバッグは棄員びいな 
くてちふく日みます。 
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Gs Rs エアバッグの作動のしくみ） 


J デュアル SR S エアバッグの作動 

車両前方左ち約 3 ぴ1；!内の方向か日棄員に重大なち喜びおよぶよラな強い 
衝撃を受けたとさに作動します。 

衝撃は車両前方.車両中央床部に取りつけ日れたセンサーで感知し、デュ 
アル S R S エアバッグをふくらませるようコンピューターに信号を送り、 
SRS エアバッグび作動します。 



車両前方にグ U ルガードなどを装着すると、センサーび正常に衝撃を感知で 
さなくなり、デュアル S R S エアバッグの正常な作動を損なラおそれびあり 
ふ;^ 〇 


、 SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン^_ 
J シールドエアバッグの作動* 

車両側面方向から乗員に重大な危書びおよぶよラな強し觸撃を受けたとさに 
作動します。 

衝撃はセンターピラー- U ヤピラー下部に取りつけ日れたセンサーで感知 
し 、 S R S サイドエアバッグ &S R S カーテンシールドエアバッグをふくら 
ませるよラコンピューターに信号を送り、 SRS エアバッグび作動します。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 

















SRS エアバッグ 


CSR S エアバッグび作動するとを） 


シートベルトを正しく着巧している柔員び、生命にかかわる重大な傷書を受 
けるおそれびあるよラな強い衝撃びあった場合に作動し、生命にかかわる重 
大な傷書を受けるおそれのかない衝撃では作動しにくくなっています。 

>作動ずる場合 っ 

デュアル SRS エアバッグは、車両前方左 
ち約3□’ LU 内の方向か日乗員に重大な傷害 
びおよぶよラな強い衝撃を受けたとさに作 
動します。 

S RS サイドエアバッグ &S R S 力ーテン 
シールドエアバッグは、車両側面方向から 
乗員に重大な傷書びおよぶよラな強い衝撃 
を受けたとさに作動します。 


；>作動しにくい場合 っ 

■ デュアル SRS エアバッグ 

次のようなボディび受ける衝撃び弱い場合には、作動しないことびあります。 

♦衝突時に変形-移動しないコンク U —卜の 
よラな固い壁に正面衝突したとさであって 
ち、衝突速度び約 25 km / hL ソ下の場合。 


♦衝突時に変お-移動しない電柱や立木な 
どの狭い範囲に正面衝突したとさであつ 
ても、衝突速度び約 30 km / hL ソ下の場合。 


^戸戸 
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巧のよラな場合にち衝突による衝撃び緩められるため、作動しないことびあ 
ります。 




♦トラックの荷台下などへちぐりこみ衝突 
した場合。 


♦斜め前方か日衝撃を受けた場合。 


衝突したちのび変形したり移動した場合は、衝突による衝撃び緩め日れるた 
め、作動する車速は高くなります。 



♦例えば、停車中の同程度の重さの車へ正 
面か日衝突した場合には、約已 Okm / h 程 
度の速度であってち、作動しないことび 
あります。 



♦衝突の方向拥嵐や片側衝突（オフセツ 
卜衝突）などによっては、さ日に高い速度 
であってち、作動しないことびあります。 
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SRS エアバッグ 


■ S R S サイドエアバッグ& S R S 力ーテンシールドエアバッグ 

巧のようなボディび受ける衝撃び弱い場合には、作動しないことびあります。 

♦斜め側面か日衝撃を受けた場合。 



♦客室部 LU 外の側面に衝撃を受けた場合。 
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) 本来の効果を発揮しない場合 

なのよラな場合は作動することちありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や後方か日衝撃を受けた場合。（デュ 
アル SRS エアバッグ） 



♦車両び横転-転覆した場合。 
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SRS エアバッグ 


> 車両下部に衝突を受けた場合 

なのよラな車両下部に強い衝撃を受けた場合には、作動することびありま 
す。 




♦深い巧や溝に落ちたり、棄りこえた場合。 



参ジャンプして地面にぶつかった 
り、道路か日落下した場合。 
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么 


SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、下記 
の項目を必ずお守りください。 


• SRS エアバッグはシートベルトを補助ずる装置で、シートベルトにけわるものではあり 
ません。 

柔車するときには、必ずなのことをお守りください。お守0いただかないと、衝突した 
とさなどに SR S エアバッグの効果を十分に発揮させることびでさないばかりでなく、 
SRS エアバッグびふくらんだとさの強い衝擊で生命にかかわる重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦シートベルトを正しく着用してください。シートベルトを着用していないと、急ブレー 
キなどで前方に放り出されると同時に SRS エアバッグびふく 5 み、 強い衝撃を受けち 
険です。シートベルトの正しい着用については、 P .1 目1を参照してください。 

•シートを正しい位置に調整し、背もたれに背中をつけた正しい姿勢でシートに座ってくださ 
し、 SRS エアバッグに近づきすぎた姿勢で乗車していると、 SRS エアバッグがふくらん 
だとをに強い衝擊を受け、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

<運転者のかたは> 

運転操作びできる範囲で、できるだけ八ンドルに近づきすざないよラにして座ってくださ 
い。 

く助手席乗員のかたは> 

助手席 SRS エアバッグか5できるだけ離れて後方に座ってください。 

シートの前端に座ったり、インストルメントパネルにもたれかかったりしないでください。 
シートの調整、正しい運転姿勢については、 P . 148を参照してください。 




• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車では、ドアにもたれ 
かかったり、フ□ント•センター ■ I 」ヤピラー、およびルーフサイド部や天井に近づかな 
し、ようにしてください 。 S R S サイドエアバッグ SS R S 力ーテンシールドエアバッグが 
ふくらんだとさに頭部などに強い衝撃を受け、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びあり危険です。とくにおテさまを乗せるときにはま意してくださし、。 
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SRS エアバッグ 


■ rarasr SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、下記 
の項目を必ずお守りください。 

•ひざの上にちのをかかえるなど、乗員と S R S エアバッグの間にわのを置いた状態で走 
巧しないでください。 SRS エアバッグびふく5んだときにものび飛ばされ顔に当たっ 
たり、 SRS エアバッグの正常な作動びさまたげ5れ、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 

♦おテさまを乗せるときには、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 

SR S エアバッグびふく 5んだときの強い衝擊で生命にかかわる重大な傷害におよぶか、 

最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦おテさまはリヤシートに座日せて、必ずシートベルトを着用させてください。リヤシー 
卜がおテさまにとって最を安全な乗車位置です。 

• シートベルトを正しく着用できないルさなおテさまには、テ供専巧シートを U ヤシート 
に装着してご使巧ください。 

•助手席にはテ供専用シートをラしろ向きに絶対に取りつけないでください。 

助手席 S R S エアバッグげふく5んだとさ、テ供専用シートの背面に強い衝撃び加わり 
危険です。なお、やむを得ず前向きにして助手席にテ供専用シートを取りつける場含に 
は、シートの前禮調整位置をいちばんラしろにして取りつけてください。 



♦おモさまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせたり、ひざの上に抱いたりした状態で 
は走行しないでください。 
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SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、下記 
の項目を必ずお守りください。 


♦車両の整備作業の場含には、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 
SRS エアバッグび正常に作動しなくなった0、誤ってふくらむなどして、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。これ5の作業び必要なとき 
は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

• SRS エアバッグ、およびインストルメントパネ 
ルの取りはずし■取りつけ-分解-修理などをし 
ないで < ださし、。 



♦ SRS サイドエアバッグ装着車で、フ□ントシートの表皮の張り誓えやフ n ントシート 
の取りはずし-取りつけ-分解-修理などび必要なとさは、必ずトヨタ販売店にご相談 
ください。また、フ□ントシートの改造はしないでください。 

• SR S カーテンシールドエアバッグ装着車で 
は、フ n ント-センター-リヤピラー、およ 
びルーフサイド部や天井の取りはずし-取り 
つけなど S R S カーテンシールドエアバッグ 
格納部周辺を分解-修理しないでください。 



♦サスペンションを改造しないでください。車高びかわったり、サスペンションの硬さび 
かわると 、 S R S エアバッグの誤作動につなび0ます。 

♦車両前部、または車両客室部の修理をしないで<ださし、。 

不適切な修理を行ラと、 SRS エアバッグセンサーに伝わる衝撃がかわり、 SRS エア 
バッグび正常に作動しなくなります。 
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SRS エアバッグ 




S RS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、下記 
の項目を必ずお守りください。 


♦カー巧品などを装着するときは、必ずなのことをお守りください。お守りいただかないと、 
SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの展開部をカバーやステッ 
カーなどで覆わないでください。 



>インストル^ントパネルやダッシュボードの上に 
芳香剤などのをのを置いたり、傘などを立てかけ 
ないでください。助手席 S R S エアバッグび正常 
に作動しなくなった0、ふくらんだとさに飛ばさ 
れるなどして危険です。 


• SRS サイドエアバッグ装着車では、フ n ントシー 
卜にこの車専用のトヨタ純正用品（シートカバーな 
ど）政かのちのを取りつけないでください。この車 
専用のトヨタ純正用品!^:のわので S R S サイドエ 
アバッグ展開部を覆ラと、 SRS サイドエアバッグ 
の正常な作動のさまたげとな0まず。なお、トヨタ 
純正シートカバーなどを装着するとさには、商品に 
付属の取扱書をよくお読みになり、正しく取りつけ 
て < ださい。 

• SRS サイドエアバッグ装着車では、フ n ントドア 
やその周辺にカップホルダーなどのカー巧品を取0 
つけないでください 。 S R S サイドエアバッグびふ 
<5んだときに飛ばされて危険です。 
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么 



SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、下記 
の項目を必ずお守りください。 


• SR S カーテンシールドエアバッグ装着車では、 

フ□ントウインドウガラス、フ□ント - ij ヤドア 
ガラス、フ□ント-センター- U ヤピラー、およ 
びルーフサイド部、アシストグ U ップや天井など 
SR S カーテンシールドエアバッグ展開部周辺にア 
クセサ IJ 一. 八ンズフ U —マイク-八ンガーなどを 
取0つけないでください。 SRS カーテンシールド 
エアバッグがふく 5んだとさに、飛ばされて危険です。 

•無線機の電波などは 、 S R S エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響をあたえ 
るおそれびありますので、無線機などを取りつけるときは、トヨタ販売店にご相談くだ 



さい。 

♦車両前部にグ U ルガ ー ドやウインチなどを装着するときは、トヨタ販売店にご相談く 
ださい。車両前部の改造をすると、 SRS エアバッグセンサーに伝わる衝擊びかわり、 
SR S エアバッグの誤作動につなび0ます。 

♦ステア U ングパッド-インストル方ントパネル上部、フ□ント-センター-リヤピラー、 
およびルーフサイド部、フ n ントシート側面などの SRS エアバッグ展開部は、強くたた 
くなど過度の力を加えないでください 。 S R S エアバッグび正常に作動しな<なるなどし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦ S R S エアバッグびふくらんだ直禮は 、 S R S エアバッグ構成部品に触れないでください。 
構成部品び大変熱くなっているため、やけどなど重大な傷書を受けるおそれびあり危険で 
す。 


S R S エアバッグが正常に作動した場合でを次のよラな場 
合がありまず。 
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SRS エアバッグ 



An® 


SRS エアバッグが正常に作動した場合でも次のよラな場 
合がありまず。 


♦ SRS エアバッグび作動すると、作動音とともに白い煙のよラなガスび発生しますび、乂 
災ではありません。このガスを暇うと、喘息などの呼吸器系を患った経緯のあるかたは、 
呼吸び苦しくなることびあります。 


この場含は、乗員び車がに出てもま全であることを確認して、車がに出てください。なお、 
車外に出れない場合は、ドアガラスやドアを開けて新鮮な空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物（カスなど）び目や皮膚に付着したとさは、でさ 
る だけ 早く水で洗い流してください。皮膚の弱いかたは、まれに皮膚を刺激する場含びあ 
ります。 

♦衝突したときなどに、助手席 SRS エアバッグびふく日むことによって、車両のフ□ント 
ウインドウガラスが破損することびあります。 

♦一度作動した SRS エアバッグは、2回目!;(降の衝突では再作動しません。必ずトヨタ販 
売店で交換してください。同様に連続して衝突した場含、1回目の衝突で SRS エアバッ 
グび作動すれば、2回目の衝突では S RS エアバッグは作動しません。 

♦車や SRS エアバッグを廃棄するときは、必ずトヨタ販売店にご相談くださし' i 。 SRS エ 
アバッグび思いびけな<作動し、けびをするおそれびあ0ます。 

♦ SRS エアバッグび収納されているパッド部、およびフ□ント-センター- U ヤピラー、 
ルーフサイド部に傷びついていたり、ひび割れびあるとさは、そのまま使用せずトヨタ販 
売店で交換してください。衝突したとさなどに SRS エアバッグび正常に作動せず、けび 
をするおそれびあります。 




♦エンジン停止時、および SRS エアバッグ作動時は、フユーエルポンプ制御び作動し、燃 
料供給を停止し、燃料ちれを最小限におさえます。燃料供給の停止を解除するとをは、燃 
料もれびないことを十分確認してか5、エンジンスイッチを一度 L 日 CK にもどします。 
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シートベルト関係 

C シートベルトの働を） 


プリテンシヨナー& 

フオースリミッター付シートベルト 


フ□ントシートベルト 


♦プ U テンシヨナー機構は、フ□ントシート乗員に重大な危書びおよぶよラ 
な強い衝撃を車両前方から受けたとさに、シートベルトを瞬時に巻さ取り、 
適切な拘束効果の確保 I こ役立ちます。 

♦フォース US ッター機構は、シートベルトの荷重を規定値に維持すること 
で胸部への衝撃を緩和します。 



【衝突巧期にシートベルトを瞬時に巻き取る】 【衝突時規定荷重を紹持しなが S シートベルトを引 

き出ず] 


> E L R 機構付シートベルト 

シートベルトは身体の動さに合わせて伸縮しますび、強い衝撃で身体び前に 
倒れそうなときは、ベルトび自動的に□ックされ身体を固定します。 


352 

















シートベルト関係 


KJ||9^ プリテンシヨナー付シートベルトを着用ずるときは、次の 
ことを必ずお守りください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトを着巧するときは、次のことを必ずお守りください。お 
守りいただかないと、プ U テンシヨナーび十分な効果を発揮せず、重大な傷書におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

•シートベルトを正しく着用する。 （ P .1 目1参照） 

• シートを正しい運転姿勢の取れる位置に調整する。 （ P .1 48参照） 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取りつけ-取りはずし-分解などをしないでくださ 
し、また、プ U テンシヨナー付シートベルトを修理するときは、必ずトヨタ販売店で行っ 
てください。プ U テンシヨナー付シートベルトを不適切に扱ラと、正常に作動しなくなっ 
たり、誤って巻き取り、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあり 
ます。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨナー警告 
口が点滅します。その場合はシートベルトを再使用することびできないため、必ずトヨタ 
販売店で交換してください。 



A 超意 

車やプリテンシヨナー付シートベルトを廃棄するときは、 
必ずトヨタ販売店にご相談ください。 


♦プ U テンシヨナー付シートベルトび作動すると、作動音ととちに白い煙のよラなガスび第 
生しますび火災ではありません。また、身体への影響わありません。 


♦車やプリテンシヨナー付シートベルトを廃棄するときは、必ずトヨタ販売店にご相談くだ 
さい。プ I 」テンシヨナー付シートベルトび思いびけなく作動し、けがをするおそれびあり 
ます。 


' -知識- 

プリテンシヨナー付シートベルトの作動条件について 

プ U テンシヨナー付シートベルトは、車両前方か5強い衝擊を受けたときに作動します。次 
のよラな衝撃び弱い場含には、作動しないことがあ0ます。 

♦コンク U —卜の壁に約2已 km / h 政下の速度で正面衝突したとを。 

なお、次のよラな場含は作動することもありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や後ちか5衝撃を受けたとを。 

♦車両び横転、転覆したとを。 

作動をについて 

プ U テンシヨナー付シートベルトは、一度しか作動しません。玉突さ衝突などで連続して衝 
撃を受けた場合でわ、一度作動したあとは、その後の衝突では作動しません。 
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巧難防止システム* 

C を難防止システムとは？） 

車両の盗難防止のために、電モカードキー-メインキーに信号発信機を内蔵 
しており、あらかじめ登録されたキーじ(外ではエンジンを始動でさないよラ 
にしたシステムです。 

♦電モカードキー-メインキーに登録された信号は車ごとに異なります。 
♦エンジンスイッチを LOCK にすると、システムび作動し、セキュリティ 
表示灯 （ P .22 □参照）び点滅します。 

♦登録された電子カードキー-メインキーを使用して、エンジンスイッチを 
LOCK か 5 ACC にすると、システムび解除されます。 


^ 盜難防止システムの故障を防ぐために次のことをお守り下 

皇 レぃ。 

•電モキーは信号発信機を内蔵している電モ部品です。故障を防ぐために巧のことをお守り 
<ださい。 

•電子力ードキ ー• メインキーを無理に曲ブたり、強い衝撃をあたえたりしないでください。 
• ダッシュボードの上など高温になる場所に置かないでくださし、。 

•磁気を帯びたキーホルダーなどをつけないでください。 

•電モカードキー-メインキーを超音波洗を機などではなをしないでくださし、。 

♦盗難防止システムを無効にするなどの改造や、取りはずしをしないでください。お守りい 
ただかないと、を難防止システムび正常に作動しないおそれびあります。 


' -大口 5ぶ- 

メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 


354 


★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 













盗難防止システム 



/— A 知識- 

盗難防止システムのキーについて 

同じ車両でメインキー•電子カードキーはそれぞれ最大4枚（合わせて8枚）まで設定する 
ことびできます。詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
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EBD^i 付 ABS^s 

こ ~ ABS とは？ ) 


《 1 Electronic Brake force Distribution の略で「電子制動力配分制御」の意味。 
※吕 Antilock Brake System (アンチ□ツク.ブレーキ • システム）の略。 

^八巳3の働き 

ABS は、急ブレーキをかけたとさや、すべりやすい S 各面でブレーキをかけ 
たときに起こるタイヤの□ック（回転び止まること）を防ぐことにより、ス 
1」ップを抑制します。 



)ブレーキ介入機能の働き 

ブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）は、 

♦緊急制動時の運転に不慣れな運転者び累急制動するとさ 
♦緊急制動時にノ（ニック状態に陥ったとき 

などにブレーキペダルび強く踏めず、ブレーキ性能を十分に発揮でさない場 
合に、運転者のペダル踏力を増加させ、制動力を確保する装置です。 
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EBDMABS 


> ABS 、 ブレーキ介入機能について^^^^* 

ABS やブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）び作動した状態でちスリップの 
抑制や八ンドルの効さ方には限界びありますので、過信することなく安全運 
転にむびけてください。 

また 、 A BS やブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）は、車輪に取りつけられ 
たセンサーによりタイヤの□ックを検出します。タイヤのサイズび4輪とち 
同じでないと正確に判断でさなくなるおそれびあります。 P .74 の「タイヤ 
についてのを意」をよくお読みいたださ、正しく取り扱ってください。 
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GA B S やブレーキか乂機能び作動しているとを;) 


>運おについて _ 

♦急ブレーキ時は、 ABS やブレーキ介入 
機能 （ VSC 装着車）び効果を発揮する 
よラに、ブレーキペダルをでさるだけ早 
く、強く踏み続けることび必要です。 



♦急ブレーキ時にポンピングブレーキ ’ x をしないでください。ポンピングブ 
レーキをすると制動距離び長<なります。 

《ブレーキ ペダルを数回に分けて ル 刻みに踏む ブレーキの かけち。 



思い走り踏む 


踏み続ける 



ゆるめたり，ボンピングはしない 


) 作動について 

ABS び作動すると、なのよラな現象び発生することびありますび、異常で 
はありません。 

♦ A B S の作動音ととちにブレーキぺダ j レびノ」巧 Ij みに動いたり、車体や八ン 
ドルに振動を感じたり、車両停止後ちモーター音び聞こえることびありま 
す。 

• AB S の作動び終了すると、ブレーキペダルびかし奥に入ったりすること 
びあります。 

ブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）び作動すると、次のよラな現象び発生す 
ることびありますび異常ではありません。 

♦ブレーキペダルを急速度で踏んだとき、ブレーキび強くかかるよラになり、 
作動音ととちにブレーキぺダ j レび/」\刻みに動くことびあります。 
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EBD の働を 


EBDMABS 


A B S の制御技術を応巧して、車両の走行状態に応じた適切な制動力を前後 
輪に配分します。これにより、積載時や減速度による荷重変化に応じ、前後 
輪の制動力配分を適切に行い、高いブレーキ性能を確保します。さ日に、旋 
回中の制動時にち左ち輪の制動力をコント□ールして走行安定性を確保しま 
す。 

D 付 a B S やブレーキ介入機能を過信しないでくださ 

♦ E 日□付 A BS やブレーキか入機能 （ VSC 装着車）を過信しないでください。 

E 巨 D 付 A 目 S やブレーキ介入機能 （ VSC 装着車）び作動した状態でわス U ップの抑制 
や八ンドルの効き方には限界びあります。無理な運転は思わ城事故につなび0、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 E 目 D 付 A B S を過信せず速度を抑え、 
車間距離を十分に取って安全運転に也びけてください。 

• E 巨 D 付 A 目 S はタイヤのグ U ップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現象％び起 
こった場含は、効果を発揮でさません。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜が発生し、接地力を失ってしまラ 
現象。 

♦ E 日□付 A B S は制動距離を短くずるための装置ではありません。 

次の場含などは、 E 目 D 付 A B S のついていない車両に比べて制動距離び長くなることび 
あります。速度を控えめにして車間距離を十分に取ってくださし、。 

•砂利息新雪路を走巧しているとき。 

•タイヤチェーンを装着しているとさ。 

• 道路の継ぎ目などの段差を乗りこえるとさ。 

•凸凹道や石だたみなどの悪路を走巧しているとき。 

♦ブレーキか入機能 （ VSC 装着車）はブレーキ本来の能力をこえた性能を引き出ず装置で 
はありません。車両-車間距離などに十分を意してを全運転にむびけてください。 


. — A 知識- 

作動を件について 

♦ E 日□付 A BS やブレーキか入機能 （ VSC 装着車）は、車まび約 lOkm / h をこえると 
作動でさるよラになります。 

♦雨の曰に、マンホールのフタ-橋の継ぎ目-工事中の鉄板などの上でブレーキを踏むとす 
ベ0やすし、ため、 E 巨□付 A 目 S び作動しやすくなります。 

作動音について 

エンジン始動時や始動後の発進直後に、エンジンルームか5モーター音や"カチッ"といラ 
音び聞こえることびあ0ます。これは、 E 目 D 付 A 目 S の作動をチェックしているとをの音 
で異常ではありません。 
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TRC•VSC* 

c ~ TRC ※とは？ ) 


《 Traction Control (トラクシヨン•コント□—ル）の略。 

》 TRC ①働き_ _ _ 

すべりやすい路面での発進時や加速時に、過剰な駆動力により生ずる駆動輪 
のホイールスピンを抑え、車両の方向安定性と駆動力を確保しよラとする装 
置です。 

♦車輪びス U ップしはじめると車輪速センサーか日の情報でコンピューター 
びス U ップを感知し、必要に応じてブレーキをかけます。これにより、過 
剰な駆動力を抑え、ス U ップを防止します。 

• TRC び作動すると、ス U ップ表示灯 （ P . 221参照）び点滅します。 
このとさ、車両の振動を感じることびありますび、これはブレーキ制御 
によるちので、異常ではありません。 


> TRC のしくみ 



タイヤのス U ップは4輪に取りつけ日れたセンサーか日の信号を比較し、駆 
動輪のいずれかの信号びほかの車輪よりをい場合、ス U ップしているとコン 
ピューターび判断します。 

それによって、ス U ップしているタイヤの駆動力を抑えよラとブレーキをか 
け、ス I 」ップを抑制させます。 
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TRC•VSC 


> TRC とタイヤの関係について _ 

TR C は、車輪についているセンサーか日の信号を基準に作動させるため、 
4輪の中で、 ] 輪でちタイヤの種類が異なると、信号の出ちがかわり、コン 
ピューターがスリップと判断したりします。 

♦タイヤの状態がシステムに大さく影響しますので、タイヤの状態には細む 
のま意をして<ださい。詳しくは、 P .74 の「タイヤについてのま意」を 
よくお読みください。 



TR C を過信しないでください 。 T R C び作動した状態でわ車両の方向安 
定性の確保には限界びあり、無理な運転は、思わ城事故につながるおそれ 
びあり危険でず。常に安全運転をむびけ、ス U ップ表示灯 （ P . 221参照） 
び点滅したときは、とくに慎重に運転してください。 


知識 


作動条件について 

♦通常はエンジンスイッチを日 N にずると、 TRC び作動可能状態になります。 

♦スリップ表示灯 （ P ぶ21参照）び点口しているときは、 TRC は作動しません。 

作動チてックについて 

エンジン始動時や始動後の発進直後にエンジンルームか5 "カチカチ、トン"という音び聞 
こえることびあります。これはシステムの作動をチェックしている音で、異常ではありませ 
Aj 。 
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r vsc ※とは？ ） 

& Vehicle stability Control (ビークル•スタビリテイ.コント□-ル）の略。 

V S C は、急激な八ンドル操作やすべりやすい路面での旋回時の横すべりな 
どを抑制するために、自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して、車両 
の方向安定性を確保しよラとするシステムです。 

♦ VSC び作動すると、ス U ップ表示灯 （ P .221 参勵び点滅します。 
♦タイヤの状態びシステムに大さく影響しますので、タイヤの状態には細む 
のを意をしてください。詳しくは、 P .74 の「タイヤについてのミ主意」を 
よくお読みください。 


么警告 


V S C を過信しないでください 。V S C び作動した状態でち車両の方向ま 
定性の確保には限界がありまず。無理な運転は思わ城事故につながるおそ 
れびあ0危険です。常に安全運転をむびけ、 VSC 作動警告ブヴー(断続 
音）び鳴ったり、スリップ表示口 （ P .22] 参照）び点滅したときは、と 
くに慎重に運転してくださし、。 


' —ァロ日ぷ- 

作動条件について 

V S C はき速び約1已 km / h をこえると作動できるようになります。 

作動チェックについて 

エンジン始動時や始動後の発進直後にエンジンルームか5 "カチカチ、トン"といラ音び聞 
こえることびあります。これはシステムの作動をチェックしている音で、異常ではありませ 
ん /。 
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電子制御式 4 连才ート7チックトランスミッション 

C 電子制御式4速オートマチックトランスミッションとなすつ 

電モ制御式4速才ートマチックトランスミッションは、フレックス□ック 
アップシステムや登坂変速制御システムなどにより、燃費性能と快適な走 
行を両立した電子制御オートマチックトランスミッションです。 

>フレックス□ックアップシステムの働き^^^ 

トランスミッションの伝達効率を上げ、燃費性能を高めるシステムです。 
♦シフトレバーを®にしていると、自動的に作動します。 

>登坂変速制御システムの働き^^^^^^™ 

アップダウンのあるワインディング路などをシフトレノ（一び®で走行してい 
るときに、登坂していると判断された場合、4速へのシフトアップを制限し、 
3速によるスムーズな走行を実現します。 

また、降坂時では4速で走行しているとさに、降あしていると判断された場 
合、ブレーキを踏むと自動的に3速にシフトダウンし、エンジンブレーキび 
かかります。 
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V フレックスフルタイム 4WD 

い/フレックス フルタイム 4 WD とは？3 


r 4 WD 車 

通常はほぼ F F 走行をし、コーナ U ング時や雪道-登坂時-発進時-加速時 
など前輪と後輪の回転差び発生すると、自動的に後輪に駆動力び伝達され、 
4輪駆動として走行します。 

V フレックスフルタイム 4 WD は、さまざまな路面に対応した駆動力を自動 
的に4輪にあたえ、安定した操縦性に寄与する装置です。 

V フレックスフルタイム 4 WD の取り扱い上のミ主意び P .67 の r 4 WD 車に 
ついてのミち意」に記載されています。よくお読みになり、正しい取り扱いを 
理解して安全運転にむびけてください。 

) 通常時 （F F 走行） 

通常の直線走行など、前-後輪に回 
転差び微ルな場合は、 2 WD ( FF ) 
に近い状態で走行します。 



J コーナリング時や雪道 （4 WD 走行） 



コーナ U ング時や雪道など前•後 
輪間に回転差び発生すると、後輪に 
駆動力び伝達され、 4 WD 状態にな 
ります。 

通常走行にちどると、 2 WD になり 
ふ;^ 〇 


) タイヤについて 

V フレックスフルタイム 4 WD は、タイヤの状態び車の性能に大きく影響し 
ますので、タイヤの状態には細むのを意をしてください。詳しくは、 P .74 
の「タイヤについてのを意」をよくお読みください。 
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V フレックスフルタイム 4 WD 




宙に浮いたタイヤを、むやみに空転させないでください。 


♦脱輪などにより、いずれかの車輪び亩に浮いているとさは、むやみに空転させないでくだ 
さい。前•棲輪の回転差び激しい状態び続くと、駆動部品に無理な力び加わり焼さつさな 
どの損傷を受けたり、焼さつさにより、車両び急に飛び出し思わ城事故につながるおそれ 
びあり危険です。 

♦タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー•同一豁柄、および同ートレッ 
ドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著しいタイヤを湿ぜ 
て装着しないでください。タイヤを湿在使用すると、前後左ちのタイヤで常時異常な回転 
差が発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びかかり、オイルの温度 
び上昇ずるなどしてオイルわれや焼きつきなどによ0、最悪の場合、車両火災につなげる 
おそれびあり危険です。 

•なの場含をタイヤの湿在使用と同様、駆動系部品に悪影響をあたえるので、タイヤの空気 
圧の点検は必ず実施してください。 

• 4輪の空気圧の差び著しいと定。 

•空気圧び指定値からはずれていると定。 

♦タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを行って 
ください。 （ P .391 参照） 

♦ディスクホイールを交換するときを、指定がのディスクホイールを装着しないでくださ 
い。 （ P .431 参照） 
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デイスチヤージへツドランプ* 


〔デイスチャージヘッドランプとは？） 


ディスチャージへッドランプは、バルブ管内のガスと金属ヨウ化物を使って 
発光させ、白い光と伸び、広がりのある配光を持つランプです。 



ディスチャージへッドランプのバルブ-コネクター-電源回路-光軸調整 
部分を分解したり、取りはずしたりしないでください。 

ディスチャージへッドランプは高電圧を使用してお0、不適切な取0扱い 
をすると感電し、生命にかかわる重大な傷害におよぶか、最悪の場を死亡 
につなびるおそれびありまず。 

ランプを交換-修理-破棄するとをは、必ずトヨタ販売店にご相談くださ 
い。 


' —大口 日 S - 

オートレべリング（自動照射方向自動調藝）システムについて 

デイスチャージへッドランプに装着されています。荷物の積みおろし時などの車両蜜勢の変 
化に対応して、へッドランプの光軸を自動的に調整する装置です。 

デイスチャージへッドランプのシステム異常時について 

システムの異常によ0、電圧びデイスチャージへッドランプの作動電圧範囲か5はずれた場 
合は消灯し、電圧び正常に復帰次第、再点灯します。 

♦点灯中に作動電圧範囲からはずれた場合は消灯し、電圧び正常に復帰次第、再点灯します。 
♦点巧操作をするとさに作動電圧範囲か5はずれている場をは、ライトスイッチを操作して 
ち点灯しません。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 
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雨の曰の運面について 

C 雨の曰の運拓 ) 


>すべりやすい路面は慎重に走行してください 。 M 

雨の曰は視界が悪くなり、またガラスが曇ったり、路面がすべりやすくなる 
ので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面がよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 
♦雨の曰は八イド□プレーニング現象夕で八ンドルやブレーキび効かなくな 
るおそれがあるので、スピードは控えめにしてください。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜が発生し、接地力を失ってし 
まラ現象。 


すべりやすい路面では、慎重に運おしてください。 


♦すべりやすい 路面での急ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制 
御びでさな<な0、思わ姑事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦急激なアクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転数の変化は、 
車が横すべりするなどして、思わ城事故につながるおそれびありち険でず。 

♦水たまり走巧樓は、ブレーキペダルを軽く踏んで、ブレーキび正常に働くことを確認して 
ください。ブレーキパッドび城れると、ブレーキの効さび悪<なったり、说れていない片 
方だけび効いて八ンドルを取5れ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 



) 冠水した道路は走行しないでくださし、。 

大雨などで冠水した道路では、車両に重大な損傷をあたえるおそれがあるの 
で走行しないでください。 



冠水した道路を走行すると、エンストずるだけでなく、電装品のショート、 
水を吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあります。万一、冠水した道路を走巧し、水中に浸ってしまったときは 
必ずトヨタ販売店で下記の項目などを点検してくださし、。 

♦ブレーキの効を具合。 

♦エンジン-トランスミッション-トランスファー (4 WD 車）、デイファ 
レンシャルなどのオイル量、および質の変化。（白濁している場合、水 
び混入していますので、オイルの交換び必要です） 

♦プ n ペラシャフト （4 WD 車）•各ベア U ング•各ジョイント部などの 
潤滑不良。 
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外気温に応じたエンジンオイルに交換してください。 （P.429 の「指定する 
エンジンオイル」参照） 


J ウォッシャー液の濃度を調整ずる n 

ウォッシャー液の凍結を防ぐために、購入したウォッシャー液容器に表示し 
てある凍結温度を参考に希釈して補給します。 


>冷却水の濃度を調整ずる 

冷却水の凍結を防ぐために、冷却水濃度を調整してください。 


使用地域 

を釈割含 

凍結保証温度 

温暖地 

3日％ 

-に 。 C 

寒;が也 

己日％ 

-3 己 。 C 


處 ^胃 アルコール系不凍あや真水だけの使用はしないでください。 


>バッテリーの液量.比重を点検ずる 

気温び下びるとバッテ U —の性能び低下し、エンジン始動に支障をさたすこ 
とびあります。バッテ U —の液量•比重を点検し、必要に応じて液の補充や 
充電をしてください。 


寒冷時の取り扱い 

C をの前の準備-点検 ) 
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) き■用タイヤ、タイヤチェーンを準備ずる^^^ 

♦タイヤを取り替えるとさは、必ず P.74 の「タイヤについてのミ主意」を参 
照してください。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

参トヨタ純正のタイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品じ(外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、 
走行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。詳しくはトヨタ販売 
店にご相談ください。 

) 寒冷地用ワイパーブレードを準備ずる 

降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
お巧めくださし、。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび拭き取りにくくなる 
ことびあります。その場合には速度を落としてください。 

♦寒冷地用ワイパーブレードを必要としない時季は、通常のワイパーブレー 
ドを使巧してください。 


370 




c 運起する前に ） 


きを時の取り巧い 


》屋根に積もった雪は 

走行時にガラス面に落ちた雪び視界のさまたげになります。 
走行する前に取り除いてください。 

>ガラスについた雪や霜は 


ガラス内外の雪や雷を落として視界を確保してください。 

デフ□スター ( P.2 已7、2己3参照）を使ラと、ガラスを傷つけずに落とす 
ことびでさます。 


A 超意 

フ□ントウインドウガラスについた氷を除まずるために、たたいて割5な 

いでください。フ□ントウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそ 


れびあ0ます。 


>足まわりなどについたが塊は H 

車体などに傷をつけないよラに取り除いて<ださい。 


>が気取り入れ口に積もった雪は 

フ□ントウインドゥガラス前部の外気取り入れ口に積ちった雪を取り除いて 
から、エアコンのフアンを作動させてください。 

雪び積ちったままで作動させると、フアンび故障したり、ガラスび曇ったり 
するおそれびあります。 

>ワイパーなどび凍結したときは 

ワイパー. ドアミラー.ドアガラスなどび凍って動かない場合は、無理に動 
かさないでください。 

スイッチを巧し続けたりすると、装置をいためたり、バッテ U —あびりを起 
こすおそれびあります。 
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) ドアび凍結したとさは 



お湯をかけて氷をミ容かしてください。なお、すぐに水分を十分巧き取ってく 
ださい。無理に開けよラとすると、ドアまわりのゴムびはびれたり、損傷す 
るおそれびあります。 


) 靴についた雪をよく落とず 



ぺダ j レ類を操作するときにすべったり、室内の湿気びをくなりガラスび曇っ 
たり、凍結することびあります。 
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きを時の取り巧い 


走巧するとをは 


>すべりやすい路面では"急"のつく操作はしない ■ 

急発進-急八ンドル-急ブレーキなどは、車両び思わめ動さをして事故につ 
なびるおそれびあります。ゆっくり発進し、控えめな速度で、車間距離を十 
分取って走行してください。 

橋の上や曰陰など凍結しやすい場所ではあらかじめ減速し、慎重に走行して 
ください。 


シフトアップ-シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の 
急激な変化は、車び横すべりするなどして、思わ说事故につなびるおそれ 
びあ0ち険でず。 



>フエンダー裏側についた氷塊は 


走行に影響しますので、ときどき確認し、氷塊び大きくなる前に取り除いて 
ください。 


>ブレーキ装置についたがは 

ブレーキの効さび悪くなる場合びあります。とさどさ軽くブレーキペダルを 
踏んでブレーキの効さ具合を確認してください。 


>すべり止めは早めに 


積雪時、凍結路では早めにタイヤチェーン、またはを用タイヤを装着してく 
ださい。タイヤを取り替えるときは、必ず P.74 の「タイヤについてのミ主意」 
を参照してください。 




を用タイヤ装着時は次の点をお守りくださし、。 


♦指定サイズのタイヤを使巧して下さし、。 

♦指定空気圧に調整してくださし、。 

♦お使いになる冬用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないでくださ 
し、 
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> タイヤチェーン 

♦タイヤチェーンは前2輪に取りつけてください。 

♦タイヤチェーンの取り扱い方法は、タイヤチェーンに付属の取り扱い説明 
書にしたびってください。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを使用してください。 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品じ(外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、 
走行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。詳しくはトヨタ販売 
店にご相談ください。 


■タイヤチェーンを取りつける前に 

交通のじゃまにな日ず、安全に作業でさる平日な場所に移動し、パーキング 
ブレーキをしっかりかけます。下記の手順により準備作業を行います。 


〈手順〉 

1 エンジンを停止しまず。 

車を完全に停止させ、ブレーキペダルを踏みなび日、シフトレバーを 
©にし、エンジンを停止します。 

2 車の存在を知らせまず。 

必要に応じて非常点滅灯 （ P .247 参照）を点滅させ、人や荷物をおろ 
し、停止表示板（または停止表示打）を使用します。 


〇工具を用意しまず。 

ジャッキ.ジャッキ八ンドル-ホイールナットレンチを用意します。 
( P .436 の「ジャッキ.工具-スペアタイヤの格納場所」参照） 


4タイヤチェーンを用意します。 
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きを時の取り巧い 


♦タイヤチェーン装着時は SOkm / h 、 またはチェーンメーカー推奨の制限速度 l ^ TF で走行 
してください。また、走行性に影響をあたえるため、必ず慎重に走行してくださし、。 
♦タイヤチェーンを装着して走行するときは、突起や巧を乗りこえたり、急八ンドルや車輪 
び n ックするよラなブレーキ操作などをしないでください。車両び思わ城動きをして事故 
につながるおそれびあります。また、 A 目 S 作動時でわ制動距離び長くなる場含びありま 
すので、慎重に運転してください。 



AI 

! 窗 

トヨタ純正品むがのタイヤチェーンを使用ずると、車体側 
に当たり走行に悪霞響をおよぼずおそれがありまず。 


♦トヨタ純正品かのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走行のさまた 
げとなるおそれびあるちのちあります。 


♦フルキャップ装着車は、ホイールキャップをはずしてか5タイヤチェーンを取りつけてく 
ださい。ホイールキャップをつけたままタイヤチェーンを取0つけると、ホイールキャッ 
プに傷びつくことがあ0ます。 

♦アルミホイール装着車は、アルミホイールにタイヤチェーンを取りつけると、ホイールに 
傷びつくことびあります。 




タイヤチェーン装着時は必ず慎重に運転してくださし、。 


5 輪止めを巧意します。 

タイヤチェーンを取りつける場合には、輪止めび必要です。 

♦輪止めについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用で 
さます。 


&フルキャップ装着車は、ホイールキャップをはずします。 （ P .44 己の 
「タイヤ交換のしかた」参照） 
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c 駐まするとまは ） 


>エンジンをかけたままにしない 

雪び積ちった場所や降雪時に駐車するとさは、エンジンをかけたままにしな 
いでください。 



エンジンをかけた巧態で車のまわりに雪び積もると、排気ガスび車内に侵 
入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
D ます。 


>パーキングブレーキはかけない 

寒を時はノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結してノ（ーキン 
グブレーキび解除でさなくなるおそれびあります。 

■平らな場所に駐車するとさは 

パーキングブレーキをかけないで、シフトレバーを©にし、輪止めをします。 



■やむを得ず坂道に駐車するときは 

下り坂では前輪の前側、上り坂では後輪のラしろ側に輪止めをして、パーキ 
ングブレーキをかけず、シフトレバーを©にします。 

♦輪止めについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用でさます。 



パーキングブレーキをかけずに駐車ずるとさは、必ず輪止めをして<ださ 
い。輪止めをしないと、車び動さ思わめ事故につなびるおそれびありちお 
です。 
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きを時の取り巧い 


>ボンネット側を風下に向ける _ _ 

風の当たる部分は、想像 L ソ上に低温となりますので、バッテ U —性能ほ下を 
防ぐためにちボンネット側をできるだけ風下に向けて駐車してください。 


J ワイパーアームは立てておく 

降雪時は、寒さでワイパーびガラスに凍りつくことびあります。 
ワイパーアームは立てて駐車してください。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


377 





































経済的な運お 

(環境にやをしく経済的な運起をするために） 


長時間停車するとさは、エンジンを停止します。 

已分間のアイド U ングをやめて、ガソ U ン約日已 CC の節約。 

► C 〇2約 420 g 削減 （ 10回/月） 

不要な荷物はおろして走行。 

1 Ok 邑の荷物をおろして已 Okm 走ると、ガソ U ン約]已 CC の節約。 

► C 0 吕約 130 giJ 減 （6 己 Okm / 月） 

空ぶかしは禁物。 

空ぶかしを]回やめて、ガソ U ン約 6 CC の節約。 

► CO 吕約11己 Og ’ 削減 （300 回/月） 

エアコンは少し控えめに。 

エアコンを6分間停止して、ガソ U ン約 70 CC の節約。 

► C 〇2約1 340 g 削減 （3 時間/月） 

タイヤの空気圧は、こまめにチェック。 

適正値で已 Okm 走ると已 OkPa に.已 k 邑 /cml 減のときに比べて、ガソ U ン約 
1已 Occ の節約。 

► CO 吕約12己 Og 肖 IJ 減（己己 Okm / 月） 

発進-加速はスムーズに。 

急発進を]回やめてガソ U ン約] 7 CC 、 急加速を]回やめて約]] CC の節約。 

► C 02 約3己 Og 削減馆20回/月） 
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経寅のな運転 


経済速度で□スなし走行。 

一般道路で4□〜已 Okm / h 、 高速道路では 80 km / h びべスト。 

100 km / h を 80 km / h にして、燃費が約1〇〜30%向上。 

参法定速度を巧り、安全運転をむびけてください。 

たとえば加速 

加速終了時にはアクセルを少し大きめにもどしてみましよう。 

シフトアップや□ックアップび確実にでき、効率び良くなります。 

たとえば下り坂、減速 

早めにアクセルをもどし、エンジンブレーキを使いましよう。 

ガソ I 」ンエンジンでは、燃料噴射の停止により、燃費び良くなります。 

平地走行でも 

アクセルペダルから思いきって足を離してみてください。 

思ったほどスピードは落ちないちのです。燃料噴射の停止を上手に活用しま 
しよラ。一定走行な日アクセルペダルの踏み込み、踏みちどしはかないほど、 
ほ燃費となります。 
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環境保護のために 

し使用済み部品-廃オイル類は適正な処理をする ) 


♦バッテリーは、鉛や硫酸び使われていますので、特定産業廃棄物として適 
切な処理び法律で義務づけられています。 

バッテ U —交換時は、購入した販売店で処分を依頼してください。 
♦タイヤは個人び燃やすなどすると、亜硫酸ガスなど有毒なガスを発生させ 
よ9 〇 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

♦エンジンオイルは、放置しておくといずれ流れ出し、地下に浸透したり、 
水に浮き、環境を悪くします。 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

♦不凍液は、冷却水の凍結温度を下げるエチレング I 」コールび入っています。 
川などに流すと、水質ミち還の原因となりますので、不凍液の交換は、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 

♦エアコンを媒用フ□ンガス（特定フ□ンガス C FC ]2) は、大気に放出 
されると、オゾン層の破壊を進めます。 

トヨタでは、オゾン層を破壊しない代替フ□ンガス （ HFC 134 a ) に全 
車切り替えを完了しています （93 年完了)。 

それでち、代替フ□ンガス （ HFC ]34 a ) は地球を温暖化する働さびあ 
ります。 

エアコンの効さび悪い場合、ガスを充填するのみでなく、ガスちれの点検 
を併せて行い、ちれ箇所を修理したラえで、ガス充慎をしてください。 
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メンテナンス 


まの手入れ . 384 

日頃の手入れ 384 

外装の手入れ 38己 

内装の手入れ 387 

エアコンの手入れ 389 

タイヤの点検 391 

ワイヤレスドア□ック の メイン キーの 
電池交換 392 

電 モカー ド キーの 電池交換 393 

ヒューズの 点検•交換 39己 

外装の電球（バルブ）交換 401 

0 常点巧 . 414 

日常点検について 414 

エンジンルームの点検 41己 

車のまわりの点検 420 

運転席に座っての点検 423 

走行しての点検 42己 

メンテナンスデータ . 42巨 

メンテナンスデータ 42己 

初期設定頂目 . 433 

初期設定のしかた 433 
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車の手入れ 

C ~日頃の手入れ ) 


車をいつまでち美しく保つためには日頃の手入れび必要です。 

) 巧車-ワックス用品について 

それぞれの用品に記載されている説明をよく読み、用途やミ主意事項などを必 
ずお守りください。 


J 月に1度はワックスびけを行ってください 

月に1度、または水のはじきび悪くなったら行ってください。 


J 保管-駐車について 

風通しの良い車庫や屋根のある場所をおすすめします。 


^ 塗装のを'化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐ 

^ を^ ために、次のことをお守りください。 

参塗装の劣化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために、巧のよラな場合はただち 
にミ先車してください。 

• 海岸地帯を走巧したあと 
• 凍結防止剤を散布した道路を走行したあと 

♦コールタール、花粉、樹液、鳥のふん、虫の死觀などび付着したとき 
♦ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、科学物質などの降下び多い場所を走巧したあと 
♦ほこり、ミ尼などで激しくよごれたとき 
♦塗装にベンジンやガソリンなどの有機溶剤び付着したとき 
♦塗装に傷び付いた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール保管時は、腐食を防ぐためによごれを落とし、湿気の少ない場所へ保管してくだ 
さい。 
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c か装の手入れ ) 


車の手入れ 



十分水をかけなび日巧れを洗い落とし、洗い落としたあとは、水を巧さ取り 
占9 〇 

♦車体、足まわり、下まわりと、上か日下の順に行います。 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいちので洗います。 

♦巧れのひどいときは、カーシャンプーを使用し、水で十分洗い流してくだ 
さい。 

♦はん点び残日ないよラに、水を拭き取ります。 

>自動洗車機を使ラときは —« 

♦ドアミラーを格納し、アンテナは取りはずした状態にして、車両前側か日 
洗車してください。また、走行前には必ずアンテナをもとどおりに取りつ 
けて、ドアミラーを復帰状態にちどしてください。 

参とさによりブラシの傷びつさ、塗装の光沢び失われたり、劣化を早めるこ 
とびあります。 

♦ U ヤスポイラー付き車は洗車機によっては、スポイラーび引っかかり洗車 
でさない場合や傷ついたり破損するおそれびあります。 

>高圧洗車機を使ラとさは っ 

参ノズルの先端をドアガラスなどに近づけすざないでください。近づけすざ 
ると、水圧び高いため、室内に水び入るおそれびあります。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール 
部品に近づけすざないで<ださい。近づけすざると、水圧び高いため、内 
部への水入りやグ U ス流出により、性能び劣化するおそれびあります。 

J アルミホイールの手入れ* 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗 
斉 IJ や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでく 
ださい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

♦光ミ尺を失ラおそれびありますので、スチーム洗ミきなどで熱湯びホイールに 
直接かか日ないよラにしてください。 
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洗車後、車体の温度が冷えているとさ（およそ体温！;!下を目安としてくださ 
い）に行います。 


エンジンルーム内に水をかけないでください。 


♦エンジンルーム巧の電気部品に水などをかけないでください。エンジンの始動不良や電気 
部品びショートして、故障や車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

♦寒;令時に洗車する場合は、ブレーキに直接水びかからないよラにま意してください。 
ブレーキ装置内に水び入ると、凍結してブレーキの効きび悪くなったり、ブレーキの固着 
につなびるおそれびあり、走行できなくなる場含びあります。 

♦洗車媛は、ブレーキペダルを軽く踏んで、ブレーキび正常に働くことを確認してください。 
ブレーキパッドび城れると、ブレーキの効さび悪くなったり、姑れていない片方だけび効 
いて八ンドルを取られ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦排気管は排気ガスによ0高温になります。洗車などで触れる場含は、十分に排気管び;令め 
てからにして<ださい。やけどをするおそれびあ0ます。 



洗車をずるとさは、けがをしないぶラにま胃して<ださい。 


♦下まわり、足まわ0を洗うときは、手にけがをしないよラに注意してくださし、。 

♦洗車するときは、硬いブラシやたわしなどを使用しないでください。塗装などに傷びつを 
ます。 

♦ランプのレンブ表面をワックス、ベンジンやガソ IJ ンなどのち機溶剤で拭いたり、硬し、ブ 
ラシでこすこった0しないで<ださい。破損した D 、 第化を早めるおそれびあ0ます。 
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車の手入れ 


巧装の手入れ 


カークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除き、水、またはめるま湯 
を含ませた巧で軽く拭さ取ります。 



車內に水をかけないでくださし、。 


♦車の清掃をするとをは、車内に水をかけないでください。 SRS サイドエアバッグ装着車 
は、前席フ□アに S R S サイドエアバッグの配線びあるため、水びかかると S R S サイド 
エアバッグび正常に作動しなくなるおそれがあり危険です。また、オーディオやフ n ア 
カーペット下にある電気部品などに水びかかると、車の故障の原因となった0、車両火災 
につなびるおそれびあ0危険です。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機溶剤を使用しないでください。また、 
ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び低下し、衝突な 
どのとき十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険で 
す。清掃するとさは、中性洗剤か城るま扇を使巧し、乾くまでシートベルトを使用しない 
で < ださい。 

♦内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、離出しワックスや離出しク 
U —ナーを使巧しないでください。インストルメントパネルびフ n ントウインドウガラス 
へ映り込み、運転をの視界をさまたげ思わ城事故につなびり、重大な傷害をしくは死じに 
おぶぶおそれびおります。 
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A 超意 

クリーナーに含まれる成分にま意してください。 


♦内装の手入れをするときは、ベンジン■ガソ U ンなどの有機溶剤や酸、またはアルカリ性 
の溶剤は使用しないでください。変色やしみの原因とな0ます。また、各種クリーナー類 
には、これ5の成分び含まれているおそれびあ0ますので、よく確認のうえ使巧してくだ 
さい。 

♦芳香剤（液体-固体-ゲル状-プレートタイプなど）を、内装品（エアコンや才ーディオ 
など）に直接触れさせたり、こぼさないようにミち意してください。含まれる成分によって 
は変色やしみ-塗装はびれの原因となるおそれびあ0ます。 

♦バックドアガラスの内側を清掃するとをは、熱線を損傷するおそれびあるため、ガラスク 
リーナーなどを使わず、熱線にそって水、または说るま湯を含ませた巧で軽く拭いてくだ 
さい。 

♦バックドアガラスの内側を掃除するとをは、熱線を引っかいたり、損傷させないよラに気 
をつけて <ださし、。 

♦ガラスの内側を清掃するとさは、コンパウンドび入ったガラスク U —ナーを使巧しなし、で 
ください。清掃は、水、または城るま湯を含ませた布で軽く拭いてください。 

♦アンテナび貼りつけられているガラス（室内側）の清掃は、湿った布で軽く}式いてくださ 
し、また、ガラスク I 」ーナーなどは使用しないでください。 

♦内装の手入れをするときは、離出しワックスや離出しクリーナーを使用しないでください。 
インストル方ントパネルやその化内装の塗装のはびれ-溶解-変形の原因になるおそれび 
お0ます。 
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c エアコンの手入れ ） 


車の手入れ 


J エアコンガス（を媒）①点検^^^^^^* 

冷媒び不足していると、冷房性能びほ下します。 

夏になる前に点検-補充してください。 

>クリーンエアフイルターの交換 

1 エンジンスイッチを LOCK にし、グ 
□ーブボックスを開けます。 



グ□ーブボックスをはずしまず。 

ダンパーステーを取りはずしてから、 
グ□ーブボックスの下側を片側ずつは 
ずしたあと、全体を引さ上げて取りは 
ずします。 



〇フイルターカバーをはずしまず。 

フタの左側にあるノブをつまみなび日 
手前に引いて取りはずします。 


4 フイルターをはずしまず。 

手前に引いて取りはずします。 
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5 フイルターを交換します。 

フイルターは、「0 UP 」 のマークの矢 
印び側面上側になるよラにしてくださ 
い。 


ら フイルターカバー • グ□—ブボックス 
を取りつけまず。 

グ□ーブボックスの下部をはめ込んだ 
あと、ダンパーステーを取りつけてく 
ださい。 


盛 超意 


フイルターの交換は、エンジンスイッチを LOCK にして 
か5巧ってください。 


♦フィルターの交換は、エンジンスイッチを LOCK にしてから行ってください。 
•エアコンの風量び普しく減少したり、ガラスび曇りやすくなったときは、フィルターの目 
詰ま0びちえ5れます。フィルターを交換してください。 

•フィルターは交換ずるタイプでず。水洗いやエアプ□一による清掃はしないでください。 
•フィルターの裏と表を間違えないよラにしてください。 

参必ずフィルターを装着した状態で、エアコンを使用して<ださい。フィルターを装着せず 
にエアコンを使用ずると故障の原因となることびあ0ます。 


' - & い 口識- 

エアフイルターの交換について 

♦エアコンにはエアフィルターび取りつけ5れています。快適にお使いいただくため定期的 
な交換をおすすめします。 

♦エアフィルターの交換は工具なしで巧ラことびでをます。 

♦エアフィルターについてはトヨタ販売店にご相談くださし、。 

♦交換の目安は、 20,000 km 【10, 日 0 日 km 】 ごとです。 

【】 は、多じん地区（大都市•寒;令地など、交通量•粉じんの多い地区）の場合。 
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c タイヤの点巧 ） 


車の手入れ 


>タイヤ□— テーシヨ ン（タイヤ位置交換） 

タイヤの摩耗を4輪とちに均等にし、寿命をのばすために、瓦000 km ごと 
にタイヤ □ーテーシヨ ンを行います。 

♦搭載されているジャッキを使用してタイヤ位置交換を行ラとさは、スペア 
タイヤを使用して1輪ずつ交換してください。 

14インチホイール装着車 1已ィンチホィール装着車 


前輪 

Tin イ 

Th /rrTT\ 

前輪 

iXI 

i 

1 m >ujj< 

Th /tTTtv 

後輪 

•UU^ M, 

1 1 

後輪 

UJJJi 


^ ilg 日常点検として必ずタイヤを点検してください。 


参曰甫点検として必ずタイヤの点検を行ってください。 （ P .74 の「タイヤについてのを意」 
参照） 

♦タイヤ-ディスクホイール-ホイール取 D つけナツトを交換ずると舌は、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 （ P .87 の「その他のま意」参照） 


>回転方向指示マークについて 

1已インチホイール装着車 I 

タイヤの性能上、回転方向び指定されています。タイヤ側面の回転方向指示 
マークび回転方向へ向くよラに取りつけて<ださい。 


メーカー名 

ち向指示マーク 

プリデストン 

ROTAT 70か 

3コ八7 

心 ROTATION UU 



A 


警告 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


391 











































































































G ワイヤレスドアロツクのメインキーの電池交換*) 



I カバーをはずしまず。 

市販の精密ドライバーで、ネジ （1 本) 
をはずし、カバーを矢印の方向に巧し 
なび日取りはずします。 

モジュールか日ゴムカパーをはずしま 
ず。 



〇電池を交換しまず。 

ちい電池を取り出し、新しい電池の© 
側を上にして挿入します。 

4カバーを取りつけ、作動確認をしまず。 

スイッチを巧したとき、本体の LED 
び点灯することを確認します。 



取りはずした電池や部品を（とくにおモさまび）飲み込まないようにごを 
意ください。飲み込むと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれびあります。 


瓜 ng 電池、および取りはずした部品の取り扱いにはごま意くだ 


♦電池];(がの部品にふれた0、動かしたりしないでくださし、。 

♦電池の©極と©極は必ず正しい向きにして取りつけてください。 

♦電池挿入部の電極を曲げた0、モジュール内部にゴ S や油などび付着しないよラにミち意し 
て < ださし、。 


. — A 知識- 

電池について 

使用電池……リチウム電池 CR 161巨 (3 V ) 

電池はトヨタ販売店-時計店-力^ラ店などでお求めください。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 






















G 電モカ—ドキーの電池交換*) 


車の手入れ 



5 


メカニカルキーを取り出します。 

ノブを矢印の方向にスライドさせなび 
日、□ックをはずし取り出します。 


キーカ八’一をはずします。 

ノブを矢印の方向にスライドさせなび 
b キーカパーをはずします。 


電池フタを取りはずしまず。 

市販の精密ドライバーで、ネジ （4 本) 
を取りはずし、電池フタを取りはずし 
よ 9 〇 


電池を交換しまず。 

市販のマイナスドライバーなどを差し 
込み、ちい電池を取り出し、新しい電 
池の©側を上にして取りつけます。 


電池フタを取りつけます。 

〇|」ングびあるのを確認してか日、電 
池フタをもとどおりにネジ （4 本）で 
しっかりと取りつけます。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


★印はグレード等により装着の有おが異なります。 
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キー カバーを取りつけます。 

ノブを矢印の方向にスライドさせなび 
日取りつけます。 



/ メカニカルキーを取りつけまず。 

ノブを矢印の方向にスライドさせなび 
日取りつけます。 


&作動確認をします。 

いずれかのスイッチを巧したとき、本 
体の L E D び点灯することを確認しま 
す。 
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車の手入れ 



取りはずした電池や部品を（とくにお子さまび）飲み込まないよラにごを 
意ください。飲み込むと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につな 
びるおそれびありまず。 




電池、 

さし、。 


および取りはずした部品の取り扱いにはごま意くだ 


♦電池交換時にはネジ-日リングなどの部品を紛失しないよラにごミ主意<ださい。 

♦電池政がの部品にふれたり、動かしたりしないで<ださい。 

♦電池の©極と©極は必ず正しい向きにして取りつけてください。 

♦電池挿入部の電極を曲げたり、内部にゴ S や油などび付着しないよラに注意して < ださい。 
♦日リングは傷つけたり、ねじって取0つけたりしないよラにま意してください。 

♦基板などの内部部品を取り出さないでください。 


知識 


電池について 

使用電池……リチウム電池 CR 1632 (3 V ) 

電池はトヨタ販売店-時計店-カメラ店などでお求めください。 


目次 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


画の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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c ヒューズの点検•交換つ 


ランプびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ切れや 
ランプ自体の球切れび考え日れます。 

巧の手順でヒューズの点検-交換を行ってください。 

7 エンジンスイッチを LOCK にします。 

C ? ヒューズボックスを開けます。 

♦ヒューズ名称び、ヒューズボックスのラベル裏面に表示してありま 
す。 

■エンジン ルーム 内ヒューズボックス 



カノ（一横のツメを巧しなび日カノ（一を持ち上げ、カノ（一をはずします。 
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車の手入れ 


■室内ヒューズボックス 


ヒューズボックス 


グ□ーブボックスをはずします。 

( P .389 の「ク U - ンエアフィルターの交換」参照） 

〇ヒューズの点検をします。 

故障の状況から点検すべさヒューズを、グ□ーブボックスの裏面に貼付 
けてあるヒューズラベルで確認し、ヒューズを引き巧き、ヒューズび切 
れていないかを点検します。 

♦ヒューズは車の仕様によりないちのちあります。 

♦ヒューズはヒューズはずしで引き抜いてください。ヒューズはずし 
は、インパネ内ヒューズボックスにあります。 

切れていない状態 




vy W 


切れた状態 


〇 

n 

〇 


J し 



vy V7 





基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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4 ヒューズを交換します。 

ヒューズび切れていた日、ヒューズボックスの名称にしたびい、規定 
容量のヒューズに交換します。 

♦ランプ類び点灯しないとさは、電球切れち考え日れます。 

♦下記の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。 

•取り替えてち再びヒューズび切れるとさ。 

•取り替えてち電気系統の装置び働かないとさ。 



規定容量 U (外のヒューズを使用しないで < ださい。配線び過熱-焼損し、 
乂がにつなびるおそれびありち険でず。 
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車の手入れ 


J ヒューズ①受け持つ装置 


■エンジンルームヒューズボックス 


曲 

励 

咖 


⑩ 

喊 

喊 

嘛 

喊 

祗 

妳 


か)が削 3) 


《デイスチヤージヘッドランプ装着苗ま1已 A 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つまな装置名称 

① 

(A 目 S 3) 

7 .己 A 

VSC 

③ 

( H-LP HI LH ) 

lOA 

左側へッドランプ 

③ 

( H-LP HI RH ) 

lOA 

ち側へッドランプ 

④ 

H-LP LH / H-LP LO LH 

lOA * 

左側へッドランプ 

⑥ 

H-LP RH / H-LP LO RH 

lOA * 

ち側へッドランプ 

⑥ 

(FOG LH ) 

lOA 

左側フ□ントフォグランプ 

⑦ 

(FOG RH ) 

lOA 

ち側フ□ントフォグランプ 

⑨ 

BACK UP 

]5 A 

パワー ドア□ック、 メーター 

⑨ 

( DOME ) 

7 .己 A 

ルーム ランプ 

⑩ 

TAIL 

lOA 

尾な、室内照明 

⑩ 

( ABS 2) 

20 A 

A 巨 S、VSC 

⑩ 

作 CU - 目） 

lOA 

トランスミッションコントロール 

⑩ 

E 円 

]5 A 

エンジンコント□-ル 


HORN 

lOA 

ホーン 

饭 

(M 白 C ) 

lOA 

エアコン 

⑩ 

STOP 

]5 A 

制動な 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


I 誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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■室内ヒューズボックス 



迈 

盈 

面 

迈 

面 

面 

西 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つまな装置名称 

① 

ENGINE 

lOA 

エンジンコント□-ル 

③ 

ECU IG 2 

7 .己 A 

エンジンコント□-ル、 メーター 

③ 

DEFOG 

20 A 

U ヤウインドウデフ ォッ ガー 

④ 

IGl/BACK 

7 .己 A 

バワードア□ック、後退な 

⑥ 

ECU IGl 

7 .己 A 

A 巨 S 

⑥ 

ACC 

7 .己 A 

ラジオ、電動ドア5ラー 

⑦ 

CIG 

]5 A 

アク t ヴリーソケット 

⑨ 

ST 

7 .己 A 

スブーター 

⑨ 

D/LOCK 

]5 A 

パワードア□ック 

⑩ 

HAZ 

lOA 

ち向指示な、非常点滅な 

⑩ 

WIPER 

20 A 

ワイパ ー& ウォッシャー 
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G か装の電球（バルブ） 交換) 


車の手入れ 


下記の電球は、ご自身で交換でさます。詳細び不明な場合やその他の電球交 
換については、トヨタ販売店にご相談ください。 


■電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。 （ P .427 参照） 



番号灯 4 ] 0 


* 装備のちびい、オプシヨン装備などを含んでいます。 
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A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 






















































































電球の交換をずるときは必ず次のことをお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷喜ややけどにつながるお 
それびありまず。 


♦電球を交換するときは、各ランプを消灯させ、電球び;令えてか5交換してください。やけ 
どをずるおそれびあり危険です。 

♦ディスチャージへッドランプのバルブ-コネクター-電源回路-光軸調整部分を分解した 
り、取りはずした0しないでくださし、。 

ディスチャージヘッドランプは高電圧を使用しており、不適切な取り扱いをすると、感電 
し、生命にかかわる重大な傷書におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれがあ0ま 
す。 

ランプを交換-修理-破棄するときは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 



A 超 

量 

電球は十分ま意して取り扱ってください。 


い V □ゲン電球はガラス内部の圧力び高いため、落としたり、物をぶつけたり、傷をつけた 
りすると破損してガラスび飛び散る場含びありますので、十分を意して取り扱ってくださ 
し、。また、素手で触れずにされいな手袋を着用してください。 

♦必ず同じ W 数の電球を使用してください。 （ P .427 参照） 

♦電球および電球固定具の取りつけは確実に行ってください。取りつけび不完全な場合、か 
入りなどによる故障およびレンズ内面の曇りにつなびるおそれびあります。 

♦電球の交換をするとをは、工具や電球、電球固定具、ソケットなどをなくさないようにを 
意して作業して < ださし、。 


' -よ知日 aE - 

ランプの量りについて 

へッドランプ-制動巧などのランプは、雨天走行や洗車などの使巧条件によりレンズ内面び 
曇ることびあります。これはランプ内部と外気の温度差によるわので、雨天時などにウイン 
ドゥガラスび曇るのと同様の現象であり、機能上の問題はありません。ただし、レンズ内面 
に大粒の水滴びついているときやランプ内に水びたまっているとさは、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 

電球の交換について 

電球の交換作業をするとさに、部品などの破損びむ配なかたは、トヨタ販売店にご相談<だ 
さい。 
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車の手入れ 


J へッドランプ （ A イビーム/口ービーム） 

A □ゲンへッドランプ装着車 1 

■取りはずし方 
1 ボンネットを開けます。 

コネクターをはずしまず。 

エンジンルーム 側か日 コネクターの 両 
側をしっかり持ち、引さ上げなび日は 
ずします。 




3 


ゴムカパーをはずしまず。 


4 クリップをはずしまず。 

ク U ップと本体の勘合をはずします。 


5 


電球をはずしまず。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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■取りつけ方 

I 電球を取りつけ、止め金をかけます。 


へ 



d ゴムカパーをはめ込みます。 

〇ゴムカバー外周をしっかりとはめ込 
みます。 

©ゴムカバー内周（電球まわり）を全 
周にわたり、電球の金属部分び確認 
でさるまで巧し込みます。 


〇コネクターを差し込みまず。 



ゴムカバーの内溝び最渡まではめ込まれていることを確認してください。 
ゴムカバーびしっかりはめ込まれていないと、へッドランプへの水入りの 
原因となります。 
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車の手入れ 


J へッドランプ （ A イビーム） 


を'イスチヤージへッドランプ装着車 I 

■取りはずし方 


ボンネットを開けます。 



2 


ソケットをはずします。 

ソケットをまわしてはずします。 


3 コネクターをはずしまず。 

® 部を巧しなびら、ソケットをコネク 
ターか日はずします。 


■取りつけ方 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけます。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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J 車幅打 



■取りはずし方 
] ボンネットを開けまず。 

£?ソケットをはずしまず。 

ソケットをまわしてはずします。 

3 電球を抜き取ります。 


■取りつけ方 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけます。 
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車の手入れ 


》フ□ント方向指示口兼非常点滅打 

■取りはずし方 
I ボンネットを開けます。 

ソケットをはずします。 

ソケットをまわしてはずします。 


〇電球を巧き取りまず。 


■取りつけ方 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけます。 



A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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)フ□ントフォグランプ* 

■取りはずし方 

] 取りはずす電球とは逆の方向にハンド 
ルを操作しまず。 

助手席側の電球を取りはずすとさは、 
ち（運転席側）に八ンドルを操作しま 
す。 



d フェンダーライナーをめ<ります。 

クリップ （4 力所）をはずします。 

♦ク U ップは中む部を引さ巧いたあと、 
全体をはずします。 



〇コネクターをはずしまず。 

® 部を巧しなびら、ソケットをコネク 
ターか日はずします。 


4ソケットをはずしまず。 

ソケットをまわしてはずします。 


■取りつけ方 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけます。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なりまず。 


















車の手入れ 


I 揣薄夏口！!护… 、滅口、 



■取りはずし方 
] バックドアを開けます。 

ごランプ本体をはずしまず。 

ボルト （] 力所）をまねしてはずしま 
す。 


3 


ソケットをまわしてはずします。 


4電球を抜き取りまず。 


■取りつけ方 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけます。 


:図は運輯席側で説明しています。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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) 番号打 



■取りはずし方 

7ランプ本体をはずしまず。 

® 部を巧して、手前に引いてはずしま 
す。 



ソケットをはずしまず。 

ソケットをまわしてはずします。 


夕 

- 電球 



3 電球を抜き取ります。 


■取りつけ方 

取りはずしたとさの逆の手順で取りつけます。 
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車の手入れ 


>八イマウントストツプランプ 

■取りはずし方 
1 バックドアを開けます。 



C ? 突起付近を持って、カバーをはずしま 
ず。 


3 ソケットをはずしまず。 

ソケットをまわしてはずします。 


4 


電球を抜き取ります。 



■取りつけ方 

1 ソケットを取りつけます。 

カバーを取りつけまず。 

ツメの位置にミち意して取りつけます。 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 
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:> その他の電球 

下記の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 
♦へッドランプ.□-ビーム（ディスチヤージへッドランプ装着車) 
♦サイド方向指示灯兼非常点滅灯 （ ドア S ラーターンランプ） 
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日常点巧 

C 曰常点検について ) 

曰常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことび法律で義務 
づけ日れています。日常点検は、簡単に点検できる項目になっていますので、 
長距離走行前や洗車時-給油時などを目安に実施してください。 

ここでは、点検内容を簡単に説明します。 

♦基準値については、 P .42 己の「メンテナンスデータ」を参照してくださ 
い。 

♦点検方法、および実施時のを意事項は、別冊の「メンテナンスノート」を 
お読み < ださい。 
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日常点検 





点検や交換したあとは、工具や巧などをエンジンルーム内に置き忘れてい 
ないことを確認してください。 

万一、置き忘れていると、故障の原因となったり、またエンジンルーム内 
は高温になるため、車両火災につなびるおそれびあり危険でず。 


G エンジンルームの点巧） 


車との上手な 

付さ合い方 メンテナンス 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


I の 


I 誦備 


万-のとき」引 
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) ブレーキの液量 



ブレーキフルードの量び U ヴーバータンクの MAX (上限）と M I N (下限) 
の間にあるかを点検します。 

ブレーキフルー ドび不足していると、 ブレーキの 効さび悪くな り、 思わめ 
事故にコなびるちそれびをり危険です。 

)バッテリーの液量 



バッテ U - 液面び各液權とちバッテ U - の UPPER LEVEL (上限）と 
LOWER LEVEL (下限）の間にあるかを車両をゆするなどして点検します。 



バッテ U —液び不足ずると、バッテ U —あび D やバッテ U— 自体の損傷に 
つなびるおそれびあるため、定期的に点おしてくださし、。 


' —大口 識- 

バッテ U - について 

UPPER LEVEL ■ LOWER LEVEL の表況ま搭載されるバッテ U— により、意匠-表示され 
ている場所び異なる場合びありまず。 
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日常点検 



冷却水の量び不足しているとラジェーターの腐食やオーノ（ーヒートによる 

A 超意 

ェンジン破損のおそれびあるため、定期的に点検して<ださい。また、水 

のみで使用していると、寒冷時に凍結し、ラジェーターなどに損傷をあた 

えるため、必ずスーパー□ングライフクーラント（不凍液）を適切な濃度 


でご使用ください。 


>を却水の量 



冷却水の量び U ヴーノ（ー タンクの上限と下限の間にあるかを点検します。 


I の 


目次 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


安全•快適装備 車との上手な 

の辭説とま意」-付き合いち J - メンテナンス」一^^万-のとき J I 索引 
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> エンジンオイルの量 



下限 上限 


エンジンを暖気後に停止し、已分じ(上経過してか日エンジンオイルの量び才 
イルレべルゲージの上限と下限の間にあるかを点検します。 




エンジンオイルを点検•交換ずるときは、次のことをお守 
りください。お守りいただかないと、重大な傷害ややけど 
につながるおそれがありまず。 


>エンジンを止めてください。 

♦エンジン回転中にベルトやフアンなどの回転部分に触れたり、近づいたりすると、手や 
巧服-工具などびきさ込まれたりして、思わ说事故につなびるおそれびありを険でず。 

>エンジンオイルの温度が低いとさに点検-交換してください。 

>エンジンび停止していてち;令却水温び高いとさは、エンジンオイルを高温になってお0、 
やけどをするおそれびあ0危険です。 



座 超 意 

エンジンオイルは、定期的に点検-交換してください。 


♦定期的な点検を怠ると、オイル不足や祟化によ0回転部分び潤滑不良になり、焼きつきな 
どを起こしてエンジンに損傷をあたえるため、定期的に点検-交換をしてください。 
♦エンジンオイルはエンジン内部の潤滑-冷却などをする働きびあります。通常の運転を 
していても、ピストン、および暇•排気バルブを潤滑しているオイルの一部び燃焼室な 
どで燃えるため、オイル量は走ととをに減かします。また、減かする量は走行条件な 
どによ0異な0ます。 

♦オイルを補給すると走は、入れすざないようにミ主意してください。 

♦エンジンオイルを点検するとをは、オイルびオルタネーターなどに付着しないよラに、巧 
などを当てて点検してください。万一、オイルび付着したときは、完全に拭き取ってくだ 
さし、。 


418 





















日常点検 


' -知識- 

ウォッシャータンクについて 

リヤワイパー巧ウォッシャータンクは、フ□ントワイパー用と共用です。 


>ウインドウウオツシヤーの液量 



ウォッシャー液ま入口のキャップを開け、ガイド部についているレベルゲー 
ジの L 0 W よりウォッシャー液び下のときは、ウォッシャー液を補給してく 
ださい。 

■ウォッシャー液を補給するには 
I キャップを開けまず。 

ウォッシャー液を入□のキャップを開け、レベルゲージを巧さます。 


^ウォッシャー液を補給します。 

補給び終わった日、レベルゲージを入れ、ウォッシャー液を入口のキ 
ャップを確実に閉めてください。 


A 警き 

エンジンび熱いときやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー；夜を 
浦給しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれてい 
るため、エンジンなどにかかると出火するおそれびあ0危険です。 


An 意 

ウォッシャー液のかわ0に石けん水などを入れないで<ださい。塗装のし 
みになるおそれびあ0ます。 


万-のとき」引 
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タイヤの点検については、 P .74 の「タイヤについてのま意」を併せてお読 
みください。 


) タイヤの空気圧 



過大 


適正 


不足 


タイヤび;令えている（走行前）状態でタイヤの接地部のたわみ状態（つぶれ 
具合）を見て、空気圧び適正であるかを点検します。 

参月に]回程度は空気圧ゲージによる点検をおすすめします。 

♦空気圧び適正でない場合は、必ず指定空気圧に調整してください。 


么警告 


指定空気圧よ0低いと、車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤ 
び偏摩耗します。高速走行時にスタンディングウェーブ現象^によりタイ 
ヤびバースト（破裂）するなどして、思わ城事故につながるおそれびあり 
危険です。曰常点検で、スペアタイヤわ含め、必ずタイヤ空気圧が指定空 
気圧になっていることを点検して < ださし、。 

※高速で走行している時に、タイヤび波打つ現象。 


C まのまわりの点検 J 


ススス〈スススタ - 

、/'V 
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日常点検 


知識 


指定空気圧について 

指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼5れている「タイヤ空気圧」の表、または 
メンテナンスデータ （P.42 日参照）で確認してください。 

♦スペアタイヤち点検してください。 

♦指定空気圧でのたわみ状態を確認しておくと、タイヤを目視点検すると走に参考になりま 
す。 

♦指定空気圧の調整はタイヤび冷えているときに行ってください。 



>タイヤの亀裂•損傷 


タイヤの側面や接地部全周に著しい傷や亀裂がないかを点検します。また、 
釘-石-その他の異物が刺さったり、かみ込んでいないかを点検します。 



タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよラな異常なタイヤを 
装着しないでください。 


♦異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取5れたり、異常な振動を感じ 
ることびあります。 

また、バースト（破裂）など修理できないような損傷をタイヤにあたえたり、タイヤが横 
すべりするなど思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

走行中、異常な振動を感じた場含は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受け、正常なタイ 
ヤに交換してください。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両の方向安定性-制動距離など） 
び十分に発揮できないばかりでなく、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。また、 
部品に悪影響をあたえるなど故障の原因となることがあ0まず。 
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> タイヤの溝の深さ、異常摩耗 



〈例：スリップサインが出ていないが態〉* 



タイヤ接地面に表おされているス U ップサイン（摩耗限度表お）が現われて 
いないかを点検します。また、極端な片ベりなどの偏摩耗がないかを点検し 
ます。 

《〈例〉のイラストは説明のためであり、実際とは異なります。 



摩耗限度をこえたタイヤは使用しないでください。タイヤの溝の深さびか 
ないタイヤやス U ップヴイン（摩耗限度表示）び出ているタイヤをそのま 
ま使用すると、制動距離び長くなったり、雨の曰に八イド□プレーニング 
現象がにより、八ンドルび操作できなくなったり、タイヤびバースト（破 
裂）するなどして、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。ス U ッ 
プサインび現れた!5、すみやかに正常なタイヤと交換してください。 

《2水のたまった道路を高速で走行ずると、タイヤと路面の間に水び入り込み、タイ 
ヤび路面から浮いてしまい、八ンドルやブレーキび効かなくなる現象。 


) な乂装置-方向指示器の巧れ-損傷 

さランプのレンズに、巧れや破損.ヒビ割れなどびないかを点検します。 
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c 運起おに鹿っての点検） 


日常点検 


J パーキングブレーキの踏みしろ 



パーキングブレーキペダルび止まるまでゆっくりと踏んで、"カチカチ"音 
び基準値 （ P .42 己参照）の範囲で止まるかを点検します。 

>エンジンのかかり具合 — 

エンジン始動の際、異音びないか、かかり具合いは良いかを点検します。 
また、アイド U ング状態、およびかし回転を上げた状態で、異音びないかを 
点検します。 


>ブレーキペダルの踏みしろ 



エンジンを始動し、ブレーキペダルをいっぱいに踏み込み、床板とのすさ間 
( P .426 参照）を点検します。併せてペダルの感軸に異常びないかを点検し 
よ9 〇 
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J ウインドウウオッシヤー①噴射状態 



エンジンを始動し、ウインドウウォッシャーを作動させ、噴射の向さ、およ 
び高さびワイパーの作動範囲のほぼ中央に当たるかを点検します。 

>ワイパーの払拭状態 



エンジンを始動し、ウインドゥウォッシャーでガラスをめ日した状態でワイ 
パーを作動させ、「間欠作動」「低速作動」「高速作動」「一時作動」の各作動 
び良いか、巧き取り状態び良いか点検します。 


) 打乂装置-方向指示器の作動 

エンジンを始動し、各灯火装置•方向指示器を作動させ、ランプび点灯•点 
滅するか、明るさび不足していないかを点検します。 
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日常点検 


C 走巧しての点巧 3 


》ブレーキ①効き具合_ — 

通常走行時にブレーキをかけたとさ、効さび十分か、片効さしないかを点検 
します。 

■ 走行中、継続的にブレーキ付おか5警告音（"キーキー"音）び発生した 
とさは、ブレーキパッドの使用限度です。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けてください。警告音び発生したまま走行し続けると、ブレーキパッド 
びなくなり、ブレーキ部品を損傷させたり、効きび悪くなって思わ械事故 
につなびるおそれびあり危険です。 


>エンジンの低速、および加速の状態^^^^^ 

通常走行で停車したとき、エンジン回転にむ日びあったり、止まったりしな 
いかを点検します。また、アクセルペダルを踏み込んだとさ、なめ日かに加 
速するかを点検します。 


) 前曰までの異常箇所の点検 

前日までの使用時に異常びあった圏所について、運行に支障びないかを点検 
します。 
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メンテナンスデータ 

C メンテナンスデータ） 


>点検基準値 


項 目 

メンテナンスデータ 

ブレーキペダル 

遊び [ mm ] 

(負圧なしの状態） 

日.己〜3 

踏み込んだとさの 
床板とのすき間 [ mm ] 

〔踏力300 N に Ok 旨む〕 
(エンジン日 N の状態） 

7日政上 

パーキング 

ブレーキ 

踏みしろ[ノッチ*] 

〔操作力2已 ON に已おけ〕 

己〜7 

V ベルト 

たねみ量 [ mm ] 

辆力1日日 N 11 Ok 卽〕 

(を間時） 

K 3 -VE 

7.日〜目.已 

3 SZ-VE 

8.日〜1 1.0 


※ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"といラ音）のこ 
とでず。 
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メンテナンスデータ 


>電球のワット数 


頂 目 

メンテナンス データ 

電 球 

ワット数 

へッドランプ（八 n ゲンへッドランプ装着車） 
•八イビーム/□ービーム 

. 目日/巳己 W (バルブタイプ： H 4) 

へッドランプ（デイスチヤージへッドランプ装 
着車） 

♦ □-ビーム…3已 W (バルブタイプ： D 4 R ) 
•八イビーム……目己 W (バルブタイプ： H 目） 

車幅口 . 己 W 

フロント方向指示な兼非常点滅な 

(アンバーバルブ）※] . 21 W 

フロントフォグランプ ★ 

. 己巳 W (バルブタイプ： H 1]) 

サイドち向指示な兼非常点滅灯 … L E D 《2 

番号灯 . 己 W 

制動灯/尾な . 2]/5 W 

U ヤ方向指示な兼非常点滅な 

(アンバーバルブ）※] .21 W 

後退灯 . 1目 W 

スポットランプ . 己 W 

ラゲージルームランプ . 己 W 

八イマウントストップランプ（バルブ式） 
.16 W 


《 ] オレンジ色の電球です。 

《2 LED は、 Li 呂 ht Emittin 旨 Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発光素 
子です。 
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J を却水-油脂類の容量と銘柄 

使用するオイルや液類の品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。 
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル-液類似下、「指定銘柄」と 
いいます）のご使用をおすすめします。指定銘柄じ(外を使用される場合は、 
指定銘柄に相当する品質のちのをご使用ください。 


項 目 

容量 [ L ] 
(参考値） 

指定銘柄 

ホ却水 

K 3 -VE 

4.1 己 

トヨタ純正スーパー 
□ングライフクーラント 
•凍結保証温度 
濃度30%'''— 12 °C 
濃度日〇%… 一3巳 °C 

3 SZ-VE 

4.4 

オートマチックトランス 
アクスルフルード 

已 .0 

トヨタ純正 

オートフルードタイプ 

T-IV 

トランスファーオイル （4WD 車） 

0.57 

トヨタ純正八イポイド 
ギヤオイル SX 
(API .白 L 一已， 

SAE 8 已 W -90) 

U ヤデイファレンシャルオイル 
(4 WD 車） 

1.2 

トヨタ純正八イポイド 
ギヤオイル SX 
(API . GL - 己， 

SAE 8 已 W -90) 

ブレーキフルード 


トヨタ純正 
ブレーキフルード 

2500 H 
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メンテナンスデータ 


項 目 

容量 [ L ] (参考値* 1) 

指定銘柄 

オイルのみ 
交換時 
充てん量 

オイルとオイ 
ルフイ ルター 
交換時 
巧てん量 

エンジンオイル 

2.8 

3.1 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 日 W-2 日《’2 
(API SM, EC/ILSAC 

GF- 4, SAE 0W-20) 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 己 W-3 日 
(API SM, EC/ILSAC 

GF- 4, SAE 己 W-30) 

卜 3 夕純正モーターオイル 

S L 己 W-2 日 

(A 円 S し EC SAE 已 VV- 2日） 


エンジンオイルの容量は交換ずる際の目安です。オイル量の確認は、エンジン 
を暖気後に停止し、日分政上経過してからレベルゲージで行ってください。 

《2日 W —20は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルでず。 
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旨定ずるエンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合協由をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサック 
サーティフイケーシヨン）マークびついています。 



API マーク ILSAC CERTIFICATION マーク 

♦下表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



-30 -20 -10 0 10 20 30 40 

巧気温脚 

《 0 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 


》ウオッシヤータンク容量 


項 目 

容量 [ L ] (参考値） 

ウォッシヤータンク 

2.0 


J 燃料の量と種類 


項 目 

容量 [ L ] (参考値） 

指定燃料 

燃料 

(フユーエル タンク） 

F F 車 

40 

無飽レギュラー 
ガソリン 

4 WD 車 

38 
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メンテナンスデータ 


》タイヤ.ホイールの仕様 


つ 


タイヤサイズ 

タイヤがをえているときの空気圧 
[kPa { kg / cm ^}] 

標準 

タイヤ 

]7己/6己 R 14 82 S 

22日 {2.21 

]8己/己巳 R 1 己81 V 

200 {2.01 

応急用 
スペア 
タイヤ 

T 105/70 D 16 87 M 

420 {4.21 

T 115/70 D 14 88 M 



項目 

ディスクホイールサイズ 


U ムサイズ 


オフ 

セツト量 

タイヤサイズ 、 

スチール 
ホイール 

アルミ 
ホイール 

P . C . D . 


17己/目巳 R ] 4 
82 S 

14 X 5 J 




標準 

タイヤ 

18己/己已 R ] 己 


15 X 6 J 


40 mm 


81 V 


1已 X 6 」J 

1 00 mm 
X 4 ( 巧） 


応急用 
スペア 
タイヤ 

T ]05/70 D 16 

87 M 

16 X 4 T 



35 mm 

T 1 1己/7日 D 14 
88 M 

14 X 4 T 
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》車両仕様 


名称 

車両型式 

エンジン 

駆動ち式 

グレード 

b 臣 

QNC 20 

K 3 -VE 
(1.3 L ガソ U ン） 

F F 

(前輪駆動） 

S 

QNC 21 

3 SZ-VE 
(1 百 L ガソ U ン） 

F F 

(前輪駆動） 

Z 

QNC 2 己 

K 3 -VE 
(1.3 L ガソ U ン） 

4 WD 
(4 輪駆動） 

S 

Z 
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初期設定頃目 


初期設定のしかた 


巧のシステムは、バッテ U —を再接続したり、メンテナンスを行ったあとな 
どに、システムを正しく働かせるため、初期設定び必要です。 

参参照ページをよくお読みになり、初期設定を行ってください。 


II 目 

初期設定びお要なとを 

参照ページ 

パワーウインドゥ 

•八ッテ1」一びあびったとを 
•バッテ U —を交換したとさ 
•ヒューズび切れたとさ 

P .128 


基本操作 
早わかり 


I 」の 


画の 


|誦備 


車との上手な 
付さ合い方 
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MEMO 
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万一のとき 


工具.スペアタイヤ.発炎筒 . 43百 

ジャッキ•工具-スペアタイヤの格納場所 436 

ジャッキ-工具の取り出し方 437 

スペアタイヤの取り出し方 438 

発炎筒の使い方 440 

故障したとまは . 442 

路上で故障したときは 442 

動けな < なったとさは 443 

パンクしたとをは . 444 

タイヤの交換 444 

パッテ y — びあびったとをは . 454 

バッテリーあがりとは？ 454 

才ーパーヒートしたとをは . 457 

才ーパ’ーヒートとは？ 457 

けん引について . 4巨0 

けん引のしかた 460 

事故び起をたとをは . 465 

あわてずに;夕の処置を行ってください 46己 

車両を緊急停止するには . 46巨 

緊急停止のしかた 466 



一ぶ 


蓄 


基本操作 
早わかり 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 
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工具.スペアタイヤ.発炎筒 



工具.ジャッキ-スペアタイヤは、デッキアンダートレイの下に格納されて 
います。 

ジャッキ.工具の種類、発炎筒の使い方などは、万一のとさ困日ないよラに 
あ b かじめ6隹認、しておさましよラ。 
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G ジヤツキ-工具の取り出し方） 


工具.スペアタイヤ.発炎筒 


J ジャッキ.工具の取り出し方 



] デッキアンダートレイを引き上げて、 
はずします。 

デッキアンダートレイの下にジャッキ 
と工具び格納されています。 


d ジャッキを取り出します。 

ジャッキの A の部分をまわしてゆるめ、 
ジャッキを取り出します。 


■ジャッキを}各細ずるとさは 

格納するときは、ジャッキびブラケットに固定されるまで、 A の部分をまわ 
します。 


■工具を格納ずるときは 

工具は前 ページの 図のよラに工具袋に格納し、ブラケットの中にしっかりと 
固定されるまで（けん引フックのネジ部がブラケットに通るまで）押し込ん 
でください。 


早基 
わ本 
か操 
り作 


取運 
り乾 
巧装 
い置 
の 


取室 
0巧 
巧装 
い満 
の 


の安 
輯全 
説. 

と快 
ま適 
意装 
備 


付車 
さと 
合の 
い上 
ち手 
な 




工具やジャッキを使用したあとは、 
い。 


確実に格納してくださ 


>工具やジャッキを使用したあとは、決め5れた場所に確実に格納してください。室巧など 
に放置すると、思わ说事故につなびるおそれがあり危険です。 

>車に搭載されているジャッキは、お客様の車専巧です。ほかの車に使用した0、ほかの車 
のジャッキをお客様の車に使用しないでください。ジャッキの取り扱いを誤ると、思わ城 
事故につながるおそれびあり危険です。 



A 超窗 

車に搭載されているジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着!^^か、 
使用しないでください。 


引 
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c スペアタイヤの取り出し方） 


) スペアタイヤの取り出し方 



7デッキアンダートレイを引き上げて、 

はずしまず。 


スペアタイヤを取り出しまず。 

八ンドルを左にまわしてタイヤを取り 
出します。 


■格納するとさは 

八ンドルをちにまわして、取りつけます。 

♦スペアタイヤび確実に固定されていることを確認します。 



必ずスペアタイヤの点検を行い、異常があるスペアタイヤは装着しないで 

A 龄円 

<ださい。なお、指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼られて 

里 

いる「タイヤ空気圧」の表、または P .431 で正しい空気圧を確認のうえ、 


調整してください。 


438 
























工具.スペアタイヤ.発炎筒 


》応急用タイヤについて_ _ -■ 

応急用タイヤは、標準タイヤがパンクしたとさに一時的に使用するタイヤで 
す。でさるだけ早く標準タイヤに交換してください。 


応急用タイヤの空気圧は必ず点検してください。 


♦応急巧タイヤの空気圧は必ず点検してください。空気圧が不足している状態で走行すると、 
タイヤの径の違いびさらに大きくなるため、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 
タイヤび;令えているときの空気圧（ゲージ圧）：42日 kPa {4.2 k 旨/加！ 

♦車に搭載されている応急巧タイヤは、お客様の車専巧です。 


ほかのタイヤやディスクホイールと組みをわせたり、ほかの車に使巧したり、ほかの車の 
応急用タイヤをお客様の車に使用しないでください。走行に悪影響び出て、思わ姑事故に 
つなびるおそれびあり危険です。 



A 離 

応急用タイヤは、標準タイヤがパンクしたときに一時的に 
使用するタイヤです。標準タイヤに比べて直径がルさいの 
で、次の事 I 頁にま意してください。 


♦応急用タイヤを装着しているときは、1日日 km / hULL で走行しないでください。思わ城事 
故につなびるおそれびあります。応急巧タイヤは、タイヤびパンクしたとを、一時的に使 
用するタイヤです。応急巧タイヤは、できるだけ早く標準タイヤに交換してください。 
♦応急用タイヤを装着して突起物などを乗りこえるときは、標準タイヤを装着しているとき 
と同じ感覚で運転しないでください。応急用タイヤ装着時は、標準タイヤ装着時に対し車 
高び変化します。同じ感覚で運転すると、車をぶつけるおそれびあります。 

♦応急巧タイヤにタイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たったり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。雪道、 
凍結路で前輪びパンクした場をは、応急用タイヤを前輪に使用せず、後輪に使用し、はず 
した後輪を前輪につけてか5タイヤチェーンを装着してくださし、。 

♦応急用タイヤを装着しているときは、正確な車両速度び検出でさない場合びあり、下記の 
システムび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• E 巨□付 A 巨 S 

• T RC • VSC 

• G PS ボイスナビゲーシヨン 

また、 V フレックスフルタイム 4 WD は、性能び十分に発揮できないばかりでなく、駆動 
系部品に悪影響をあたえ5れるおそれびあります。 
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c 巧炎筒の使い方 ) 


) 格納場所 



助手席足元に備えつけてあります。 


J 発炎筒の使い方 



1 発炎筒を組み立てます。 

本体をひねりなびら取り出し、逆にし 
て差し込みます。 



^ 着义します。 

キャップの頭部のすり薬でこすると、 
着乂します。 
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工具.スペアタイヤ.発炎筒 



発炎筒は正しく取り扱ってくださし、。 


♦発炎筒をおテさまにはさわ5せないでください。いたずらなどにより発乂し、思わ说事故 
につなびるおそれびあ0危険です。 

♦発炎筒を使用中は、顔や身体に向けたり、おづけた0しないでください。やけどなど重大 
な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦発炎筒を燃料などの可燃物の近くで使巧しないでください。引乂して、やけどなど重大な 
傷害を受けるおそれびあり危険です。 


発炎筒をトンネル内などで使用しないでください。煙で視界を悪くするの 
で、トンネル内などでは非常点滅灯を使用してください。 


知識 


発炎筒について 

♦発炎時間は約日分間ですので、非常点滅灯を併用して < ださい。 

♦発炎筒には有効期間びあります。本体に表示してある有効期間の切れる前にトヨタ販売店 
でお求め < ださい。 
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巧障したとまは 

(ぉ上で巧障したとまは） 



非常点滅灯 （ P .247 の「非常点滅灯スイッ 
チの使い方」参照）を点滅させなび日、車 
を路肩に寄せ停車します。 

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず、路 
上駐車する場合、他車に知らせるため使用 
しよ9 〇 



高速道路や自動車専用道路では、車両後方 
に停止表示板、または停止表示灯を置いて 
ください。（法律でち義務づけ日れています） 



緊急を要するとさは発炎筒で合図します。 
( P .44 □の「発炎筒の使い方」参照） 
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故障したときは 


C 動けなくなつたとをは） 


>踏切で動けなくなったときは 

シフトレバーを⑩にして、付近の人に安全 
な場所まで巧してち5ってください。 

脱輪などで動けなくなったとさは、ただち 
に踏切の非常ボタンを巧してください。 
緊急を要するとさは、発炎筒を使用してく 
ださい。 

♦エンジンスイッチを STAR T の位置で 
保持して、緊急避難的に車を動かすこと 
はでさません。 


) 道路で動けなくなったときは 

シフトレバーを⑩にして、付近の人に安全 
な場所まで押してち日ってください。 
♦エンジンスイッチを STAR T の位置で 
保持して、緊急避難的に車を動かすこと 
はでさません。 


♦困ったときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 

「メンテナンスノート」のサービス網/お客様相談テレホン網をお読みく 
ださい。 




目次 


A 




基本操作 
早わかり 


I 」の 


画の 


—誦備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


索引 


443 


















































パンクしたとをは 

C ~タイヤの交換 ) 


タイヤの交換については、 P .74 の「タイヤについてのま意」を併せてお読 
みください。 

>タイヤ交換ずるまえに 

1 平らな場所に移動しまず。 

交通のじゃまにな日ず、安全に作業でさる地面び平日で固い場所に移 
動します。 


d パー キングブレーキをしっかりかけます。 

〇エンジンを停止します。 

車を完全に停止させ、ブレーキペダルを踏みなび日、シフトレバーを 
©にし、エンジンを停止します。 

4車の存在を知5せます。 

必要に応じて非常点滅灯 （ P .247 参照）を点滅させ、人や荷物をおろ 
し、停止表示板（または停止表示灯）を使用します。 

&ジャッキ•工具を取り出しまず。 

ジャッキ.ジャッキ八ンドル-ホイールナットレンチを用意します。 
( P .437 参勵 

6 輪止めを用意します。 

ジャッキアップする場合には輪止めび必要です。 

輪止めについては、トヨタ販売店で購入でさますのでトヨタ販売店に 
ご相談ください。 

なお、輪止めは、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できます。 

スペアタイヤを用意しまず。 （ P .438 参照） 
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パンクしたときは 


>タイヤ交換のしかた 



ジャッキを置きまず。 

取り替えるタイヤに近いジャッキセッ 
卜位置の下に置さます。 

地面び平5で固く、ジャッキび安定す 
ることを確認します。 

♦サイドストーンガードの下面にジャッ 
キセツト位置マークびあります。 



2 



3 


輪止めをしまず。 

ジャッキアップする位置と巧角の位置 
にあるタイヤに輪止めをします。 

前輪を持ち上げるとさは後輪のラしろ 
側に、後輪を持ち上げるとさは前輪の 
前側に輪止めをします。（左図はち側後 
輪を持ち上げる場合を示しています） 


ホイールキャップをはずしまず。 

フルキャップ装着車は、ジャッキ八ン 
ドルの先をホイールとキャップの間に 
差し込み、タイヤ側にこじるとはずれ 
ます。 （2 〜3力所、場所をかえて繰り 
返すと楽にはずせます） 

傷つき防止のため、ジャッキ八ンドル 
の先端に巧などを巻いてください。 



4ナットをゆるめまず。 

ホイールナットレンチを使用して、図 
の順唐でナットを左にまわし、手で少 
しまわるくらしまでゆるめます。 
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5 ジャッキを上げまず。 

ジャッキの A の部分を手でちにまわし 
て車体のジャッキセット位置まで上げ 

ぶ9 〇 


6ジャッキセット位置（切り欠きの間） 
にジャッキをかけまず。 

ジャッキが確実に車体のジャッキセッ 
卜位置にかかっていることを確認しま 
す。 


/ジャッキ八ンドルを取りつけまず。 

ジャッキ八ンドルをホイールナットレ 
ンチの巧部に確実に差し込み、組み立 
てたジャッキ八ンドルをジャッキの巧 
部に確実に差し込みます。 
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バンクしたときは 


〇ジャッキアップしまず。 

ジャッキ八ンドルをちにまわしてタイ 
ヤび地面か日少し離れるまでジャッキ 
アップします。 


9ナットを取りはずします。 

手でナットを左にまわして、取りはず 
します。 


10 タイヤを取りはずします。 

アルミホイールを直接地面に置くとさ 
は、傷びつかないよラに意匠面を上に 
して置いてください。 


11 交換するタイヤを取りつけまず。 

参タイヤを取りつけるとさは、ディス 
クホイールのシート部やディスクホ 
イール裏側の取りつけ面のちれを拭 
さ取ってか日取りつけてください。 


参図の A • B 面の巧れを拭さ取ります。 
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12 ナッ トを仮締めします。 

タイヤびびたつかない程度まで、手でナツトをちにまわして仮締めし 
ます。 

ディスクホイール取りつけボルト、ナツトのねじ部やナツトのテーパー 
部のミちれ、異物を取り除いて<ださい。 


■スチールホイールからスチールホイールにかえるとさ 
(応急用タイヤを含む） 



ナットのテーパー部び、ディスクホ 
イール巧のシート部に軽<当たるま 
で仮締めします。 


■アルミホイールか日応急用タイヤにかえるとき 



ナットのテーパー部び、ディスクホ 
イール巧のシート部に軽<当たるま 
で仮締めします。 


■アル=ホイールからアル=ホイールにかえるとさ 



ナツトのテーノ（一部び、ディスクホ 
イールに当たるまで仮締めします。 
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パンクしたときは 



13 


車体をおろします。 

ジャッキ八ンドルを左にまわして車体 
をおろします。 



14 ナットを締めつけまず。 

ホイールナットレンチを使用して図の 
順序でナットをちにまわし、2〜3度に 
わたり十分締めつけます。 

参締めつけトルク： 

約] 〇已 N . m jlOSOkgf - cml 



1。 ホイールキャップを取りつけます。 

フルキャップ装着車で、ホイールキャッ 
プを取りつけるとさは、タイヤのパル 
ブ（空気口）に切り欠さを合わせて、 
確実にホイールキャップを取りつけま 
す。 

参応急用タイヤにホイールキャップを 
取りつけることはでさません。 


Id 工具-ジャッキ-タイヤを片づけます。 


17 タイヤの空気圧を点検します。 
( P .431 参照） 
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パンクしたまま走巧しないでくださし、。 


♦パンクしたまま走行しないでください。パンクしたまま走行し続けると、走巧不安定とな 
り、思わ城事故につなびるおそれびあ0危険です。また、タイヤ•ディスクホイール•サ 
スペンション-車体に損傷をあたえるおそれびあります。ただちにスペアタイヤに交換し 
て < ださい。 

♦ジャッキアップした車の下には絶対にもぐ5ないでください。万一、ジャッキびはずれる 
と、身体び車の下敷さになり、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれ 
びあ0盾;険です。 

♦ジャッキアップしているとをは、エンジンをかけないで<ださし、。 

エンジンの振動でジャッキびはずれた0、車び動き出すなど、思わ械事故につなびり、重 
大な傷害を受けるおそれびあ0危険でず。 

♦必ず下記のことをお守りください。お守りいただかないと、車体を損傷させたり、ジャッ 
キびはずれ、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•ジャッキアップするときは、平5な場所に車を止め、対角の位置にあるタイヤに必ず輪止 
めをしてください。なお、輪止めの代わりに石などで代用する場含、タイヤを確実に固定 
でさることを確認して<ださい。また、ノてーキングブレーキをしっか0かけて<ださし、。 
♦人を乗せたままジャッキアップしないでください。 

♦ジャッキアップするときは、ジャッキの上や下にものを挟まないでください。 
♦ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置にかかっていることを確認してください。 
•車体はタイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げてくださし、。 

♦ジャッキアップした車体をおろすときは、作業者自身やまわりの人び手や足などを挟み、 
重大な傷害を受けるおそれびあ0危険ですので、周囲を確認し、十分ま意しなび5作業し 
て < ださい。 

♦ホイールナットび確実に締まっていることを確認してくださし、確実に締まっていないと、 
ディスクホイール取りつけボルトやプレーキ部品を破損した0、ディスクホイールびはず 
れるなど、思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。タイヤ交換棲はトヨタ販売店で、 
できるだけ早くトルクレンチで基準値にナットを締めてください。 

締めつけトルク：約] 〇已 N ■ m リ日已 Ok 呂 f - cm ( 

♦ナットを取りつけるとさは、必ずテーパー部を内側にして取りつけてください。 

( P .77 参照） 

♦ディスクホイールを取0つけるナットやボルトにオイルやグ U —スを塗らないでくださ 
し、ナットを締めるとさに必要！;(上に締め付け5れ、ボルトが破損した0、ディスクホイ 
ールび損傷するおそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中にディスクホイールび 
はずれるなど、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険でず。 
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パンクしたときは 


パンクしたまま走行しないでくださし、。 


♦タイヤの取0つけには、ご使用のディスクホイール専用のホイール取0つけナットを使巧 
して < ださい。 

♦ディスクホイール取0つけボルト、ナットのねじ部やディスクホイールのボルト巧につぶ 
れや亀裂などの異常びある場合は、トヨタ販売店などで点検を受けてください。つぶれや 
亀裂などの異常びあると、ナットを締妨つけても十分に締まらず、ディスクホイールがは 
ずれるなど、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦新品と交換ずると定は、4輪とわ指定サイズで、同ーサイズ•同ーメーカー•同一韶柄、 
および同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 
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車に搭載されているジャッキ]^义のジャッキを使巧してジャッキアップす 
る場合は、特別な工具び必要になったり、取り扱いに特別なま意が必要に 
なるため、誤って使用すると車両を損傷したり、思わ说事故につなびるお 
それびあ0危険です。また、ラジエーターサポートや U ヤサスペンション 
部 （ FF 車）などでジャッキアップすると、車 
両を損傷することびあります。 

車に搭載されているジャッキし分がのジャッキを 
使用する必要びある場合は、トヨタ販売店にご 
相談ください。また、ガレージジャッキを使用 
するときは、必ずしっかりとした傾をのない平 
坦な床面で使用してください。下図のガレージ 

ジャッキセット位置に当ててください。ガレージジャッキを使用するとを 
は、必ずガレージジャッキに付属の取扱説明書を十分に確認の上、使用し 
て < ださい。 



ガレージジャッキ 


I FF 車 I 

ガレージジヤツキセジト位置 


ガレージジャッキセツト位置 


車両前側 


ラジエーターサポート 



ジャッキアップ不可 
ジヤツキアジプ不巧 

リヤサスペンション部 



4 WD 車 


ガレージジャッキセツト位置 


ガレージジャッキセツト位置 


車両前側 


ラジエーターサポート 



ジャッキアップ不巧 
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パンクしたときは 


盛 鮮巧 ホイールナットレンチはホイール取りつけナットに十分深 
I くかけてください。 

♦ホイールナットレンチはホイール取りつけナットに十分深くかけてください。 

ホイールナットレンチのかけ方び浅いと、締めつけるとさにレンチびはずれてけびをする 
おそれびあります。 

♦ホイールキャップは、直接手をかけて取5ないでください。また、取り扱いには十分ま意 
して<ださい。けがをするおそれびあります。 

♦フルキャップ装着車のホイールキャップをはずすときは、ホイールナットレンチ];(がは使 
わないでください。ディスクホイール-ホイールキャップび損傷するおそれびあります。 

♦ディスクホイールのシート部やディスクホイール裏側の取りつけ面びほこりなどで';ちれて 
いると、走行中にホイール取りつけナットびゆるみ、ディスクホイールびはずれるおそれ 
びあります。 

♦アルミホイール装着車のナットはトヨタ純正アルミホイール専巧品政かを使用しないでく 
ださい。走行中にナットびゆるみタイヤびはずれるおそれびあります。 

♦ホイールナットレンチを足で踏んでまわしたり、パイプなどを使用して必要!;(上に締めつ 
けないで<ださい。ディスクホイールを取0つけるボルトび折れるおそれびあります。 

♦傷-変形びあるホイール取りつけナット-ディスクホイールなどは使用しないでくださ 
い。 

♦タイヤ交換後、走行中に八ンドルや車体に振動び出た場合は、トヨタ販売ちでディスクホ 
イールのバランスの点検を受けてください。 


' -知日ぶ- 

はずした標準タイヤの収納について 

スペアタイヤの収納場所に、はずした標準タイヤを収納することはできません。はずした標 
準タイヤは、 ラゲージルームに 置いて<ださい。 
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パツテリーびあがつたとをは 

( バッテリーあびりとは？^ 



なのよラな状態び、バッテ U —あびりです。 
参スターターびまわ日なかったり、まわっ 
てち回転び弱<、なかなかエンジンびか 
からない。 

♦へッドランプびいつちより暗い。 

♦ホーン（警音器）の音びルさい、または 
鳴らない。 


》処置のしかた 

巧しびけによる始動はでさません。 

救援車を依頼しブースターケーブ j レを接続して、エンジンを始動してくださ 
い。なお、救援車のバッテ U —は 12 V を使用してください。 


I ブースター ケーブルをつなざます。 

バッテ U —の©端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを次の順 
番につなざます。 

①自車のバッテ U -の任)端モ 
@救援車のノ（ッテ U - の©端モ 

③ 救援車のノ（ッテ U - の©端モ 

④ 次ぺージの図で指示している箇所（アースを取る） 

ご!バッテリーを充電しまず。 

救援車のエンジンをかけ、エンジン回転数をかし高めにし、約已分間そ 
の回転を保持し、応急的に自車（バッテ U —あびり車）のバッテリー 
を充電します。 


〇自車のエンジンをかけまず。 
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バッテリーびあがったときは 


4 ブースターケーブルをはずしまず。 

ブースターケーブルをつないだとさと逆の順にはずします。 

--け-三-文'弔-み- K ] - 


自車（バッテリーあびり車) 



>バッテリーあびりを防ぐために 

参エンジンを停止したままランプをつけたり、ラジオ-エアコンなどを使わ 
ないよラにしてください。 

♦エンジン回転中でち、巧滞などで長時間止まっている場合は、不必要な電 
装品の電源を切ってください。 
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乂気をバッテリーに近づけないでくださし、。 



♦必ず下記のことをお守りください。お守りいただかないと、バッテ U —から発生する可燃 
性ガスに引火-爆発し、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


•® の接続（前ページ参照）は自車バッテ U —の©端子につなびないでください。バッ 
テリーに直接つなぐと、火花び発生します。 

•ブースターケーブルを接続するとき、©と©端子を絶対に接触させないでください。 

接触させると火花び発生しまず。 

• 火気をノ くッテ U —に近づけないでくださし、。 

♦充電中はバッテ U —に近づかないで<ださい。希硫酸の含まれるバッテリー液び收を出す 
場合があり、目や皮膚に付着すると、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。万一、 
付着したときは、ずぐに多量の水で洗浄し、医師の診察を受けてください。 

♦誤ってバッテリー液を飲み込んだ場含は、多量の水を飲んで、すぐに医師の診票を受けて 
<ださい。 

♦ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、ファンやベルトなどに触れたり、 
近づいたりしないでください。手やを服などび巻さ込まれたりして、思わ说事故につなび 
るおそれびあり危険です。 

♦バッテ U —を交換したとさは、クランプのナットを確実に締めつけてください。確実に締 
めつけないと、走行中にクランプびはずれて、シヨートするなどして車両火災につなびる 
おそれびあ0危険です。 


救援車のバッテリーは 12 V を使用してください。 

♦他車（救援車）のバッテ U —は] 2Vでなければな0ません。 ] 2V用バッテ U- であるこ 
とを確認してか5行ってください。 

♦バッテリーびあび0やすい場含は、トヨタ販売店で点検を受けてください。 


' — JSi 大口 日 S - 

バッテリーの巧電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだわ、一部の電装品による消費や自然放電 
のために、かしずつ消費されています。そのため、車両を長期間放置すると、バッテリーび 
あびってエンジンを始動でさなくなるおそれびあ0まず。（バッテ U —は走行中に自動で充 
電されます。） 

初期設定について 

バッテ U— あがりの処置や、ヒューズ交換などの作業を行った場含、作業後に初期設定操作 
び必要な機能びあります。 P.433 を参照してください。 
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才一八ーヒートしたとをは 

(才ーバーヒートとは？） 


なのよラな状態び、オーバーヒートです。 
♦高水温警告灯 （ P .232 .参照）び点滅-点 
灯したり、エンジンの出力び低下する。 
♦ボンネットか日蒸気び立ちのぼる。 


>処置のしかた - 

I 車を止めまず。 

車を安全な場所に止め、エアコンを使用している場合は、 OFF にし 
9 〇 

ご!ボンネットの確認をします。 

ボンネットか日蒸気び出ているか確認します。 

■ボンネットか5蒸気が出ていない場合 

ボンネットを開けて、そのままエンジンをかけておさます。 

■ボンネットか5蒸気が出ている場合 

エンジンを停止し、蒸気び出なくなった日、風通しを良くするために 
ボンネットを開けエンジンをかけます。 
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3 を却用ファンを確認します。 

ラジエーターを却用ファンび作動していることを確認してください。 
フアンび作動していないときはエンジンを停止して、トヨタ販売店に 
連絡して < ださい。 



4エンジンを停止します。 

高水温警告灯び消灯した日、エンジンを停止します。 


&を却水量などを確認しまず。 

ェンジンび十分をえてか日ラジェーターキャップをはずし、ラジェー 
ターと U ヴーバー タンクの冷却水量の確認、およびラジェーターコア 
部（放熱部）び著しく巧れていないか、ごみなどび付着していないか 
などを確認します。 
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オーバーヒートしたときは 


&を却水を補給します。 

冷却水量び不足していた日、ラジエーターと U ヴーノ（ータンクに冷却 
水を補給します。 

参を却水びない場合は、応急的に水を補給します。 


/トヨタ販売店で点検を受けまず。 

早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

♦移動途中で再び高水温警告打び点滅したとさは、空調の温度調整を 
最大暖房にし、ファンを最大風量にすることで、ヒーター配管内の 
冷却水により、水温の上昇を抑えることびでさます。 


J 才ーバーヒートを防ぐために 

冷却水の量、地面 I こ水ちれびないか曰頃から点検をしてください。 
点検方法は「メンテナンスノート」をお読みください。 


やけどなどしないよラに十分気をつけてください。 


♦ボンネット占、5蒸気び出ているとさは、蒸気び出なくなるまでボンネットを開けないでく 
ださい。ェンジンルーム内び高温になっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。また、蒸気び出ていない場合でち高温になっている部分びありまず。 
ボンネットを開けるときは十分を意してください。 

♦ラジェーターや補助タンクび熱いとさはラジェーターキャップを開けないでください。蒸 
気や熱湯び吹舌出して、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危おでず。キャップ 
を開けるとさは、ラジェーターや補助タンクび十分に;令えてから、巧きれなどでキャップ 
を包みゆつくりと開けてください。 


参エンジンびまわっているとさは、フアンやベルトなどに触れたり、近づいた0しないでく 
ださい。手やを服などび卷さ込まれたりしておわめ事故につなびるおそれびあります。 



AiS 

冷却水は、エンジンび熱いとさに入れないでください。急に;令たい;令却水 
を入れると、エンジンび損傷するおそれびあ0ます。冷却水は、エンジン 
び十分に冷えてからゆつ < 0と入れて < ださし、。 
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けん引について 

C けん引のしかた~ ) 


フ□ントのけん引フックは、けん引されることを目的としており、他車をけ 
ん引するちのではありません。 

けん引してちらうときは、できるだけトヨタ販売店、または J A F などに依 
頼してください。とくに次の場合は駆動系の故障び考え日れますので、けん 
引される前にまずトヨタ販売店にご連絡ください。 

♦エンジンびまわっているのに車び動かない。 

♦異常な音びする。 

〇けん引してち5ラとをは 

1 けん引フック、ホイールナットレンチを取り出しまず。 （ P .437 参照） 


^ フ□ントバンパーにあるフタを取りはずしまず。 

フタとバンパーのすさ間に入る程度の薄刃の©ドライバー先端に、パ' 
ンパー傷つさ防止のために薄手のテープを巻いてフタをはずします。 



460 









けん引について 


3 けん引フックをホイールナットレンチを使用して、確実に取りつけま 
ず。 



4 □ープをかけます。 

ボディに傷をつけないようにして、□ープをけん引フックにかけます。 
必ず、けん弓 I フックに□ープをかけて前進方向でけん引してください。 
けん引□-プには、 0.3 メートル平方 （ O . SmxO . Sm ) じ(上の白い巧 
を□ープ中央に必ずつけてください。 
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5 エンジンをかけまず。 

エンジンをでさるだけかけておいて<ださい。エンジンびかからない 
とさは、エンジンスイッチを A CC 、 または ON にします。 

6 発進しまず。 

シフトレバーをのにして、パーキングブレーキを解除します。 


/ 前の車にま意しまず。 

けん引□ープをたるませないよラにし、前の車の制動打にを意してく 
ださい。 

けん引び終わった日、けん引フックをはずし、バンパーのフタを確実に取り 
つけてください。 

♦はずしたけん引フックは、工具袋の中に格納します。 （ P .437 参照） 
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けん引について 


他車（故障車）を□ープでけん引ずるとさは 



U ヤのけん引フック取りつけ巧は、 U ヤバンノ（一の助手席側にあります。 
けん引フックの取りつけ方は、 P .4 己0の「けん引してち日ラときは」を参 
照、してください。 

参けん引フックは、一般路上で故障した他車（故障車）をやむを得ず□-プ 
によりけん引するためのちのです。 

♦自車より重い車のけん引はでさません。自車より重い車をけん弓 I しよラと 
すると、駆動系に悪影響をあたえたり、けん引フックや車体び破損するお 
それびあります。 




けん引される車は慎重に運乾してくださし、。 


♦けん引される車は慎重に運転してください。エンジンびかかっていないとブレーキの効さ 
び悪くなったり、八ンドルび重くなるため、通常と同じ感覚で運転すると、思わ城事故に 
つながるおそれびあり危険です。 

♦エンジンスイッチからキーを抜いたり、エンジンスイッチを L 日 CK にしないでくださし、。 
キーび抜けていたり、キーフ U —システム装着車でエンジンスイッチび L 日 CK だと、ノ、 
ンドルが n ックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わ城事故につなびるおそれびあ0ち 
険です。また、エンジンスイッチび LOCK だとキーび抜けるおそれびあります。 

♦けん引する車は、急発進などけん引フックや n —プに大きな衝撃び加わるよラな運転をし 
ないでください。けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。また、万一の場合、 
その破片び周囲の人などに当たり、重大な傷害をあたえるおそれびあり危険です。 
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A 超置 


長坂路を下るときは、レツカー車でけん弓1してください。 


♦長坂路を下るときは、レッカー車でけん引してください。レッカー車でけん引しないと、 
ブレーキび過熱し効さび悪くなるおそれびあ0ます。 


♦4 WD 車の場合、4輪接地でけん引するか、4輪とち持ち上げた状態で運搬してください。 
前輪、または懐輪だけを持ち上げたけん引は絶対にしないでください。駆動装置び焼きつ 
きを起こした0、車びトレッカー（台車）か5飛び出すおそれびあります。また、駆動系 
部品び故障したと思われるときは必ず4輪を持ち上げて運搬してください。 



♦キーフ U —システム装着車のエンジンスイッチ回転機構び故障したときは、ステアリング 
□ック機構び解除でをないため、□ープによるけん引をしないでください。車両積載車な 
どにより、4輪とち持ち上げて運搬してください。 

♦けん引速度3日 km / hUTF 、 けん引距離巳日 km 政内で、前進方向でけん引してください。 
この速度、距離をこえてのけん引、または懐進ち向でのけん引をするとトランス S ッショ 
ンに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびありますので、これ5の場含は車両積載車など 
によ0、4輪とも持ち上げて運搬してください。 

♦スタック脱出のために他車にけん引してちらラとをは、サスペンションアームなどに□一 
プをかけないでください。サスペンションアームなどを損傷するおそれびあ0ます。 
♦ワイヤー□ープは使用しないでください。バンパーに傷びつくおそれびあります。 
♦スタック&•したときは、無理にけん引せず、トヨタ販売店や 」 A F などに依頼してくださ 
し、けん引フックやサスペンション部品などに□ープをかけてけん引すると、けん引フッ 
クやサスペンション部品を損傷するおそれびあります。 

《说かるみ-砂地-深雪路などで駆動輪び空転したり、埋まり込んで動けなくなった状態。 


464 




















事 K が起をたとをは 

( あわてずに巧の処置を行つてくだをい） 



] 続発事故を防止しまず。 

ほかの交通のさまたげにな日ないよラ 
なま全な場所に車を移動し、エンジン 
を停止します。 



負傷ちがいる場合は、応急手当を行い 
ます。 

医師、救急車などび到着するまでの間、 
可能な応急手当を行います。 

この場合、とくに頭部に傷などびある 
とさは、そのままの姿勢で動かさない 
よラにしますび、後続事故のむ配びあ 
るとさは、安全な場所に移動させます。 



4相手方の確認とメモ（氏名-住所•電 
話番号）を取りまず。 

&ご購入された販売店と保険会社に連結 
しまず。 
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車両を緊急停止するには 

C 緊急停止のしかた ) 

万一、車び止まらなくなったとさの非常時のみ、なの手順で車両を停止させ 
てください。 


7 ブレーキペダルを両足でしっかりと 

踏み続けます。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないで 
ください。通常より強い力び必要とな 
り、制動距離ち長くなります。 


^シフ トレバーを N に入れまず。 

■シフトレパーが N に入った場合 
3 減速後、車を安全な道路脇に停めます。 
4 エンジンを停止しまず。 


キーフリーシステム装着車 
を除く 



キーフリーシステム装着車 



■シフトレパーが N に入5ない場合 

3 ブレーキペダルを両足で踏み続け、可 
能な限り減速させまず。 

4エンジンスイッチを " ACC " にして、 
エンジンを停止します。 
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車両を緊急停止するには 


5車を安全な道路脇に停めまず。 


I 走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは、次のこと 

L をお守りください。 

♦走行=中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、十分に減速するよラにしてください。エ 
ンジンを停止すると、ブレーキの効きび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコ 
ント□ールびしにくくなるなど、思わ城事故につながるおそれびあります。 

I キーフリーシステム装着車を原口 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、キーは絶対に抜かないでください。 
キーを抜<と八ンドルび□ックされるため、思わ城事故につながるおそれびあります。 
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さくいん 


五十音を<いん 
警告灯をくいん 



目次 


1 
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五十音さ < いん 


症状か5調べたいときや、万一のときの処置については、 色つき 文字の 
項目をご覧ください。 


アームレスト . 151 

アームレストトレイ . 322 

アクセサリーソケット . 324 

アジャスタブルシートベルトアンカ——1巨已 

アンダートレイ . 322 

アンチ□ックブレーキシステム （ A 巨 S ) 

. 356 

アンテナ . 297 

互 

旧日円 X 巧応チャイルドシート固定 
専巧バ ー+ トップテザーアンカー……179 

E 巨 D 付 A 己 S . 356 

EL R 機構付シートベルト . 352 

ETC . 3日日 

イラスト目次 . 8 

イルミネーションシステム . 328 

イル S ネーションコント □ーラー 

の使い方 . 330 

イルミネーションスイッチ . 328 

イルミの点灯.消 CT . 328 

イル S ネーテッドエント U — システム…119 
インナ ー S ラー . 187 


5 

ウインドゥウォッシャー 

液の補給 . 419 

タンクの容量 . 430 

噴射のしかた . 242 

をの前の準備.点検 . 369 

ウインドゥデフ ォッ ガー（曇り取り） 

スイッチの使い方 . 244 

ウインドゥ□ックスイッチ . 12目 

ウインドシールドディアイヴー . 245 

ウォーニングランプ（警告灯） . 222 

動けなくなったとさは . 443 

運輕席 SRS エアバッグ . 338 

運輕席シートベルト非着巧警告'灯 . 234 


义 

エアコンガス（を媒）の点検 . 389 

エァコン 

エアフィルターの交換 . 389 

才ートエアコン . 252 

マニュアルエアコン . 260 

ABS . 356 

ABS 警告灯 . 224 

E 日 D 付 A 巨 S についての注意 . 61 

AUX 端モ . 289 

SRS エァバッグ . 338 

S R S エアバッグ警告灯 . 22已 

SRS エアバッグについての注意 . 已已 

SAE 粘度（エンジンオイル） . 430 

MP 3/ WMA ファイルについて . 286 

L LC (冷却水） 

タンク容量.濃度 . 428 

冬の前の準備.点検 . 369 

エンジンオイル 

オイル量 . 429 

注入□-レベルゲージ位置 . 41已 

冬の前の準備.点検 . 369 

エンジン回輯計（タコメーター) . 212 

エンジン警告灯 . 227 

エンジン始動の手順 . 196 

エンジンスイッチ . 191 

エンジンのかけ方 . 1白1 

エンジンルーム 

エンジンルームか5煙（水蒸気）が 

出ている . 457 

点檢 . 41已 

ボンネットオープナー . 144 


エンストで始動でをなくなったときは…443 
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オイル類 

(メンテナンスデータ） . 428〜43日 

応急用タイヤ . 439 

才ーデイオコント□ーラーの使い方……291 

才ーデイオの取り扱い . 268 

才ートエアコン . 2已2 

才ートマチック車 

運區のしかた . 202 

才ートマチック車についての注意 . 目3 

オートマチックトランスアクスルフルード 


フルード i 


El 


カードホルダー . 

别装の手入れ . 

列部入力端子 . 

ガソリン（燃料） 

使用ガソ U ン/タンク容量‘ 

カップホルダー . 

巧粉、除去モード . 

ガレージジャッキ . 

環境保護のために . 

寒冷時の取り扱い . 


を 


キー . 

キーがまわせない . 

キー振を忘れ防止チャイム‘ 
キーフリ_システム . 


キーレスエント U — 

(ワイヤレスドア□ック） . 130 

"キーキー"と金属音びタイヤか5 
聞こえるくブレーキパッドウエア 

インジケーター〉 . 32 

基準値（メンテナンスデータ） . 426 

キックダウン . 63 

緊急停止のしかた . 466 


< 


.428 

•230 

•220 


才ートレべ U ング警告灯 . 

オーバードライブ0 F F 表を巧-… 

才ーバードライブスイッチの操作 . 200 

才ーパーヒート 

才ーバーヒートについての注意 . 84 


空気圧（タイヤ） . 431 

区間距離計（卜 U ップメーター) . 213 

クッションの前倒し . 1已7 

曇り取り（リヤウインドゥデフォッガー） 
. 244 


クラクシヨン（ホーン） 

クリープ現象 . 

車のまわりの点檢 . 


才ーパーヒートしたときは . 457 

习 —プナー 

フユーエルリツドオープナー . 141 

ボンネツトオープナー . 144 

お子さまを乗せるときの注意 . 38 

お出かけ前の注意 . 1已 

オドメーター(積算距離計） . 213 


. 248 

. 63 

. 420 

グレード名称 . 432 

グ□ーブボックス . 320 


け 


カーテンシールドエアバツグ . 339 

. 317 

. 385 

. 289 

. 430 

. 317 

. 259 

. 452 

. 380 

. 369 


警音器（ホーン） . 

警告灯 . 

警告灯が点灯-点減したとさは 

己十器（クーター） . 

経済的な運転 . 

化粧用（バニテイ）ミラー…… 
けん引について . 


. 248 

. 222 

•104 .105 

. 210 

. 378 

. 316 

. 460 




コインボックス‘ 
コインポケット‘ 
工具 . 


■1 15 
.1 白1 
.119 
.133 


高水温警告灯 . 

光軸上下調整 . 

後退灯 

電球（バルブ）交換 . 

W (ワット）数 . 

故障したときは . 

子供専用シートについての注意…- 

コンソールボックス . 321 

コンビニフック . 325 


•320 

•323 

.436 

•232 

•239 

.409 

.427 

•442 

■■••45 
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且 

ヴービスデータ(メンテナンスデータ）…42目 


ヴイドエアバツグ . 339 

ヴンバイザー . 316 


CD — 体 AM / FM ラジオ . 268 

C D プレーヤーの使い方 . 278 

シート . 148 

フ□ントシート . 150 

リヤシート . 153 

シートについての注意 . 41 

シートアンダートレイ . 325 

シートベルト . 161 

シートベルトの働き . 352 

着巧のしかた 

3点式シートベルト . 1白4 

分離格納式シートベルト . 1巨7 

シートベルトについての注意 . 49 

シートベルト非着用警告灯 . 234 

事故が起きたときは . 4巨已 

室内装備品の使い方 . 316 

室内灯（スポットランプ） . 318 

W (ワット）数 . 427 

シフトポジション表示 . 218 

シフトレバー . 198 

シフト□ックシステム . 201 

ジャッキ 

格納位置 . 436 

ジャッキアップ 

ジャッキアップについての注意 . 81 

ポイント（セット位置） . 446 ,452 

ジャッキ八ンドル . 436 

車幅灯 

電球（バルブ）交換 . 406 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

車両型式 . 432 

車両を緊急停止ずるには . 466 

巧電警告灯 . 231 

初期設定項目 . 433 

助手席 SRS エアバッグ . 338 

助手席シートバックポケット . 326 


助]手席シートベルト非着用警告灯 . 234 

す 

スイッチの使い方 . 236 

ストップランプ（制動灯） 

電球（バルブ）交換 . 409 

W (ワット）数 . 427 

スノータイヤ（冬用タイヤ） . 370 

スピードメーター . 212 

スペアタイヤ . 439 

スポットランプ . 318 

スモールランプ（車幅灯） 

電城（バルブ）交換 . 406 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

ス U ップ表示灯 . 221 

互 

制動灯（ストップランプ） 

電郁（バルブ）交換 . 409 

W (ワット）数 . 427 

積算距離計（オドメーター) . 213 

セキュリティ表示灯 . 220 

洗車 . 38已 

前照灯（へッドランプ） 

電辄（バルブ）交換 . 4031 4日已 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 


I そ I 

走行について 

走行しての点検 . 42已 

走行ずるときの注意 . 22 

走行中、異甫に気づいた5 . 30 

走行できなくなったときは 

(けん引について） . 460 

速度計（スピードメーター) . 212 

■a 

タイヤ 

空気圧 . 431 

スペアタイヤ . 439 

タイヤ/ホイールサイズ . 431 

タイヤチェーン . 374 
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さ < いん 


タイヤの点検 . 

タイヤ□ーテーシヨン 


.391，420 


(タイヤ位置交換） . 

を用タイヤ . 

タイヤについての注意 . 

タイヤを交換ずるときは . 

タコメーター（エンジン回転計） 

正しい運乾姿勢（シート） . 

正しい着用（シートベルト）■…- 
WMA ファイルについて . 


•3 白1 
.37 日 
....74 
.444 
•212 
•148 
•161 
•286 


ち 


チェーン（タイヤチェーン） . 374 

チャイルドシート 

シートベルトでの固定 . 183 

専用バーでの固定 . ISO 

子供専用シートについての注意 . 45 

チャイルドプ□テクターの使い方 . 118 

駐車打（非常点減打） 

スイッチ . 247 

電球（パルブ）の交換 . 40ス409 

W (ワット）数 . 427 

駐車のしかた . 206 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ） -208 

点検暮準値 . 426 

駐停車ずるときの注意 . 33 

チルトステアリングレバー 

(八ンドル上下調整） . 186 


て 


デッキフック . 327 

デュアル S R S エアバッグ . 338 

電球（バルブ）の交換 . 401 

電球（パルブ）の W (ワット）数 . 427 

点検（日常点検） . 414 

点検基準値（メンテナンスデータ）……426 

点検整備実施のお願い . 14 

点検.手入れ時の注意 . 71 

電子カードキー 

使用できないときは . 137 

電池交換 . 393 

電子制御式4速オートマチック 

トランス5ツシヨン . 363 


と 


TRC . 360 

スイッチの使い方 . 246 

低水温表示灯 . 219 

ディスチャージへッドランプ . 366 

W (ワット）数 . 427 

才ー トレべリング警告灯 . 230 

ディファレンシャルオイル 

オイル量 . 428 

手入れ（車の手入れ） . 384 

テールランプ（尾口） 

電球（パルブ）交換 . 409 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

デッキアンダートレイ . 327 


ドア 

開閉 . 114 

ドアを開けた5 "ピーピー、ピーピー- 

と音び鳴り 続けた . 119 

ドアガラス 

開閉 . 12目 

ドアミラー . 188 

ドア□ック . 116 

盗難防止システム . 3已4 

•■••214 
… .179 
… .363 
•■••436 

… .428 
•■••213 


時計 . 

トップテザーアンカー . 

登坂変速制御システム . 

搭載工具 . 

トランスアクスルフルード 

フルード量 . 

トリップメーター（区間距離計） 
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日常点検 . 414 

燃料 

タンク容量 . 430 

燃料計 . 212 

燃料残量警告巧 . 233 

燃料補給口（フューエル U ッド）……141 
燃料補給時の注意 . 20 

〇 

パーキングブレーキ . 208 

点検基準値 . 426 

排気ガスに対する注意 . 35 

八イビーム（へッドランプ） 

操作方法 . 237 

電球（バルブ）交換 . 4日已 

へッドランプ上向き表示口 . 219 

W (ワット）数 . 427 

八イマウントストップランプ 

電球（バルブ）交換 . 411 

W (ワット）数 . 427 

八ザードランプ（非常点滅灯） 

スイッチ . 247 

電球（パルプ）交換 . 4日ス409 

W (ワット）数 . 427 

挟み込み防止機構 . 127 

発炎筒の使い方 . 440 

バックアップランプ（後退灯） 

電球（バルブ）交換 . 409 

W (ワット）数 . 427 

パックドア 

開閉 . 121 

パッテ U - 

バッテリーがあがったときは . 454 

パッテ U -についての注意 . 79 

をの前の準備.点検 . 369 

パッドウェアインジケーター（ブレーキ 

パッドウェアインジケーター） . 32 

バニテイ（化粧用）ミラー . 316 


バルブ（電城）の交換 . 401 

バルブ（電郁）の W (ワット）数 . 427 

パワーウインドゥ 

スイッチ . 126 

パワーウインドウが動かない . 128 

} くワーステアリング警告灯 . 227 

番己打 

電球（バルブ）交換 . 410 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

半ドア警告灯 . 233 

八ンドル 

位置の調整 . 186 

八ンドルが重くなった . 24 

パンクしたとさは . 444 

互 

"ピーピー、ピーピー"と短い音の繰り返し 

くキー抜さ忘れ防止チャイム> . 119 

"ピーピーピー"と長い音の繰り返し 

くリバース（後退）ブザー〉 . 201 

非常点減巧 

スイッチ . 247 

電辄（バルブ）交換 . 4071 409 

W (ワット）数 . 427 

尾灯 

電郁（バルブ）交換 . 409 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

ヒューズ . 396 

表示灯（メーター） . 216 

曰よけ（ヴンバイザー） . 316 

互 

VSC . 362 

VSC 警告ブヴー . 221 

V ベルト 

点検薑準値 . 426 

フォース U ミッター機構 . 3已2 

フォグランプ . 237 

作動表示灯 . 219 

フック（けん引） . 460 

フユーエルキヤツ プの開閉 . 141 
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さ < いん 


フユーエルメーター(燃斜計） . 212 

フユーエル U ッド（燃料補給口） . 141 

冬の前の準備.点検 . 369 

冬用タイヤ . 370 

プ U テンシヨナー機構 . 3已2 

ブレーキ介入機能 . 3已6 

ブレーキ警告灯 . 228 

ブレーキペダル 

点検基準値 . 426 

ブレーキパッドウエアインジケーター……32 
ブレーキフルード 

タンク位置 . 41己 

ブレーキランプ（制動な） 

電谏（バルブ）交換 . 409 

W (ワット）数 . 427 

ブレーキを踏むと"キーキー"と 

音がずる . 32 

フルタイム 4 WD . 364 

フレックス□ックアップシステム . 363 

フ□アマット . 33已 

フ□ントシート . 150 

フ□ントドア 

開閉 . 114 

フ□ントフォグランプ 

スイッチ . 237 

作動表示灯 . 219 

電城（バルブ）交換 . 408 

W (ワット）数 . 427 


ホイール（タイヤ）の交換 . 444 

方向指示打 

電球（バルブ）交換 . 4日ス409 

方向指示表を灯 . 218 

方向指示レバー . 238 

W (ワット）数 . 427 

ホーン . 248 

ボックス巧き大型アームレスト . 321 

ボトルホルダー . 316 

ボンネット . 144 

ボンネットか5煙（水霖気） 

び出ている . 4已7 

且 

マニュアルエアコン . 260 

万一の事故のときの注意 . 85 

互 

S ラーの 調整 

インナーミラー . 187 

ドア巧一 . 188 

互 

メーター . 210 

メンテナンス データ . 426 

互 

油圧警告灯 . 231 

互 

4 WD . 364 

4 WD 車についての注意 . 67 


へッ ドランプ 

上向き表示灯 . 219 

光軸上下調整 . 239 

電城（バルブ）交換 . 4031 40己 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

へッ ドレスト 

フ□ント . 152 

U ヤ . 156 

互 

ホイールサイズ . 431 

ホイールナットレンチ . 436 
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ライセンスプレートランプ（番号灯) 


電球（パルプ）交換 . 410 

ライトスイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

ライト 

スイッチ . 236 

W (ワット）数 . 427 

ラゲージルームランプ . 319 

W (ワット）数 . 427 

ラジェーター 

才ーパー ヒート したときは . 457 

タンク.キャップ位置 . 415 

冷却水濃度.容量 . 428 

ラジオの使い方 . 272 

~ 5 ~ 

リバース（後退）ブザー . 201 

U ヤウインドゥデフォッガー . 244 

リヤシート . 153 

U ヤディファレンシャルオイル 

オイル量 . 428 

U ヤドア 

開閉 . 114 

リヤドアが車内か5開け5れない……120 
U ヤワイバー . 241 


I る I 

ルームミラー(インナーミラー) . 187 

互 

;令却水 

才ーパーヒートしたときは . 457 

濃度. 容量 . 428 

をの前の準備.点検 . 369 

リザーパータンク位置 . 415 


I ろ I 

□-ビーム（へッドランプ） 

電球（バルブ）交換 . 403 

W (ワット）数 . 427 

路上で故障したときは . 442 


KSM 

ワイパー S ウォッシヤー . 240 

ワイヤレスドア□ック . 130 

メインキーの電池交換 . 392 

ワックス . 384 

W (ワット）数 . 427 
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(@) ABS 警告打 P .224 


• > SRS エアバッグ/ 

•夕' プリテンシヨナ- 
^警告な P .225 


VSC VSC 警告口 P .226 


エンジン警告な 

P .227 


〇 





化 


の 


充電警告な P .231 


油圧警告な P .231 


高水温警告む P.232 


燃料巧量警告表示 

P .233 


バワーステアリング 
CrO 警告口 P .227 


み 


半ドア警告む 


P .233 


((D) 


ブレーキ警告な 

P .228 


み 


運転席シートベルト 
非着用警告な P .234 


to 


デイスチャージヘッド 
ランプオートレべリン 
グ警告な P .230 


PASSENGER 


备 


助手席シートベルト 
非着用警告な P .234 
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TOYOTA 


お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通•フリーコール 

130800 - 700-7700 

才ープン時間36曰曰9:00〜18:00 


所在地干450 ■ 0002名ち屋巿中が区を駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護ち針」については、 
http://www.toy 日 ta.co.jp にて掲載しております。 


1-3 巧 自動軍な巧会巧 

http://toyota.Jp 

♦車両の仕な等の変更により本誉の内容が車両と一致しなし場合びあ D ますのでご了をくだごい。 
♦印刷 K 巨-2011年11月17日 •発行-2011年11月24日初版 
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